
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 





 

 

 

は じ め に 

 

自助具は、障害者（「児」を含む。）の日常生活の不自由を補う道具であり、限られた身体機

能を有効に活かし、障害者自らが使用する極めて重要な福祉用具である。 

一方、こうした自助具は、地域のリハビリテーションセンターやボランティア組織などが

中心となって、障害者の身体状況や使用環境等に応じ創意工夫をしながら、個別に製作され

るケースが殆どであり、当協会では、これまでホームページを活用し、個別のニーズに応じ

て製作された「製作事例」を収集・提供するとともに、商品化された「既製品」についても情

報提供しているところである。 

こうした中、近年では、３Ｄプリンターを利用して医療福祉の専門職と自助具工房などが

連携し、自助具製作を行うケースがみられるところであり、デジタル技術の活用は、人手不

足の解決と実用的な自助具の普及・啓発、さらには迅速な自助具製作を可能にするものとし

て、大きな期待が寄せられている。 

こうした背景を踏まえ、本事業では、３Ｄプリンターを活用して製作する自助具の有用性

及び普及に向けた課題を整理するとともに、今後の情報提供の方策について研究することと

した。 

これにより３Ｄプリンターを活用した実用的な自助具製作を推進するとともに、適切かつ

効果的な自助具の利活用を促し、障害者の自立支援に寄与することを目的とした。 

本調査研究の実施にあたっては、当協会内に検討委員会（委員長：硯川 潤 氏 国立障害

者リハビリテーションセンター研究所）を設置し、ご指導とご助言を頂きながら検討を進め

ることとした。 

本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、委員をはじめヒアリング調査にご協力頂いた方々に深く感謝する次第であ

る。 

 

合わせて、当協会では平成２２年４月から障害のある方等のニーズと福祉用具の開発や研

究を行う方のシーズを繋げる｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム（※）｣を運用してい

るところであるが、運用開始後、これまでに寄せられた主な意見を整理・分類、体系化した

ものを本報告書に掲載することとする。（※）https://www7.techno-aids.or.jp/ 

 

なお、本事業は、厚生労働省の「令和２年度視覚障害者用図書事業等委託費（福祉機器開

発普及等事業）」から交付を受けて実施したものである。 

 

 

令和３年３月 

 

 

公益財団法人テクノエイド協会  
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第１部 
  





 

 

１．事業概要 

（１）事業の目的 
自助具は、障害者（「児」を含む。）の日常生活の不自由を補う道具であり、限られた身

体機能を有効に活かし、障害者自らが使用する極めて重要な福祉用具である。 

一方、こうした自助具は、地域のリハビリテーションセンターやボランティア組織など

が中心となって、障害者の身体状況や使用環境等に応じ創意工夫をしながら、個別に製作

されるケースが殆どであり、当協会では、これまでホームページを活用し、個別のニーズ

に応じて製作された「製作事例」を収集・提供するとともに、商品化された「既製品」に

ついても情報提供しているところである。 

こうした中、近年では、３Ｄプリンターを利用して医療福祉の専門職と自助具工房など

が連携し、自助具製作を行うケースがみられるところであり、デジタル技術の活用は、人

手不足の解決と実用的な自助具の普及・啓発、さらには迅速な自助具製作を可能にするも

のとして、大きな期待が寄せられている。 

こうした背景を踏まえ、本事業では、３Ｄプリンターを活用して製作する自助具の有用

性及び普及に向けた課題を整理するとともに、今後の情報提供の方策について研究するこ

ととする。 

これにより３Ｄプリンターを活用した実用的な自助具製作を推進するとともに、適切か

つ効果的な自助具の利活用を促し、障害者の自立支援に寄与することを目的とした。 

 

（２）事業の内容 
① 検討委員会の設置 

本事業を適切かつ円滑に実施するため、自助具の製作及び普及に関わる有識者や専門

職、工房、リハビリテーションセンターから構成する検討委員会を当協会に設置した。 

② ３Ｄプリンターを活用して製作する自助具の有用性等に関する検討 
３Ｄプリンターを活用して製作する自助具の有用性及び普及に向けた課題を整理する。 

具体的には、３Ｄプリンターを活用して製作する自助具の安全性や有用性、製作にあた

って留意すべき事項について検討した。 

③ 自助具情報の在り方に関する検討 
３Ｄプリンターを活用して製作する自助具情報の収集及び提供の実施方策について、研

究した。 

④ 報告書の作成 
本事業の結果を報告書に取り纏めた。 
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（３）検討委員会のメンバー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）実施経過 
 ５月～８月 ９月～１２月 １月～３月 

１）事業計画の作成 

２）委員会の設置・開催 

 

★    8/3 

 

12/22 

 

3/9 

３）３Ｄ自助具の有用性等に関する検討 

〇３Ｄ自助具の有用性と課題の整理 

〇基本的な考え方の整理 

〇製作・普及に伴う留意事項等の整理 

・当事者参加型の自助具製作 

・製作を普及させるための方策など 

 〇ヒアリング調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）自助具情報の在り方に関する検討 

〇収集及び提供の実施方策 

 

 

 

 

 

 

５）報告書の作成    

（注）３Ｄ自助具とは３Ｄプリンタ―を活用して製作する自助具を指している。 
  

（五十音順・敬称略）

氏名 所属

岡田　英志
 自助具の部屋
 日本リハビリテーション工学協会「自助具ＳＩＧ」

硯川　　潤  国立障害者リハビリテーションセンター研究所

田中　栄一  国立病院機構北海道医療センター

沼田　一恵  日本作業療法士協会（推薦）

濱口　陽介
 川崎市北部リハビリテーションセンター
 百合丘障害者センター　在宅支援室

松田　雅弘  日本理学療法士協会（推薦）

渡辺　崇史  日本福祉大学

（オブザーバー）

氏名 所属

田上　未来  厚生労働省社会・援護局　障害保健福祉部　企画課自立支援振興室

金子　将直  厚生労働省社会・援護局　障害保健福祉部　企画課自立支援振興室

３Ｄプリンターを活用して製作する自助具情報の在り方に関する研究　検討委員
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（５）検討委員会の開催 
① 第１回検討委員会（令和２年８月３日） 
 本事業の概要について 
 ３Ｄプリンターを活用した自助具製作に係わる現状と課題 

・国立障害者リハビリテーションセンター研究所（硯川委員） 
・特定非営利活動法人自助具の部屋（岡田委員） 
・川崎市北部リハビリテーションセンター（濱口委員） 

 生活便利用具（自助具）ＤＢシステムの概要 
 ３Ｄプリンターで製作する自助具の基本・論点について 
 ３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 
 今後のスケジュール 

② 第２回検討委員会（令和２年１２月２２日） 
 第１回検討委員会の振り返り 
 ３Ｄプリンタ―を活用した自助具製作に係わる現状と課題について 

・国立病院機構北海道医療センター（田中委員） 
・日本作業療法士協会（沼田委員） 
・日本理学療法士協会（松田委員） 
・日本福祉大学（渡辺委員） 

 ３Ｄプリンタ―で製作する自助具の有用性等に関する検討 
 情報提供に関する検討 
 今後のスケジュール 

③ 第３回検討委員会（令和３年３月９日） 
 第２回検討委員会の振り返り 
 ヒアリング調査の実施結果について 
 ３Ｄプリンタ―で製作する自助具情報の在り方について 
 ３Ｄプリンタ―で製作する自助具の普及方策について 

 

（６）ヒアリング調査の実施 
① 目的 

自助具は、障害者（「児」を含む。）の日常生活の不自由を補う道具であり、限られた

身体機能を有効に活かし、障害者自らが使用する極めて重要な福祉用具である。 

当協会では、こうした自助具の開発・普及を推進するため、ホームページを活用し、個

別のニーズに応じて製作された「製作事例」を収集・提供するとともに、商品化された

「既製品」についても情報発信しているところである。 

一方、近年、３Ｄプリンターを活用して自助具製作を行うケースが散見されるようにな

り、デジタル技術を活用した新たな製作手法として、様々な分野で期待が寄せられてい

る。 

こうした背景を踏まえ、当協会では、３Ｄプリンターを活用して製作する自助具の有用

性や普及に向けた課題を整理し、今後の情報提供の方策について検討するため、本ヒアリ

ング調査を実施し、３Ｄプリンターを活用して製作する自助具情報の在り方検討に役立て

ることとした。 

② 実施期間 
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令和３年１月下旬から２月上旬 

③ 方法及び時間 

オンラインによる聞き取り調査（１時間程度） 

④ 調査対象 

 第１回、２回の検討委員会の結果を踏まえ、検討委員会の補完をする目的として、現場

の自助具製作に係る団体、自助具を使用する当事者団体等へヒアリングを実施した。 

 なお、本ヒアリングは対象者を公表しないことを前提にご意見をいただいた。 

・障害当事者の団体 

・県の障害者支援センター 

・市の障害者支援センター 

・ＮＰＯ法人の自助具工房 

・福祉系大学（理学療法学科） 

・３Ｄプリンティングに係る事業者団体 

 

⑤ 主なヒアリング内容 

〇３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

〇自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

〇障害当事者が参加する自助具製作について 

〇自助具の安全性について 

〇製作する自助具の特許や実用新案権について 

〇３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

〇その他 

 

⑥ ヒアリング結果 

◆調査対象１：障害当事者の団体 

（実施日時：令和３年２月１７日（水）１１：００ ～） 

（１）３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

・３Ｄプリンターの自助具情報（製作方法等）が、誰でも情報取得できるようになり、

身近に情報があるということは大事だと思う。 

・個人的には、高いところのものを取ったりする自助具がほしい。今までは「孫の手」

を利用し、炙って曲げたりして使っていた。この「孫の手」のように、ひとつヒント

があると色々と活用できる。３Ｄプリンターがそういったように活用できればよいと

思う。 

（２）自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

・リウマチ患者や高齢者は、日常生活動作の不自由さを、自助具で補い生活を成り立た

せている。 

・自助具は、誰でも使えることが大事だと思う。 

・自助具を使う際、身体評価は必要なので、ＯＴやＰＴの助言のもと使うことが望まれ

る。 

（３）障害当事者が参加する自助具製作について 
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・障害当事者の参加は、自助具製作の出発点だと思う。以前、看護師にヒアリングして

製作したものが実際には使えなかったというケースがあった。やはり当事者に意見を

聞いてからスタートするべきであった。 

・障害当事者の意見を聞かずして作ったものは、自助具として意味がなくなってしまう

と思われる。 

（４）自助具の安全性について 

・リウマチ患者は、自助具を使っていて「壊す力」自体があまりない。 

（５）３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

・３Ｄプリンターで製作する自助具情報の発信は、とても大事だと思う。当事者のご家

族が作るといったケースもよくあるので、そういった情報がご家族にも届けば良いこ

とだと思う。まわりにいる人の力は、障害のある方の大きな支えとなる。 

・情報が入ってこないだけの人もいるので、情報発信とは、家族に理解してもらえる裾

野を広げる意味では、とても大事なことだと思う。 

（６）その他 

・自助具は、ひとつ良いものがあると、それをヒントに、そこから発想が広がり、自分

に合うように活用していける。 

・リウマチ患者は、箸を使えないとトングを使うが、しっかりした作りのトングは逆に

使えず、１００円ショップで売っているものが柔らかくて使いやすい。 

・自分に合うものを、大事に選び、大事に使っている。箸なども自分が使えるものを出

かける際にも持ち歩いている。 

 

◆調査対象２：県の障害者支援センター 

（実施日時：令和３年１月２７日（水）１３：００ ～） 

（１）３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

・３Ｄプリンターで製作された自助具の実物を見たことがないが、製作されたものをＷ

ｅｂ等で見ると多彩で見栄えもよいと感じた。また、手作りの自助具は木製が多く、

３Ｄプリンターで製作されたものは木製に比べて軽そうに見える。女性や子どもにも

良いのではないか。 

・製作してみたいが、ＣＡＤ等の設計の知識が必要となるため難しいのではないかと思

う。 

・予算やＣＡＤ等の設計の知識の習得などの課題もあるが、実物が見れたり、試作でき

るような場所の提供があると良いのではないか。例えば、ショッピングモール等での

開催等。 

（２）自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

・福祉用具の製作依頼シートをもとに、非常勤の製作指導員と作業療法士が作成する。 

・センター内には県の障害者福祉センターがあるため、センターの利用者や入所の方々

の依頼を元に製作している。（平成１４年～） 

・シートは当事者が作成するのではなく、中間ユーザーである作業療法士や理学療法士

が作成する。 

・また、シートはＨＰに掲載もしており、主に病院に勤務している作業療法士からの依

頼が多く、県外からの依頼にも対応している。 

5



 

 

・依頼に対してはなるべく対応するようにしており、年間で修理等も含めて１００件以

上の依頼があり、製作物はＨＰに掲載している。 

・主に片手でできる自助具で、爪切り台やリーチャー等の製作が多い。 

・依頼者は高齢者よりも障害者が多い。 

・最近の製作依頼に「折り畳みいす」があったが、どこまでを自助具とするのか、内容

によっては自助具を超えるような依頼も入る。 

・遠方からの依頼には製作後に物をお送りする。 

・アフターフォローについては、中間ユーザーを通じて電話やメールで行い、当事者に

直接会って使用状況等の確認はできていない。 

・自助具製作は県事業の一環で行っているため、依頼者には費用をいただいていない。

データを収集することを目的としている。 

・自助具は製作者の熟練した技術に左右されてしまうことや、製作指導者も高齢化が進

み、後継者がいないことが課題である。 

（３）障害当事者が参加する自助具製作について 

・実施していない。 

・障害者の障害の程度にもよるのではないか。 

（４）自助具の安全性について 

・安全性については当事者にお任せしており、依頼が入った時点で難しい内容になる場

合には製作を受けない場合もある。今までに大きなトラブルはない。 

・耐久性の問題もあるが、製作した自助具が何年使えたかのデータはない。 

・中間ユーザーに入ってもらっているため、製作後すぐに当事者にお渡しするのではな

く、中間ユーザーに当事者の身体状況を踏まえて、使い勝手を確認していただいた上

でお渡ししている。 

・アフターフォローも大切だと考える。 

（５）製作する自助具の特許や実用新案権について 

・よく見られる自助具の製作が多く、特許に関しては申請していない。 

・テクノエイド協会が発行している「自助具ハンドブック」を元に製作することも多

い。 

（６）３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

・センターで製作している自助具は、木製やアクリルがメインとなっている。小さいも

のに関しては３Ｄプリンターで製作できると良い。 

（７）その他 

・製作指導員は週３、６時間勤務となっており、自助具を作れるだけでなく、障害者の

身体状況などについても詳しい知識を持っている。（元センター職員） 

・センターは、自助具製作以外に、福祉用具の展示施設、セミナーの実施、年に１回福

祉用具フォーラムを行っている。 

・県内の自助具工房（ボランティア）はセンター以外に３つあり、福祉用具フォーラム

で連携を図っている。 

 

◆調査対象３：市の障害者支援センター 

（実施日時：令和３年１月２７日（水）１５：００ ～） 

6



 

 

（１）３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

・３Ｄプリンターや３Ｄプリンターで作った実物を見たことがないので、その人に合っ

たものを、どのように作っているのか知りたい。 

・３Ｄプリンターがどういったものか知らなかったが、説明を聞いて自助具製作の新し

い道が開けた気がした。 

・今後、利用者のニーズを汲み取り、３Ｄプリンターを使って、できるだけ安価で自助

具を作ることができればよいと思う。 

（２）自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

・ホームページの自助具情報へのアクセス数は多い。ネットで調べた自助具を１００円

グッズ等で安価で作り、年間１～２個の自助具情報をホームページにアップしている

が、県内はもちろん他県からも問い合わせがあるが、作って提供することはしていな

い。依頼があれば、以前は工房を紹介していたが、現在は近隣に工房がなくなってし

まった。 

・製作依頼があった場合には、近隣に工房がないので、今はまず、関わりのあるＯＴや

ＰＴ等のセラピスト、病院、リハセンターに問い合わせていただくよう案内してい

る。 

（３）障害当事者が参加する自助具製作について 

・市内の小中学生を対象に、障害のある人の不便さ、自助具の大切さなど、障害への理

解を深めてもらう工作教室を行っている。 

・地域包括センターの職員や訪問看護ステーションの職員を対象に、自助具製作に関す

る教室や意見交換会を行っている。 

（４）自助具の安全性について 

・自助具の安全性については、講習会などでは説明しているが、基本は自己責任で使用

してもらっている。 

（５）製作する自助具の特許や実用新案権について 

・製作した自助具の特許等は取っていない。 

（６）３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

・市の委託事業で行っているので独自では動けないが、今後、３Ｄプリンターを導入し

たり、３Ｄプリンターで作ったものを情報発信できればいいと思う。 

（７）その他 

・３Ｄプリンターを扱うための研修を行ってほしい。 

・テクノエイド協会のホームページ等で、自助具情報だけでなく、３Ｄプリンターを扱

うための情報発信もしてほしい。 

 

◆調査対象４：ＮＰＯ法人の自助具工房 

（実施日時：令和３年１月２１日（木）１３：００ ～） 

（１）３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

・３Ｄプリンターが自宅の作業場に 1 台あり、プラスチック製品が作れるので、そのプ

リンターを使用し自助具をこれまで制作してきている。 
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・ＮＣルーターを補助金で買ってもらったので、木材とプラスチックを組み合わせて作

ることもある。ＮＣルーターとは、刃物が高速回転して、木材上を一筆書きのように

切り抜くことができるものである。 

・自助具でも大きなものは、ベースとなるパーツは木材で作るときもある。例えば、大

きな自助具やリハビリ器具を作るときは、ＮＣルーターで木材を切り出し、３Ｄプリ

ンターで作ったプラスチックパーツを組み合わせて制作する。 

・制作、試作したものは、写真や説明を付けてホームページで紹介しているが、自助具

データが貼り付けられなかった（WordPress1）。自助具の現物が欲しい人と、作るデ

ータが欲しい人がいると思うので、自助具データを共有でき、３Ｄプリンターを持っ

ている人であればデータをダウンロードして作ることができる、そのような広場のよ

うなサイトがあればよいと思う。 

・経験がない方でも３Ｄプリンターが扱えるのか？ 

⇒ 小学生対象に３Ｄプリンターの体験教室をやったことがあるが、その時は、自分

のイニシャルや、「船」等を子供たちは作った。頭の中で形を描ける、連想できる人

であればできると思う。作図ソフトの使用経験等は関係ないのではないだろうか。 

（２）自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

・製作の依頼があっても、実際に会って話し合わないと、電話や写真だけでは障害の深

いところまでは分からない。そのため、何度も通ってもらわないといけない場合もあ

るが、だからといって毎回支払いを求めるわけにもいかないので、そういった意味で

は自助具が当事者の手に届かないケースもある。 

・自助具には「汎用性のあるもの」と、「全くその人のもの」の２種類があるが、ＮＰ

Ｏでも個人事業主でも、汎用品（みんなが使える自助具）を提供する場合は、お金を

もらってもいいと考えている。（ボランティアでは続かない） 

・情報公開する自助具データを選別はするが、データを共有できれば、個人事業主やＯ

Ｔ等も作製に利用してくれるとよい。ベースになる自助具データが使えれば、他の人

もアレンジしやすいのではないか。 

（３）障害当事者が参加する自助具製作について 

・あまり機会はない。 

（４）自助具の安全性について 

・取扱説明書を作って、危ない点を警告する。 

・個人事業主としてＰＬ法保険に入っているが、対象は作っている一つ一つの商品ごと

ではなく、この事業全体を対象とするものである。 

・以前、所属していたＮＰＯ法人の理事長（障害当事者でもある）は、せっかく作った

ものを、安全性に配慮しすぎて、公開すること、使ってもらうこと、製品が世に出る

ことを遅らせてはいけない、きちんと注意点を示し、最低限の留意事項を周知するこ

とで十分との方針だった。 

・ボランティアで作ってあげたものが、実際には使えなかった場合があるが、改良する

となると、依頼者の方が遠慮する場合があるようにボランティアの世界では感じる。

よって、お金をもらう方が使う側も要望を言いやすいし、作る側も製品として良いも

のを作れるのではないだろうか。 

 
1 サイトの作成やブログの作成などができる CMS(コンテンツ管理システム)の 1 つである。 
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・自助具を作る際の素材で、特に気をつけなければならないものは、あまりないと思

う。 

・よく使う素材は、トウモロコシ由来のＰＬＡ。 

・とがったものや刃物を付ける自助具は当然危険を伴うが、安全性を突き詰めすぎる

と、結局使えないといったところに追い込まれる可能性がある。 

・できるだけ機構をシンプルにしないと、使ってもらえない場合もある。 

（５）製作する自助具の特許や実用新案権について 

・自助具で特許を取るのはあり得ないと思う。特許を取るまでに、申請書類の作成の手

間や外注費用も必要である。費用対効果を考えるとメリットがない。市場規模も小さ

いため、特許取得に投資した費用を回収できるとは思えない。 

・自助具に関しては、特許等は考えなくてもいいのではないか。 

・自助具の世界では、真似して真似されて当然だと思う。 

・自助具は特許を取らないで、みんなに使ってもらうほうがよいと思う。 

・汎用性が高いものはある程度市場はあるかも（スプーンの補助、コップホルダーな

ど）。 

・自助具は障害のある方のものとして使われているが、自助具と日用雑貨品との境界も

微妙だと思う。 

（６）３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

・３Ｄプリンターで作るデータを、テクノエイド協会ＨＰに載せて欲しい。 

・データを共有することで有償とするのは管理が難しいと思う。データはいくらでもコ

ピーできる。 

・みんなが使っていいという条件の広場にして、お金はもらわないが、自己責任で使っ

てもらう。 

・データを掲載する際は、そのデータをどうやったら実用できるかという取扱説明書み

たいなものを付けた方がよいと思う。データがただあるだけでは、使ってもらえない

可能性があるので。 

・関心のある方向けに、安価で受けられる３Ｄプリンターを動かすための講習会（ＣＡ

Ｄ、ＣＡＭの勉強会含む）が必要なのではないか。相模原市では、頓挫したが過去に

企画があった。 

・以前、開発をしていた時代に、全て自分でやりすぎて、若い人への伝承ができなかっ

た経験がある。これからでも、次の世代を育成できればと考えている。 

（７）その他 

・３Ｄプリンターを動かすには、ＣＡＤソフト（当時２０万）とプリンターのハードの

両方必要。しかし当初使っていたソフトは廃止で使えなくなった。 

・神奈川大学から必要機材を貸してもらえることになり、そのソフトがＦｕｓｉｏｎ３

６０だった。（無料で使える。※一部有料プランも有） 

・プリンターも２０万程度したが昨年壊れ、パーツを切り替えようと思ったが、製造元

がつぶれたため断念した。 

・ＡＮＹＣＵＢＩＣという中国製のものを３万程度で購入した。性能は良い。 

・３Ｄプリンターがよく使われている場面（例えば金型作製など）は分からない。 
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◆調査対象５：福祉系大学（理学療法学科） 

（実施日時：令和３年１月２０日（水）１０：００ ～） 

（１）３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

意思伝達装置のスイッチ類に関して３Ｄプリンターで作成する自助具との関わりについ

て述べる。 

・３Ｄプリンターを使って意思伝達装置のスイッチ類の作成はしていない。 

・仮に製作する場合には、バリエーションがある中で同じものを作りたいが、予備を持

つことができない場合やすぐに入手できない場合等に有効かもしれない。 

・進行性の疾患では早期の段階で押しボタン式のスイッチを使用したりするが、スイッ

チをどのように持つか、どのように固定するかを医療従事者が微調整を行う。そうな

ると１点ものになってくるため、３Ｄプリンターの制作には向かないのではないか。 

・また、スイッチ類は市販されているものもあれば、センサー類を除いて安価な素材

（廃材等も含む）で製作する場合もある。同じ大きさのスイッチであっても、スイッ

チの置き方、場所、当事者は足で操作する方もいるので、細かい位置関係の微調整を

していく。そのため、スイッチ自体を細かく微調整して作製することはあまりしな

い。 

・早期の段階で食事面に問題があれば、通常使用される食事用の自助具と何ら変わりは

ないかと思われる。 

（２）自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

・自助具の定義から考えると、重度のＡＬＳ等の障害者では自助具の対象からは外れる

のではないか。 

・早期の段階でタブレット等を使っている方であれば、自助具を使って操作している場

合もあるかもしれない。 

・筋力低下からくるモノの持ちにくさという点では、ＡＬＳに特化したものとは言いづ

らいのではないか。 

・上肢の筋力低下により筆記や食事に関して問題が出てくるが、自助具があっても嚥下

そのものの機能が低下していく。 

・意思伝達装置以外の用途として使用したいという、使用される側のニーズが非常に強

くなっている。 

・スイッチは設置方法が重要であり、設置方法を再現できるアタッチメントが３Ｄプリ

ンターで製作できるのであれば非常にニーズはあるかもしれない。しかし、アタッチ

メントとなると個別性が高くなっている。例えば、小児では、熱可塑性のものを微調

整して使用している。 

・１つ手作りで作ったものを予備として３Ｄプリンターで複製することは考えられる。 

（３）障害当事者が参加する自助具製作について 

・当事者参加という点でいえば、ニーズをどのように捉えるか。困りごとを具体化して

いくにあたり、障害は進行性で個人差があるため時間をかけて製作するよりも、ある

程度ロットがある中で物を選んでいるのではないか。 

・パターン化している物であれば、インターネットで実物を取り寄せるよりもプリンタ

ーの製作データを使ってすぐ製作できるのであれば、他の障害でも共通してそれなり

の意味があるのではないか。 

10



 

 

（４）自助具の安全性について 

・基本的に自助具は危険なものではないと個人的には考えているが、食事用の自助具で

は口の中での破損、材料の問題で人体に影響が出るなど製造過程で生じる問題であ

る。 

・意思伝達装置に関係しては、緊急呼び出しのボタンのスイッチを手作りで作成した際

に、スイッチが破損したり、導線が切断されて動作しなくなったりすることで呼び出

しができないことは危険な問題であると考える。 

・スイッチにアタッチメントを付けて操作していたとしても、外れたり、破損してしま

うと同じ事が言える。 

（５）製作する自助具の特許や実用新案権について 

・頻繁に使用されるものであれば著作権フリーでデータが公開されているものもある。 

・著作権を取って使用できなくし、有料で提供する場合もあるが、どれだけの使用者が

いるのか。需要があれば広まるかもしれないが、需要がない場合には広まらない。 

・意思伝達装置に限定するとなると、新しく３Ｄプリンターでスイッチを作成すること

は考えにくい。また、大きさ、形状に関する部分は特許に関わらないのではないか。 

・装具等の要素で、設計方法・手法等であれば考えられるかもしれない。 

（６）３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

・リウマチの方であればある程度安定しており、生活上の困りごとをご自身で何とかし

たいと思う方はいると思う。 

・ＡＬＳでは介護も絡んでくるため、どこまでご自身で行うかであるが、意思伝達装置

以外にもスイッチを使用してパソコン、タブレット、テレビのリモコン等操作するニ

ーズはあるのではないか。 

（７）その他 

・介護福祉の教育の現場の中では、３Ｄプリンターを使って物を作ることは苦手な生徒

が多い傾向がある。また、資格を取るためのカリキュラムで授業が詰まっているた

め、プラスアルファの授業は難しいのではないか。 

・工業高校など技術があるところに、新しいニーズを教えていくことの方がよいのかも

しれない。 

 

◆調査対象６：３Ｄプリンティングに係る事業者団体 

（実施日時：令和３年２月１６日（火）１０：００ ～） 

（１）３Ｄプリンターを活用して製作する自助具について 

・３Ｄプリンターの用途としては、大きく分けて①試作、②生産のための道具の製作、

③物を作るの３つの使い道がある。 

・医療分野では、人工股関節のカップの部分がプリンターで製作されている。その他、

樹脂であれば、飛行機の内装に使用されており、複雑な製品の製作が可能となってい

る。 
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・装具の場合は、大きく、体重がかかるため強度や安全面の工夫が必要である。 

・自助具の場合は、装具ほどに大きくならず、一品一様なので３Ｄプリンターとの相性

は良いのではないか。 

・どれくらい皮膚に触れているかなど生体適合性が重要になるのではないか。国内では

認証されてないが、ＦＤＡに認可された材料がある。ＦＤＡに認可されたものとはエ

ビデンス（不純物が入っていないことやトレーサビリティ）が取れているかどうかで

ある。自助具にどこまで求めるかだと思う。 

・７つの造形方式があるが、一般的なのは熱可塑性であり、熱可塑性でない樹脂もあ

る。最近は光硬化性のものも出てきており、皮膚に触れると皮膚が荒れたりすること

もあり危険性が高い。（補聴器も光硬化性であるが、ＦＤＡに認可された材料を使用

している）よって、造形方式を決める必要があるのではないか。 

・安価な３Ｄプリンターは安定しておらず、使いこなすにはノウハウが必要である。高

価なものは複雑な形も比較的簡単に製作が可能である。３Ｄプリンターは高価なもの

では数千万する。 

・ＤＭＭドットメイクというプリンティングサービスを行っている会社がある。そこで

は３Ｄプリンターを持っていなくても、ＣＡＤデータ等を業者へ渡すだけで製作可

能。 

（２）自助具の利用及び製作に係る現状の課題について 

・ボランティアでも製作は可能であるが、問題は３ＤＣＡＤデータを作れるかどうかで

ある。 

・ＣＡＤは安いものやフリーのものがあり比較的導入は簡単である。 

・協会ではＣＡＤの研修はしておらず、ＣＡＤごとのメーカーで使い方は異なってお

り、導入するメーカーに研修を頼むことになる。 

・ＣＡＤを一から覚えることは難しく、工業系の学生はほとんど扱えるので、ボランテ

ィアをしてもらうことも考えられる。 

（３）障害当事者が参加する自助具製作について 

・高価な３Ｄプリンターであってもバリは出てくるため、手作業でバリをとる必要があ

る。企業としては、バリを取る作業にコストがかかっている。ボランティアや障害者

にバリ取りをしてもらうなど。 

（４）自助具の安全性について 

・工業的に大量生産されたものがＰＬ法の対象となる。大量をどこまで指すかどうか。 

・装具関係は事故が無いように事前に何回もテストしている。一般よりもアスリートが

対象となっている。 

・３Ｄプリンターの性質上、方向性によっても耐久性は異なり、そういった面も理解し

て作成する必要もある。 

・装具ではたわみを求めると、変形して折れてしまう。破断して鋭利にならないように

など気を付ける必要がある。 

・販売しなければ製造物責任を負う必要はなく、個人の責任になってくるのではない

か。 

（５）製作する自助具の特許や実用新案権について 
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・世界でも３ＤＣＡＤデータをダウンロードできるので、そこからデータを修正して使

うこともできる。 

・使用する範囲はそれぞれで決まっており、多くは営利目的でなければ使用可能となっ

ている。 

・特許には新規性と進歩性が必要である。新規性はまったく新しいもの、少しでも新し

いもの。容易に想像（デザイン、形）ができなかったものなど。例えば、従来では製

作できなかったものが、３Ｄプリンターを使用することで製作が可能となり、障害者

に寄与されるものなど。 

・特許や実用新案は営利目的の利用を制限しているものである。権利は売り上げに対し

てかかるものである。 

・プリンティングサービス会社の特定のサイトでは、自分で作成した３ＤＣＡＤデータ

を公開することができる。ダウンロードはできないが、実物を手に入れることができ

る。代金には品物の代金と権利金が含まれ、アップロードした人は権利金を手に入れ

ることができる。 

（６）３Ｄプリンターで製作する自助具情報について 

・アメリカでは小中学校に３Ｄプリンターが導入されている。海外だと情報量が豊富で

ある。システム教育が進んでいる。 
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２．事業結果 

（１）基本的な考え方の整理 
○ 自助具は、障害者（「児」を含む。）の日常生活の不自由を補う道具であり、本人の

身体機能を最大限に活かし、基本的には、障害者自らが使用するものである。 

○ 自助具には、障害者自らが工夫して作る物、リハビリテーションセンターのセラピス

トや工房の技師などが相談に応じてオーダーメイドで製作する物、既製品として一般

商品化されている物などがある。 

○ いずれの場合であっても、道具としての使い勝手の良さと、品質や素材の安全は勿論

のこと、利用者の身体機能との適合及び利用安全の確保は必須といえる。 

○ 近年、３Ｄプリンタ－を利用して自助具を製作するケ－スが散見されるところである

が、障害者の身体状況や生活環境は千差万別であり、上記の事項を踏まえると、３Ｄ

プリンタ―を使用して製作する場合であっても、生活機能の把握・評価及びその結果

に基づく設計や機能等を満たすことが重要である。 

○ また、普及にあたっては、上記のことを踏まえた教育を行うとともに、情報提供を行

う必要がある。 

○ 現在、ボランティア等の工房で製作するオーダーメイドの自助具は、製作者の高齢化

が進み、製作場所や工具・設備等の確保にも限界が生じている。 

こうしたなか、いくら良い物を作っても伝承できない状況にあり、加えて、複製も容

易ではないなどの課題も重なり、如何にしてデジタルで繋ぐかという視点が重要にな

ってくる。また、自助具製作に係る技術・知識と地域の障害者の自立支援をどう確立し

ていくか検討する必要がある。 

○ 例えば、ストローホルダーやカップホルダー、ドアノブ、あるいは一般の商品にアタ

ッチメントすることにより使い勝手を良くする物など、身体の構造もしくは機能にお

よぼす影響が少ない自助具については、３Ｄプリンタ―を利用して製作する自助具の

可能性を広げるため、利用者本人を含む、工房や医療・福祉の関係者及び学生等、多

くの関係者への教育と情報提供を推進する必要があるといえる。 

 
（２）有用性と留意点について 

３Ｄプリンタ―で製作する自助具の有用性と留意すべき事項について、検討委員会等で

は、主に以下のご意見が出された。 

 ①有用性について 

 オーダーメイドで自助具の製作が可能である。 
 汎用性のある自助具に適しているのではないか。 
 例えば、アタッチメントを変えることで使えるものになど、本体は数パターンをデ

ータ化しておき、人に適合する部分だけを作ることが容易である。 
 オーダーメイドと同程度のクオリティで製作が可能となってきている。 
 設計の視点から、いままでの自助具では再現できなかった全く新しい機構ができる。 
 複雑な機構を伴う製作も可能になった。 
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 複製が容易。（汎用性の高い自助具であれば作成が可能ではないか。） 
 製作した自助具を予備として、複数個渡すことも可能である。 
 素材、色、サイズの変更が可能である。 
 素材を変更することで、耐久性を上げることができる。 
 既存の自助具を３Ｄスキャンすることで、追加造形が可能である。 
 データの共有・保存が可能である。 
 ３Ｄプリンタ―の知識や操作方法を理解していれば、作成者の力量に依存しない。 

②留意すべき事項 
 ３Ｄプリンターが必要である。 
 ３Ｄプリンターにも様々な機能や価格帯があり、情報が乏しい。 
 作製には３Ｄプリンターを使いこなす専門の技術が必要である。 
 かえって製作にあたって時間やコストが増える場合がある。 
 ３Ｄプリンターの置き場を確保する必要がある。 
 既製品と比較して製造物責任が不明確である。 
 どれくらいで壊れるかわからない。 
 使用上の注意点を明確に伝えないといけない。 
 長期的に有用性を評価した報告はない。 
 医療専門職や、エンジニア等各々の保有する知識・技術等の専門性を活かせるよう、

双方の連携協力が必要ではないか。 
 

（３）自助具製作の現状と課題の整理 

既製品の自助具を含む、自助具製作の現状と課題を整理すると概ね以下のとおりとな

る。 

なお、「３Ｄプリンタ―で製作されたもの」であっても「工房などで製作されたもの」

と同様に、障害者に適合した自助具を製作すること自体は同様であり、身体機能の評価等

のプロセスを経て製作するものである。 

 工房などで 

製作されたもの 

３Ｄプリンタ―で 

製作されたもの 
既製品 

特徴、品質 身体機能に応じて、その

人に適合するよう、一品

一品製作するオーダー品

である。 

 

試作と評価を繰り返しな

がら、手作りするケース

がほとんどであり、品質

の保証は一般的にない。 

 

製作者と使用者が合意し

て製作・使用することが

特徴である。 

製作途中で当事者の機能

評価がきちんとされ、そ

の結果として要求機能が

設定されるべきである。 

 

オーダー品とするか、共

用品とするか議論が分か

れる。 

 

３Ｄプリンタ―の性能や

使用する材料による。 

比較的多くのニーズに基

づき、企業が一般商品と

して開発し、販売してい

るもの。 

 

当事者団体と共同開発す

るケースもある（目薬や

浣腸、栓抜きなど）。 

 

品質については、製造物

責任が問われる。 
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 工房などで 

製作されたもの 

３Ｄプリンタ―で 

製作されたもの 
既製品 

 

製作者の知識や技術、経

験によるところが大き

い。同じ用途の物であっ

ては、製作者によって異

なる。また、材質や素材に

よっても異なる。 

 

製造物責任が問われるか

不明である。 

 

目的などに合わせ材料を

変更することにより品質

が異なる。 

 

製作データをもとに復元

が可能、また機器によっ

てサイズの微調整も可能

である。 

 

製作者の力量に依存しな

い一方、３Ｄプリンタ―

を適切に使いこなすだけ

の一定のスキルが必要で

ある。 

 

有用性 一般的には個別のニーズ

を聞き取り、身体機能を

評価しながら製作するた

め、納得が得られれば必

ず役に立つものとなる。 

 

真似て粗悪品を製作する

ケースも散見される。 

 

医療職と工学やデザイン

など関係者の連携や知見

の共有が必要である。 

 

長期的に有用性を評価し

た報告はない。 

 

専門職では当然の身体機

能評価が、エンジニアに

は分からないことが多

く、連携協力が必要とい

える。 

 

オーダー品とするか、共

用品とするか議論が分か

れる。 

 

どういった対象者や使用

場面で有用か明確にする

とともに、禁忌事項を付

記することも必要であ

る。 

 

成長過程にある児童の自

助具に有用ではないか。 

 

一般化された既製品であ

ることから、個々の障害

者の身体機能に適合して

いるか、使いこなせるか

は、使用する側が見極め

る必要がある。 

 

既製品のため、障害者が

道具に合わせる必要があ

る。 

安全性 製作者の知見や経験に基

づき、危害を与えない材

既製品と比較して製造物

責任が不明確である。 

バリを無くすなど、一般

的には、開発企業におい
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 工房などで 

製作されたもの 

３Ｄプリンタ―で 

製作されたもの 
既製品 

料や素材を選び、また試

作段階から使用場面を想

定した基本設計がされる

ことが一般的である。 

しかしながら粗悪品が絶

対に存在しないとは言え

ない。 

 

使用者の顔が見えること

から安全性の配慮につい

ても、製作者と使用者双

方で確認することができ

る。 

目的外での使用をしない

よう製作者は利用者にき

ちんと伝えることができ

る。 

 

どれくらいで壊れるか確

認・把握しづらく、使用上

の注意点を明確に伝えな

ければならない。 

 

データのみの提供ではな

く、適用となる対象者や

場面、取扱説明等の情報

も合わせて提供すること

が望ましい。 

て製品開発におけるリス

クアセスメントがされて

いる。 

 

ＪＩＳなど工業規格は存

在しない。 

 

禁忌事項などについて

は、一般的には取扱説明

書などにおいて注意喚起

されている。 

但し、適切な対象者と使

用方法が記述されている

か否かについては、製品

によって異なる。 

情報 当協会では、一つの事例

として、材料や工作法等

に関する情報提供を行っ

ている。 

 

一部の地域によっては、

社会福祉協議会や事業

団、ボランティアグルー

プ等において製作や普及

活動を実施している。 

また職能団体において

も、一部の地域で自助具

の情報や工作法を提供し

ている。 

 

オーダー品であっても汎

用性のある物について

は、既製品化や３Ｄプリ

ンタ―による製作も可能

となるのではないか。但

オーダーで製作できる工

房は減少しており、例え

ば、ストローホルダーや

カップホルダー、ドアノ

ブ、あるいは既製のもの

のアタッチメントなど、

身体の構造もしくは機能

におよぼす影響が少ない

自助具については、３Ｄ

製作を促し、教育や情報

提供の仕組みを検討する

べきではないか。 

 

当協会では、企業から情

報収集し提供している。 

 

我が国では自助具の利活

用が浸透しておらず、企

業にとっては、利益が薄

く製作している企業も少

ないのが実態である。 

 

工房などで製作されたも

のを既製品化していくこ

とも求められている。 
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 工房などで 

製作されたもの 

３Ｄプリンタ―で 

製作されたもの 
既製品 

し、使用する素材には注

意が必要である。 

 

利用者との

適合 

使用者の顔が見えること

から、製作段階から使用

者の身体機能との適合を

考慮しながら製作されて

いる。 

 

目的外での使用をしない

よう製作者は利用者にき

ちんと伝えることができ

る。 

 

工房の技術者と医療・福

祉の関係者の間で十分な

連携が図れているとは言

い難い。 

急性期から慢性期への移

行する段階など、早い段

階からの製作連携が必要

といえる。 

 

当事者自身も身体機能と

機器の機能のマッチング

や評価が難しい。 

良い物ができれば、予備

として複数作製すること

が可能である。 

 

当事者に適合した自助具

を製作すること自体は工

房で製作する自助具と全

く同様であり、身体機能

の評価等のプロセスを経

て製作するものである。 

リウマチなど一般的な障

害・症状の記載にとどま

っているのがほとんどで

あり、具体的に日常生活

の利用シーンや障害の程

度まで踏み込まれていな

いのが実態である。 

 

留意事項 安全な材料や材質を使用

することが求められる。 

 

リハビリテーション専門

職と連携することによ

り、動作分析や身体機能

の評価を行いながら製作

する必要が求められる。 

 

粗悪な自助具を排除する

ことが必要ではないか。 

 

製作にはＣＡＤの取扱い

方法など一定のスキルが

必要である。 

 

全国に対してアドバイス

できるような相談窓口を

設けたり、講習プログラ

ムを作り、一定の資質を

もつ人材養成をしてはど

うか。 

 

 

 

 

 

 

（４）３Ｄプリンタ―で製作する自助具の普及方策について 

① 当事者ニーズの聞き取り 
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自助具は、一般的な福祉用具と同様、利用者の生活支援の手段であり、利用者一人ひと

りの身体状況に適合し、安全で実用的に使用できるものでなければならない。 

利用者の日常生活の中で自助具の役割を明確にし、利用者の身体機能を活かし、いかに

できることを増やすかの観点から、ニーズの深堀は不可欠といえる。 

また、３Ｄプリンタ－で製作する自助具の製作にあたって、利用者ニーズの聞き取りは

決して一時的に行うものではなく、製作前から製作の途中、さらには作成後のフォローに

ついても継続して行うことが求められる。 

 

② ３Ｄプリンタ－に関する基礎知識の習得 

３Ｄプリンタ－は、安価な物から高価な機器まで様々なタイプがあり、機器の性能や知

識・技術の違いにより完成度が異なることを理解し、３Ｄプリンタ－を使いこなすための

基礎知識は必要不可欠である。 

具体的には、３Ｄプリンタ－を使用したものつくりを基本とし、３ＤＣＡＤを使った機

器の設計、自助具のデジタルデータ化とデータ変換の技術、さらにはデジタル工作機器を

使った自助具の造形や加工方法についての知識が求められるところであり、工学系の学校

等も含め教育の普及が必要ではないか。 

また、決して技術思考で進まないよう、こうした知識を利用者の機能評価と合わせても

つことが必要である。 

今後、３Ｄプリンタ－を活用した自助具製作を普及させるためには、講習プログラムの

策定と研修会の実施が一定の質を担保する人材を育成していくうえで必要である。 

 

③ ３Ｄプリンタ－で製作した自助具の情報提供 

３Ｄプリンタ－で製作した自助具については、自助具工房等においてオーダーで作成し

た自助具や既製品とは性質が異なり、別枠での情報提供が求められる。 

具体的には、使用した機器や材料・素材、サイズ、取扱い方法などについて明確にする

とともに、作成時における機能評価や利用者ニーズ、フィッティング評価なども合わせた

良質な情報の提供に努め、関係者が利用可能なものにすべきではないか。 

一方、既に先行して３Ｄプリンタ－で製作した自助具情報を提供しているサイトもあり、

新たに別のサイトを設けるのではなく、こうしたサイトと連携して、情報を安定的に利用

者や関係者等へ提供することが望ましい。 

また、３Ｄプリンタ－で製作したものであっても特許を取得したり、実用新案権を出願

したりすることも想定されるところであり、公益サービスの一環として情報提供する場合

には、基本的にフリーなものとすることが望ましいのでないか。但し、民間が営利を目的

に行うものを妨げないよう配慮する必要がある。 

 

④ ３Ｄプリンタ－の利活用を促す自助具工房について 

障害者の自立を支援する自助具の開発・普及にあたり、３Ｄプリンタ－による製作を活

性化させる一つの方策として、３Ｄプリンタ－を活用した自助具製作を行う工房を設けて

はどうか。但し、運営にあたっては、既に自助具製作を行っている工房やリハビリテーシ

ョンセンター等のリソースを有効活用するとともに、障害当事者も気軽に参加できるよう

な運営形態が良いのではないか。 
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具体的には、３Ｄプリンタ－を活用した製作と普及を行うとともに、３Ｄ自助具の製作

アドバイスを行ったり、講習会を企画・開催したり、また製作したもののデジタル化を推

進するなどの機能があれば良いのではないか。 

併せて、３Ｄプリンタ－を活用した自助具の製作と普及を適切かつ効果的に推進するた

めには、地域の医療関係従事者と工房等で手作りの自助具を製作している職人等が連携し

て進めることが理想的である。 

 

⑤ ３Ｄプリンタ－で製作する自助具の安全性について 

３Ｄプリンタ－で製作する自助具の安全性について、使用した材料を明確にするととも

に、対象者と使用の範囲、注意事項等を明記した取扱説明書を添付することが望ましい。

そのうえで既存のデータを活用し、３Ｄプリンタ－で製作する自助具の安全性について製

作・複製する場合には、使用者・利用者の自己責任であることを明確にすることが望まし

い。 

一方、定価を付けて販売する３Ｄ自助具についても、基本的には上記と同様、取扱説明

書等を添付することとし、ＰＬ保険に加入することを基本とすることが望ましい。 
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殆
ど

で
あ

り
、

当
協

会
で

は
、

こ
れ

ま
で

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

、
個

別
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
製

作
さ

れ
た
「

製
作

事
例
」

を
収

集
・

提
供

す
る

と
と

も
に
、

商
品

化
さ

れ
た
「
既

製
品

」
に

つ
い

て
も

情
報

提
供

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

こ
う

し
た

中
、

近
年

で
は

、
３

Ｄ
プ

リ
ン

タ
ー

を
利

用
し

て
医

療
福

祉
の

専
門

職
と

自
助

具
工

房
な

ど
が

連
携

し
、

自
助

具
製

作
を

行
う

ケ
ー

ス
が

み
ら

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
り
、
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

は
、

人
手

不
足

の
解

決
と

実
用

的
な

自
助

具
の

普
及
・
啓

発
、
さ
ら

に
は

迅
速

な
自

助
具
製

作
を

可
能

に
す

る
も

の
と

し
て
、
大

き
な

期
待

が
寄

せ
ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
う

し
た

背
景
を

踏
ま

え
、

本
事

業
で

は
、

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ
ー

を
活

用
し

て
製

作
す

る
自

助
具

の
有

用
性

及
び

普
及

に
向
け

た
課

題
を

整
理

す
る

と
と

も
に
、
今

後
の

情
報

提
供

の
方
策

に
つ

い
て

研
究

す
る

こ
と

と
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
３

Ｄ
プ

リ
ン

タ
ー

を
活

用
し

た
実

用
的

な
自
助

具
製

作
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
適

切
か

つ
効

果
的

な
自
助

具
の

利
活

用
を

促
し

、
障

害
者

の
自

立
支

援
に

寄
与

す
る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

Ⅰ
．
自
助

具
製
作

の
整
理

◆
既
製
品

・
比

較
的

多
く

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
企

業
が

一
般

商
品

と
し

て
開

発
・

販
売

・
製

品
安

全
に

関
す

る
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

有
り

・
使

用
者

が
製

品
に

合
わ

せ
る

必
要

が
あ

る
・

利
益

が
少

な
い

た
め

製
作

企
業

が
少

な
い

・
比

較
的

迅
速

に
商

品
を

入
手

で
き

る

◆
工
房
な
ど
で
製
作

さ
れ
た
も
の
（

オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
）

・
個

別
の

ニ
ー

ズ
を

聞
き

取
り

、
身

体
機

能
に

応
じ

、
そ

の
人

に
適

合
す

る
よ

う
一

品
ず

つ
製

作
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

工
房

で
製

作
・

試
作

と
評

価
を

繰
り

返
し

な
が

ら
製

作
す

る
ケ

ー
ス

が
多

く
、

製
作

に
時

間
を

要
す

る
場

合
も

あ
る

・
製

作
者

の
知

識
、

技
術

、
経

験
に

左
右

さ
れ

る

・
複

製
が

容
易

で
は

な
く

、
真

似
て

粗
悪

品
が

製
作

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

で
製
作
さ
れ
た

も
の

・
複

製
が

容
易

・
素

材
、

色
、

サ
イ

ズ
変

更
が

可
能

・
製

作
デ

ー
タ

の
共

有
、

保
存

が
可

能
・

製
作

に
は

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
や

３
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
知

識
や

取
扱

い
に

関
す

る
ス

キ
ル

が
必

要

Ⅱ
．
自
助

具
製
作

の
現
状

と
課
題

◆
製

作
者
の
高
齢
化

、
制
作
場
所
や

工
具
・
設
備
等

の
確
保
の
課
題

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

工
房

で
製

作
す

る
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

の
自

助
具

は
、

製
作

者
の

高
齢

化
が

進
み

、
い

く
ら

良
い

も
の

を
作

っ
て

も
伝

承
が

難
し

く
、

複
製

も
容

易
で

は
な

い
。

◆
３

Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
に

関
す
る
基
礎
知

識
取
得
の
課
題

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
を

使
い

こ
な

す
た

め
に

は
３

Ｄ
Ｃ

Ａ
Ｄ

等
の

専
門

知
識

や
技

術
が

必
要

だ
が

、
そ

れ
を

取
得

す
る

場
が

少
な

い
。

Ⅲ
．
３
Ｄ

プ
リ
ン

タ
ー
で

製
作
す

る
自
助

具
の
普
及
方

策

◆
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

に
関
す
る
基
礎

知
識
の
普
及

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
を

使
い

こ
な

す
た

め
の

基
礎

知
識

は
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

自
助

具
製

作
を

普
及

さ
せ

る
た

め
に

は
、

３
Ｄ

Ｃ
Ａ

Ｄ
で

の
設

計
を

は
じ

め
、

基
礎

知
識

を
取

得
で

き
る

講
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

策
定

と
研

修
会

の
実

施
が

、
一

定
の

質
を

担
保

す
る

人
材

を
育

成
し

て
い

く
う

え
で

必
要

で
あ

る
。

◆
３

Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
で

製
作
し
た
自
助

具
の
情
報
提
供

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

自
助

具
の

可
能

性
を

広
げ

る
た

め
に

は
、

利
用

者
本

人
、

工
房

や
医

療
・

福
祉

の
関

係
者

及
び

学
生

等
、

多
く

の
関

係
者

へ
情

報
提

供
す

る
必

要
が

あ
る

。
情

報
提

供
項

目
と

し
て

は
、

使
用

し
た

機
器

や
材

料
・

素
材

・
サ

イ
ズ

、
取

扱
い

方
法

、
製

作
時

に
お

け
る

機
能

評
価

や
利

用
者

ニ
ー

ズ
、

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
評

価
等

も
合

わ
せ

て
情

報
提

供
し

て
は

ど
う

か
。

ま
た

、
情

報
提

供
に

あ
た

っ
て

は
、

先
行

機
関

と
連

携
す

る
。

◆
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

の
利
活
用
を
促

す
自
助
具
工
房

の
設
置

３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

製
作

を
行

う
と

と
も

に
、

製
作

ア
ド

バ
イ

ス
や

講
習

会
の

企
画

・
開

催
、

製
作

し
た

も
の

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
推

進
す

る
機

能
を

も
っ

た
工

房
の

設
置
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１．事業概要 

（１）事業の目的 
当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障害

者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提供シ

ステム（以下、本システム）｣を開発し、運用しているところである。

（https://www7.techno-aids.or.jp/） 

本システムは、障害のある方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作るための

ご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡しするため

のものである。 

本年度も、本システムを運用することにより、福祉機器のニーズと技術シーズの適切な情

報連携とその促進を図ることとした。 

また、シーズ・ニーズマッチング交流会において本システムの周知を行い、ニーズ及びシ

ーズの収集に努めた。 

 

検討経過及びシステム概要 

年度 主な事項 

平成２１年度 ○｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣の開発 

平成２２年度 ○福祉用具有識者会議の設置（本システムの活用方策を検討） 

平成２３年度 

○福祉用具有識者会議による検討 

・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・本システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

平成２４年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の開発を検討 

○本システムの改良（「ご意見」と「掲示板」の統合） 

平成２５年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の運用を開始 

○団体等の協力を得て、家族会等の場においてニーズ収集 

平成２６年度 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（管理機能の拡充） 

○シーズ・ニーズマッチング交流会にてニーズ収集 

平成２７年度 

○本システムの大幅改修 

・操作及び利便性の向上、デザインの変更 

・スマートフォンからのニーズ投稿を可能とするシステム改修 

平成２８年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

平成２９年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 
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年度 主な事項 

平成３０年度 

○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（メール配信機能の追加等） 

令和元年度 
○時代のニーズに即した本システムの在り方に関する検討 

（投稿状況のビジュアル表示、メール配信機能の追加等） 

令和２年度 ○シーズ・ニーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）主な実施内容 

① 本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化 

② 障害当事者団体のニーズ蓄積 

 

（３）ニーズの収集状況 
障害者のニーズを踏まえた福祉用具の開発・普及を推進するため、平成２２年度から運用

している本システムにこれまで寄せられた、「要望・アイデア」、「新製品や技術」、「お知らせ」

の３項目について、直近５年間の投稿件数は以下のとおりである。 

令和２年度は、前年から４８件増加し、８９０件の投稿件数となった。 

 

福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの概要

福祉用具利用者や介護者の声を、メーカーや研究者などへ定期的にお届けします。
ほしい情報のキーワードを予め登録ください。｢掲示板｣などに書き込まれた内容
を定期的にお伝えします。

メール

登録

データベース化ご意見等

掲示板
（談話室）

より良い福祉用具を作るために、ご意見やお困りごとをお聞かせください。

どなたでも自由に書き込むことができます。
投稿されたご意見は、メーカーや研究者などへお届けします。

また、当事者の団体や職能団体、行政や企業などにおかれましては、福祉用具に
関する取組やイベントの開催案内など「自由な掲示板」としても活用できます。

蓄積

メーカー

輸入者

販売者

大学・研究者

リハビリセンタ

職業訓練者

よりよい福祉用具の開発と普及の推進

http://www.techno-aids.or.jp
障がい者

高齢者

介護者

家族

障害者サービス
提供施設･･

高齢者サービス
提供施設･･

ケアマネ

専門相談員

本システムを通じて

○福祉用具に係わる掲示板として、どなたでも手軽に活用できます。
○投稿されたご意見やご要望は、福祉用具のメーカーや開発者へ、定期的に届けられます。
○よりよい福祉用具の開発研究に役立てます。
○障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマとして活用できます。
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〇投稿件数（直近５年間）※令和３年３月１２日現在 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

投稿件数 ６５０件 ７０５件 ７４２件 ８４２件 ８９０件 

 

〇投稿者の属性件数 ※令和３年３月１２日現在 

 
属性別では利用者が最も多く、次いで障害者団体、福祉専門職の順に投稿件数が多かった。 

 

（４）主な投稿内容について（令和２年度の新規投稿） 
今年度の主な投稿内容については以下のとおりである。 

種目 名称・機能 内容 

車いす 車いすにつける

キッズステップ 

車いす背後に子供が乗ることができる物（キッズステ

ップ、ボード、ベルト等）を製品化してほしい。どん

な車いすにも取り付けられるユニバーサルデザイン

で、車いすで幼子を連れての外出の課題を解決できる

物がほしい。楽に移動できる物の手立てがあれば、車

いす利用者も付き添い者も子供もＱＯＬ向上になると

思う。緊急避難にも役立つのではないか。 

緊急通報装置 就寝中の聴覚障

害者に警報伝達

するアプリ 

聴覚障害者は就寝中、補聴器類をはずして寝ているの

で、その状態で災害等が発生した場合、避難行動等が

必要になっても音声の警報では気付かない可能性が高

い。そのため、睡眠中に伝えるには、振動式のデバイ

スが最も有効だと思う。すでに市販されている腕時計

型の端末等が受信端末の候補として考えられるが、ス

マホ上で気象警報などを受信したら、情報を選択し、

これらの端末に通知するアプリがあればとよいと思

う。これなら寝ていても振動で気付ける可能性が高ま

るのではないか。 

その他 全盲の方の目を

保護するメガネ 

視覚障害（全盲）の方が路上を歩く際、枝や目の高さ

の障害物などから、目を保護する日常生活用具がほし

い。 

その他 知 的 障 害 者 用 

発達障害者用の

衣服 

ダウン症で重度知的障害児のため、洋服の前後や裏表

などの理解ができないので、下着なども含め、前後、

裏表の区別がない衣服を開発してほしい。 

利用者
利用者

の家族

障害者

団体

医療

専門職

福祉

専門職

開発

事業者

流通

事業者
行政 その他 不明 合計

投稿
件数

２３６件
（27％）

３９件
（4％）

１５２件
（17％）

２９件
（3％）

７７件
（9％）

４５件
（5％）

７件
（1％）

６３件
（7％）

１０１件
（11％）

１４１件
（16％）

８９０件
（100％)
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種目 名称・機能 内容 

その他 肢体不自由者用 

視 覚 障 害 者 用 

聴 覚 障 害 者 用 

知的障害者用の

マウス 

重症心身障害児者も扱いやすいマウスの情報を探して

いる。例えば、レバーのようなマウス、微弱な力でも

クリックできるマウス、球形の転がすようなマウス、

クリックするとクリックしたことがわかるような音の

出るマウスなど。既製品の情報や工夫などの情報を含

め教えてほしい。 
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
R

２
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
そ

の
他

(開
発

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
顎

を
支

え
る

装
具

、
チ

ン
ナ

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

用
A

L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

の
重

み
を

顎
に

あ
て

た
皿

で
受

け
止

め
、

そ
の

重
み

を
肩

と
胸

と
背

中
で

分
担

し
て

受
け

止
め

る
装

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
h

tt
p

s
:/

/y
o
u

tu
.b

e
/G

b
S

b
h

G
7

p
Z

s
o

ご
希

望
の

方
に

お
作

り
い

た
し

ま
す

。

2
R

２
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
そ

の
他

(開
発

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
支

え
る

装
具

、
ヘ

ッ
ド

ア
ッ

プ

肢
体

不
自

由
者

用
A

L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

を
後

方
に

引
っ

張
り

、
そ

の
重

み
を

背
中

を
通

し
て

腹
で

さ
さ

え
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

先
に

紹
介

し
ま

し
た

「
チ

ン
ナ

ッ
プ

」
と

は
、

患
者

さ
ん

の
症

状
に

よ
っ

て
使

い
分

け
る

の
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/y
o
u

tu
.b

e
/d

9
fF

K
4

c
S

g
Y

0
ご

希
望

の
方

に
お

作
り

い
た

し
ま

す
。

3
R

２
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)脱
落

・
紛

失
防

止
補

聴
器

開
発

メ
ー

カ
ー

耳
掛

け
型

補
聴

器
の

、
脱

落
・

紛
失

防
止

ホ
ル

ダ
ー

が
で

き
ま

し
た

。

聴
覚

障
害

者
用

『
中

小
企

業
庁

の
も

の
づ

く
り

補
助

金
事

業
』

の
採

択
を

受
け

、
新

開
発

し
商

品
化

し
た

も
の

で
す

。
（

特
許

取
得

済
み

）
メ

ガ
ネ

を
掛

け
て

い
る

方
で

、
耳

掛
け

型
補

聴
器

や
人

工
内

耳
プ

ロ
セ

ッ
サ

ー
を

使
い

始
め

た
方

の
、

脱
落

・
紛

失
不

安
を

解
決

し
ま

す
。

特
徴

　
：

　
　

め
が

ね
を

外
し

た
い

時
、

補
聴

器
は

つ
け

た
ま

ま
で

、
簡

単
に

【
メ

ガ
ネ

だ
け

】
外

せ
ま

す
。

取
り

付
け

：
　

誰
で

も
取

り
付

け
は

で
き

ま
し

が
、

補
聴

器
販

売
店

に
ご

相
談

す
る

と
、

具
合

良
く

使
え

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
こ

の
チ

ラ
シ

を
持

っ
て

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
の

が
良

い
で

し
ょ

う
。

4
R

２
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
車

い
す

 電
動

車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
に

つ
け

る
キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

開
発

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
 高

齢
者

用
 児

童
用

 介
助

者
用

利
用

対
象

等
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

車
椅

子
背

後
に

子
ど

も
が

乗
る

こ
と

が
で

き
る

物
(キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

、
ボ

ー
ド

、
ベ

ル
ト

)の
製

品
化

(商
品

化
)を

願
っ

て
い

ま
す

。
ど

ん
な

車
椅

子
に

も
取

り
付

け
ら

れ
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

で
、

車
椅

子
で

幼
子

を
連

れ
て

の
外

出
の

課
題

を
解

決
で

き
る

物
が

あ
れ

ば
と

私
と

家
族

の
経

験
か

ら
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 ベ

ビ
ー

カ
ー

に
は

ベ
ビ

ー
カ

ー
ス

テ
ッ

プ
が

あ
り

ま
す

。
車

椅
子

用
の

キ
ッ

ズ
ス

テ
ッ

プ
は

無
い

(私
の

調
べ

た
範

囲
で

す
)た

め
、

我
が

家
は

車
椅

子
に

ベ
ビ

ー
カ

ー
ス

テ
ッ

プ
や

ベ
ル

ト
式

の
お

ん
ぶ

紐
商

品
を

取
り

付
け

て
試

し
て

い
ま

す
。

安
全

性
や

移
動

上
の

課
題

が
あ

り
ま

す
。

楽
に

移
動

で
き

る
物

の
手

立
て

が
あ

れ
ば

、
車

椅
子

利
用

者
も

付
き

添
い

者
も

子
ど

も
も

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

緊
急

避
難

に
も

役
立

つ
の

で
は

と
考

え
ま

す
。

ご
意

見
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

5
R

２
新

製
品

・
技

術
訓

練
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)運
動

装
置

利
用

者
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

、
下

肢
麻

痺
者

の
疼

痛
緩

和
の

た
め

の
受

動
的

運
動

装
置

の
開

発

肢
体

不
自

由
者

用
 利

用
対

象
等

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

頸
髄

損
傷

に
よ

る
四

肢
麻

痺
者

で
す

。
受

傷
以

来
、

臀
部

か
ら

つ
ま

先
ま

で
の

強
烈

な
痛

み
に

悩
ん

だ
末

、
「

動
か

す
」

こ
と

に
よ

り
痛

み
が

緩
和

す
る

こ
と

に
気

づ
き

友
人

の
協

力
の

も
と

「
足

関
節

受
動

運
動

装
置

」
を

独
自

に
開

発
し

ま
し

た
。

車
い

す
で

の
移

動
中

で
も

運
動

で
き

る
車

い
す

搭
載

可
能

な
コ

ン
パ

ク
ト

タ
イ

プ
と

足
首

、
膝

、
股

関
節

を
回

転
運

動
で

き
る

据
え

置
き

タ
イ

プ
の

2
機

種
が

あ
り

ま
す

。
開

発
以

来
1

0
年

以
上

、
毎

日
1

2
時

間
ほ

ど
使

用
を

続
け

て
お

り
、

主
観

で
す

が
疼

痛
と

痙
性

が
8

割
ほ

ど
減

少
し

ま
し

た
。

ま
た

、
皮

膚
の

状
態

や
関

節
可

動
域

な
ど

も
良

好
な

状
態

を
保

っ
て

お
り

ま
す

。
小

さ
な

モ
ー

タ
ー

ひ
と

つ
に

よ
る

ゆ
っ

く
り

な
回

転
運

動
に

よ
っ

て
無

理
な

く
長

時
間

の
運

動
が

可
能

で
す

。

動
画

h
tt

p
s
:/
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w
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7
R

x
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b
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w
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s
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9
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g
?

p
b
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e
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a
d

=
1

0
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6
R

２
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

福
祉

専
門

職
介

護
保

険
制

度
利

用
対

象
等

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

介
護

保
険

が
要

介
護

２
で

な
い

と
電

動
カ

ー
ト

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
要

介
護

２
以

上
の

方
が

電
動

カ
ー

ト
で

屋
外

移
動

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

要
支

援
1

・
2

　
要

介
護

１
の

方
が

自
立

し
て

の
屋

外
移

動
が

出
来

な
い

。

7
R

２
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

移
乗

特
殊

寝
台

利
用

者
の

家
族

介
護

ベ
ッ

ド
の

サ
イ

ド
レ

ー
ル

に
つ

い
て

高
齢

者
用

退
院

し
て

介
護

ベ
ッ

ド
を

使
い

始
め

た
の

で
す

が
移

乗
し

た
り

す
る

際
に

サ
イ

ド
レ

ー
ル

が
邪

魔
に

な
り

毎
回

取
り

外
し

て
利

用
し

て
い

ま
す

が
意

外
と

取
り

外
す

動
作

が
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

。
病

院
な

ど
に

あ
る

付
け

た
ま

ま
で

斜
め

に
倒

れ
て

平
に

な
る

よ
う

な
サ

イ
ド

レ
ー

ル
は

介
護

の
在

宅
用

で
は

利
用

が
で

き
な

い
も

の
か

と
思

い
ま

す
。

業
者

さ
ん

に
尋

ね
て

も
い

ま
の

所
在

宅
用

で
は

な
い

と
の

事
で

し
た

。
今

後
在

宅
介

護
の

負
担

軽
減

の
為

に
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

は
な

ら
な

い
の

で
し

ょ
う

か

8
R

２
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
就

寝
中

の
聴

覚
障

害
者

に
警

報
伝

達
す

る
ア

プ
リ

聴
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
聴

覚
障

害
者

は
就

寝
中

、
補

聴
器

類
を

は
ず

し
て

寝
て

い
ま

す
。

そ
の

状
態

で
災

害
等

が
発

生
、

避
難

行
動

等
が

必
要

に
な

っ
て

も
、

音
声

の
警

報
で

は
気

が
付

か
な

い
可

能
性

が
高

い
で

す
。

昨
年

の
台

風
1

9
号

で
も

、
逃

げ
遅

れ
る

こ
と

が
生

命
や

財
産

に
影

響
、

亡
く

な
ら

れ
た

方
も

い
ま

す
。

睡
眠

中
に

伝
え

る
に

は
、

振
動

式
の

デ
バ

イ
ス

が
最

も
有

効
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

1
0

0
％

確
実

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

。
ア

ッ
プ

ル
ウ

ォ
ッ

チ
的

な
、

す
で

に
市

販
さ

れ
て

い
る

腕
時

計
型

の
端

末
が

受
信

端
末

の
候

補
と

し
て

考
え

ら
れ

ま
す

。

ス
マ

ホ
上

で
気

象
警

報
な

ど
を

受
信

し
た

ら
、

情
報

を
選

択
し

、
こ

れ
ら

の
端

末
に

通
知

す
る

ア
プ

リ
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
寝

て
い

て
も

振
動

で
気

づ
く

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

情
報

を
選

択
し

て
受

信
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
れ

ば
、

起
床

時
に

も
役

立
つ

は
ず

で
す

。

9
R

２
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
利

用
者

施
設

・
交

通
機

関
で

の
助

力
依

頼
用

Q
R

コ
ー

ド
活

用
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

で
す

。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
観

点
で

、
今

春
か

ら
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

が
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
人

と
の

接
触

機
会

が
減

る
こ

と
が

、
障

害
者

が
困

っ
た

と
き

に
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

に
く

く
な

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

か
、

懸
念

し
て

い
ま

す
。

人
や

設
備

の
な

い
と

こ
ろ

で
も

、
Q

R
コ

ー
ド

が
あ

れ
ば

必
要

な
と

こ
ろ

に
緊

急
通

報
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
安

心
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
一

例
で

す
が

、
鉄

道
の

無
人

駅
で

、
次

の
よ

う
な

目
的

で
緊

急
に

連
絡

を
取

り
た

い
場

合
。

1
）

駅
員

と
文

字
チ

ャ
ッ

ト
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

た
い

と
き

2
）

犯
罪

が
起

き
た

と
き

3
）

事
故

が
起

き
た

と
き

な
ど

、
緊

急
性

や
内

容
に

応
じ

て
別

々
な

Q
R

コ
ー

ド
を

用
意

す
る

方
法

で
あ

れ
ば

、
安

価
に

対
応

手
段

を
用

意
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
聴

覚
障

害
者

以
外

に
も

役
立

つ
の

で
は

。

高
速

道
路

の
非

常
電

話
に

あ
る

、
「

会
話

の
不

自
由

な
方

向
け

ボ
タ

ン
」

の
「

Q
R

コ
ー

ド
版

」
の

イ
メ

ー
ジ

で
す

。
Q

R
コ

ー
ド

の
プ

レ
ー

ト
等

を
用

意
す

る
だ

け
で

、
電

気
工

事
等

不
要

で
安

価
に

用
意

可
能

で
す

。

福
祉

用
具

ニ
ー

ズ
情

報
収

集
・

提
供

シ
ス

テ
ム

こ
れ

ま
で

に
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
、

要
望

、
ア

イ
デ

ア
等

の
一

覧
（１）福祉用具ニーズ情報収集・提供システムに寄せられたこれまでのご意見等
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
0

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
レ

ン
タ

ル
化

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
 高

齢
者

用
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

、
排

泄
物

を
受

け
る

バ
ケ

ツ
と

座
面

ク
ッ

シ
ョ

ン
以

外
の

本
体

部
分

は
、

レ
ン

タ
ル

に
出

来
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
一

般
的

に
は

臭
い

が
染

み
込

む
な

ど
の

問
題

で
買

い
取

り
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

実
際

の
介

護
場

面
で

は
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
期

間
が

短
い

事
例

が
多

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

夜
間

だ
け

長
年

使
用

さ
れ

て
い

る
方

な
ど

も
お

ら
れ

ま
す

が
、

が
ん

末
期

の
方

な
ど

で
は

2
〜

3
回

の
使

用
で

終
了

と
い

う
こ

と
も

多
々

あ
り

ま
す

。
レ

ン
タ

ル
で

あ
れ

ば
購

入
に

躊
躇

さ
れ

る
こ

と
も

な
く

な
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

ま
た

本
体

ご
と

廃
棄

す
る

作
業

も
負

担
と

な
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
立

場
か

ら
す

る
と

開
発

に
メ

リ
ッ

ト
は

な
い

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

保
険

財
源

を
考

え
ま

す
と

こ
れ

は
か

な
り

重
要

な
課

題
で

す
。

ど
の

メ
ー

カ
ー

の
商

品
も

改
良

が
進

み
、

デ
ザ

イ
ン

的
に

も
大

差
が

な
い

状
況

で
、

サ
イ

ズ
調

整
が

で
き

れ
ば

、
一

定
の

ニ
ー

ズ
に

は
応

え
ら

れ
る

筈
で

す
。

何
と

か
、

臭
い

が
染

み
込

ま
な

い
材

質
、

あ
る

い
は

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
、

レ
ン

タ
ル

可
能

な
商

品
化

が
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。

1
1

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
専

門
職

障
害

者
に

よ
る

障
害

者
支

援
に

つ
い

て
利

用
対

象
等

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

元
々

、
介

護
職

と
し

て
福

祉
業

界
に

関
わ

っ
て

お
り

神
経

難
病

を
患

い
四

肢
麻

痺
の

障
害

を
負

い
ま

し
た

。
そ

の
な

か
で

健
常

者
と

障
害

者
の

福
祉

用
具

に
対

す
る

認
識

に
ギ

ャ
ッ

プ
を

感
じ

ま
し

た
。

屋
内

で
の

手
す

り
の

素
材

や
設

置
場

所
な

ど
住

宅
改

修
・

改
造

か
ら

杖
先

ゴ
ム

な
ど

細
か

い
も

の
ま

で
、

健
常

者
の

時
に

便
利

だ
と

思
っ

て
勧

め
て

い
た

も
の

が
実

は
ご

利
用

者
に

と
っ

て
は

逆
効

果
だ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

な
ど

、
色

々
と

考
え

て
し

ま
い

ま
す

。
健

常
者

の
方

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

確
か

に
ご

利
用

者
の

状
態

、
家

の
構

造
、

過
去

の
事

例
な

ど
か

ら
あ

る
程

度
寄

り
添

う
こ

と
は

で
き

ま
す

。
し

か
し

そ
れ

は
情

報
で

あ
っ

て
本

当
の

意
味

で
理

解
出

来
て

い
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
障

害
者

だ
か

ら
こ

そ
分

か
る

不
便

さ
や

福
祉

用
具

の
利

点
も

あ
る

と
思

う
の

で
す

が
、

こ
う

い
っ

た
考

え
を

仕
事

に
活

か
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
も

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

障
害

者
雇

用
が

地
方

で
は

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

正
社

員
で

な
く

て
も

非
正

規
雇

用
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

職
員

な
ど

で
働

け
る

よ
う

な
職

場
環

境
を

作
っ

て
欲

し
い

で
す

。

1
2

R
２

新
製

品
・

技
術

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
そ

の
他

(福
祉

用
具

)移
乗

開
発

メ
ー

カ
ー

自
立

起
立

補
助

具
「

ラ
・

ク
リ

ッ
プ

」
肢

体
不

自
由

者
用

 介
助

者
用

「
お

世
話

型
介

護
か

ら
自

立
支

援
介

護
へ

」
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
は

日
常

生
活

動
作

を
介

助
無

し
で

自
分

の
力

で
可

能
に

す
る

こ
と

を
目

標
に

開
発

し
た

新
発

想
の

補
助

具
で

す
。

介
護

さ
れ

る
側

も
介

助
す

る
側

も
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
た

ベ
ッ

ド
か

ら
の

起
立

、
車

椅
子

へ
の

移
乗

が
要

介
護

者
の

「
引

く
力

」
を

利
用

し
て

容
易

に
立

ち
上

が
る

事
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。
「

も
う

疲
れ

さ
せ

な
い

！
要

介
護

者
も

介
助

者
も

」
　

ス
ト

レ
ス

の
原

因
が

少
し

で
も

減
り

、
平

穏
な

日
常

生
活

に
戻

る
事

を
願

っ
て

い
ま

す
。

1
3

R
２

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

製
品

リ
コ

ー
ル

情
報

を
伝

え
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

ご
紹

介

利
用

対
象

等
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
株

式
会

社
リ

コ
ジ

ェ
は

、
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

す
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

リ
コ

ジ
ェ

を
公

開
し

て
い

ま
す

。
法

人
に

付
与

さ
れ

て
い

る
法

人
番

号
を

キ
ー

と
し

て
、

ア
プ

リ
の

利
用

者
に

リ
コ

ー
ル

情
報

を
プ

ッ
シ

ュ
通

知
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

の
ア

プ
リ

を
ベ

ー
ス

に
、

認
知

症
徘

徊
者

を
探

す
お

手
伝

い
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

オ
レ

ン
ジ

リ
コ

ジ
ェ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
開

発
予

定
で

す
。

リ
コ

ジ
ェ

で
検

索
い

た
だ

く
と

ア
プ

リ
の

説
明

を
し

て
い

る
弊

社
の

サ
イ

ト
が

見
つ

か
り

ま
す

。

1
4

R
２

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)字
幕

、
人

手
不

足
開

発
メ

ー
カ

ー
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

モ
ニ

タ
ー

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 介

助
者

用
 就

労
・

就
学

用

「
見

や
す

さ
」

と
「

か
け

心
地

」
の

良
い

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

ニ
タ

ー
を

開
発

・
販

売
し

て
お

り
ま

す
。

視
力

矯
正

眼
鏡

の
上

か
ら

で
も

違
和

感
な

く
装

用
で

き
ま

す
。

H
D

M
I経

由
で

映
像

が
取

得
で

き
れ

ば
基

本
的

に
は

何
で

も
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

映
す

、
と

い
う

今
ま

で
の

福
祉

用
具

と
は

違
う

、
新

し
い

コ
ン

セ
プ

ト
の

商
品

で
す

。
ス

マ
ホ

や
パ

ソ
コ

ン
、

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

等
と

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
、

様
々

な
使

い
方

が
可

能
で

す
。

例
え

ば
、

ス
マ

ホ
の

字
幕

ア
プ

リ
を

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
す

る
こ

と
で

、
舞

台
等

を
干

渉
し

な
が

ら
字

幕
も

読
め

ま
す

。
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
と

接
続

す
る

こ
と

で
、

見
づ

ら
い

遠
く

の
文

字
等

を
拡

大
し

て
目

の
前

に
投

影
し

ま
す

。
施

設
介

護
者

に
も

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

、
人

手
不

足
改

善
の

手
助

け
と

し
て

の
ご

利
用

も
期

待
で

き
ま

す
。

更
な

る
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
の

ご
紹

介
も

別
途

可
能

で
す

の
で

、
ご

興
味

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

1
5

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)目

の
保

護
そ

の
他

(公
益

法
人

)
全

盲
の

方
の

目
を

保
護

す
る

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

(ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病
)

視
覚

障
害

（
全

盲
）

の
方

が
路

上
を

歩
く

際
、

枝
や

目
の

高
さ

の
障

害
物

な
ど

か
ら

、
目

を
保

護
す

る
日

常
生

活
用

具
は

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
医

療
用

の
保

護
メ

ガ
ネ

は
あ

る
み

た
い

で
す

。
ミ

ド
リ

安
全

（
株

）
H

P
　

→
　

 h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

id
o
ri
-m

e
d

p
ro

d
u

c
ts

.jp
/p

ro
d

u
c
t/

p
1

2
/

1
6

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)自

費
ベ

ッ
ド

そ
の

他
(貸

与
事

業
者

)
自

費
対

応
用

1
ﾓｰ

ﾀｰ
ﾍ
ﾞｯ

ﾄ
ﾞ（

背
上

げ
）

高
齢

者
用

介
護

保
険

の
認

定
結

果
が

、
要

支
援

1
・

2
、

要
介

護
1

の
方

は
介

護
保

険
で

の
特

殊
寝

台
が

レ
ン

タ
ル

で
き

な
い

た
め

、
各

社
独

自
で

自
費

対
応

ベ
ッ

ド
の

展
開

を
さ

れ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

。
仮

に
家

具
調

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
を

提
供

す
る

場
合

、
外

フ
レ

ー
ム

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
が

殆
ど

の
た

め
、

ベ
ッ

ド
脇

に
よ

り
立

ち
座

り
動

作
が

安
定

す
る

据
え

置
き

タ
イ

プ
の

手
す

り
を

設
置

す
る

と
、

オ
プ

シ
ョ

ン
受

け
と

化
粧

版
の

分
だ

け
、

間
隔

が
空

い
て

し
ま

し
ま

す
。

家
具

調
ベ

ッ
ド

の
フ

レ
ー

ム
が

下
に

あ
れ

ば
、

よ
り

手
す

り
が

体
に

接
近

し
、

手
す

り
使

い
易

く
な

る
か

と
思

い
ま

す
。

1
7

R
２

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

(開
発

者
)

小
島

式
運

転
補

助
装

置
『

ペ
ダ

ル
ア

シ
ス

ト
』

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
重

度
障

碍
者

自
ら

設
計

開
発

の
運

転
補

助
装

置
で

す
。

市
販

の
装

置
で

は
対

応
で

き
な

い
の

で
自

分
が

対
応

で
き

る
装

置
を

設
計

開
発

し
ま

し
た

。
現

在
全

て
の

車
は

ア
ク

セ
ル

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
は

左
右

の
踏

み
替

え
操

作
で

す
。

私
は

左
右

の
踏

み
替

え
の

動
き

が
障

害
で

出
来

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

足
を

前
後

に
動

か
す

装
置

を
考

案
。

前
に

動
か

せ
ば

ブ
レ

ー
キ

。
そ

の
足

を
後

ろ
に

動
か

せ
ば

ア
ク

セ
ル

。
足

の
前

後
の

操
作

で
ア

ク
セ

ル
ブ

レ
ー

キ
。

人
の

緊
急

時
等

の
パ

ニ
ッ

ク
時

の
足

の
ツ

ッ
パ

リ
は

ブ
レ

ー
キ

入
力

。
踏

み
間

違
え

で
暴

走
は

皆
無

。
か

つ
、

常
に

足
が

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
に

接
し

て
い

る
の

で
、

空
走

距
離

激
減

。
ブ

レ
ー

キ
反

応
時

間
は

、
他

車
よ

り
は

る
か

に
少

な
く

安
全

で
す

。
重

度
障

害
の

方
や

高
齢

者
等

の
踏

み
間

違
え

防
止

に
有

効
な

装
置

で
す

。

1
8

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

衣
服

知
的

障
害

者
用

 発
達

障
害

者
用

私
の

子
供

は
ダ

ウ
ン

症
で

重
度

知
的

障
害

児
で

す
。

洋
服

の
前

後
や

裏
表

な
ど

の
理

解
が

で
き

ま
せ

ん
。

下
着

な
ど

も
含

め
、

前
後

、
裏

表
の

区
別

が
な

い
衣

服
が

あ
れ

ば
い

い
な

ぁ
、

と
思

い
ま

す
。

製
品

の
開

発
、

ど
う

か
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
9

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)優

先
席

利
用

者
優

先
席

に
聴

覚
過

敏
者

向
け

の
座

席
が

欲
し

い
精

神
障

害
者

用
 発

達
障

害
者

用
 就

労
・

就
学

用
聴

覚
過

敏
が

あ
り

ま
す

。
優

先
席

の
前

や
真

横
で

大
声

で
喋

ら
れ

る
と

苦
痛

で
す

。
優

先
席

く
ら

い
し

か
逃

げ
場

が
あ

り
ま

せ
ん

。
耳

栓
な

ど
も

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
こ

こ
で

は
静

か
に

し
ま

し
ょ

う
。

と
い

う
逃

げ
場

が
あ

る
と

助
か

る
障

害
者

は
た

く
さ

ん
い

る
と

思
い

ま
す

。
ど

こ
か

の
国

で
は

ス
ー

パ
ー

に
音

を
さ

せ
な

い
時

間
を

設
け

る
と

い
う

配
慮

の
あ

る
と

こ
ろ

も
あ

る
そ

う
で

す
。

電
車

の
中

の
一

か
所

で
も

良
い

の
で

、
是

非
作

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

バ
ス

の
運

転
手

さ
ん

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

も
音

が
と

て
も

大
き

い
こ

と
が

あ
り

、
ス

ピ
ー

カ
ー

の
側

に
座

ら
な

い
よ

う
に

気
を

つ
け

て
い

ま
す

。
難

し
い

問
題

だ
と

は
思

い
ま

す
が

、
公

共
交

通
機

関
を

使
わ

な
い

と
事

業
所

へ
も

行
け

な
い

た
め

、
是

非
逃

げ
場

を
作

っ
て

い
た

だ
け

た
ら

と
希

望
し

ま
す

。

2
0

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(事
務

局
)

て
ん

か
ん

の
発

作
を

予
知

す
る

機
器

を
探

し
て

お
り

ま
す

そ
の

他
(て

ん
か

ん
)

て
ん

か
ん

発
作

を
予

知
す

る
よ

う
な

腕
時

計
や

Ｔ
シ

ャ
ツ

な
ど

有
る

と
お

聞
き

し
ま

し
た

。
ご

存
じ

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

お
知

ら
せ

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
五

島
　

0
3

-3
2

6
6

-6
8

8
3

2
1

R
２

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)飲
食

補
助

そ
の

他
(開

発
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

両
手

が
不

自
由

で
も

コ
ッ

プ
の

飲
料

を
ゴ

ク
リ

と
飲

み
ほ

す

肢
体

不
自

由
者

用
両

手
が

動
か

な
く

な
り

自
力

で
の

食
事

が
叶

わ
な

く
な

っ
た

A
L
S

の
友

人
を

介
護

し
て

い
て

、
考

え
た

作
品

で
す

。
介

護
者

に
よ

る
ス

プ
ー

ン
か

ら
で

は
な

く
、

自
分

の
唇

で
コ

ッ
プ

の
熱

い
珈

琲
を

す
す

り
、

あ
る

い
は

冷
え

た
ビ

ー
ル

を
ゴ

ク
ン

と
飲

み
ほ

し
た

い
と

い
う

願
い

を
叶

え
よ

う
と

す
る

物
で

す
。

ご
希

望
の

方
に

頒
布

い
た

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.f
a
c
e
b

o
o
k
.c

o
m

/S
e
n

d
a
iA

b
ili
ty

N
e
tw

o
rk

/v
id

e
o
s
/7

2
5

1
5

7
6

8
4

6
5

5
7

3
5

/
（

実
用

新
案

登
録

済
み

で
す

が
、

ど
こ

か
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
引

き
取

っ
て

下
さ

れ
ば

幸
い

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

）

28



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
2

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)自

助
具

利
用

者
【

商
品

化
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
募

集
！

！
】

操
作

支
援

器
具

の
開

発
に

つ
い

て

高
齢

者
用

 そ
の

他
(リ

ウ
マ

チ
、

五
十

肩
の

方
な

ど
)

リ
ウ

マ
チ

の
疾

患
が

あ
る

車
椅

子
の

障
害

者
で

す
。

肩
関

節
の

変
形

が
進

み
、

一
人

で
上

着
を

着
る

こ
と

が
出

来
な

く
な

り
自

助
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

理
学

療
法

士
さ

ん
に

勧
め

ら
れ

て
特

許
を

取
得

し
て

お
り

ま
す

。
（

特
許

第
6

7
4

2
0

6
4

号
　

「
操

作
支

援
器

具
」

）
障

害
者

、
高

齢
者

、
五

十
肩

の
方

々
に

も
役

立
つ

も
の

と
思

い
ま

す
が

、
不

自
由

さ
れ

て
い

る
方

々
の

た
め

に
商

品
化

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
募

集
し

て
お

り
ま

す
。

ご
連

絡
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

【
操

作
支

援
機

器
の

説
明

】
棒

の
先

に
付

い
た

ク
リ

ッ
プ

で
上

着
の

胸
元

付
近

を
留

め
て

片
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
を

釣
り

竿
の

よ
う

に
持

ち
上

げ
て

反
対

側
に

回
し

て
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
の

先
の

部
分

を
使

っ
て

被
り

物
の

上
着

を
着

る
こ

と
も

出
来

ま
す

。
服

を
脱

ぐ
時

、
整

え
る

時
も

棒
の

上
の

部
分

を
使

っ
て

行
な

え
ま

す
。

写
真

の
自

助
具

は
福

祉
プ

ラ
ザ

で
制

作
し

て
も

ら
っ

た
も

の
で

す
。

2
3

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)パ

ソ
コ

ン
用

品
障

害
者

団
体

マ
ウ

ス
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 知
的

障
害

者
用

重
症

心
身

障
害

児
者

も
扱

い
や

す
い

マ
ウ

ス
の

情
報

を
探

し
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

レ
バ

ー
の

よ
う

な
マ

ウ
ス

、
微

弱
な

力
で

も
ク

リ
ッ

ク
で

き
る

マ
ウ

ス
、

球
形

の
転

が
す

よ
う

な
マ

ウ
ス

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

ク
リ

ッ
ク

し
た

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

な
音

の
出

る
マ

ウ
ス

・
・

・
な

ど
。

既
製

品
の

情
報

や
工

夫
な

ど
の

情
報

を
含

め
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)
装

具
利

用
者

の
家

族
適

応
範

囲
が

広
が

っ
て

欲
し

い
保

護
帽

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
重

度
の

知
的

障
が

い
、

て
ん

か
ん

発
作

有
り

日
常

は
保

護
帽

を
自

傷
行

為
防

止
に

使
っ

て
い

ま
す

。
上

部
の

ク
ッ

シ
ョ

ン
が

無
い

部
分

を
丁

度
殴

っ
て

し
ま

う
の

で
そ

の
部

分
に

小
さ

な
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
縫

い
付

け
て

い
ま

す
。

そ
れ

は
役

立
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

後
は

顎
を

し
た

か
ら

殴
る

の
で

あ
ご

紐
に

ク
ッ

シ
ョ

ン
や

タ
オ

ル
を

挟
ん

だ
り

し
て

い
ま

す
が

、
あ

っ
ち

も
(上

部
に

も
)

こ
っ

ち
に

も
(顎

に
も

)物
が

つ
い

て
外

出
に

は
不

向
き

で
す

。
一

体
化

(生
地

？
素

材
が

同
じ

)よ
う

な
も

の
、

ま
た

直
ぐ

に
取

り
付

け
取

り
外

し
が

容
易

(部
品

の
よ

う
)な

物
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

、
。

調
べ

て
み

て
も

自
傷

行
為

防
止

用
に

向
い

て
い

る
保

護
帽

は
な

い
よ

う
で

素
人

の
考

え
た

物
を

つ
け

る
し

か
な

い
の

か
な

と
諦

め
て

い
ま

す
。

そ
れ

と
も

も
っ

と
調

べ
れ

ば
あ

る
の

か
な

？

2
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

装
具

　
靴

肢
体

障
害

者
用

先
天

性
片

足
障

が
い

の
為

下
肢

長
差

が
あ

る
人

の
為

の
靴

を
自

由
に

選
ん

で
装

具
と

し
て

加
工

す
る

。
下

肢
長

差
に

応
じ

て
靴

内
部

か
外

部
に

補
高

素
材

を
つ

け
る

。
障

が
い

者
だ

っ
て

お
洒

落
を

し
た

い
。

加
工

補
助

制
度

は
あ

る
が

1
年

半
に

１
足

と
現

実
的

で
は

な
い

。
夏

は
夏

の
冬

は
冬

の
靴

が
あ

る
。

せ
め

て
１

年
に

２
足

ま
で

は
加

工
費

の
補

助
を

し
て

欲
し

い
。

消
耗

が
激

し
い

人
や

お
洒

落
を

楽
し

み
た

い
人

。
健

常
者

の
様

に
洋

服
に

あ
っ

た
靴

を
履

き
た

い
。

2
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)長
靴

、
雨

靴
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、

雨
の

日
の

お
困

り
ご

と
肢

体
障

害
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 ポ
リ

オ
の

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 日
常

生
活

Ｂ
．

課
題

 …
 雨

の
時

の
対

策
に

つ
い

て
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 雨

の
日

に
長

靴
と

し
て

、
装

具
を

す
っ

ぽ
り

覆
え

る
簡

易
の

ビ
ニ

ー
ル

製
の

雨
靴

が
欲

し
い

。
実

際
に

は
、

実
用

化
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
知

る
限

り
一

般
の

革
靴

の
大

き
さ

に
し

か
対

応
し

て
ま

せ
ん

。
装

具
用

が
欲

し
い

の
で

す
。

装
具

を
つ

け
て

、
さ

ら
に

カ
バ

ー
シ

ュ
ー

ズ
を

履
き

ま
す

と
、

そ
れ

自
体

が
既

に
3

0
セ

ン
チ

近
く

に
な

り
ま

す
。

で
す

か
ら

そ
の

上
の

サ
イ

ズ
が

欲
し

い
で

す
。

丈
も

膝
上

が
欲

し
い

で
す

。
そ

れ
を

履
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
大

雨
で

も
上

か
ら

カ
ッ

パ
を

羽
織

れ
ば

下
半

身
は

濡
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

2
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)日

常
動

作
装

具
 座

位
保

持
装

置
 つ

え
体

幹
を

支
え

る
装

置
肢

体
障

害
者

用
体

幹
を

支
え

る
装

置
で

大
げ

さ
で

な
い

も
の

が
あ

る
と

良
い

。

2
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)日
常

生
活

全
般

補
聴

器
家

電
製

品
の

状
況

を
教

え
て

く
れ

る
シ

ス
テ

ム
聴

覚
障

害
者

用
家

電
製

品
の

状
況

（
来

客
、

家
の

電
話

、
室

温
・

湿
度

、
お

風
呂

、
ペ

ッ
ト

等
）

を
ス

マ
ホ

で
管

理
し

、
必

要
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

補
聴

器
や

人
工

内
耳

に
音

声
・

合
図

音
を

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
良

い
。

2
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

 意
思

伝
達

装
置

利
用

者
骨

伝
導

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
聴

覚
障

害
者

用
補

聴
器

つ
け

た
ま

ま
使

え
る

骨
伝

導
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

を
開

発
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

普
通

の
骨

伝
導

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
売

っ
て

ま
す

が
、

ど
れ

も
補

聴
器

装
着

し
た

ま
ま

使
え

な
い

よ
う

な
も

の
が

多
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
補

聴
器

し
た

ま
ま

使
え

る
よ

う
な

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

ま
す

3
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
そ

の
他

(貸
与

事
業

所
)

介
護

保
険

適
応

　
貸

与
可

能
な

歩
行

補
助

つ
え

の
男

性
向

け
の

柄
に

つ
い

て

高
齢

者
用

貸
与

可
能

な
4

点
杖

の
柄

で
す

が
、

女
性

が
好

み
そ

う
な

花
柄

な
ど

は
多

数
貸

与
で

出
回

っ
て

い
る

が
、

男
性

向
け

の
カ

ラ
フ

ル
な

貸
与

の
杖

が
な

い
。

購
入

の
1

本
杖

で
は

男
性

向
け

の
カ

ラ
フ

ル
な

杖
も

多
く

見
ら

れ
る

が
、

、
男

性
も

例
え

ば
、

タ
イ

ガ
ー

ス
柄

の
よ

う
な

元
気

が
出

る
よ

う
な

4
点

杖
を

貸
与

可
能

な
杖

と
し

て
メ

ー
カ

ー
側

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。
外

出
す

る
際

に
も

カ
ラ

フ
ル

な
杖

を
持

つ
こ

と
で

元
気

が
出

て
く

る
と

思
い

ま
す

。

3
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、

バ
ス

利
用

時
の

お
困

り
ご

と
（

杖
の

機
能

）

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 杖

と
下

肢
装

具
で

バ
ス

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
杖

＋
整

理
券

（
乗

車
券

）
＋

現
金

＋
障

害
者

手
帳

を
用

意
し

て
バ

ス
を

降
り

る
時

に
、

手
か

ら
こ

ぼ
れ

落
ち

そ
う

に
な

り
ま

す
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 杖
に

付
け

て
い

る
、

杖
ホ

ル
ダ

ー
（

ひ
っ

か
け

タ
イ

プ
）

に
追

加
要

望
と

し
て

、
１

．
整

理
券

を
止

め
る

ク
リ

ッ
プ

機
能

　
２

．
コ

イ
ン

が
３

枚
程

度
保

持
で

き
る

コ
イ

ン
ク

リ
ッ

プ
機

能
　

３
．

ひ
っ

か
け

部
に

強
力

な
滑

り
止

め
を

貼
っ

て
く

れ
る

と
外

れ
な

い
の

で
助

か
り

ま
す

。
現

状
は

歩
い

て
料

金
支

払
い

す
る

間
に

落
と

し
て

し
ま

い
そ

う
に

な
る

の
で

、
上

記
機

能
が

あ
れ

ば
助

か
り

ま
す

。

3
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
つ

え
ポ

リ
オ

患
者

（
杖

 利
用

者
）

の
方

の
、

立
食

形
式

で
食

事
の

際
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

・
食

事
Ｂ

．
課

題
 …

 荷
物

を
持

っ
て

2
本

の
杖

で
歩

く
の

は
大

変
で

、
ビ

ュ
ッ

フ
ェ

ス
タ

イ
ル

の
食

事
の

時
は

、
手

助
け

は
あ

る
が

自
由

に
選

べ
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 空
港

に
置

か
れ

て
い

る
よ

う
な

手
押

し
車

の
小

型
の

も
の

が
あ

れ
ば

荷
物

を
載

せ
て

杖
で

歩
け

る
。

ホ
テ

ル
の

朝
食

時
な

ど
に

は
小

さ
な

ワ
ゴ

ン
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
う

れ
し

い
。

3
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
化

肢
体

障
害

者
用

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
で

体
を

支
え

や
す

い
も

の
が

あ
る

と
良

い
。

現
在

の
製

品
は

一
般

家
庭

内
で

使
用

す
る

に
は

大
き

す
ぎ

る
。

ま
た

、
歩

行
器

を
道

路
で

使
用

す
る

と
道

の
凸

凹
の

た
め

に
車

輪
が

不
安

定
に

な
り

、
体

を
支

え
ら

れ
な

い
。

29



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
円

背
に

よ
る

低
身

長
の

方
に

合
っ

た
歩

行
車

高
齢

者
用

私
は

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
し

て
い

ま
す

。

円
背

に
よ

る
低

身
長

の
方

に
合

っ
た

歩
行

車
を

探
し

て
い

ま
し

た
が

、
複

数
の

福
祉

用
具

事
業

者
に

相
談

し
て

も
、

取
り

扱
っ

て
い

な
い

と
の

ご
返

事
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、

円
背

の
方

な
の

で
、

無
理

に
姿

勢
を

良
く

し
よ

う
と

胸
を

張
る

と
、

却
っ

て
背

中
か

ら
腰

に
か

け
て

痛
み

が
出

て
し

ま
い

ま
す

。

現
在

、
福

祉
用

具
貸

与
の

対
象

品
目

に
な

っ
て

い
る

歩
行

車
は

、
ハ

ン
ド

ル
が

U
字

型
を

し
て

お
り

、
背

が
低

い
方

が
ハ

ン
ド

ル
を

握
る

と
手

首
が
❝

へ
❞

の
字

に
曲

が
る

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

い
、

手
首

を
痛

め
る

可
能

性
が

大
き

い
で

す
。

ま
た

、
体

の
上

半
身

を
預

け
る

タ
イ

プ
の

歩
行

車
は

、
高

さ
が

高
い

も
の

が
多

く
、

円
背

に
よ

る
低

身
長

の
方

に
は

合
い

ま
せ

ん
。

し
た

が
っ

て
、

ニ
ー

ズ
と

し
ま

し
て

は
、

現
在

福
祉

用
具

貸
与

の
対

象
外

に
な

っ
て

い
る

ハ
ン

ド
ル

が
T

字
と

な
っ

て
い

る
シ

ル
バ

ー
カ

ー
の

一
部

を
対

象
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

こ
と

と
、

体
の

上
半

身
を

預
け

る
タ

イ
プ

の
歩

行
車

の
中

で
低

身
長

の
方

向
け

の
も

の
（

こ
れ

に
関

し
て

は
調

べ
が

足
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
ご

存
知

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

っ
た

ら
教

え
て

い
た

だ
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

）
の

開
発

を
求

め
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
車

い
す

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、

ホ
テ

ル
等

施
設

の
絨

毯
敷

に
つ

い
て

の
お

困
り

ご
と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 ホ

テ
ル

な
ど

の
施

設
の

絨
毯

が
車

い
す

や
歩

行
に

と
っ

て
バ

リ
ア

に
な

る
こ

と
が

あ
る

。
自

走
式

車
い

す
で

は
進

ま
な

い
し

、
歩

行
障

害
が

あ
る

と
表

面
が

凸
凹

し
た

絨
毯

で
は

転
倒

の
危

険
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 公

共
施

設
で

は
床

に
絨

毯
を

敷
く

こ
と

は
避

け
る

か
、

毛
足

の
な

い
フ

ラ
ッ

ト
な

も
の

に
し

て
ほ

し
い

。

3
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)荷

物
置

き

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

）
の

方
の

、
車

い
す

用
ト

イ
レ

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 車

い
す

用
ト

イ
レ

に
荷

物
を

置
く

と
こ

ろ
が

な
く

て
困

る
こ

と
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 車

い
す

用
ト

イ
レ

の
片

隅
に

荷
物

用
の

ワ
ゴ

ン
等

が
ほ

し
い

で
す

。
脚

付
の

籠
（

診
察

室
に

あ
る

よ
う

な
）

も
の

で
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

荷
物

用
の

フ
ッ

ク
で

は
手

に
障

害
が

あ
る

場
合

は
掛

け
に

く
い

で
す

。
冬

場
な

ど
、

上
着

や
膝

掛
け

を
置

く
場

所
と

し
て

も
便

利
で

す
。

一
般

の
ト

イ
レ

で
も

、
フ

ッ
ク

は
高

い
と

こ
ろ

と
低

い
と

こ
ろ

に
２

カ
所

欲
し

い
で

す
。

上
肢

が
悪

い
と

手
が

上
が

ら
な

い
の

で
。

3
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)衣
類

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

）
の

方
が

、
欲

し
い

と
思

う
ズ

ボ
ン

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 日

常
生

活
Ｂ

．
課

題
 …

 車
い

す
用

の
実

用
的

な
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 膝

か
ら

下
の

両
側

及
び

太
も

も
膝

よ
り

上
の

位
置

に
、

座
っ

た
時

に
使

い
や

す
い

蓋
つ

き
の

ポ
ケ

ッ
ト

が
あ

り
、

尚
且

つ
装

具
を

つ
け

た
ま

ま
で

脱
ぎ

着
が

出
来

る
よ

う
に

、
膝

か
ら

下
に

フ
ァ

ス
ナ

ー
が

つ
い

た
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。

3
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)ス
ロ

ー
プ

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、

段
差

の
あ

る
場

所
で

の
お

困
り

ご
と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 段

差
の

あ
る

店
な

ど
に

入
れ

な
い

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 持
ち

運
べ

る
簡

易
ス

ロ
ー

プ
が

欲
し

い
。

3
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)イ
ス

、
テ

ー
ブ

ル

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

）
の

方
の

、
飲

食
店

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 飲

食
店

に
時

々
あ

る
背

の
高

い
イ

ス
や

テ
ー

ブ
ル

が
使

用
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 車
い

す
利

用
者

が
使

え
る

簡
易

テ
ー

ブ
ル

等
を

設
置

し
て

ほ
し

い
。

4
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)テ
ー

ブ
ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
外

出
・

外
食

時
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 外
食

時
な

ど
Ｂ

．
課

題
 …

 車
椅

子
の

種
類

に
よ

っ
て

高
さ

が
違

う
た

め
、

外
食

時
な

ど
机

の
高

さ
に

合
わ

ず
食

べ
づ

ら
い

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 車
椅

子
の

高
さ

に
合

わ
せ

ら
れ

る
昇

降
式

の
机

が
あ

る
と

よ
い

。

4
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)テ

ー
ブ

ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
仕

事
・

外
出

時
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 仕
事

・
外

出
時

な
ど

Ｂ
．

課
題

 …
 車

椅
子

に
荷

物
を

置
い

た
り

、
作

業
を

す
る

の
に

テ
ー

ブ
ル

が
あ

る
と

便
利

だ
が

、
テ

ー
ブ

ル
の

脱
着

が
不

便
。

外
し

た
テ

ー
ブ

ル
の

置
き

場
な

ど
に

も
困

る
こ

と
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 取

り
外

す
タ

イ
プ

で
は

な
く

、
ス

ラ
イ

ド
収

納
で

き
る

も
の

が
よ

い
。

例
え

ば
、

特
急

列
車

の
引

き
出

す
タ

イ
プ

の
テ

ー
ブ

ル
等

。

4
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

動
車

い
す

バ
ッ

テ
リ

ー

電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

の
仕

様
統

一
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

仕
様

が
統

一
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

起
こ

し
た

際
に

、
他

社
の

バ
ッ

テ
リ

ー
が

使
え

な
い

。
充

電
器

、
充

電
池

の
仕

様
を

統
一

し
て

ほ
し

い
。

4
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

動
車

い
す

バ
ッ

テ
リ

ー

電
動

車
い

す
の

バ
ッ

テ
リ

ー
規

格
お

よ
び

充
電

で
き

る
施

設
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
に

採
用

さ
れ

て
い

る
充

電
池

は
、

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
バ

ッ
テ

リ
ー

や
ニ

ッ
ケ

ル
水

素
バ

ッ
テ

リ
ー

な
ど

が
あ

り
、

使
用

し
て

い
る

充
電

池
が

異
な

る
と

充
電

器
も

異
な

っ
て

し
ま

う
。

充
電

池
が

異
な

っ
て

も
充

電
器

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

充
電

器
の

規
格

が
統

一
さ

れ
た

際
に

は
、

飲
食

店
等

に
充

電
設

備
を

設
け

て
ほ

し
い

。

4
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

高
機

能
・

多
機

能
型

電
動

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
自

動
運

転
・

安
全

機
能

、
段

差
解

消
機

能
な

ど
、

高
機

能
・

多
機

能
型

の
電

動
車

い
す

が
あ

る
と

良
い

。

30



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

利
用

者
電

動
車

い
す

の
生

活
水

準
向

上
性

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
は

家
庭

用
コ

ン
セ

ン
ト

で
充

電
さ

れ
る

タ
イ

プ
が

多
い

と
思

い
ま

す
そ

れ
で

思
い

つ
い

た
の

が
逆

の
発

想
で

電
動

車
い

す
の

バ
ッ

テ
リ

ィ
ー

か
ら

家
庭

用
コ

ン
セ

ン
ト

を
さ

せ
る

よ
う

に
で

き
な

い
の

か
と

そ
れ

が
で

き
れ

ば
暑

い
と

き
ミ

ニ
扇

風
機

が
使

え
た

り
寒

い
と

き
電

気
毛

布
が

使
え

た
り

と
外

に
出

る
機

会
が

増
え

る
と

思
い

ま
す

大
げ

さ
に

言
え

ば
避

難
指

示
が

出
た

と
き

電
気

が
使

え
な

い
と

き
助

け
に

な
る

発
電

機
代

用
に

な
り

ま
す

そ
れ

が
標

準
で

付
く

時
代

が
来

る
と

嬉
し

い
で

す

4
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
を

選
べ

る
よ

う
に

た
い

。

聴
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

テ
レ

ビ
を

見
る

と
、

手
話

、
文

字
、

テ
ロ

ッ
プ

な
ど

が
混

乱
し

て
い

る
。

携
帯

電
話

の
ワ

ン
セ

グ
テ

レ
ビ

に
る

と
画

面
が

小
さ

い
の

で
余

計
に

混
乱

す
る

。
す

っ
き

り
す

る
と

思
う

。

4
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

「
見

え
な

い
障

害
者

」
に

関
心

を
持

っ
て

聴
覚

障
害

者
用

「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

障
害

者
全

体
の

8
0

%
以

上
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
に

あ
わ

せ
た

対
策

を
希

望
し

ま
す

。

4
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
「

み
え

る
電

話
」

聴
覚

障
害

者
用

現
状

で
も

使
え

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
文

字
入

力
し

た
ス

マ
ホ

を
相

手
に

見
せ

る
必

要
が

あ
る

。
相

手
も

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

る
と

い
う

条
件

は
つ

き
ま

す
が

、
い

つ
で

も
ど

こ
か

ら
で

も
、

ど
こ

へ
で

も
か

け
ら

れ
る

電
話

機
が

ほ
し

い
。

こ
れ

が
で

き
る

と
選

挙
演

説
も

、
他

に
階

に
い

る
人

々
と

も
交

信
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

も
近

づ
い

て
い

る
の

で
多

国
籍

語
で

や
り

と
り

が
で

き
れ

ば
あ

り
が

た
い

。

4
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 移

乗
特

殊
寝

台
福

祉
専

門
職

医
療

現
場

で
利

用
さ

れ
て

い
る

折
り

畳
み

式
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

介
護

保
険

で
も

高
齢

者
用

医
療

用
で

利
用

さ
れ

て
い

る
折

り
た

た
み

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

レ
ー

ル
 で

す
が

在
宅

用
で

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

ら
な

い
か

と
ご

利
用

者
か

ら
要

望
を

い
た

だ
く

機
会

が
多

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

差
し

込
み

式
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

抜
き

差
し

が
大

変
と

の
事

な
の

で
折

り
畳

み
式

だ
と

負
担

が
減

ら
せ

る
の

で
は

な
い

か
と

の
意

見
で

す
。

介
護

用
に

も
折

り
畳

み
式

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

採
用

は
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

5
0

Ｒ
１

新
製

品
や

技
術

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 移

乗
装

具
 体

位
変

換
器

開
発

メ
ー

カ
移

乗
、

体
位

変
換

な
ど

が
楽

に
で

き
る

シ
ャ

ツ
を

開
発

し
ま

し
た

。

高
齢

者
用

 介
助

者
用

身
体

機
能

研
究

所
の

佐
々

木
孝

と
申

し
ま

す
。

身
体

の
機

能
を

瞬
時

に
上

げ
ら

れ
る

シ
ャ

ツ
の

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

こ
の

シ
ャ

ツ
を

介
護

士
に

使
っ

て
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
、

移
乗

,、
体

位
変

換
が

楽
に

で
き

る
。

身
体

の
負

担
が

少
な

く
な

る
と

高
評

価
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
パ

ワ
ー

ド
ス

ー
ツ

の
よ

う
に

機
械

を
使

わ
ず

、
シ

ャ
ツ

に
張

っ
た

特
殊

テ
ー

プ
が

経
絡

を
刺

激
す

る
た

め
、

安
く

手
軽

に
使

え
ま

す
。

特
許

も
取

得
し

ま
し

た
。

た
だ

あ
ま

り
に

効
果

が
高

す
ぎ

る
の

で
信

用
し

て
も

ら
え

な
い

の
が

困
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/s
h

in
k
e
n

.b
iz

/k
a
ig

o
/

私
は

介
護

の
専

門
家

で
は

な
い

の
で

介
護

に
役

立
つ

こ
と

は
わ

か
っ

た
も

の
の

、
ど

の
よ

う
に

普
及

さ
せ

れ
ば

よ
い

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

ぜ
ひ

お
試

し
い

た
だ

け
る

と
、

そ
し

て
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

け
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

5
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
聴

覚
障

害
者

用
話

し
て

い
る

こ
と

を
そ

の
ま

ま
文

字
に

変
え

て
、

待
ち

受
け

画
面

に
表

示
す

る
。

5
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

携
帯

電
話

の
待

ち
受

け
画

面
の

活
用

を
。

聴
覚

障
害

者
用

特
に

「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

4
8

種
類

以
上

い
ま

す
。

ど
ん

な
障

害
で

ど
ん

な
配

慮
が

必
要

な
の

か
瞬

時
に

判
断

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
が

多
い

。
一

番
良

い
の

が
IP

 P
h

o
n

e
、

iP
a
d

な
と

の
待

ち
受

け
画

面
に

文
字

情
報

を
載

せ
る

こ
と

。
突

然
の

停
電

で
も

瞬
時

に
情

報
を

流
せ

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

。
医

師
な

ど
に

は
詳

し
い

情
報

が
必

要
な

の
で

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

「
拡

張
性

」
を

持
た

せ
て

。

5
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

携
帯

電
話

に
か

か
っ

て
き

た
音

声
情

報
を

文
字

に
変

え
て

伝
え

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

聴
覚

障
害

者
用

聞
こ

え
る

人
は

緊
急

情
報

を
耳

で
き

け
る

が
、

聴
覚

障
害

者
は

無
理

。
音

声
文

字
に

変
え

る
こ

と
は

現
状

で
も

で
き

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
特

に
高

齢
者

は
メ

カ
に

弱
い

。
簡

単
に

文
字

表
示

で
き

る
よ

う
に

し
て

。

5
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

「
指

さ
し

会
話

帳
」

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

版
聴

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

話
せ

な
い

障
害

者
も

多
い

。
失

語
症

、
失

声
症

、
構

音
障

害
、

吃
音

症
用

、
け

い
れ

ん
性

発
声

障
害

(A
D

/
S

D
)な

ど
。

周
り

の
人

は
ど

ん
な

障
害

で
、

ど
ん

な
配

慮
を

し
ほ

し
い

の
か

、
知

り
た

い
と

い
う

。
紙

版
は

あ
る

が
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
版

も
ほ

し
い

。
伝

え
た

い
こ

と
を

瞬
時

に
相

手
の

伝
え

る
こ

と
か

大
切

。
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
「

拡
張

性
」

を
持

た
せ

て
。

5
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
用

情
報

受
信

器
聴

覚
障

害
者

用
・

A
I（

人
工

知
能

）
で

検
出

し
主

に
使

う
非

常
ベ

ル
、

湯
の

沸
騰

、
来

客
、

緊
急

情
報

、
時

刻
、

起
床

を
自

分
の

携
帯

電
話

に
送

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

・
情

報
は

携
帯

電
話

の
待

ち
受

け
画

面
に

イ
ラ

ス
ト

で
表

示
。

・
い

つ
何

が
起

き
る

か
分

か
ら

な
い

の
で

ス
タ

ン
バ

イ
状

態
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

火
災

報
知

器
は

部
屋

の
数

だ
け

必
要

だ
が

、
こ

れ
は

携
帯

電
話

な
の

で
1

台
で

間
に

合
う

は
ず

。

5
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
用

テ
レ

ビ
選

択
ボ

タ
ン

聴
覚

障
害

者
用

日
本

の
テ

レ
ビ

は
手

話
、

字
幕

、
口

話
が

同
時

に
画

面
に

出
る

。
特

に
高

齢
者

は
ど

れ
を

読
め

ば
良

い
の

か
悩

む
。

携
帯

電
話

に
な

る
と

画
面

が
小

さ
い

の
で

、
読

み
づ

ら
い

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

選
択

す
る

と
ど

れ
か

好
き

な
方

法
で

画
面

を
見

る
事

が
で

き
れ

ば
よ

い
と

思
う

。

5
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
流

通
メ

ー
カ

廃
盤

製
品

で
す

が
、

名
器

で
す

。
聴

覚
障

害
者

用
添

付
フ

ァ
イ

ル
の

製
品

は
メ

ー
カ

ー
の

都
合

で
廃

盤
に

な
り

ま
し

た
が

、
名

器
な

の
で

ど
こ

か
販

売
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

は
金

型
を

仕
入

れ
て

復
活

さ
せ

る
の

も
い

い
で

す
。

多
分

、
中

国
か

ど
こ

か
に

あ
る

と
思

い
ま

す
。

5
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

手
話

か
字

幕
選

択
で

き
る

リ
モ

コ
ン

ま
た

は
携

帯
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

聴
覚

障
害

者
用

現
状

は
添

付
フ

ァ
イ

ル
の

よ
う

に
字

幕
と

手
話

の
併

用
が

多
い

。
見

る
側

と
し

は
混

乱
し

ま
す

。
携

帯
電

話
の

ワ
ン

セ
グ

は
画

面
か

狭
い

の
で

、
尚

更
。

ど
ち

か
に

選
択

で
き

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

。

5
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

投
薬

時
間

な
ど

を
ス

ト
ロ

ボ
で

知
ら

せ
る

時
計

聴
覚

障
害

者
用

薬
を

飲
む

時
間

、
風

呂
の

わ
き

上
が

り
、

な
ど

を
セ

ッ
ト

し
、

時
間

に
な

っ
た

ら
そ

の
イ

ラ
ス

ト
が

画
面

上
に

表
示

で
き

れ
ば

い
い

。
・

暗
く

な
つ

た
時

も
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
や

り
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

側
に

操
作

ボ
タ

ン
を

用
意

し
て

ほ
し

い
。

6
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

緊
急

情
報

対
応

テ
レ

ビ
聴

覚
障

害
者

用
普

通
、

聞
こ

え
る

人
は

緊
急

情
報

が
入

れ
ば

ラ
ジ

オ
、

携
帯

電
話

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
が

聴
覚

障
害

者
は

無
理

。
家

庭
の

テ
レ

ビ
を

消
し

て
い

て
も

緊
急

情
報

が
は

い
れ

ば
勝

手
に

ス
タ

ン
バ

イ
し

て
、

勝
手

に
画

面
に

情
報

を
流

す
テ

レ
ビ

が
ほ

し
い

。
但

し
、

停
電

の
可

能
性

も
あ

る
の

で
自

動
的

に
自

家
発

電
に

な
る

と
よ

い
。

あ
る

い
は

リ
チ

ウ
ム

コ
イ

ン
電

池
か

。

6
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

携
帯

電
話

緊
急

情
報

受
信

聴
覚

障
害

者
用

聞
こ

え
る

人
は

緊
急

情
報

が
入

れ
ば

携
帯

電
話

の
ラ

ジ
オ

を
聞

け
ば

良
い

が
、

聴
覚

障
害

者
は

分
か

ら
な

い
。

携
帯

電
話

を
消

し
て

い
て

も
緊

急
情

報
が

入
れ

ば
強

制
的

に
待

ち
受

け
画

面
が

字
幕

付
き

ニ
ュ

ー
ス

に
切

り
替

わ
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

。

31



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
失

語
症

の
方

の
、

公
共

交
通

機
関

で
の

お
困

り
ご

と
②

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 公

共
交

通
機

関
Ｂ

．
課

題
 …

 路
線

図
と

料
金

の
表

示
が

煩
雑

で
分

か
ら

な
い

。
ま

た
、

鉄
道

事
故

な
ど

の
際

、
ア

ナ
ウ

ン
ス

な
ど

の
理

解
が

困
難

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 行

先
を

ポ
イ

ン
ト

ボ
タ

ン
で

示
し

、
料

金
の

場
所

を
点

灯
表

示
し

音
声

で
伝

え
る

等
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

？
こ

れ
は

、
高

齢
者

に
も

よ
い

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
事

故
な

ど
の

際
、

失
語

症
者

は
ア

ナ
ウ

ン
ス

等
の

理
解

が
困

難
で

あ
り

、
失

読
症

者
は

事
故

表
示

な
ど

も
読

む
こ

と
が

で
き

な
い

。
L
IN

E
や

iP
h

o
n

e
な

ど
へ

の
緊

急
対

応
の

表
示

が
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
。

6
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)災

害
時

緊
急

通
報

装
置

盲
ろ

う
者

の
方

の
、

災
害

時
の

緊
急

速
報

に
関

す
る

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 災

害
時

等
の

緊
急

速
報

が
発

出
さ

れ
た

と
き

Ｂ
．

課
題

 …
 ラ

ジ
オ

や
テ

レ
ビ

の
緊

急
速

報
が

分
か

ら
な

い
。

ま
た

、
携

帯
端

末
で

の
音

声
や

文
字

情
報

も
分

か
ら

ず
、

す
ぐ

に
行

動
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 振
動

で
緊

急
速

報
が

届
い

た
こ

と
を

感
知

さ
せ

た
り

、
携

帯
端

末
に

よ
り

点
字

や
拡

大
文

字
で

緊
急

速
報

を
知

ら
せ

る
。

ま
た

は
、

振
動

の
パ

タ
ー

ン
で

緊
急

速
報

の
内

容
が

簡
単

に
分

か
る

と
よ

い
。

6
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 そ
の

他
(場

面
)公

衆
ト

イ
レ

排
泄

関
連

用
具

利
用

者
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

ト
イ

レ
（

公
衆

の
場

）
肢

体
障

害
者

用
最

近
は

障
が

い
者

用
の

ト
イ

レ
に

オ
ス

ト
メ

イ
ト

の
た

め
の

便
器

な
ど

が
あ

り
、

外
出

先
で

交
換

し
た

い
場

合
に

は
便

利
に

は
な

り
ま

し
た

。
し

か
し

正
直

言
っ

て
、

障
が

い
者

用
の

ト
イ

レ
に

併
設

さ
れ

る
と

か
え

っ
て

使
い

に
く

い
の

で
す

。
内

部
障

が
い

者
が

利
用

す
る

と
一

般
の

人
に

は
「

？
？

？
」

と
思

わ
れ

る
し

、
そ

ん
な

に
広

い
ス

ペ
ー

ス
は

い
ら

な
い

の
で

す
。

で
す

か
ら

、
普

通
の

ト
イ

レ
と

同
じ

ス
ペ

ー
ス

で
棚

が
い

っ
ぱ

い
つ

い
て

い
て

、
立

っ
た

ま
ま

処
理

で
き

る
便

器
が

あ
れ

ば
、

も
っ

と
使

い
勝

手
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

ど
こ

に
お

願
い

す
れ

ば
い

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た

の
で

、
こ

ち
ら

に
投

稿
し

ま
し

た
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

6
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 衣
服

の
着

脱
排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

(障
害

当
事

者
)

ト
イ

レ
の

パ
ン

ツ
（

ズ
ボ

ン
）

着
脱

ロ
ボ

肢
体

障
害

者
用

上
肢

機
能

障
害

で
ト

イ
レ

の
パ

ン
ツ

（
ズ

ボ
ン

）
の

着
脱

を
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
が

ほ
し

い
。

簡
易

に
ト

イ
レ

に
取

り
付

け
が

出
来

て
、

監
視

カ
メ

ラ
で

ど
の

位
置

に
人

と
そ

の
人

の
ズ

ボ
ン

が
あ

る
か

を
把

握
し

、
手

・
腕

ア
ー

ム
み

た
い

の
で

、
や

さ
し

く
着

脱
を

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。
そ

う
し

た
ら

自
分

で
ト

イ
レ

が
で

き
る

方
も

多
い

と
思

う
。

6
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
視

覚
障

害
者

の
方

の
、

ホ
テ

ル
な

ど
宿

泊
施

設
で

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 ホ

テ
ル

な
ど

宿
泊

施
設

の
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 浴

室
の

ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

の
容

器
が

同
じ

形
状

を
し

て
お

り
、

か
つ

触
っ

て
分

か
る

よ
う

な
「

し
る

し
」

も
な

い
た

め
、

視
覚

に
障

害
が

あ
る

と
判

別
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

の
容

器
を

触
っ

て
判

別
で

き
る

物
に

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
、

シ
ャ

ン
プ

ー
と

リ
ン

ス
の

容
器

を
同

じ
形

状
に

し
、

シ
ャ

ン
プ

ー
の

容
器

に
は

市
販

の
物

と
同

様
の

刻
み

を
付

け
、

ボ
デ

ィ
ー

ソ
ー

プ
の

容
器

は
異

な
る

形
状

に
す

る
な

ど
。

ま
た

は
、

点
字

や
そ

れ
ぞ

れ
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

頭
文

字
を

表
記

し
た

シ
ー

ト
や

タ
グ

に
よ

り
判

別
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

6
7

Ｒ
１

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)室
内

移
動

用
ご

ざ
そ

り
開

発
メ

ー
カ

室
内

専
用

移
動

ご
ざ

そ
り

肢
体

障
害

者
用

 介
助

者
用

介
護

・
引

越
し

・
荷

物
運

び
に

！
（

室
内

専
用

）
 規

格
 8

0
c
m

 ×
 8

0
c
m

 　
イ

グ
サ

：
熊

本
県

八
代

産
　

周
囲

は
ナ

イ
ロ

ン
製

h
tt

p
:/

/s
h

o
p

.a
m

a
k
u

s
a
-w

e
b

.jp
/f

u
k
u

o
k
a
-t

a
ta

m
i/

D
e
fa

u
lt
.a

s
p

x
h

tt
p

s
:/

/f
u

k
u

o
k
ta

ta
m

i.t
h

e
s
h

o
p

.jp
/i

te
m

s
/1

9
1

2
8

1
3

2

 「
ご

ざ
そ

り
」

は
、

介
護

用
運

搬
具

　
と

し
て

生
ま

れ
ま

し
た

。

 室
内

専
用

で
す

。
（

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

、
畳

の
上

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

）
 人

が
乗

る
時

は
足

を
組

ん
で

、
引

き
手

と
ゴ

ザ
の

継
ぎ

目
を

手
で

握
っ

て
く

だ
さ

い
。

 引
く

と
き

は
ゆ

っ
く

り
と

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 重
量

は
約

8
0

k
g
以

下
で

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
※

耐
荷

重
約

８
０

キ
ロ

ま
で

部
屋

と
廊

下
の

段
差

 5
㎝

 以
下

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

 降
り

る
と

き
は

、
す

べ
り

降
り

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
上

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

に
上

げ
て

か
ら

ゆ
っ

く
り

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
下

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

か
ら

下
げ

て
か

ら
ゆ

っ
く

り
引

い
て

く
だ

さ
い

。

 使
わ

な
く

な
っ

た
時

は
、

引
き

手
の

ヘ
リ

を
、

ゴ
ザ

の
わ

き
か

ら
切

っ
て

、
ゴ

ザ
と

し
て

使
え

ま
す

。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

（
6

0
代

 女
性

）
さ

ん
の

ご
感

想
 「

介
護

の
現

場
で

利
用

し
て

た
い

へ
ん

助
か

っ
て

い
ま

す
。

例
え

ば
体

格
の

い
い

 7
～

8
0

k
g
の

方
の

、
居

間
と

お
部

屋
の

行
き

来
な

ど
、

立
ち

上
が

ら
ず

に
ズ

リ
ッ

と
乗

っ
て

い
た

だ
い

て
、

引
っ

張
っ

て
引

き
ず

っ
て

移
動

し
て

、
降

り
る

と
き

も
ち

ょ
っ

と
傾

け
れ

ば
降

り
る

。
と

い
う

動
作

が
比

較
的

楽
に

で
き

ま
す

。
部

屋
の

間
の

仕
切

り
の

凸
凹

も
大

丈
夫

で
す

。
床

は
じ

ゅ
う

た
ん

で
も

畳
で

も
、

福
岡

さ
ん

い
つ

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

」

6
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)日
常

生
活

全
般

そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

文
字

表
示

化
し

て
く

れ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
や

そ
れ

に
類

す
る

、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

活
用

す
る

機
器

に
つ

い
て

、
音

声
認

識
結

果
お

よ
び

音
声

回
答

を
、

文
字

で
も

同
時

に
表

示
す

る
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
よ

い
。

6
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)公
共

交
通

機
関

そ
の

他
(福

祉
用

具
)公

共
交

通
機

関
介

助
を

前
提

と
し

な
い

設
備

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

介
助

を
前

提
で

は
な

く
、

自
立

し
て

移
動

で
き

る
様

々
な

機
器

や
設

備
が

欲
し

い
。

例
え

ば
、

電
車

や
バ

ス
の

車
体

か
ら

ス
ロ

ー
プ

が
出

る
よ

う
に

す
る

、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

を
改

良
し

、
車

床
を

低
く

す
る

こ
と

で
ス

ロ
ー

プ
な

し
介

助
な

し
に

車
い

す
で

乗
車

で
き

る
な

ど
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

7
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

そ
の

他
(福

祉
用

具
)移

乗
用

具
医

療
専

門
職

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

が
滑

ら
な

く
な

っ
た

時
の

対
処

方
法

高
齢

者
用

 介
助

者
用

施
設

で
イ

ー
ジ

ー
グ

ラ
イ

ド
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

使
用

頻
度

が
高

い
た

め
、

表
面

が
摩

耗
し

て
滑

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
、

対
処

方
法

を
考

え
て

い
ま

す
。

使
用

頻
度

が
高

い
も

の
だ

と
約

１
年

で
滑

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

1
枚

結
構

高
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

長
持

ち
さ

せ
た

い
…

。
　

現
在

、
シ

リ
コ

ー
ン

ス
プ

レ
ー

を
表

面
に

噴
霧

し
、

な
じ

ま
せ

る
こ

と
で

ま
た

滑
る

よ
う

に
は

な
り

ま
す

が
、

あ
ま

り
長

持
ち

し
な

い
で

す
。

状
況

に
よ

り
ス

ラ
イ

ド
シ

ー
ト

と
併

用
し

て
使

う
場

合
も

あ
り

ま
す

。
　

も
し

、
他

に
何

か
よ

い
方

法
が

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

　
ま

た
、

摩
耗

に
強

く
使

い
勝

手
の

い
い

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

の
開

発
も

望
み

ま
す

。

7
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
前

開
き

肌
着

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

前
開

き
肌

着
で

、
吸

汗
速

乾
素

材
の

も
の

は
無

い
の

で
し

ょ
う

か
。

福
祉

用
具

で
は

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
介

護
に

必
要

な
も

の
な

の
で

、
開

発
の

ほ
ど

お
願

い
し

ま
す

。

7
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)屋
外

で
の

活
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)扇

風
機

そ
の

他
ミ

ス
ト

機
能

付
き

ハ
ン

ズ
フ

リ
ー

扇
風

機
（

首
掛

け
）

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
扇

風
機

（
首

掛
け

）
が

販
売

さ
れ

て
い

る
が

、
脊

髄
損

傷
等

よ
り

体
温

調
節

が
で

き
な

い
方

向
け

に
、

扇
風

機
に

よ
り

風
を

送
る

だ
け

で
な

く
、

ミ
ス

ト
機

能
を

付
加

し
た

扇
風

機
が

あ
る

と
よ

い
。

ミ
ス

ト
が

あ
る

と
体

感
温

度
は

だ
い

ぶ
異

な
る

。
ま

た
、

電
源

の
オ

ン
オ

フ
は

本
体

で
な

く
、

携
帯

電
話

・
携

帯
端

末
の

ア
プ

リ
と

連
携

し
、

手
元

で
操

作
で

き
、

タ
イ

マ
ー

機
能

に
よ

っ
て

一
定

期
間

で
ミ

ス
ト

が
出

る
な

ど
機

能
が

充
実

さ
れ

た
も

の
が

良
い

。
（

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

代
筆

）

7
3

Ｒ
１

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)洗

濯
そ

の
他

(福
祉

用
具

)物
干

し
用

具
そ

の
他

(個
人

)
片

手
用

洗
濯

バ
サ

ミ
肢

体
障

害
者

用
 介

助
者

用
片

手
用

洗
濯

バ
サ

ミ
の

ご
紹

介
【

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

ピ
ン

チ
】

こ
の

製
品

は
片

手
し

か
自

由
に

な
ら

な
い

人
の

た
め

の
洗

濯
バ

サ
ミ

で
す

。
こ

の
洗

濯
バ

サ
ミ

の
特

徴
は

、
洗

濯
物

を
吊

る
す

の
に

3
本

の
指

を
使

う
と

い
う

こ
と

で
す

。
そ

し
て

解
放

角
度

も
片

手
で

調
整

で
き

、
単

体
と

し
て

完
結

す
る

も
の

で
す

。
既

に
特

許
取

得
済

み
で

す
が

、
市

場
化

の
実

現
が

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。
最

近
ツ

イ
ッ

タ
ー

で
公

開
し

た
反

応
で

は
、

市
場

化
さ

れ
た

ら
是

非
欲

し
い

、
ま

た
、

ど
こ

で
売

っ
て

い
る

の
？

と
い

う
よ

う
な

反
響

も
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

自
作

の
ラ

フ
な

試
作

品
動

画
と

特
許

情
報

を
添

付
い

た
し

ま
す

。

ツ
イ

ッ
タ

ー
動

画
h

tt
p

s
:/

/t
w

it
te

r.
c
o
m

/
k
o
d

a
k
p

a
p

a
2

/s
ta

tu
s
/1

0
0

4
3

5
9

8
5

2
6

5
7

7
9

9
1

6
9

?
s
=
1

2

特
許

取
得

状
況

添
付

図
面

公
開

番
号

：
特

開
2

0
1

2
-3

2
0

 (
J
P

 2
0

1
2

-3
2

0
 A

)登
録

番
号

：
特

許
第

5
5

3
4

9
7

0
号

 (
J
P

5
5

3
4

9
7

0
 B

)出
願

日
：

2
0

1
0

/0
6

/
1

8
公

開
日

：
2

0
1

2
/
0

1
/
0

5
出

願
人

：
小

高
敏

男
発

明
者

：
1

) 
小

高
敏

男

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

千
葉

県
柏

市
中

新
宿

1
-
2

2
-2

小
高

敏
男

0
9

0
9

8
2

1
3

7
9

7

7
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
障

害
者

団
体

光
る

サ
イ

コ
ロ

タ
イ

マ
ー

聴
覚

障
害

者
用

普
通

の
タ

イ
マ

ー
は

金
的

に
は

音
だ

け
。

5
5

0
万

人
の

聴
覚

障
害

者
は

光
、

音
増

幅
、

振
動

、
文

字
が

必
要

。
「

聞
こ

え
る

こ
と

が
当

た
り

前
」

と
し

な
い

て
゜

く
だ

さ
い

・
1

分
、

5
分

、
1

0
分

、
2

0
分

。
任

意
設

定
の

機
能

を
入

れ
て

ス
ト

ロ
ボ

に
し

て
ほ

し
い

。

7
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

家
庭

用
シ

ー
ト

状
体

重
計

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

患
者

の
体

重
増

減
は

、
介

護
す

る
も

の
に

と
っ

て
と

て
も

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

す
。

し
か

し
な

が
ら

自
立

保
持

が
難

し
い

患
者

に
と

っ
て

、
家

庭
用

の
体

重
計

で
は

正
確

に
測

れ
な

い
の

で
す

。
大

き
な

病
院

へ
行

け
ば

車
椅

子
ご

と
測

れ
る

体
重

計
が

あ
り

ま
す

が
、

毎
週

の
よ

う
に

通
う

の
は

無
理

で
す

。
何

で
も

薄
型

に
で

き
る

そ
の

技
術

で
、

車
椅

子
や

歩
行

器
ご

と
乗

れ
、

ま
た

シ
ー

ト
状

で
簡

単
に

移
動

や
収

納
で

き
る

体
重

計
が

開
発

さ
れ

な
い

か
と

期
待

し
て

い
ま

す
。

7
6

Ｒ
１

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 就

学
 就

労
そ

の
他

(場
面

)本
・

T
V

・
P

C
を

見
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)視

力
を

補
助

す
る

機
器

そ
の

他
(日

本
の

製
造

販
売

業
社

)
e
S

ig
h

tマ
イ

グ
ラ

ス
 の

ご
紹

介
視

覚
障

害
者

用
 高

齢
者

用
 就

労
・

就
学

用
e
S

ig
h

tマ
イ

グ
ラ

ス
は

、
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

の
視

力
を

補
う

こ
と

が
で

き
る

医
療

機
器

で
す

適
用

は
、

●
視

力
：

0
.0

3
-
0

.3
0

、
●

視
野

：
1

5
度

以
上

、
●

色
：

赤
や

青
色

が
認

識
で

き
る

、
●

ス
マ

ホ
な

ど
の

使
用

：
細

か
な

文
字

数
字

が
見

え
る

箇
所

が
あ

る
適

用
で

、
黄

斑
部

に
あ

る
錐

体
細

胞
の

状
態

を
把

握
し

ま
す

7
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
に

つ
い

て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

耳
か

ら
の

情
報

や
指

示
よ

り
、

視
覚

情
報

（
視

覚
支

援
）

の
方

が
理

解
し

や
す

い
こ

と
が

多
く

あ
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
現

在
も

、
文

字
や

絵
文

字
、

写
真

等
を

手
書

き
や

パ
ソ

コ
ン

、
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

等
を

、
自

分
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
時

間
の

管
理

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
支

援
に

使
用

す
る

こ
と

が
あ

る
が

、
ま

だ
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
も

の
も

求
め

ら
れ

る
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

7
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)イ

ヤ
マ

フ
、

耳
栓

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

聴
覚

過
敏

に
つ

い
て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

A
S

D
に

は
他

の
人

に
は

気
に

な
ら

な
い

、
も

し
く

は
、

我
慢

で
き

る
音

も
人

に
よ

っ
て

は
、

許
容

で
き

な
い

こ
と

も
あ

り
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
イ

ヤ
マ

フ
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
周

り
の

理
解

は
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
ノ

イ
ズ

キ
ャ

ン
セ

ル
の

イ
ヤ

ホ
ン

等
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
外

出
時

等
に

は
危

険
な

こ
と

も
あ

り
、

特
定

の
音

だ
け

を
キ

ャ
ン

セ
ル

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
能

が
あ

る
と

よ
い

。
（

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

生
活

環
境

研
究

会
）
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

7
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)日

常
生

活
全

般
に

お
い

て
そ

の
他

(福
祉

用
具

)光
の

強
さ

を
軽

減
で

き
る

機
器

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

視
覚

過
敏

に
つ

い
て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

A
S

D
の

方
の

中
に

は
、

蛍
光

灯
の

ち
ら

つ
き

や
L
E

D
の

突
き

刺
さ

る
光

を
つ

ら
い

と
感

じ
る

人
も

い
る

。
特

に
現

在
は

L
E

D
化

が
進

み
、

光
量

も
強

く
な

っ
て

き
て

い
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
既

存
の

L
E

D
ラ

イ
ト

の
突

き
刺

さ
る

よ
う

な
光

を
軽

減
で

き
る

フ
ィ

ル
タ

ー
等

が
あ

る
と

良
い

。
（

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

生
活

環
境

研
究

会
）

8
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
ロ

ボ
ッ

ト
等

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

対
人

関
係

の
ス

キ
ル

に
つ

い
て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

通
常

、
「

暗
黙

の
了

解
」

「
暗

黙
の

ル
ー

ル
」

と
さ

れ
る

こ
と

が
、

理
解

し
に

く
か

っ
た

り
、

思
っ

た
こ

と
を

そ
の

ま
ま

言
葉

に
し

て
し

ま
っ

た
り

、
相

手
の

反
応

や
状

況
を

察
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

り
、

一
方

的
に

話
を

し
て

し
ま

う
等

の
課

題
を

抱
え

る
人

も
い

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
日

常
的

に
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

か
ら

対
人

関
係

を
構

築
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
が

、
今

後
、

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

機
能

が
あ

が
る

こ
と

で
、

関
連

す
る

ス
キ

ル
を

伸
ば

し
た

り
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
期

待
す

る
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

8
1

Ｒ
１

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

高
齢

者
の

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
入

門
編

高
齢

者
用

サ
ー

ビ
ス

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
『

た
の

し
い

、
み

ま
も

り
。

』
で

す
。

私
た

ち
は

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

が
増

え
る

中
で

、
高

齢
の

親
御

さ
ん

の
独

居
や

孤
独

感
と

い
う

も
の

が
増

え
て

き
て

い
る

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

ん
な

彼
ら

が
本

当
に

喜
ん

で
使

っ
て

く
れ

て
、

家
族

も
み

ん
な

安
心

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

今
回

こ
の

サ
ー

ビ
ス

を
ロ

ー
ン

チ
し

ま
し

た
。

以
下

、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

と
取

材
記

事
、

製
品

ペ
ー

ジ
で

す
。

h
tt

p
s
:/

/p
rt

im
e
s
.jp

/
m

a
in

/h
tm

l/
rd

/p
/0

0
0

0
0

0
0

1
3

.0
0

0
0

3
6

8
3

7
.h

tm
l

h
tt

p
s
:/

/a
s
c
ii.
jp

/e
le

m
/0

0
0

/0
0

1
/
9

9
0

/1
9

9
0

3
9

4
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.s

e
c
o
m

.c
o
.jp

/m
im

a
m

o
ri
/m

a
g
o
-c

h
/

1
2

月
2

5
日

ま
で

先
着

3
0

0
名

様
に

絶
賛

無
償

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
で

す
の

で
、

周
り

に
興

味
が

あ
る

か
た

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

申
込

・
紹

介
等

々
お

願
い

で
き

れ
ば

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

8
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)物
忘

れ
の

補
助

そ
の

他
(福

祉
研

究
所

)
認

知
症

高
齢

者
自

立
生

活
支

援
機

器
高

齢
者

用
 そ

の
他

(認
知

症
高

齢
者

)
高

齢
者

の
問

題
は

認
知

症
の

問
題

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
認

知
症

は
高

齢
に

な
れ

ば
だ

れ
で

も
な

る
脳

の
病

気
で

す
が

、
現

在
の

医
療

で
は

、
一

部
を

除
い

て
は

治
す

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
認

知
症

を
持

つ
人

が
、

環
境

設
備

や
デ

ザ
イ

ン
に

よ
っ

て
認

知
症

と
い

う
障

害
を

埋
め

合
わ

せ
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
認

知
症

の
多

く
は

、
物

忘
れ

が
象

徴
的

な
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

で
す

。
季

節
や

月
日

、
時

間
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

り
、

薬
を

飲
む

時
間

だ
っ

た
り

、
今

何
を

す
る

の
か

忘
れ

た
り

し
ま

す
。

そ
ん

な
日

常
生

活
を

補
う

福
祉

機
器

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

認
知

症
ケ

ア
の

経
験

と
知

識
を

生
か

し
て

、
認

知
症

高
齢

者
の

自
立

生
活

支
援

機
器

の
企

画
や

開
発

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
製

品
化

の
実

現
に

向
け

て
、

ご
協

力
い

た
だ

け
る

企
業

を
探

し
て

お
り

ま
す

。

8
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
(福

祉
用

具
)立

位
保

持
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、

立
位

に
関

す
る

ご
要

望
肢

体
障

害
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 ポ
リ

オ
の

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 日
常

・
家

庭
内

Ｂ
．

課
題

 …
 私

は
短

時
間

で
も

自
分

で
立

つ
こ

と
に

こ
だ

わ
っ

て
い

ま
す

。
北

欧
で

は
重

度
障

害
者

で
も

立
位

を
と

る
リ

ハ
ビ

リ
が

あ
る

と
テ

レ
ビ

で
見

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
立

位
を

と
る

こ
と

は
身

体
の

た
め

に
も

良
い

し
、

台
所

仕
事

等
は

立
位

の
方

が
や

り
や

す
い

で
す

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 タ

チ
イ

ス
の

よ
う

な
立

位
の

取
れ

る
も

の
の

下
肢

障
害

者
バ

ー
ジ

ョ
ン

が
ほ

し
い

。

8
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
声

案
内

失
語

症
の

方
の

、
公

共
交

通
機

関
で

の
お

困
り

ご
と

①

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 公

共
交

通
機

関
Ｂ

．
課

題
 …

 失
語

症
の

中
で

、
文

字
が

読
め

な
い

失
語

症
者

は
、

バ
ス

等
の

料
金

表
示

が
読

め
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 バ
ス

の
料

金
表

示
が

読
め

ず
料

金
が

い
く

ら
か

分
か

ら
な

い
時

が
あ

り
、

運
転

手
に

尋
ね

料
金

が
読

め
な

い
こ

と
を

伝
え

る
と

、
「

ふ
ざ

け
る

な
！

」
と

一
喝

さ
れ

、
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

時
が

あ
る

。
そ

こ
で

、
料

金
の

音
声

表
示

は
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
？

8
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
交

通
事

故
の

際
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 交

通
事

故
現

場
Ｂ

．
課

題
 …

 交
通

事
故

の
当

事
者

同
士

の
話

し
合

い
は

、
失

語
症

者
に

と
っ

て
、

と
て

も
困

難
で

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 事

故
の

当
事

者
同

士
の

話
し

合
い

は
、

失
語

症
者

に
と

っ
て

、
と

て
も

困
難

で
あ

り
、

被
害

者
で

あ
っ

て
も

加
害

者
に

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
と

い
う

報
告

を
受

け
る

こ
と

が
あ

る
。

警
察

等
は

、
当

事
者

の
環

境
、

様
子

を
し

っ
か

り
見

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
障

害
（

失
語

症
）

に
つ

い
て

勉
強

す
る

こ
と

も
、

も
ち

ろ
ん

必
要

で
あ

る
が

、
失

語
症

者
に

対
応

し
た

専
用

ア
プ

リ
な

ど
が

あ
れ

ば
、

失
語

症
者

と
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

8
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 デ

イ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
Ｂ

．
課

題
 …

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

で
、

失
語

症
者

は
分

別
の

あ
る

、
お

と
な

し
い

（
話

せ
な

い
と

い
う

だ
け

だ
が

）
利

用
者

と
思

わ
れ

、
手

厚
い

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
な

い
場

合
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 介

護
者

な
ど

は
、

失
語

症
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
の

講
習

を
受

け
た

り
、

障
害

に
関

す
る

勉
強

も
必

要
だ

と
思

う
が

、
ま

た
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

で
使

用
で

き
る

意
思

疎
通

支
援

の
機

器
な

ど
が

あ
れ

ば
、

活
用

し
て

失
語

症
者

と
の

意
思

疎
通

が
図

れ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

34



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

8
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
選

挙
・

投
票

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 選

挙
・

投
票

所
Ｂ

．
課

題
 …

 失
読

症
者

、
失

語
症

者
は

選
挙

・
投

票
に

行
っ

て
も

、
介

助
者

と
投

票
所

で
は

対
話

が
禁

じ
ら

れ
て

い
る

の
で

、
投

票
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
多

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 投
票

時
、

失
読

症
者

に
は

音
声

で
読

み
上

げ
る

機
器

、
失

語
症

者
に

は
記

名
の

補
助

を
つ

け
る

こ
と

な
ど

が
望

ま
し

い
。

電
子

投
票

な
ら

即
解

決
す

る
と

は
思

う
が

。

8
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
病

院
・

調
剤

薬
局

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 病

院
・

調
剤

薬
局

Ｂ
．

課
題

 …
 失

読
症

者
や

失
語

症
者

は
、

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

な
ど

と
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

が
難

し
い

。
本

人
が

症
状

を
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

の
で

、
命

に
係

わ
る

こ
と

も
あ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 体
の

症
状

や
体

調
を

的
確

に
表

現
で

き
る

専
用

ア
プ

リ
な

ど
の

開
発

が
望

ま
れ

る
。

命
に

係
わ

る
事

で
あ

り
、

早
急

の
対

処
が

望
ま

れ
る

。

8
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
役

所
等

の
窓

口
で

の
お

困
り

ご
と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 役

所
等

Ｂ
．

課
題

 …
 役

所
等

の
窓

口
で

、
担

当
者

が
失

読
症

者
や

失
語

症
者

の
対

応
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 「

筆
記

が
で

き
ま

す
」

、
「

手
話

が
で

き
ま

す
」

と
記

載
し

て
あ

る
窓

口
は

あ
る

が
、

失
語

症
失

読
症

者
に

は
応

対
で

き
な

い
窓

口
が

殆
ど

で
あ

る
。

役
所

の
窓

口
専

用
で

、
失

語
症

・
失

読
症

に
対

応
で

き
る

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

9
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
複

数
人

で
会

話
を

す
る

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 複

数
の

話
者

が
い

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 ど
ち

ら
の

方
向

か
ら

話
さ

れ
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

い
と

、
話

を
理

解
し

追
い

つ
く

の
に

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
う

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 話

を
し

て
い

る
人

の
方

向
が

分
か

る
ア

プ
リ

等
が

あ
る

と
よ

い
。

9
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
タ

ク
シ

ー
利

用
の

際
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 タ

ク
シ

ー
の

呼
び

出
し

を
す

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 タ
ク

シ
ー

会
社

に
電

話
を

か
け

る
こ

と
は

で
き

て
も

、
通

話
が

難
し

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 ス
マ

ホ
機

種
や

サ
ー

ビ
ス

に
関

係
な

く
、

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

タ
ク

シ
ー

を
呼

べ
る

サ
ー

ビ
ス

が
ほ

し
い

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

機
能

付
き

で
位

置
も

伝
え

て
く

れ
る

。
呼

び
出

し
ア

プ
リ

が
統

一
さ

れ
れ

ば
、

使
い

や
す

さ
も

向
上

す
る

と
思

う
。

9
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

視
聴

そ
の

他
(福

祉
用

具
)手

話
通

訳
、

字
幕

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
テ

レ
ビ

視
聴

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 テ

レ
ビ

を
視

聴
す

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 テ
レ

ビ
の

ニ
ュ

ー
ス

で
字

幕
と

手
話

が
混

在
し

て
い

る
と

、
画

面
に

情
報

が
多

く
、

見
て

い
て

混
乱

し
て

し
ま

う
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 手
話

か
字

幕
か

、
ど

ち
ら

か
を

選
択

で
き

る
と

よ
い

。

9
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
で

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 駅

の
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 駅

な
ど

に
設

置
し

て
あ

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
は

、
ほ

と
ん

ど
音

声
の

み
で

、
聴

覚
に

障
害

が
あ

る
と

使
え

な
い

。
駅

で
困

り
ご

と
が

あ
っ

た
際

、
そ

の
た

び
に

駅
員

を
、

そ
の

場
へ

呼
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 聴

覚
障

害
者

の
利

用
も

想
定

し
て

、
テ

レ
ビ

付
き

、
音

声
認

識
付

き
等

、
相

手
映

像
や

文
字

表
示

の
出

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
、

ま
た

は
、

そ
の

た
め

の
機

器
等

が
あ

る
と

よ
い

。

9
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)Ａ
Ｉ

ス
ピ

ー
カ

ー
聴

覚
障

害
者

の
方

の
、

Ａ
Ｉ

ス
ピ

ー
カ

ー
、

応
答

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 Ａ

Ｉ
ス

ピ
ー

カ
ー

、
応

答
シ

ス
テ

ム
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 Ａ

Ｉ
ス

ピ
ー

カ
ー

や
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
な

ど
、

音
声

認
識

シ
ス

テ
ム

も
の

が
増

え
て

い
る

が
、

聴
覚

に
障

害
が

あ
り

発
音

が
明

瞭
で

な
い

と
正

確
に

認
識

し
て

も
ら

え
ず

、
最

初
の

質
問

か
ら

ボ
タ

ン
の

掛
け

違
い

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 聴
覚

障
害

者
の

利
用

も
想

定
し

て
、

音
声

認
識

結
果

を
表

示
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

9
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)家

事
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
声

案
内

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
キ

ッ
チ

ン
や

浴
室

で
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 キ

ッ
チ

ン
や

浴
室

の
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 給

湯
器

の
電

源
の

オ
ン

・
オ

フ
な

ど
、

ア
ラ

ー
ム

音
が

同
じ

質
・

高
さ

と
な

っ
て

い
る

も
の

が
あ

り
、

視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
に

は
オ

ン
・

オ
フ

の
判

別
が

困
難

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 全

て
の

給
湯

器
に

、
電

源
の

オ
ン

・
オ

フ
を

音
で

判
別

で
き

る
機

能
を

付
け

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
、

「
電

源
オ

ン
」

「
電

源
オ

フ
」

と
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

た
り

、
ま

た
は

、
オ

ン
・

オ
フ

の
際

の
ア

ラ
ー

ム
音

の
質

や
高

さ
（

オ
ン

は
下

か
ら

上
、

オ
フ

は
上

か
ら

下
）

を
変

え
て

く
れ

る
と

よ
い

。

35



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

9
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)食
事

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
飲

食
店

利
用

時
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 飲

食
店

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 テ
ー

ブ
ル

や
カ

ウ
ン

タ
ー

に
備

え
付

け
の

調
味

料
の

容
器

は
、

店
に

よ
っ

て
異

な
っ

て
お

り
、

店
舗

に
よ

っ
て

は
定

員
に

聞
き

に
く

い
こ

と
も

あ
る

。
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

は
触

っ
た

だ
け

で
は

判
別

で
き

ず
、

鼻
を

近
づ

け
る

わ
け

に
も

い
か

ず
、

使
用

を
あ

き
ら

め
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 調
味

料
の

使
用

法
に

適
し

た
専

用
の

容
器

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
そ

の
際

に
は

、
「

プ
ッ

シ
ュ

ワ
ン

」
の

よ
う

に
定

量
の

調
味

料
が

出
る

機
能

も
備

え
て

ほ
し

い
。

9
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)移
動

支
援

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
移

動
・

外
出

時
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 移

動
・

外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 信
号

機
の

あ
る

横
断

歩
道

に
お

い
て

、
音

響
信

号
機

以
外

の
信

号
機

、
若

し
く

は
、

音
響

信
号

機
で

対
応

時
間

外
で

の
横

断
に

つ
い

て
、

視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
が

横
断

す
る

際
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
方

策
が

求
め

ら
れ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 信
号

機
の

色
が

分
か

る
機

器
の

開
発

、
ま

た
は

、
既

存
の

機
器

に
新

た
な

機
能

を
追

加
す

る
。

例
え

ば
、

横
断

可
の

と
き

に
ア

ラ
ー

ム
音

が
な

り
、

横
断

不
可

の
と

き
に

別
の

危
険

を
知

ら
せ

る
ア

ラ
ー

ム
音

が
な

る
な

ど
。

9
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)調

理
視

覚
障

害
者

の
方

の
、

料
理

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 料

理
を

す
る

時
Ｂ

．
課

題
 …

 視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
が

煮
物

や
揚

げ
物

を
す

る
際

、
液

体
の

温
度

を
測

る
機

器
が

な
い

た
め

、
料

理
に

適
し

た
液

体
の

温
度

が
分

か
ら

ず
困

っ
て

い
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 液

体
の

温
度

を
測

る
機

器
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

業
務

用
機

器
は

あ
る

よ
う

だ
が

高
価

な
も

の
な

の
で

、
安

価
で

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

が
使

用
し

て
も

、
安

心
・

安
全

な
も

の
が

望
ま

し
い

。

9
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
(福

祉
用

具
)健

康
管

理
機

器
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
健

康
管

理
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 自

分
の

健
康

管
理

を
し

た
い

と
き

Ｂ
．

課
題

 …
 体

温
計

・
血

圧
計

・
体

重
計

の
目

盛
や

数
値

が
読

め
な

い
。

ま
た

、
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

っ
て

も
聞

こ
え

な
い

。
し

か
し

、
家

族
や

他
人

に
頼

ら
ず

自
分

で
確

認
し

た
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 数

値
が

点
字

や
振

動
の

パ
タ

ー
ン

（
例

え
ば

、
短

い
振

動
が

１
、

長
い

振
動

が
５

の
単

位
で

表
す

）
等

で
触

っ
て

分
か

る
よ

う
な

機
能

を
つ

け
る

。

1
0

0
Ｒ

１
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

機
器

盲
ろ

う
者

の
方

が
、

一
人

の
時

に
話

か
け

ら
れ

た
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 街

を
一

人
で

歩
い

て
い

て
、

誰
か

に
声

を
か

け
ら

れ
た

時
Ｂ

．
課

題
 …

 相
手

の
言

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

。
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
音

声
で

伝
え

ら
れ

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 相

手
が

言
っ

た
こ

と
が

点
字

で
分

か
る

、
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
点

字
で

打
て

ば
音

声
に

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
0

1
Ｒ

１
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)買
い

物
そ

の
他

(福
祉

用
具

)翻
訳

盲
ろ

う
者

の
方

が
、

買
い

物
を

す
る

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 お

店
で

買
い

物
す

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 自
分

の
欲

し
い

食
料

品
の

名
前

、
内

容
量

、
賞

味
期

限
が

読
め

な
い

の
で

分
か

ら
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 品
物

に
機

器
を

か
ざ

せ
ば

、
書

い
て

あ
る

も
の

が
点

字
で

読
め

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
0

2
Ｒ

１
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)家
電

盲
ろ

う
者

の
方

が
、

家
電

を
使

う
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 家

電
を

使
う

と
き

Ｂ
．

課
題

 …
 エ

ア
コ

ン
、

照
明

器
具

、
洗

濯
機

、
電

磁
調

理
器

な
ど

に
音

声
ガ

イ
ド

が
つ

い
て

い
た

り
、

光
や

音
で

知
ら

せ
る

タ
イ

マ
ー

が
つ

い
て

い
た

り
す

る
が

、
盲

ろ
う

者
に

は
分

か
ら

な
い

の
で

自
力

で
操

作
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 ボ
タ

ン
や

ダ
イ

ヤ
ル

式
な

ど
触

っ
て

操
作

が
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

（
低

コ
ス

ト
に

も
な

る
）

。
（

例
：

一
つ

の
ダ

イ
ヤ

ル
を

左
に

カ
チ

カ
チ

回
し

て
い

け
ば

、
「

レ
ン

ジ
弱

」
、

「
レ

ン
ジ

強
」

、
右

に
回

せ
ば

、
「

余
熱

」
、

「
１

７
０

度
」

、
「

１
８

０
度

」
と

な
る

。
も

う
一

つ
の

ダ
イ

ヤ
ル

は
設

定
時

間
）

。
ま

た
、

音
声

ガ
イ

ド
が

点
字

で
分

か
る

機
能

が
つ

い
た

も
の

が
ほ

し
い

。

1
0

3
Ｒ

１
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)娯
楽

そ
の

他
(福

祉
用

具
)ア

プ
リ

盲
ろ

う
者

の
方

が
、

テ
レ

ビ
・

映
画

・
演

劇
を

鑑
賞

す
る

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 テ

レ
ビ

、
映

画
、

演
劇

を
鑑

賞
す

る
時

Ｂ
．

課
題

 …
 テ

レ
ビ

・
映

画
・

演
劇

の
登

場
人

物
の

セ
リ

フ
が

分
か

ら
ず

楽
し

め
な

い
。

場
面

情
景

、
登

場
人

物
の

動
き

も
分

か
ら

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 セ

リ
フ

を
手

元
に

あ
る

ス
マ

ホ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
等

で
、

自
分

が
読

み
や

す
い

文
字

の
大

き
さ

や
色

・
背

景
色

に
設

定
し

て
読

め
る

、
副

音
声

が
字

幕
で

読
め

る
、

字
幕

を
点

字
で

読
め

る
、

そ
う

い
っ

た
も

の
が

ほ
し

い
。

1
0

4
Ｒ

１
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

盲
ろ

う
者

の
方

の
、

電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 手
話

通
訳

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

手
話

が
読

み
取

れ
な

い
。

ま
た

、
相

手
が

何
を

話
し

て
い

る
か

を
文

字
で

伝
え

て
く

れ
て

も
読

め
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 手
話

通
訳

が
見

え
る

よ
う

に
テ

レ
ビ

と
つ

な
げ

る
。

相
手

か
ら

の
応

答
内

容
を

、
拡

大
文

字
や

点
字

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
0

5
Ｒ

１
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
声

入
力

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
仕

事
・

会
議

時
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 仕
事

・
会

議
時

な
ど

Ｂ
．

課
題

 …
 会

議
や

打
ち

合
わ

せ
の

時
な

ど
、

会
話

の
速

さ
と

同
時

に
入

力
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 現
在

の
手

入
力

タ
イ

プ
の

要
約

筆
記

で
は

な
く

、
よ

り
正

確
な

音
声

入
力

の
機

器
が

ほ
し

い
。

1
0

6
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

医
療

専
門

職
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

ク
ラ

ッ
チ

の
ベ

ル
ト

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

製
品

型
番

T
Y

1
3

5
D

の
杖

の
要

望
で

す
。

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
が

必
要

な
方

は
、

リ
ウ

マ
チ

患
者

さ
ん

が
多

い
か

と
思

い
ま

す
。

今
回

、
リ

ウ
マ

チ
患

者
さ

ん
が

歩
行

練
習

で
使

う
た

め
、

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
を

レ
ン

タ
ル

し
、

歩
行

練
習

を
開

始
し

ま
し

た
。

実
際

に
使

っ
た

こ
と

が
な

か
っ

た
の

で
、

気
づ

き
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
ベ

ル
ト

を
片

手
で

操
作

す
る

こ
と

が
、

健
常

者
で

も
困

難
で

し
た

。
特

に
、

コ
ー

ト
な

ど
厚

手
の

服
を

着
用

し
て

い
る

と
、

よ
り

大
変

な
印

象
で

し
た

。
リ

ウ
マ

チ
の

方
は

特
に

、
手

の
変

形
に

よ
り

、
ベ

ル
ト

を
操

作
す

る
た

め
の

巧
緻

性
や

手
の

筋
力

が
弱

い
た

め
、

着
脱

が
大

変
そ

う
で

し
た

。

今
回

、
手

探
り

で
改

良
し

ま
し

た
が

、
今

後
製

品
開

発
に

役
立

て
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

1
0

7
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

利
用

者
の

家
族

介
助

者
の

た
め

の
電

動
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

 介
助

者
用

重
心

の
子

供
の

体
重

が
重

く
、

さ
ら

に
必

要
な

医
療

器
具

を
積

ん
で

い
る

た
め

、
バ

ギ
ー

を
押

す
の

が
辛

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
そ

こ
で

装
具

メ
ー

カ
ー

に
介

助
者

を
ア

シ
ス

ト
す

る
よ

う
な

電
動

車
椅

子
を

作
る

こ
と

が
出

来
な

い
か

相
談

し
た

と
こ

ろ
、

今
の

補
装

具
の

制
度

は
介

助
者

の
た

め
の

も
の

で
な

く
、

本
人

の
生

活
の

質
を

向
上

さ
せ

る
も

の
で

あ
り

認
め

ら
れ

な
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
。

介
助

者
の

負
担

を
減

ら
さ

な
け

れ
ば

本
人

の
生

活
の

質
(例

え
ば

外
出

が
増

え
る

な
ど

)も
上

が
ら

な
い

と
思

う
の

で
す

が
、

い
か

が
で

し
ょ

う
か

？
バ

ギ
ー

に
何

と
か

格
安

で
ア

シ
ス

ト
機

能
を

つ
け

る
こ

と
は

出
来

な
い

の
か

、
皆

様
の

お
知

恵
を

お
借

り
し

た
い

で
す

。

1
0

8
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

 就
学

電
動

車
い

す
利

用
者

振
動

の
少

な
い

電
動

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
 就

労
・

就
学

用
私

は
線

維
筋

痛
症

、
慢

性
疲

労
症

候
群

、
脊

椎
疾

患
、

変
形

性
関

節
症

が
あ

り
ま

す
。

特
に

痛
み

は
振

動
で

ひ
ど

く
な

り
普

通
の

基
準

内
の

電
動

車
椅

子
で

は
乗

っ
て

ら
れ

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

振
動

と
痛

み
が

ど
う

関
連

し
振

動
で

痛
み

が
増

強
す

る
か

ど
う

か
の

デ
ー

タ
が

な
い

と
い

う
事

で
、

必
要

な
振

動
が

少
な

く
痛

み
が

増
強

し
な

い
電

動
車

椅
子

を
、

特
例

補
装

具
と

し
て

、
自

立
支

援
と

し
て

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。

そ
の

為
今

だ
に

寝
た

き
り

で
す

。
振

動
が

ひ
ど

く
な

れ
ば

体
中

に
痛

み
を

感
じ

て
い

る
線

維
筋

痛
症

の
患

者
は

痛
い

の
は

当
た

り
前

で
す

。
し

か
し

そ
れ

を
証

明
さ

れ
て

い
な

い
か

ら
と

必
要

な
車

椅
子

に
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
は

困
り

ま
す

。
本

当
に

デ
ー

タ
は

取
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。

1
0

9
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

学
意

思
伝

達
装

置
利

用
者

肢
体

不
自

由
者

の
電

子
機

器
を

用
い

た
学

習
記

録

肢
体

障
害

者
用

こ
ち

ら
に

ま
と

め
た

も
の

が
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/n
c
o
d

e
.s

yo
s
e
tu

.c
o
m

/n
0

1
7

2
e
s
/

　
麻

痺
の

痛
み

で
Ｐ

Ｃ
キ

ー
ボ

ー
ド

を
扱

い
づ

ら
い

た
め

、
N

in
te

n
d

o
３

Ｄ
Ｓ

ス
ク

リ
ー

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

と
漫

画
作

成
ソ

フ
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

ま
し

た
。

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
1

0
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
そ

の
他

(個
人

)
盲

ろ
う

者
の

方
々

へ
の

翻
訳

機
ア

イ
デ

ア
を

提
案

し
ま

す

盲
ろ

う
者

用
表

面
に

小
さ

な
穴

が
た

く
さ

ん
開

い
て

い
て

、
認

識
し

た
音

声
に

よ
っ

て
、

そ
の

穴
か

ら
突

起
が

出
て

点
字

を
表

現
す

る
と

い
う

考
え

で
す

。
ス

マ
ホ

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

の
よ

う
な

形
で

す
が

、
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

代
わ

り
に

添
付

画
像

の
よ

う
な

形
に

し
ま

す
。

1
1

1
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

難
聴

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
聴

覚
障

害
者

用
 高

齢
者

用
 介

助
者

用
話

す
こ

と
は

で
き

る
難

聴
の

高
齢

者
の

方
と

筆
談

を
す

る
機

会
が

あ
り

ま
す

が
、

こ
ち

ら
が

書
く

の
に

時
間

が
か

か
り

手
間

も
か

か
る

た
め

細
か

い
こ

と
ま

で
伝

え
る

こ
と

が
困

難
で

す
。

話
し

た
音

声
を

文
字

に
変

換
し

て
見

や
す

く
表

示
す

る
ツ

ー
ル

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
高

齢
の

方
は

視
力

が
悪

い
方

が
多

い
の

で
表

示
は

大
き

く
は

っ
き

り
し

て
い

る
ほ

う
が

見
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
の

ア
プ

リ
で

も
良

い
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
1

2
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)テ
レ

ビ
鑑

賞

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
字

幕
機

能
付

き
テ

レ
ビ

の
改

良
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

用
現

在
、

難
聴

の
方

の
た

め
に

、
施

設
に

字
幕

機
能

の
付

い
た

テ
レ

ビ
が

あ
り

ま
す

が
、

音
声

と
字

幕
の

ズ
レ

が
大

き
く

あ
ま

り
実

用
的

で
は

な
い

と
感

じ
て

い
ま

す
。

テ
レ

ビ
放

送
の

映
像

を
D

e
la

yさ
せ

て
、

実
際

の
音

声
を

文
字

に
変

換
し

た
も

の
を

ほ
ぼ

同
時

に
合

わ
せ

て
表

示
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

今
の

音
声

認
識

技
術

で
あ

れ
ば

で
き

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

1
1

3
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

 屋
内

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
福

祉
専

門
職

電
動

床
走

行
式

介
護

リ
フ

ト
高

齢
者

用
 介

助
者

用
こ

れ
ま

で
私

が
知

る
限

り
に

お
い

て
、

床
走

行
式

の
介

護
用

リ
フ

ト
は

、
昇

降
や

脚
部

の
開

閉
の

み
が

電
動

で
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。
結

局
の

と
こ

ろ
、

ご
利

用
者

の
方

に
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

で
上

に
上

げ
る

と
、

荷
重

に
よ

り
小

さ
な

４
点

の
車

輪
が

床
に

め
り

こ
ん

で
し

ま
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

人
力

で
移

動
す

る
際

相
当

の
力

を
要

す
る

も
の

で
、

い
ざ

動
い

た
際

に
乗

車
し

て
い

る
ご

利
用

者
が

大
き

く
揺

れ
て

し
ま

う
状

況
で

す
。

そ
の

揺
れ

幅
に

よ
り

壁
や

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

等
に

体
を

ぶ
つ

け
て

し
ま

う
危

険
性

を
伴

い
ま

す
。

ベ
ッ

ド
の

低
床

化
に

よ
り

径
が

小
さ

く
な

る
の

は
し

ょ
う

が
な

い
と

し
て

も
、

キ
ャ

タ
ピ

ラ
ー

の
よ

う
な

も
の

を
車

輪
に

す
る

等
、

何
か

電
動

で
ス

ム
ー

ズ
に

走
行

す
る

仕
組

み
の

も
の

は
開

発
さ

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

？
ど

の
福

祉
施

設
に

お
い

て
も

床
材

に
は

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

機
能

と
し

て
少

し
で

も
兼

ね
る

、
塩

化
ビ

ニ
ー

ル
の

長
尺

シ
ー

ト
を

使
用

し
て

い
る

も
の

と
思

わ
れ

ま
す

。
そ

の
分

車
輪

が
め

り
込

み
や

す
い

状
況

は
、

ど
の

施
設

で
も

困
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

現
在

天
井

走
行

式
の

介
護

リ
フ

ト
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
買

い
替

え
の

必
要

に
迫

ら
れ

て
い

る
状

況
も

あ
り

、
尚

且
つ

非
常

に
高

額
な

も
の

で
、

買
い

替
え

の
メ

ド
を

な
か

な
か

た
て

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

レ
ー

ル
の

買
い

替
え

費
用

の
な

い
低

価
格

な
電

動
走

行
式

床
リ

フ
ト

の
開

発
を

切
望

し
ま

す
。

1
1

4
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

利
用

者
排

泄
関

連
用

具
肢

体
障

害
者

用
一

般
の

多
機

能
ト

イ
レ

で
は

、
一

人
で

立
ち

上
が

り
が

困
難

に
な

り
、

介
助

す
る

か
た

が
い

な
い

と
利

用
で

き
な

く
な

っ
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
で

、
車

椅
子

に
座

っ
た

ま
ま

、
便

座
に

移
乗

し
な

い
で

排
泄

す
る

、
女

性
用

排
泄

用
具

を
開

発
。

慣
れ

る
ま

で
練

習
が

必
要

で
し

た
が

（
何

度
か

自
宅

の
ト

イ
レ

を
汚

し
な

が
ら

、
が

ん
ば

り
ま

し
た

）
、

個
人

的
に

は
こ

れ
の

お
か

げ
で

、
一

人
で

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
可

能
に

な
り

、
行

動
範

囲
が

増
え

ま
し

た
。

興
味

の
あ

る
方

、
使

っ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
尿

の
出

る
場

所
に

、
ぴ

た
っ

と
あ

て
る

の
が

こ
つ

。
そ

の
場

所
が

ず
れ

る
と

、
漏

れ
る

原
因

に
な

る
よ

う
で

す
。

尿
の

終
わ

っ
た

後
、

ど
う

し
て

も
流

れ
き

れ
な

い
尿

で
汚

れ
る

の
で

、
紙

パ
ッ

ト
を

つ
け

て
使

用
し

ま
す

。
紙

パ
ッ

ト
だ

け
だ

と
、

１
回

で
限

界
。

２
回

目
は

漏
れ

る
の

で
、

い
そ

い
で

家
に

帰
っ

て
い

ま
し

た
が

、
こ

の
ト

イ
レ

グ
ッ

ズ
を

使
え

ば
、

数
回

は
問

題
な

い
の

で
朝

か
ら

晩
ま

で
の

外
出

も
可

能
に

な
り

ま
し

た
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
1

5
H

3
0

新
製

品
や

技
術

排
泄

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
(個

人
開

発
)

オ
ム

ツ
を

必
要

と
す

る
人

の
介

護
に

、
便

が
分

離
可

能
な

排
便

収
納

補
助

具

介
助

者
用

尿
は

オ
ム

ツ
に

便
は

収
納

袋
に

分
離

出
来

ま
す

。
便

は
後

ろ
側

の
チ

ャ
ッ

ク
を

開
け

て
ト

イ
レ

に
捨

て
、

使
用

済
み

収
納

袋
は

オ
ム

ツ
と

一
緒

に
処

理
し

て
下

さ
い

。
* 

介
護

を
す

る
方

の
負

担
を

軽
減

す
る

為
に

考
え

ま
し

た
。

1
1

6
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 掃
除

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
(件

名
同

様
)

元
介

護
施

設
職

員
ア

イ
デ

ア
高

齢
者

用
介

護
施

設
で

考
え

て
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
ア

イ
デ

ア
を

伝
え

た
か

っ
た

。
入

浴
介

助
の

機
器

(ス
ラ

イ
ド

し
て

浴
槽

に
入

れ
る

)の
機

能
を

元
に

ト
イ

レ
と

ベ
ッ

ト
を

取
付

・
取

外
可

能
に

し
て

、
ト

イ
レ

は
側

面
に

つ
い

た
レ

バ
ー

を
引

い
て

排
泄

物
の

入
っ

た
バ

ケ
ツ

を
取

り
出

す
。

ト
イ

レ
に

つ
い

て
る

ボ
タ

ン
を

押
せ

ば
バ

ケ
ツ

の
中

の
袋

を
自

動
で

封
を

す
る

。
消

臭
の

た
め

に
素

材
は

丸
み

の
あ

る
木

(実
現

は
難

し
い

？
)

ベ
ッ

ト
と

の
ド

ッ
キ

ン
グ

部
位

は
除

く
ト

イ
レ

掃
除

ス
タ

ッ
フ

や
介

護
す

る
家

族
が

少
し

で
も

楽
に

な
れ

ば
、

い
い

な
♪

1
1

7
H

3
0

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)文
字

入
力

装
置

開
発

メ
ー

カ
パ

ソ
コ

ン
へ

の
片

手
文

字
入

力
が

簡
単

に
で

き
る

支
援

機
器

F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

の
ご

紹
介

肢
体

障
害

者
用

 就
労

・
就

学
用

近
年

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
広

ま
り

に
よ

り
、

片
手

で
の

文
字

入
力

方
法

と
し

て
"フ

リ
ッ

ク
入

力
"が

特
に

若
者

を
中

心
に

浸
透

し
て

き
て

い
ま

す
。

片
手

で
の

操
作

を
主

眼
に

お
い

て
開

発
さ

れ
た

フ
リ

ッ
ク

入
力

は
、

両
手

入
力

用
に

開
発

さ
れ

た
通

常
の

キ
ー

ボ
ー

ド
を

片
手

で
操

作
し

た
場

合
と

比
べ

て
操

作
の

簡
単

さ
や

速
さ

に
お

い
て

優
れ

て
い

ま
す

。
特

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
は

数
文

字
入

力
す

る
だ

け
で

入
力

さ
れ

る
文

字
列

を
予

測
し

て
表

示
し

て
く

れ
る

"予
測

変
換

"機
能

も
加

わ
っ

て
大

変
高

速
な

文
章

入
力

が
可

能
に

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

"フ
リ

ッ
ク

入
力

"と
"予

測
変

換
"の

機
能

を
パ

ソ
コ

ン
で

の
入

力
に

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
の

が
『

F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

』
で

す
！

『
F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

』
は

iP
h

o
n

e
や

A
n

d
ro

id
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
上

で
入

力
し

た
文

字
を

、
W

in
d

o
w

s
や

M
a
c
の

パ
ソ

コ
ン

に
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
U

S
B

メ
モ

リ
サ

イ
ズ

の
デ

バ
イ

ス
を

B
lu

e
to

o
th

に
よ

る
無

線
接

続
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

接
続

し
、

無
料

の
専

用
ア

プ
リ

を
使

っ
て

操
作

し
ま

す
。

"
フ

リ
ッ

ク
入

力
"以

外
に

も
"ト

グ
ル

入
力

(ケ
ー

タ
イ

打
ち

)"
や

"音
声

入
力

"に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

突
然

の
脳

障
害

に
よ

る
半

身
麻

痺
に

な
っ

て
し

ま
わ

れ
た

方
が

、
F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

を
使

う
こ

と
で

パ
ソ

コ
ン

へ
の

デ
ー

タ
入

力
業

務
に

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
た

等
の

実
績

も
あ

り
、

大
変

有
用

な
デ

バ
イ

ス
で

す
。

1
1

8
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
 屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)雨

天
時

の
室

外
移

動

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)雨

具
利

用
者

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

付
き

車
椅

子
用

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

肢
体

障
害

者
用

普
通

車
い

す
に

後
付

け
で

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
付

け
ま

し
た

。
今

回
、

初
め

て
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

を
着

ま
し

た
。

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

部
分

を
含

め
て

フ
ー

ド
を

か
ぶ

る
と

、
見

た
目

以
上

に
首

回
り

に
余

裕
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
  
介

助
者

が
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

を
着

せ
て

く
れ

ま
し

た
が

、
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

の
後

ろ
を

引
っ

張
る

と
、

首
回

り
の

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
が

私
の

首
に

ひ
っ

か
か

り
、

締
ま

り
そ

う
で

し
た

。
  
後

付
け

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
購

入
し

た
方

は
、

要
注

意
で

す
。

介
助

者
の

方
も

、
車

椅
子

の
構

造
を

見
て

、
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
を

つ
け

て
い

る
場

合
に

は
、

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
の

首
回

り
を

よ
く

見
て

介
助

し
て

く
だ

さ
い

。

 ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

付
き

の
車

椅
子

の
方

で
も

着
る

こ
と

が
で

き
る

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

1
1

9
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
嚥

下
訓

練
高

齢
者

用
押

し
バ

ネ
を

内
蔵

し
た

手
製

の
運

動
器

具
で

、
経

管
栄

養
の

高
齢

者
の

飲
み

込
み

が
改

善
し

ま
し

た
。

管
を

外
せ

る
見

込
み

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
押

圧
版

を
顎

下
に

押
し

当
て

る
動

作
を

繰
り

返
し

た
と

こ
ろ

、
1

0
日

ほ
ど

で
管

を
外

せ
ま

し
た

。

1
2

0
H

3
0

新
製

品
や

技
術

食
べ

る
 調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

(N
P

O
団

体
)

牛
乳

パ
ッ

ク
を

簡
単

開
封

す
る

自
助

具
(商

品
名

パ
ッ

君
）

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 高
齢

者
用

介
助

者
用

牛
乳

パ
ッ

ク
を

始
め

と
し

た
紙

パ
ッ

ク
の

開
封

が
簡

単
に

で
き

ま
す

。
お

問
い

合
わ

せ
と

ご
注

文
は

こ
ち

ら
へ

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.k

o
u

b
o
u

a
ic

h
i.o

rg
/パ

ッ
君

注
文

/

1
2

1
H

3
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)階

段
の

上
り

降
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)可

搬
型

階
段

昇
降

機
利

用
者

の
家

族
年

齢
制

限
の

為
可

搬
型

階
段

昇
降

機
の

操
作

が
で

き
な

い
家

庭
で

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か

肢
体

障
害

者
用

８
０

才
を

過
ぎ

た
老

夫
婦

で
エ

レ
ベ

ー
タ

の
無

い
５

階
に

住
ん

で
居

ま
す

。
妻

が
仙

骨
骨

折
の

為
入

院
、

現
在

歩
行

訓
練

を
し

て
い

ま
す

。
妻

は
透

析
の

為
週

３
回

通
院

を
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
退

院
が

間
近

で
す

。
出

来
れ

ば
可

変
型

階
段

昇
降

機
を

レ
ン

タ
ル

し
て

操
作

要
員

の
援

助
は

介
護

支
援

等
が

受
け

る
事

が
出

来
る

も
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

年
齢

制
限

は
あ

り
ま

す
が

体
力

、
判

断
力

等
健

全
で

あ
る

と
自

負
し

て
い

ま
す

。
テ

ス
ト

等
を

し
て

頂
き

合
格

す
れ

ば
操

作
が

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

1
2

2
H

2
9

新
製

品
や

技
術

日
常

的
な

衛
生

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
装

具
利

用
者

ギ
プ

ス
肢

体
障

害
者

用
 児

童
用

ギ
プ

ス
生

活
を

し
て

み
て

そ
の

不
自

由
さ

、
非

日
常

さ
に

初
め

て
気

が
つ

き
ま

し
た

。
開

発
段

階
で

す
が

プ
ラ

ス
テ

ィ
ッ

ク
樹

脂
で

網
目

の
よ

う
な

ギ
プ

ス
を

み
ま

し
た

。
是

非
日

本
の

技
術

で
実

用
化

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

蒸
れ

な
い

の
で

悪
臭

が
し

な
い

、
シ

ャ
ワ

ー
が

気
兼

ね
な

く
使

え
る

、
雨

の
日

も
困

ら
な

い
、

軽
量

超
音

波
治

療
が

ギ
プ

ス
の

ま
ま

受
け

ら
れ

る
。

1
2

3
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)車

い
す

移
動

以
外

座
位

保
持

装
置

 車
い

す
福

祉
専

門
職

足
台

高
齢

者
用

車
い

す
利

用
者

が
食

事
の

際
な

ど
に

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

か
ら

足
を

下
ろ

し
て

能
動

座
位

を
と

れ
る

足
台

が
ほ

し
い

で
す

。
手

作
り

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

忙
し

い
介

護
職

の
た

め
に

、
廉

価
な

商
品

が
あ

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

す
。

福
祉

用
具

カ
タ

ロ
グ

に
目

を
通

し
ま

し
た

が
、

な
い

に
等

し
い

し
、

牛
乳

パ
ッ

ク
等

の
手

作
り

は
手

間
が

か
か

り
す

ぎ
る

と
思

い
ま

す
。

1
2

4
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

複
数

の
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
を

ま
と

め
る

用
具

肢
体

障
害

者
用

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

を
２

本
使

用
し

て
い

る
の

で
、

片
手

を
使

用
す

る
際

に
杖

を
１

本
に

ま
と

め
ら

れ
る

用
具

1
2

5
H

2
9

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
開

発
メ

ー
カ

リ
ハ

ビ
リ

用
活

動
量

計
（

歩
数

計
）

高
齢

者
用

市
場

で
販

売
さ

れ
て

い
る

活
動

量
計

は
、

健
常

者
用

で
あ

り
、

リ
ハ

ビ
リ

対
象

者
の

ゆ
っ

く
り

し
た

動
き

を
捉

え
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

現
在

弊
社

が
開

発
し

て
い

る
活

動
量

計
は

、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
の

ゆ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

、
そ

の
運

動
量

を
計

測
で

き
る

。
ま

た
、

そ
の

活
動

量
計

は
N

F
C

通
信

機
能

を
内

蔵
し

て
お

り
、

P
C

な
ど

へ
そ

の
デ

ー
タ

を
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

リ
ハ

ビ
リ

の
医

師
や

、
担

当
者

は
患

者
さ

ん
の

運
動

量
を

捉
え

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

。
患

者
さ

ん
が

退
院

し
た

場
合

で
も

、
こ

の
活

動
量

計
は

9
0

日
分

の
デ

ー
タ

を
記

憶
し

て
お

り
、

患
者

さ
ん

が
来

院
さ

れ
た

場
合

に
、

P
C

に
デ

ー
タ

送
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

家
で

の
運

動
量

を
確

認
で

き
る

も
の

で
あ

る
。

1
2

6
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)お

し
ゃ

れ
車

い
す

利
用

者
髪

の
毛

を
後

ろ
で

自
由

に
結

ぶ
肢

体
障

害
者

用
先

天
性

多
発

性
関

節
拘

縮
症

で
腕

が
後

ろ
ま

で
回

す
こ

と
が

で
き

ず
、

 自
分

で
髪

の
毛

を
後

ろ
で

簡
単

に
結

ぶ
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

、
出

来
る

も
の

が
あ

っ
た

ら
た

ら
い

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
2

7
H

2
9

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)車

い
す

用
タ

イ
ヤ

空
気

圧
表

示
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
開

発
研

究
会

(広
島

）
)

車
い

す
用

タ
イ

ヤ
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 児
童

用
 介

助
者

用
本

試
作

品
は

、
車

い
す

用
タ

イ
ヤ

の
空

気
圧

を
表

示
す

る
こ

と
で

、
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

減
少

を
起

因
と

し
た

駐
車

用
ブ

レ
ー

キ
の

効
き

低
下

に
よ

る
危

険
性

を
低

減
し

事
故

を
防

止
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

車
い

す
の

操
作

性
低

下
を

防
ぎ

、
乗

り
心

地
の

向
上

や
タ

イ
ヤ

の
寿

命
を

延
ば

す
こ

と
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

車
い

す
利

用
者

と
介

助
者

双
方

が
簡

単
に

タ
イ

ヤ
空

気
圧

を
確

認
で

き
、

ま
た

タ
イ

ヤ
空

気
圧

の
定

期
点

検
を

実
施

す
る

際
、

タ
イ

ヤ
本

体
に

触
れ

る
必

要
が

な
い

た
め

衛
生

的
で

あ
り

、
作

業
性

の
効

率
化

に
つ

な
が

り
ま

す
。

取
り

付
け

方
法

は
、

英
式

バ
ル

ブ
の

虫
ゴ

ム
を

は
ず

し
「

空
気

圧
表

示
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
」

に
交

換
し

ま
す

。
「

空
気

圧
表

示
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
」

を
取

り
付

け
た

ま
ま

で
、

空
気

の
注

入
が

可
能

で
す

。
標

準
型

車
い

す
に

使
用

さ
れ

て
い

る
、

適
正

空
気

圧
が

0
.3

M
P

a
の

場
合

、
約

2
0

％
減

少
し

た
ら

（
赤

）
表

示
と

な
り

、
空

気
が

抜
け

て
い

る
こ

と
を

知
ら

せ
ま

す
。

1
2

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
車

い
す

利
用

者
手

動
車

い
す

用
傘

肢
体

障
害

者
用

 就
労

・
就

学
用

風
の

強
い

日
は

不
可

で
す

が
霧

雨
や

風
の

な
い

雨
の

日
な

ど
で

は
簡

易
傘

（
カ

ッ
パ

や
ポ

ン
チ

ョ
の

よ
う

）
な

固
形

系
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

非
常

に
必

要
性

を
感

じ
て

お
り

ま
す

。
天

候
が

悪
い

か
ら

と
か

車
椅

子
だ

か
ら

と
い

う
事

で
し

ょ
う

が
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
矛

盾
を

感
じ

て
い

ま
す

。
現

状
そ

う
す

る
し

か
な

く
、

そ
う

配
慮

し
て

も
ら

う
の

は
非

常
に

助
か

り
ま

す
。

が
実

際
に

社
会

人
と

し
て

外
せ

な
い

会
議

な
ど

あ
り

ま
す

。
そ

れ
を

そ
の

よ
う

な
こ

と
で

理
由

で
と

い
う

の
に

矛
盾

を
感

じ
て

い
る

わ
け

で
す

。
実

際
に

利
用

し
て

い
る

側
か

ら
で

は
な

い
と

わ
か

ら
な

い
部

分
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
を

形
に

し
ま

し
ょ

う
。

1
2

9
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

汎
用

性
の

あ
る

マ
ウ

ス
ス

テ
ィ

ッ
ク

肢
体

障
害

者
用

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

用
と

キ
ー

ボ
ー

ド
用

の
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

使
い

分
け

る
必

要
が

あ
る

の
で

、
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
や

音
声

操
作

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
3

0
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)福

祉
車

両
体

幹
が

安
定

し
、

電
動

車
椅

子
で

も
容

易
に

乗
れ

る
福

祉
車

両

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
椅

子
の

ま
ま

運
転

席
に

乗
れ

る
福

祉
車

両
は

、
座

席
に

電
動

装
置

が
つ

い
て

い
る

よ
う

な
形

状
な

の
で

、
実

用
性

が
薄

い
。

体
幹

が
安

定
し

、
尚

且
つ

電
動

車
椅

子
で

も
容

易
に

乗
れ

る
福

祉
車

両

1
3

1
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
緊

急
通

報
装

置
ボ

タ
ン

１
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
シ

ス
テ

ム

そ
の

他
(失

語
症

)
自

動
車

運
転

中
の

緊
急

時
（

救
急

車
を

呼
ぶ

な
ど

）
に

、
当

事
者

が
ボ

タ
ン

一
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。

1
3

2
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 そ

の
他

(場
面

)
排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
医

療
専

門
職

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

高
齢

者
用

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

を
使

用
し

て
い

る
方

で
、

ベ
ッ

ド
か

ら
自

身
で

起
き

上
が

る
際

に
、

ベ
ッ

ド
か

ら
滑

り
落

ち
る

方
が

時
々

い
ま

す
。

パ
イ

ル
生

地
な

ど
の

も
の

を
使

用
す

る
と

、
滑

り
に

く
く

な
り

ま
す

が
、

介
助

者
が

姿
勢

を
整

え
る

際
に

滑
り

に
く

い
が

た
め

に
シ

ー
ツ

が
皺

に
な

り
や

り
に

く
い

と
の

声
が

あ
り

ま
す

。
ベ

ッ
ド

の
端

に
な

る
部

分
は

滑
り

に
く

く
、

中
心

部
は

通
常

の
ラ

バ
ー

シ
ー

ツ
が

あ
れ

ば
い

い
の

で
す

が
。

1
3

3
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 調

理
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

寝
た

き
り

の
人

用
ﾄ
ｲﾚ

ｯ
ﾄ

ﾍ
ﾟｰ

ﾊﾟ
高

齢
者

用
ﾃｨ

ｼｭ
ﾍ
ﾟｰ

ﾊﾟ
ﾀ
ｲﾌ

ﾟで
 、

1
枚

づ
つ

取
り

だ
し

や
す

い
物

が
ほ

し
い

。
お

尻
を

拭
い

た
後

、
そ

の
ま

ま
ま

と
め

て
ﾄｲ

ﾚ
に

流
せ

る
。

ﾍﾞ
ｯﾄ

で
の

介
助

だ
と

ﾛｰ
ﾙ
ﾀｲ

ﾌ
ﾟ
は

と
て

も
不

便
。

1
3

4
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)手
帳

の
提

示
利

用
者

精
神

障
害

者
の

公
共

の
ば

で
の

手
帳

提
示

に
つ

い
て

そ
の

他
(障

が
い

者
全

般
)

ど
ん

な
障

が
い

に
か

か
わ

ら
ず

、
障

が
い

者
手

帳
を

提
示

す
る

こ
と

に
受

容
で

き
て

い
な

い
状

態
で

は
公

共
の

場
で

障
が

い
者

手
帳

を
出

す
こ

と
に

戸
惑

い
を

感
じ

る
物

と
お

も
い

ま
す

。
そ

の
気

持
ち

を
和

ら
げ

る
た

め
に

手
帳

で
は

無
く

、
か

つ
す

ぐ
に

本
人

確
認

が
で

き
る

様
な

製
品

が
あ

れ
ば

良
い

な
と

感
じ

ま
し

た
。

理
想

と
し

て
は

、
IC

カ
ー

ド
へ

の
登

録
（

子
ど

も
の

場
合

通
過

す
る

際
に

特
定

の
音

が
鳴

る
よ

う
な

仕
組

）
が

あ
れ

ば
よ

い
の

で
す

が
、

シ
ス

テ
ム

開
発

の
費

用
対

効
果

も
考

え
て

全
国

的
に

は
難

し
そ

う
で

す
。

何
か

良
い

ア
イ

デ
ア

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

39



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
3

5
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

そ
の

他
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

と
し

て
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 高
齢

者
用

 児
童

用
就

労
・

就
学

用

盲
導

犬
を

連
れ

た
視

覚
障

害
者

の
痛

ま
し

い
事

故
が

相
次

い
で

い
ま

す
。

そ
し

て
ひ

ど
い

こ
と

に
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

盲
導

犬
虐

待
が

動
画

で
流

れ
て

い
ま

す
盲

導
犬

な
ど

、
今

ま
で

美
談

の
も

と
の

よ
う

に
扱

わ
れ

て
き

ま
し

た
が

時
代

の
流

れ
の

中
で

仕
事

を
す

る
動

物
に

疑
問

が
も

た
れ

て
い

ま
す

。
特

に
盲

導
犬

で
す

そ
の

う
え

、
ま

す
ま

す
の

超
高

齢
化

や
道

路
事

情
に

と
も

な
い

、
こ

れ
か

ら
様

々
な

事
故

が
起

こ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

の
盲

導
犬

で
す

が
、

盲
導

犬
で

は
限

界
が

あ
り

　
今

、
代

替
え

手
段

が
も

と
め

ら
れ

て
い

ま
す

盲
導

犬
の

育
成

に
は

多
大

な
コ

ス
ト

を
有

し
、

飼
育

・
訓

練
に

莫
大

な
労

力
を

要
し

そ
こ

に
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
使

用
者

に
と

っ
て

も
犬

の
世

話
（

食
事

、
排

せ
つ

、
手

入
 れ

、
健

康
管

理
）

に
は

体
力

的
、

費
用

も
か

な
り

の
負

担
が

あ
り

、
犬

の
寿

命
か

ら
長

く
て

も
8

年
で

引
退

 の
時

期
が

来
ま

す
。

ま
た

、
住

環
境

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
高

齢
等

身
体

的
な

理
由

で
盲

導
犬

を
持

て
な

い
視

覚
障

害
者

が
圧

倒
的

に
多

く
、

盲
導

犬
は

ご
く

一
部

の
視

覚
障

害
者

し
か

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
の

が
現

状
で

す
。

障
害

者
の

間
で

の
不

公
平

感
の

声
も

あ
り

ま
す

私
は

、
全

て
の

人
が

使
う

こ
と

の
で

き
る

、
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

は
な

い
だ

ろ
う

か
と

考
え

て
き

ま
し

た
。

今
、

自
動

運
転

の
車

が
走

っ
て

い
ま

す
。

G
P

S
が

道
案

内
も

し
て

く
れ

ま
す

。
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、

お
掃

除
ロ

ボ
ッ

ト
、

A
Iロ

ボ
ッ

ト
と

様
々

な
ロ

ボ
ッ

ト
が

身
近

な
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

盲
導

犬
は

時
代

遅
れ

な
の

で
は

？
と

い
う

思
い

に
な

り
ま

し
た

。
ロ

ボ
ッ

ト
な

ら
犬

の
よ

う
に

世
話

を
す

る
必

要
も

な
く

、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

心
配

も
な

く
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

え
ば

使
い

続
け

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
は

保
険

も
提

供
さ

れ
安

全
性

 も
高

い
と

思
い

ま
す

。
国

で
予

算
を

組
み

企
業

と
と

も
に

早
期

実
現

を
願

い
ま

す
　

将
来

的
に

考
え

て
も

盲
導

犬
よ

り
す

べ
て

の
こ

と
に

お
い

て
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

性
の

ほ
う

が
優

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
す

で
に

あ
る

企
業

で
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
が

実
現

で
き

て
お

り
ま

す
　

試
験

的
に

病
院

な
ど

に
導

入
さ

れ
る

よ
う

で
す

国
で

、
ま

ず
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

病
院

、
公

共
施

設
、

各
家

庭
へ

と
普

及
さ

せ
て

み
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
デ

パ
ー

ト
や

受
付

な
ど

様
々

な
と

こ
ろ

で
　

ロ
ボ

ッ
ト

の
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
を

み
か

け
ま

す
　

ロ
ボ

ッ
ト

と
人

間
の

共
存

が
当

た
り

前
の

世
の

中
で

す

あ
と

は
人

間
で

す
　

ニ
ュ

ー
ス

Z
E

R
O

の
番

組
で

同
行

援
護

（
視

覚
障

碍
者

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
）

の
制

度
が

市
区

町
村

で
あ

り
ま

す
が

　
視

覚
障

碍
者

へ
の

認
知

度
が

行
き

渡
っ

て
い

な
い

よ
う

で
す

　
そ

の
制

度
を

も
っ

と
広

め
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

の
養

成
、

使
用

を
推

進
す

る
べ

き
と

思
い

ま
す

ど
う

か
犬

で
は

な
く

　
代

わ
る

も
の

と
し

て
人

間
の

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
を

増
や

し
障

碍
者

と
の

橋
渡

し
と

な
る

機
関

を
沢

山
増

や
し

て
ほ

し
い

と
切

に
願

い
ま

す
。

選
択

肢
が

増
え

る
こ

と
に

も
な

り
　

そ
れ

ぞ
れ

に
あ

っ
た

使
い

方
　

使
い

分
け

が
で

き
ま

す
障

害
者

の
助

け
に

な
り

た
い

と
い

う
、

思
い

や
り

の
心

が
技

術
開

発
に

結
実

し
、

日
本

を
は

じ
め

世
界

中
の

道
路

や
駅

の
ホ

ー
ム

で
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

を
見

ら
れ

る
こ

と
が

目
前

に
き

て
い

る
と

感
じ

ま
す

。
2

0
2

0
年

　
東

京
五

輪
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
に

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
、

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
と

共
に

観
戦

し
て

い
る

視
覚

障
 碍

者
の

姿
を

待
ち

望
ん

で
い

ま
す

。
　 ぜ

ひ
国

で
推

進
、

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
る

次
第

で
す

。
大

変
お

忙
し

い
所

　
読

ん
で

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
3

6
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ロ
ボ

ッ
ト

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

視
覚

障
害

者
用

安
全

な
移

動
を

保
証

し
て

く
れ

る
誘

導
ロ

ボ
ッ

ト
が

欲
し

い
。

1
3

7
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)自
動

車
視

覚
障

害
者

用
自

動
運

転
車

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
で

も
使

い
こ

な
せ

る
自

動
運

転
車

が
あ

る
と

便
利

。

1
3

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ア
プ

リ
画

像
情

報
を

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

視
覚

障
害

者
用

画
像

処
理

さ
れ

て
し

ま
っ

た
デ

ー
タ

は
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

で
は

読
み

込
め

な
い

た
め

、
文

字
の

部
分

だ
け

で
も

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
3

9
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)自
動

車
緊

急
車

両
を

知
ら

せ
る

装
置

聴
覚

障
害

者
用

運
転

中
に

緊
急

車
両

が
接

近
し

た
こ

と
が

分
か

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

1
4

0
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ア
プ

リ
音

声
を

表
示

す
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

聴
覚

障
害

者
用

電
話

等
の

音
声

を
認

識
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
で

表
示

で
き

る
ア

プ
リ

が
欲

し
い

。

1
4

1
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)環
境

装
置

駅
内

放
送

を
知

ら
せ

る
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
用

駅
の

ホ
ー

ム
で

の
放

送
な

ど
、

音
声

認
識

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

電
光

掲
示

板
な

ど
に

表
示

で
き

る
環

境
を

整
え

て
欲

し
い

。

1
4

2
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
話

文
字

信
号

を
送

信
で

き
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

か
つ

て
の

ポ
ケ

ベ
ル

の
よ

う
に

プ
ッ

シ
ュ

ホ
ン

の
ピ

ポ
パ

音
を

使
う

こ
と

で
、

電
話

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
ま

た
は

他
の

と
こ

ろ
で

も
、

文
字

信
号

を
送

信
で

き
る

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

1
4

3
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)信
号

信
号

の
色

が
振

動
で

わ
か

る
機

器
盲

ろ
う

者
用

自
力

で
安

全
に

横
断

歩
道

を
渡

る
た

め
、

触
知

式
信

号
機

や
携

帯
端

末
等

で
、

赤
か

青
か

が
振

動
で

わ
か

る
機

器
が

欲
し

い
。

1
4

4
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

A
T

M
等

の
画

面
を

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
に

表
示

す
る

機
器

盲
ろ

う
者

用
画

面
情

報
が

見
え

ず
音

声
ガ

イ
ド

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
Ａ

Ｔ
Ｍ

の
画

面
表

示
や

音
声

ガ
イ

ド
の

情
報

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

読
み

な
が

ら
ボ

タ
ン

操
作

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

1
4

5
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
る

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

用
体

温
・

体
重

・
血

圧
等

の
器

具
を

使
っ

て
自

力
で

健
康

管
理

で
き

ず
、

他
者

に
見

て
も

ら
う

に
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

な
い

の
で

、
文

字
情

報
を

点
字

で
読

め
る

携
帯

端
末

（
ブ

レ
イ

ル
セ

ン
ス

等
）

に
体

重
等

の
デ

ー
タ

が
直

接
送

れ
る

健
康

管
理

機
器

が
欲

し
い

。

1
4

6
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)リ

ハ
ビ

リ
機

器
設

置
が

容
易

な
リ

ハ
ビ

リ
機

器
や

シ
ス

テ
ム

肢
体

障
害

者
用

大
が

か
り

な
設

備
や

専
門

職
に

よ
る

設
定

が
必

要
な

い
、

気
軽

に
在

宅
で

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
え

る
機

器
や

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

良
い

。

1
4

7
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

そ
の

他
(福

祉
用

具
)昇

降
機

コ
ン

パ
ク

ト
で

低
価

格
な

昇
降

機
肢

体
障

害
者

用
コ

ン
パ

ク
ト

で
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

設
置

が
で

き
、

尚
且

つ
低

価
格

な
昇

降
機

・
移

乗
リ

フ
ト

が
あ

る
と

便
利

1
4

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)バ
ラ

ン
サ

ー
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

し
な

い
バ

ラ
ン

サ
ー

肢
体

障
害

者
用

使
用

者
の

腕
の

力
の

方
向

や
、

利
用

者
の

力
を

生
か

す
よ

う
な

、
腕

を
吊

り
上

げ
る

た
め

の
バ

ラ
ン

サ
ー

（
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

す
る

こ
と

な
く

、
使

用
で

き
る

機
器

）
が

あ
る

と
良

い
。

40



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
4

9
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)雨

天
そ

の
他

(福
祉

用
具

)雨
具

車
椅

子
一

体
型

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

で
も

使
え

る
よ

う
な

車
椅

子
と

一
体

型
の

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
が

欲
し

い
。

1
5

0
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

そ
の

他
(福

祉
用

具
)布

団
ポ

リ
オ

患
者

の
た

め
の

布
団

を
か

け
な

お
す

装
置

肢
体

障
害

者
用

両
上

肢
麻

痺
で

布
団

が
か

け
直

せ
な

い
の

で
、

布
団

を
う

ま
く

か
け

直
す

こ
と

が
で

き
る

大
げ

さ
で

な
い

装
置

が
あ

る
と

良
い

。

1
5

1
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
声

遮
断

用
具

不
穏

な
音

を
軽

減
す

る
用

具
そ

の
他

(自
閉

症
)

不
快

な
音

を
遮

断
し

た
り

、
軽

減
で

き
る

環
境

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

用
具

（
周

り
に

違
和

感
が

な
く

、
携

帯
で

き
必

要
な

時
に

使
用

で
き

る
も

の
）

が
あ

る
と

便
利

。

1
5

2
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ア
プ

リ
使

い
や

す
い

絵
文

字
な

ど
の

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

そ
の

他
(自

閉
症

)
耳

か
ら

の
情

報
や

指
示

よ
り

、
視

覚
情

報
の

方
が

理
解

し
や

す
い

こ
と

が
多

い
。

よ
り

簡
単

に
使

い
や

す
い

絵
文

字
や

写
真

を
手

書
き

で
き

る
ソ

フ
ト

、
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
等

が
あ

る
と

よ
い

。

1
5

3
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ロ
ボ

ッ
ト

自
閉

症
患

者
向

け
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ボ

ッ
ト

そ
の

他
(自

閉
症

)
 「

暗
黙

の
ル

ー
ル

」
を

理
解

し
に

く
い

の
で

、
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
苦

慮
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
連

す
る

ス
キ

ル
を

獲
得

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
活

用
で

き
な

い
か

。

1
5

4
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
話

電
話

や
会

話
を

文
字

化
し

て
く

れ
る

機
器

そ
の

他
(失

語
症

)
電

話
で

の
受

け
答

え
の

際
に

相
手

側
の

言
葉

を
、

瞬
時

に
要

約
し

、
文

字
化

で
き

る
機

器
（

そ
の

他
、

ラ
ジ

オ
の

音
声

や
会

話
な

ど
を

文
字

化
し

て
く

れ
る

も
の

）
が

あ
る

と
便

利

1
5

5
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)環
境

装
置

書
類

の
手

続
き

を
簡

単
な

文
字

表
記

で
案

内
し

て
く

れ
る

環
境

（
装

置
）

そ
の

他
(失

語
症

)
役

所
で

の
手

続
き

（
選

挙
、

行
政

手
続

き
）

等
で

必
要

事
項

を
簡

単
な

文
字

表
記

な
ど

で
案

内
し

て
く

れ
る

も
の

（
環

境
）

が
あ

る
と

よ
い

。

1
5

6
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)環
境

装
置

会
議

中
の

要
点

を
示

し
て

く
れ

る
装

置
そ

の
他

(失
語

症
)

会
議

の
発

言
を

即
座

に
要

点
で

示
し

、
失

語
症

者
自

身
の

発
言

も
文

字
化

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

（
ま

た
は

仕
事

中
の

作
業

内
容

に
つ

い
て

要
点

で
示

し
て

く
れ

る
も

の
）

が
あ

る
と

よ
い

。

1
5

7
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)カ

ー
ド

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

カ
ー

ド
利

用
者

カ
ー

ド
を

識
別

す
る

機
器

（
用

具
）

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

銀
行

カ
ー

ド
や

診
察

券
な

ど
同

じ
サ

イ
ズ

の
カ

ー
ド

が
様

々
有

る
な

か
で

、
人

の
助

け
を

受
け

な
け

れ
ば

認
識

で
き

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

レ
ジ

な
ど

で
戸

惑
い

、
時

間
を

要
す

こ
と

も
頻

繁
に

あ
り

ま
す

。
視

覚
に

障
害

が
あ

っ
て

も
、

様
々

な
カ

ー
ド

を
簡

単
に

識
別

で
き

る
機

器
（

用
具

）
の

開
発

を
求

め
て

い
ま

す
。

カ
ー

ド
と

そ
の

内
容

を
容

易
に

タ
グ

で
し

ょ
う

か
？

紐
付

け
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

で
き

れ
ば

良
い

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
・

代
理

投
稿

）

1
5

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
、

タ
ブ

レ
ッ

ト

義
肢

 装
具

 座
位

保
持

装
置

 補
聴

器
 つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

 車
い

す
 電

動
車

い
す

 意
思

伝
達

装
置

 特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
 体

位
変

換
器

 移
動

用
リ

フ
ト

 緊
急

通
報

装
置

 排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

を
補

助
す

る
機

器
（

用
具

）

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

最
近

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

多
く

採
用

さ
れ

て
い

る
タ

ッ
チ

バ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

が
で

き
ま

せ
ん

。
視

覚
障

害
者

で
も

簡
易

に
操

作
で

き
る

よ
う

な
機

器
又

は
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

中
途

障
害

で
す

が
、

多
く

方
が

同
様

の
悩

み
を

感
じ

て
い

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
に

よ
る

代
理

投
稿

）

1
5

9
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

装
具

開
発

メ
ー

カ
視

覚
障

碍
者

用
歩

行
補

助
具

＜
ウ

ォ
ー

ク
リ

ー
ダ

ー
＞

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
--

--
-
--

--
-
--

--
-
- 

特
 徴

 -
--

--
--

--
-
--

--
-
--

--
-
-

1
.前

方
約

２
ｍ

以
内

に
障

害
物

を
検

出
す

る
と

イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

音
で

通
報

し
ま

す
。

2
.障

害
物

に
近

づ
く

と
通

報
音

が
高

く
な

り
、

慣
れ

る
と

音
色

の
変

化
で

距
離

感
が

得
ら

れ
ま

す
。

3
.小

型
・

軽
量

(約
1

0
0

ｇ
)・

長
時

間
動

作
(単

四
電

池
２

個
で

約
1

0
0

時
間

)
4

.検
出

距
離

(1
m

/1
.5

m
/2

m
)と

音
量

(大
/中

/小
)お

よ
び

感
度

を
そ

れ
ぞ

れ
３

段
階

切
替

で
き

る
。

5
.首

に
掛

け
て

イ
ヤ

ホ
ン

で
聞

く
方

式
な

の
で

、
手

を
使

わ
ず

に
使

用
で

き
ま

す
。

6
.細

い
針

金
等

は
検

出
出

来
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

、
直

径
5

m
m

以
上

の
太

い
棒

は
近

づ
く

と
検

出
し

ま
す

。
注

意
）

　
他

の
補

助
具

や
超

音
波

を
使

う
器

具
の

近
く

等
で

は
、

障
害

物
が

無
く

て
も

通
報

音
が

出
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

　
装

着
し

た
高

さ
の

前
方

を
検

出
し

ま
す

、
足

下
に

は
反

応
し

な
い

か
ら

白
杖

等
と

併
用

し
て

下
さ

い
。

　
こ

の
装

置
は

歩
行

上
の

安
全

を
保

証
す

る
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
、

補
助

具
と

し
て

使
用

し
て

下
さ

い

1
6

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

装
具

障
害

者
団

体
右

下
肢

機
能

障
害

（
脊

髄
性

小
児

マ
ヒ

）
　

等
級

３
級

　
補

装
具

装
着

５
０

年
以

上
　

定
年

で
無

職
　

現
役

時
不

動
産

の
営

業

肢
体

障
害

者
用

問
題

点
　

①
足

首
が

上
下

し
な

い
（

バ
ネ

を
使

用
　

バ
ネ

が
よ

く
つ

ぶ
れ

る
）

　
　

　
　

②
歩

行
時

、
体

の
バ

ラ
ス

が
悪

く
　

左
右

に
揺

れ
ま

す
。

杖
は

、
使

用
し

て
い

ま
せ

ん
。

右
足

は
、

左
足

よ
り

５
セ

ン
チ

程
度

短
い

で
す

。
補

高
し

て
い

ま
す

。
座

骨
シ

ジ
し

て
い

ま
す

。
５

０
年

以
上

装
着

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
点

は
膝

の
ス

イ
ス

ロ
ッ

ク
な

な
り

ま
し

た
。

で
き

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

と

1
6

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)運

動
時

補
聴

器
障

害
者

団
体

ス
ポ

ー
ツ

中
の

情
報

保
障

機
器

聴
覚

障
害

者
用

ス
ポ

ー
ツ

を
し

な
が

ら
で

も
聴

覚
障

害
者

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

1
6

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
障

害
者

団
体

摩
耗

し
に

く
い

杖
の

先
端

ゴ
ム

肢
体

障
害

者
用

杖
の

先
端

ゴ
ム

は
毎

日
使

用
す

る
の

で
、

摩
耗

・
消

耗
が

激
し

い
。

少
し

で
も

摩
耗

し
に

く
い

ゴ
ム

の
開

発
を

し
て

欲
し

い
。

1
6

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

つ
え

障
害

者
団

体
頑

丈
な

白
杖

盲
ろ

う
者

用
白

杖
が

す
ぐ

に
折

れ
た

り
曲

が
っ

た
り

す
る

の
で

、
曲

が
ら

な
い

杖
が

欲
し

い
。

41



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
6

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
障

害
者

団
体

白
杖

に
電

子
機

器
を

組
み

込
む

こ
と

の
是

非
視

覚
障

害
者

用
白

杖
使

用
者

で
す

。
こ

の
掲

示
板

の
過

去
ロ

グ
を

見
る

と
「

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

組
み

込
め

ば
・

・
・

」
と

い
う

提
案

を
目

に
し

ま
す

。
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

等
の

電
子

機
器

を
組

み
込

む
研

究
や

、
実

際
、

そ
の

よ
う

な
商

品
も

あ
り

ま
す

。
白

杖
を

使
っ

て
い

る
皆

さ
ん

は
、

そ
の

よ
う

な
白

杖
を

使
い

た
い

と
思

い
ま

す
か

？
　

私
は

、
N

O
で

す
。

以
下

、
そ

の
理

由
で

す
。

■
　

非
常

に
デ

リ
ケ

ー
ト

。
難

し
く

言
う

な
ら

「
質

量
」

「
慣

性
モ

ー
メ

ン
ト

」
「

剛
性

」
「

共
振

周
波

数
」

「
先

端
や

握
り

部
分

の
感

触
」

等
、

非
常

に
多

く
の

要
素

が
使

い
心

地
に

関
係

し
て

く
る

。
つ

ま
り

、
白

杖
は

体
の

一
部

と
い

う
わ

け
。

■
　

電
源

の
切

り
忘

れ
、

電
池

残
量

等
が

気
に

な
る

。
■

　
白

杖
本

体
は

消
耗

品
。

高
価

だ
と

紛
失

や
盗

難
も

気
に

な
る

。
■

　
シ

ョ
ッ

ク
や

水
に

弱
そ

う
。

（
そ

も
、

白
杖

は
路

面
を

叩
く

）
と

い
う

訳
で

、
私

は
、

シ
ン

プ
ル

で
軽

い
白

杖
を

愛
用

し
て

い
ま

す
。

1
6

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

障
害

者
団

体
積

雪
に

も
対

応
し

た
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

積
雪

時
は

車
い

す
で

外
出

で
き

な
い

の
で

、
雪

も
対

応
し

た
移

動
用

機
器

が
欲

し
い

。

1
6

6
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

医
療

専
門

職
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

（
ア

ル
ケ

ル
）

で
身

体
拘

束
ゼ

ロ
を

推
進

！

高
齢

者
用

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
【

実
用

新
案

登
録

第
3

2
0

4
7

0
1

号
】

【
商

標
登

録
第

5
7

7
3

9
6

6
号

】
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

(ア
ル

ケ
ル

)は
、

馬
蹄

形
の

歩
行

器
（

※
肘

受
け

の
長

さ
4

0
0

ｍ
ｍ

以
上

の
も

の
）

に
装

着
す

る
こ

と
で

『
利

用
者

が
転

倒
し

な
い

歩
行

器
』

に
な

り
ま

す
。

①
施

設
介

護
に

お
け

る
夜

間
徘

徊
を

抑
制

す
る

こ
と

な
く

、
御

本
人

の
意

志
を

尊
重

し
た

介
護

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
②

認
知

症
予

防
に

効
果

が
あ

る
1

週
間

に
9

0
分

間
の

歩
行

練
習

の
提

供
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

③
後

方
へ

の
転

倒
予

防
に

役
立

つ
後

ろ
歩

き
の

練
習

を
安

全
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

④
万

が
一

の
災

害
時

、
避

難
所

で
の

歩
行

練
習

が
可

能
と

な
り

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

予
防

に
役

立
ち

ま
す

。
【

解
説

】
①

身
体

拘
束

は
要

介
護

者
・

介
護

者
と

も
に

負
担

の
大

き
な

問
題

で
す

。
　

「
切

迫
性

」
「

非
代

替
性

」
「

一
時

性
」

と
い

う
3

つ
の

要
素

を
満

た
し

た
場

合
の

み
認

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

を
用

い
た

介
護

方
法

は
Ｙ

字
帯

を
用

い
た

身
体

拘
束

を
代

替
す

る
介

護
方

法
で

す
。

  
 後

方
の

安
全

ベ
ル

ト
に

よ
り

、
歩

行
器

で
の

坐
位

保
持

お
よ

び
移

動
用

リ
フ

ト
と

し
て

の
使

用
が

可
能

で
す

。
②

少
な

く
と

も
1

週
間

に
9

0
分

の
歩

行
練

習
が

認
知

症
予

防
に

つ
な

が
り

ま
す

。
(東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 老

化
脳

神
経

科
学

研
究

チ
ー

ム
自

律
 　

神
経

機
能

研
究

 堀
田

晴
美

先
生

 h
tt

p
:/

/w
w

w
.t
m

g
h

ig
.jp

/
J
_
T

M
IG

/
to

p
ic

s
/t

o
p

ic
s
_2

0
1

4
1

2
.h

tm
l 
)

  
 個

別
リ

ハ
(機

能
訓

練
)以

外
に

自
主

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
加

え
る

こ
と

で
、

歩
行

練
習

時
間

を
延

長
し

て
頂

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
③

後
方

へ
の

転
倒

(尻
も

ち
)を

防
ぐ

動
作

は
『

後
ず

さ
り

』
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
平

行
棒

内
以

外
で

後
ろ

歩
き

の
練

習
は

困
難

で
し

た
が

、
Ｒ

Ｋ
Ｌ

を
装

着
し

た
歩

行
器

に
よ

っ
て

見
守

り
レ

ベ
ル

の
介

助
で

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
④

災
害

時
の

避
難

所
に

お
い

て
、

介
護

職
員

不
在

で
あ

っ
て

も
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

を
予

防
す

る
た

め
の

歩
行

練
習

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
【

ぼ
く

ら
は

、
み

ん
な

老
い

て
い

く
】

超
少

子
高

齢
人

口
減

少
社

会
を

迎
え

る
2

0
2

5
年

に
向

け
て

健
康

寿
命

の
延

伸
は

喫
緊

の
課

題
で

す
。

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

、
身

体
拘

束
ゼ

ロ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

要
介

護
者

の
要

介
護

度
の

維
持

・
改

善
に

役
立

ち
ま

す
。

ま
た

、
介

護
保

険
制

度
そ

の
も

の
を

永
続

可
能

と
す

る
た

め
に

は
現

場
で

働
く

介
護

職
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

も
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

2
0

2
5

年
に

迎
え

る
未

曾
有

の
社

会
に

対
し

て
決

し
て

諦
め

ず
知

恵
を

絞
り

社
会

を
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
く

こ
と

が
、

こ
の

豊
か

な
時

代
に

生
か

さ
れ

る
私

た
ち

セ
ラ

ピ
ス

ト
の

使
命

で
す

。
お

一
人

お
一

人
に

他
人

事
を

自
分

事
と

す
る

想
像

力
が

発
揮

さ
れ

、
こ

の
介

護
方

法
が

普
及

す
る

こ
と

を
切

に
望

み
ま

す
。

1
6

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

車
い

す
医

療
専

門
職

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
倒

れ
、

か
つ

シ
ー

ト
ご

と
移

動
で

き
る

車
椅

子

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 介
助

者
用

介
護

で
は

車
い

す
へ

の
移

乗
時

に
腰

を
痛

め
る

こ
と

が
多

い
。

移
乗

時
に

は
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

邪
魔

に
な

り
移

乗
あ

る
い

は
介

助
が

し
に

く
い

。
本

案
は

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
倒

れ
移

乗
方

向
に

開
く

こ
と

で
移

乗
が

し
や

す
く

な
り

、
か

つ
座

面
の

シ
ー

ト
が

レ
ー

ル
の

上
を

す
べ

る
こ

と
に

よ
り

、
座

っ
た

ま
ま

移
動

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

1
6

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 就

学
 就

労
車

い
す

障
害

者
団

体
立

位
に

な
れ

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

立
位

に
な

れ
る

車
椅

子
を

利
用

し
て

就
学

や
就

労
の

場
面

で
使

用
し

た
い

。

1
6

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
 就

労
電

動
車

い
す

障
害

者
団

体
小

回
り

が
効

く
外

出
用

の
電

動
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
利

用
者

で
す

。
一

般
就

労
し

て
い

た
時

に
、

電
動

車
い

す
で

、
電

車
３

本
乗

継
い

で
、

オ
フ

ィ
ス

街
で

事
務

職
と

し
て

働
い

て
い

ま
し

た
。

そ
の

当
時

、
電

動
車

い
す

で
電

車
に

乗
っ

た
り

す
る

際
に

、
電

動
車

い
す

は
小

回
り

が
効

か
ず

苦
労

し
ま

し
た

。
特

に
、

駅
で

ス
ロ

ー
プ

を
出

し
て

も
ら

っ
て

電
車

に
乗

る
時

、
多

く
の

乗
客

が
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

を
あ

け
て

く
れ

ま
す

。
し

か
し

、
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

す
る

と
、

ス
ロ

ー
プ

を
上

っ
て

、
電

車
内

に
入

っ
た

と
同

時
に

、
電

動
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

る
操

作
を

し
て

、
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

に
入

ら
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
そ

の
操

作
は

む
ず

か
し

い
も

の
で

す
。

電
車

内
で

車
椅

子
が

大
き

く
曲

が
る

と
、

多
く

の
乗

客
は

怖
い

の
か

嫌
な

顔
を

し
ま

す
。

ま
た

、
反

対
に

電
車

内
の

車
椅

子
ス

ペ
ー

ス
か

ら
、

駅
に

降
り

る
際

は
、

車
椅

子
を

９
０

度
直

角
に

回
っ

て
、

さ
ら

に
降

車
駅

側
が

階
段

な
ど

で
狭

小
ホ

ー
ム

の
場

合
は

ク
ラ

ン
ク

状
態

に
な

り
、

ス
ロ

ー
プ

の
途

中
か

ら
電

動
車

い
す

の
後

輪
が

ド
ス

ン
と

下
り

る
よ

う
な

感
じ

で
、

電
車

を
降

り
て

い
ま

し
た

。
障

害
者

に
就

労
と

言
う

な
ら

ば
、

小
回

り
の

効
く

外
出

用
の

電
動

車
い

す
、

６
輪

電
動

車
い

す
を

普
及

し
て

く
だ

さ
い

。
現

在
、

室
内

用
の

６
輪

車
い

す
が

商
品

化
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

椅
子

が
見

当
た

り
ま

せ
ん

。
障

害
者

の
就

労
の

た
め

に
も

、
小

回
り

が
効

く
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

い
す

を
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

し
て

普
通

の
補

装
具

と
し

て
申

請
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

1
7

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

特
殊

寝
台

障
害

者
団

体
移

乗
機

器
肢

体
障

害
者

用
ベ

ッ
ド

か
ら

車
い

す
へ

簡
単

に
移

乗
す

る
こ

と
が

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

1
7

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

特
殊

寝
台

障
害

者
団

体
寝

て
い

る
姿

勢
を

記
憶

で
き

る
ベ

ッ
ド

肢
体

障
害

者
用

人
の

動
き

に
合

わ
せ

た
動

き
を

し
て

く
れ

る
電

動
ベ

ッ
ド

が
欲

し
い

。
例

え
ば

、
寝

て
い

る
姿

勢
の

パ
タ

ー
ン

を
記

憶
し

、
そ

の
パ

タ
ー

ン
に

合
わ

せ
て

自
動

で
動

い
て

く
れ

る
ベ

ッ
ド

が
あ

る
と

よ
い

。

1
7

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
障

害
者

団
体

狭
い

場
所

で
も

設
置

で
き

る
移

動
機

器
肢

体
障

害
者

用
日

本
の

狭
い

住
環

境
に

も
対

応
し

た
、

１
階

か
ら

２
階

へ
移

動
す

る
た

め
の

機
器

が
欲

し
い

。

1
7

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

移
動

用
リ

フ
ト

障
害

者
団

体
お

風
呂

と
洗

い
場

の
高

さ
を

容
易

に
解

消
し

て
く

れ
る

機
器

肢
体

障
害

者
用

入
浴

す
る

時
に

、
洗

い
場

と
お

風
呂

の
ふ

ち
の

差
が

あ
り

過
ぎ

て
お

風
呂

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
な

ど
を

用
い

て
簡

単
に

浴
槽

に
入

れ
る

機
器

を
開

発
し

て
欲

し
い

。

1
7

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
片

手
で

操
作

で
き

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

肢
体

障
害

者
用

片
手

で
も

簡
単

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
欲

し
い

。
片

手
で

使
用

す
る

た
め

の
補

助
器

具
で

も
よ

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
7

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
障

害
者

団
体

簡
単

に
洗

濯
物

が
干

せ
る

機
器

肢
体

障
害

者
用

洗
濯

物
を

干
す

時
に

腕
が

伸
び

づ
ら

く
、

痛
み

も
生

じ
る

の
で

、
簡

単
に

洗
濯

物
が

干
せ

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

う
。

1
7

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)整

容
そ

の
他

障
害

者
団

体
震

戦
を

抑
え

て
化

粧
が

で
き

る
道

具
肢

体
障

害
者

用
震

戦
が

あ
り

、
手

が
震

え
て

し
ま

う
た

め
、

化
粧

を
し

た
い

の
に

う
ま

く
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
手

の
震

え
を

抑
え

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

嬉
し

い
。

1
7

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
携

帯
用

手
動

運
転

装
置

肢
体

障
害

者
用

携
帯

用
手

動
運

転
装

置
の

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

重
く

て
疲

れ
る

の
で

、
よ

り
操

作
性

が
高

い
も

の
に

改
良

で
き

れ
ば

、
仕

事
時

な
ど

も
活

用
で

き
る

。

1
7

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

調
理

 掃
除

そ
の

他
障

害
者

団
体

１
つ

の
端

末
で

家
電

を
操

作
で

き
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

肢
体

障
害

者
用

肢
体

不
自

由
な

の
で

、
あ

ら
ゆ

る
家

電
を

操
作

す
る

の
が

困
難

な
の

で
、

１
つ

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

家
電

製
品

を
自

由
に

操
作

で
き

る
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

1
7

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)ド

ア
そ

の
他

障
害

者
団

体
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

操
作

し
た

い
肢

体
障

害
者

用
両

手
が

不
自

由
な

の
で

、
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

ロ
ッ

ク
し

た
り

、
開

錠
で

き
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
よ

い
。

1
8

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)認

識
装

置
そ

の
他

障
害

者
団

体
色

や
対

象
物

を
認

識
し

て
く

れ
る

装
置

視
覚

障
害

者
用

対
象

物
を

か
ざ

し
た

ら
、

色
や

対
象

物
の

名
称

を
読

み
上

げ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

が
欲

し
い

。

1
8

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
手

書
き

の
文

字
を

読
め

る
機

器
視

覚
障

害
者

用
手

書
き

の
手

紙
や

商
品

名
が

読
め

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、

手
書

き
文

字
を

簡
単

に
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。

1
8

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
読

み
上

げ
Ｆ

Ａ
Ｘ

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
の

方
で

も
利

用
で

き
る

、
受

信
し

た
時

に
音

声
読

み
上

げ
し

て
く

れ
る

Ｆ
Ａ

Ｘ
が

あ
る

と
良

い
で

す
。

1
8

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

速
く

て
正

確
な

点
字

プ
リ

ン
タ

視
覚

障
害

者
用

現
在

使
用

し
て

い
る

点
字

プ
リ

ン
タ

は
印

刷
速

度
が

遅
く

、
大

量
印

刷
が

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
速

く
て

正
確

な
点

字
プ

リ
ン

タ
が

欲
し

い
。

1
8

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
自

動
運

転
可

能
な

自
動

車
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

で
も

自
動

車
を

運
転

し
て

目
的

地
に

行
き

た
い

。
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
た

自
動

車
が

欲
し

い
。

1
8

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
携

帯
型

の
拡

大
読

書
器

が
あ

る
と

良
い

。
視

覚
障

害
者

用
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
の

開
発

を
求

め
る

。

1
8

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
可

能
な

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

視
覚

障
害

者
用

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
す

る
こ

と
が

で
き

る
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
が

あ
る

と
便

利
。

1
8

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

そ
の

他
障

害
者

団
体

就
寝

時
の

緊
急

時
情

報
通

信
機

器
聴

覚
障

害
者

用
就

寝
時

は
人

工
内

耳
の

外
部

機
械

を
外

し
て

し
ま

う
の

で
、

夜
間

に
異

常
が

あ
っ

た
場

合
に

、
す

ぐ
に

情
報

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
ツ

ー
ル

が
欲

し
い

。

1
8

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)災

害
時

等
そ

の
他

障
害

者
団

体
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
を

知
ら

せ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

玄
関

の
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
の

起
動

は
分

か
ら

な
い

の
で

、
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

1
8

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
認

識
を

備
え

た
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
用

音
声

を
自

動
認

識
し

て
、

公
共

交
通

機
関

等
の

電
光

掲
示

板
に

表
示

す
る

装
置

が
欲

し
い

。

1
9

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

相
手

の
話

す
内

容
が

分
か

り
易

く
な

る
よ

う
に

、
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

し
て

く
れ

る
機

能
を

搭
載

し
た

機
器

が
欲

し
い

。

1
9

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
が

聞
き

取
り

易
い

電
話

聴
覚

障
害

者
用

電
話

の
音

声
案

内
が

聞
き

取
り

づ
ら

い
、

特
に

用
件

ご
と

に
数

字
を

押
す

よ
う

に
指

示
が

流
れ

る
も

の
は

聞
き

取
れ

な
い

。

1
9

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
字

幕
付

き
の

電
話

器
聴

覚
障

害
者

用
字

幕
付

き
電

話
が

欲
し

い
。

1
9

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

視
聴

そ
の

他
障

害
者

団
体

テ
レ

ビ
の

完
全

字
幕

化
聴

覚
障

害
者

用
全

て
の

ニ
ュ

ー
ス

や
天

気
予

報
な

ど
、

テ
レ

ビ
の

情
報

に
つ

い
て

字
幕

を
つ

け
て

欲
し

い
。

1
9

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)旅

行
そ

の
他

障
害

者
団

体
電

車
や

バ
ス

車
内

の
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
普

及

聴
覚

障
害

者
用

旅
行

先
の

電
車

内
や

バ
ス

の
車

内
ガ

イ
ド

の
案

内
が

聞
こ

え
な

い
の

で
、

旅
行

が
楽

し
く

な
い

。

1
9

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
手

軽
な

筆
談

機
器

聴
覚

障
害

者
用

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

手
軽

に
筆

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

器
が

欲
し

い
。

1
9

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
公

共
施

設
で

の
磁

気
ル

ー
プ

の
設

置
聴

覚
障

害
者

用
公

共
施

設
に

は
埋

め
込

み
式

の
磁

気
ル

ー
プ

を
設

置
し

て
欲

し
い

。

1
9

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

労
そ

の
他

障
害

者
団

体
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
聴

覚
障

害
者

用
全

て
の

言
葉

を
表

示
せ

ず
、

要
約

し
て

く
れ

る
よ

う
な

要
約

機
能

を
持

っ
た

文
字

変
換

装
置

が
あ

る
と

便
利

1
9

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
相

手
の

言
葉

が
文

字
化

さ
れ

え
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

聴
覚

障
害

者
用

腕
時

計
や

メ
ガ

ネ
型

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

、
相

手
の

言
葉

が
字

幕
表

示
さ

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

1
9

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
横

断
歩

道
を

自
力

で
渡

れ
る

機
器

盲
ろ

う
者

用
横

断
歩

道
を

渡
る

際
、

信
号

機
の

色
や

、
音

響
信

号
の

音
も

分
か

ら
な

い
の

で
、

自
力

で
渡

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
こ

の
課

題
を

解
消

し
て

く
れ

る
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
0

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)切

符
購

入
等

そ
の

他
障

害
者

団
体

Ａ
Ｔ

Ｍ
や

券
売

機
の

操
作

盲
ろ

う
者

用
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
駅

の
券

売
機

で
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
装

置
が

あ
る

と
、

画
面

情
報

が
見

え
な

い
だ

け
で

な
く

、
音

声
ガ

イ
ド

も
聞

こ
え

な
い

の
で

、
困

っ
て

い
る

。
何

か
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
0

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
で

も
使

用
可

能
な

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

用
体

温
計

や
血

圧
計

の
機

器
は

自
力

で
は

健
康

管
理

を
行

え
ず

、
家

族
や

他
人

に
教

え
て

も
ら

う
た

め
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

て
い

な
い

。

2
0

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

役
立

つ
機

器

盲
ろ

う
者

用
音

声
を

点
字

に
そ

の
場

で
変

換
し

た
り

、
手

話
や

指
文

字
を

音
声

に
変

換
す

る
も

の
な

ど
、

盲
ろ

う
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
つ

も
の

が
欲

し
い

。

2
0

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
自

動
案

内
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

盲
ろ

う
者

用
目

的
地

を
入

力
す

れ
ば

自
動

的
に

安
全

に
誘

導
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

が
欲

し
い

。

2
0

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
の

た
め

の
カ

ラ
オ

ケ
機

器
盲

ろ
う

者
用

点
字

と
拡

大
文

字
に

変
換

し
て

く
れ

る
カ

ラ
オ

ケ
機

器
が

あ
る

が
、

伴
奏

時
に

点
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

な
ど

の
機

能
が

あ
る

と
、

歌
い

や
す

い
の

で
改

良
し

て
開

発
し

て
欲

し
い

。

2
0

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

書
類

を
作

成
し

て
く

れ
る

拡
大

読
書

器
盲

ろ
う

者
用

拡
大

読
書

器
に

書
類

を
楽

う
に

作
成

し
て

く
れ

る
機

能
を

付
け

て
欲

し
い

。

2
0

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
複

数
の

人
の

会
話

が
文

字
化

で
き

る
携

帯
端

末
盲

ろ
う

者
用

複
数

の
人

と
の

会
話

で
、

音
声

認
識

に
よ

っ
て

文
字

化
さ

れ
た

も
の

を
携

帯
端

末
で

読
め

る
機

器
が

欲
し

い
。

2
0

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
用

の
目

覚
ま

し
時

計
盲

ろ
う

者
用

盲
ろ

う
者

で
も

使
え

る
目

覚
ま

し
時

計
を

探
し

て
い

る
。

自
分

で
時

間
を

セ
ッ

ト
で

き
る

と
良

い
。

2
0

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
そ

の
他

障
害

者
団

体
内

部
障

害
者

用
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ア
プ

リ
そ

の
他

(自
閉

症
)

内
部

障
害

者
の

た
め

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
支

援
や

時
間

を
自

己
管

理
す

る
た

め
の

道
具

や
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

。

2
0

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
社

会
集

団
内

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

そ
の

他
(社

会
性

障
害

者
)

社
会

性
障

害
が

あ
る

た
め

、
社

会
集

団
内

で
の

人
間

関
係

構
築

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

図
れ

な
い

た
め

、
困

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

問
題

を
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
1

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

失
語

症
者

の
た

め
の

ア
プ

リ
そ

の
他

(失
語

症
患

者
)

失
語

症
で

大
量

の
情

報
を

一
度

に
処

理
で

き
な

い
。

そ
の

た
め

、
情

報
を

一
つ

一
つ

提
示

し
て

く
れ

る
機

器
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

2
1

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

言
語

訓
練

機
能

の
ア

プ
リ

そ
の

他
(失

語
症

患
者

)
失

語
症

の
た

め
、

言
葉

が
発

し
づ

ら
い

た
め

、
言

語
訓

練
機

能
が

で
き

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

よ
い

。

2
1

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

学
習

障
害

者
の

た
め

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
機

器

そ
の

他
(学

習
障

害
者

)
学

習
障

害
の

方
が

勉
強

や
作

業
を

行
う

た
め

に
、

カ
ウ

ン
タ

ー
や

タ
イ

マ
ー

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
を

活
用

し
、

開
始

と
終

了
の

見
通

し
を

立
て

ら
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

2
1

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

そ
の

他
障

害
者

団
体

劣
化

し
づ

ら
い

イ
ヤ

ー
マ

フ
児

童
用

イ
マ

ー
マ

フ
は

素
材

が
劣

化
し

や
す

い
の

で
、

劣
化

し
づ

ら
く

、
大

き
さ

や
素

材
が

選
べ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

ま
た

、
デ

ザ
イ

ン
性

の
優

れ
た

も
の

が
よ

い
。

2
1

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
音

声
認

識
機

器
視

覚
障

害
者

用
音

声
認

識
機

器
の

起
動

と
終

了
も

音
声

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

と
使

い
勝

手
が

よ
い

。

2
1

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

そ
の

他
障

害
者

団
体

指
電

話
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

製
品

児
童

用
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育

に
使

え
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
良

い
。

例
え

ば
、

指
電

話
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

製
品

2
1

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
「

対
象

物
が

何
で

あ
る

か
を

教
え

て
く

れ
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

が
欲

し
い

」
考

視
覚

障
害

者
用

白
杖

の
助

け
を

借
り

て
い

る
身

の
上

で
す

。
も

し
ス

マ
ホ

を
か

ざ
し

て
、

前
に

何
が

あ
る

か
音

声
で

教
え

て
も

ら
え

れ
ば

あ
り

が
た

い
で

す
ね

。
誰

も
が

そ
う

思
い

ま
す

。
で

も
、

よ
く

考
え

て
み

る
と

、
そ

れ
は

と
て

も
難

し
い

願
い

で
す

。
晴

眼
者

と
ち

が
っ

て
、

わ
れ

わ
れ

は
「

ス
マ

ホ
（

カ
メ

ラ
）

を
対

象
物

に
向

け
る

」
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

す
。

写
真

は
、

レ
ス

ト
ラ

ン
の

入
り

口
付

近
で

す
。

素
直

に
道

か
ら

左
を

向
く

と
こ

う
な

り
ま

す
。

知
り

た
い

の
は

こ
こ

が
「

空
っ

ぽ
の

駐
車

場
」

で
あ

る
こ

と
で

は
な

く
、

入
り

口
の

上
り

階
段

が
右

は
じ

に
あ

る
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

い
く

ら
賢

い
ア

プ
リ

で
も

、
何

を
探

し
て

い
る

の
か

ま
で

は
推

察
し

て
く

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
車

の
自

動
運

転
よ

り
難

し
い

で
す

。
た

め
息

で
す

2
1

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

【
提

案
】

家
電

装
置

の
電

源
の

O
N

ｰO
F
F
を

音
で

知
ら

せ
る

器
具

視
覚

障
害

者
用

最
近

の
家

電
機

器
の

電
源

ス
イ

ッ
チ

の
多

く
は

「
１

回
押

す
と

O
N

」
「

も
う

１
回

押
す

と
O

F
F
」

に
な

り
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

の
電

源
ボ

タ
ン

も
同

様
で

す
。

扇
風

機
の

よ
う

に
す

ぐ
に

反
応

が
体

感
で

き
る

器
具

は
よ

い
と

し
て

も
、

ラ
ン

プ
を

目
で

確
認

し
な

い
と

分
か

ら
な

い
器

具
に

は
泣

か
さ

れ
ま

す
。

T
V

メ
ー

カ
ー

の
人

に
訴

え
て

も
「

音
声

で
分

か
る

の
で

は
？

」
と

、
つ

れ
な

い
反

応
。

T
V

も
、

外
部

入
力

が
選

択
さ

れ
て

い
た

り
、

放
送

の
な

い
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
選

択
さ

れ
て

い
た

ら
無

音
で

す
。

そ
こ

で
、

こ
ん

な
器

具
の

提
案

で
す

。
（

画
像

は
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

ん
で

い
た

だ
く

た
め

の
ダ

ミ
ー

で
す

）
【

動
作

・
機

能
】

こ
の

器
具

を
壁

コ
ン

セ
ン

ト
に

差
し

、
さ

ら
に

T
V

等
の

電
源

プ
ラ

グ
を

こ
の

装
置

に
差

し
込

み
ま

す
。

－
　

T
V

の
電

源
が

入
っ

た
ら

ピ
ッ

ピ
ッ

と
音

が
鳴

り
ま

す
。

－
　

T
V

の
電

源
が

切
れ

た
ら

ピ
ッ

と
音

が
鳴

り
ま

す
。

（
も

ち
ろ

ん
他

の
家

電
機

器
で

も
O

K
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

回
路

と
し

て
は

「
ク

ラ
ン

プ
式

電
流

計
」

「
波

形
処

理
回

路
」

「
判

別
回

路
」

等
を

入
れ

れ
ば

で
き

る
の

で
、

原
価

は
４

５
０

円
程

度
？

　
（

中
国

で
量

産
前

提
）

な
お

、
２

５
年

以
上

前
、

ソ
ニ

ー
か

ら
、

近
い

技
術

を
使

っ
た

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

出
て

い
ま

し
た

。
当

時
の

ビ
デ

オ
デ

ッ
キ

に
は

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

入
っ

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
留

守
録

実
行

中
だ

け
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
電

源
が

入
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
の

方
で

デ
ッ

キ
の

消
費

電
流

の
変

化
を

検
知

し
て

い
た

の
で

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
1

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
「

信
号

機
の

色
を

教
え

て
く

れ
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

が
欲

し
い

」
考

視
覚

障
害

者
用

面
の

信
号

が
見

つ
け

ら
れ

な
い

視
力

で
す

。
本

当
に

困
る

し
怖

い
で

す
。

「
今

時
の

技
術

を
使

え
ば

信
号

の
色

を
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
っ

て
も

い
い

じ
ゃ

な
い

か
」

と
思

い
ま

す
。

で
も

、
そ

れ
ほ

ど
甘

く
な

さ
そ

う
で

す
。

（
視

覚
障

害
者

の
た

め
に

信
号

の
色

を
読

み
取

ろ
う

と
い

う
研

究
は

多
く

あ
り

ま
す

）
写

真
を

見
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
中

か
ら

自
分

の
進

路
に

対
し

て
有

効
な

信
号

灯
を

見
つ

け
、

色
を

判
定

す
る

の
は

、
車

の
自

動
運

転
の

前
方

画
像

認
識

よ
り

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
（

車
で

は
い

ろ
ん

な
情

報
を

使
っ

て
総

合
的

に
判

断
で

き
る

）
　

そ
れ

に
画

像
処

理
に

時
間

が
か

か
る

と
、

信
号

が
変

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
も

う
１

つ
の

困
っ

た
点

は
「

儲
か

ら
な

い
か

ら
だ

れ
も

本
気

で
開

発
し

よ
う

と
し

な
い

」
で

し
ょ

う
。

だ
め

な
理

由
を

挙
げ

て
も

し
ゃ

あ
な

い
の

で
、

対
策

を
コ

メ
ン

ト
と

し
て

書
き

込
み

ま
す

。

2
1

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

消
画

機
能

つ
き

の
T

V
が

欲
し

い
。

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
も

T
V

を
聴

き
ま

す
！

　
「

地
デ

ジ
が

聴
け

る
ラ

ジ
オ

」
も

あ
り

ま
す

が
、

B
S

は
入

ら
な

い
し

、
時

に
は

晴
眼

の
家

族
と

楽
し

む
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

初
期

設
定

を
す

る
時

に
は

、
画

面
が

必
要

で
す

。

し
か

し
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
見

え
な

い
画

面
は

「
も

っ
た

い
な

い
」

の
一

言
で

す
。

iP
a
d

 に
は

「
ス

ク
リ

ー
ン

カ
ー

テ
ン

機
能

」
が

あ
り

ま
す

が
、

あ
れ

を
家

電
T

V
に

使
う

だ
け

で
す

。

リ
モ

コ
ン

の
消

音
ボ

タ
ン

に
加

え
、

消
画

ボ
タ

ン
を

追
加

し
、

そ
れ

を
押

す
と

、
バ

ッ
ク

ラ
イ

ト
は

お
ろ

か
、

画
像

処
理

回
路

も
止

め
て

、
節

電
し

ま
す

。
こ

れ
は

、
（

晴
眼

の
）

主
婦

が
「

T
V

を
聴

き
な

が
ら

台
所

仕
事

を
す

る
」

よ
う

な
場

面
で

も
使

え
ま

す
。

蛇
足

な
が

ら
、

（
消

費
電

力
が

少
な

い
）

小
さ

な
画

面
の

T
V

は
音

ま
で

手
抜

き
し

て
お

り
よ

ろ
し

く
な

い
で

す
。

あ
る

程
度

の
サ

イ
ズ

の
T

V
で

、
音

だ
け

聴
き

た
い

の
で

す
。

2
2

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
「

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
上

げ
て

見
せ

る
電

子
メ

ガ
ネ

」
の

ア
イ

デ
ア

視
覚

障
害

者
用

写
真

上
は

、
私

が
見

え
て

い
る

（
と

思
わ

れ
る

）
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

低
い

画
像

で
す

。
弱

視
の

場
合

、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

弱
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

道
路

と
側

溝
の

区
別

が
つ

き
に

く
く

な
り

ま
す

。
写

真
下

は
、

原
画

像
に

対
し

て
コ

ン
ト

ラ
ス

を
強

調
し

ま
し

た
。

パ
ソ

コ
ン

ソ
フ

ト
を

使
い

ま
す

。
不

自
然

で
す

が
、

見
易

そ
う

で
す

。
こ

の
よ

う
に

、
前

方
画

像
を

カ
メ

ラ
で

取
り

込
ん

で
、

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

調
し

て
ヘ

ッ
ド

マ
ウ

ン
ト

デ
ィ

ス
プ

レ
ー

で
表

示
す

る
こ

と
は

、
市

販
の

製
品

を
組

み
合

わ
せ

て
簡

単
に

実
現

で
き

ま
す

。
弱

視
の

皆
さ

ん
は

、
こ

の
よ

う
な

装
置

を
頭

に
装

着
し

て
歩

く
こ

と
を

望
ま

れ
ま

す
か

？

2
2

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

視
覚

障
害

者
で

も
O

N
/O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

視
覚

障
害

者
用

む
か

し
の

、
松

下
電

工
製

の
ス

イ
ッ

チ
は

、
「

上
に

倒
す

と
O

N
」

の
よ

う
に

手
で

状
態

が
判

別
で

き
ま

し
た

。
写

真
は

、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
も

の
で

、
１

回
押

す
と

O
N

、
も

う
１

回
押

す
と

O
F
F
と

い
う

例
の

「
苦

手
タ

イ
プ

」
で

す
。

晴
眼

者
な

ら
、

小
さ

な
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

玄
関

灯
が

点
い

て
い

る
か

ど
う

か
分

か
り

ま
す

。
し

か
し

、
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

見
え

な
い

人
に

は
ど

う
し

よ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。
も

ち
ろ

ん
、

松
下

電
工

型
を

選
ん

で
施

工
し

て
も

ら
え

ば
い

い
の

で
す

が
、

三
路

式
と

呼
ば

れ
る

ス
イ

ッ
チ

で
は

、
そ

も
、

「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
は

一
義

的
に

決
ま

り
ま

せ
ん

。
（

原
理

的
に

そ
う

な
る

）
視

覚
障

害
者

で
も

O
N

/O
F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

で
す

。
解

決
策

の
１

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

は
、

コ
メ

ン
ト

で
書

き
込

み
ま

す
。

2
2

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

家
電

の
ス

イ
ッ

チ
は

目
立

つ
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

視
覚

障
害

者
用

写
真

は
、

私
の

使
っ

て
い

る
H

D
D

レ
コ

ー
ダ

ー
で

す
。

電
源

ス
イ

ッ
チ

が
ど

れ
か

分
か

り
ま

す
か

？
電

源
を

入
れ

る
と

き
、

わ
れ

わ
れ

は
無

意
識

に
「

前
面

パ
ネ

ル
に

あ
る

緑
色

の
押

し
ボ

タ
ン

」
を

探
し

ま
す

。
い

ろ
ん

な
事

情
が

あ
っ

た
の

で
し

ょ
う

が
、

こ
の

装
置

の
場

合
、

電
源

ス
イ

ッ
チ

は
上

面
パ

ネ
ル

の
左

端
に

、
フ

ラ
ッ

ト
に

つ
い

て
い

ま
す

。
（

画
像

下
）

視
力

が
衰

え
て

い
る

人
に

と
っ

て
、

こ
れ

は
苦

難
で

す
。

私
た

ち
の

願
望

は
■

　
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

色
を

変
え

て
ほ

し
い

。
■

　
文

字
は

大
き

な
白

文
字

（
#

ff
ff

ff
）

に
し

て
ほ

し
い

。
■

　
押

す
と

O
N

に
な

っ
て

へ
こ

み
、

も
う

一
度

押
す

と
も

と
に

戻
っ

て
O

F
F
に

な
る

、
と

い
う

機
械

ス
イ

ッ
チ

に
戻

し
て

ほ
し

い
。

（
指

で
触

れ
て

O
N

ｰ
O

F
F
の

状
態

が
判

別
出

来
ま

す
）

言
い

換
え

る
な

ら
、

デ
ザ

イ
ン

や
コ

ス
ト

よ
り

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
大

切
に

し
て

欲
し

い
、

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

2
2

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
v

視
覚

障
害

者
用

目
が

悪
く

な
る

と
、

画
像

デ
ー

タ
よ

り
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

が
主

体
に

な
り

、
F
D

の
「

遅
い

」
「

容
量

が
小

さ
い

」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

に
な

る
と

無
音

で
す

。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。
「

本
体

を
コ

ピ
ー

し
た

は
ず

な
の

に
、

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
し

か
入

っ
て

い
な

か
っ

た
」

と
い

う
失

敗
も

あ
り

ま
す

。
も

し
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

が
、

デ
ー

タ
転

送
に

合
わ

せ
て

小
さ

な
音

を
出

し
て

く
れ

た
ら

、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。
写

真
は

、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。

ソ
ケ

ッ
ト

部
分

に
発

音
回

路
を

入
れ

ま
す

。
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
常

識
的

に
は

小
さ

な
ブ

ザ
ー

を
入

れ
る

と
こ

ろ
で

し
ょ

う
が

、
も

っ
と

簡
単

な
マ

イ
ク

ロ
デ

バ
イ

ス
が

あ
る

と
い

い
で

す
ね

。
表

面
実

装
タ

イ
プ

の
。

2
2

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

（
再

）
読

み
書

き
時

に
音

を
出

す
外

部
メ

モ
リ

ー
が

欲
し

い

視
覚

障
害

者
用

投
稿

時
に

ミ
ス

を
し

た
の

で
、

再
投

稿
し

ま
す

。
私

が
い

ま
だ

に
フ

ロ
ッ

ピ
ー

デ
ィ

ス
ク

を
使

っ
て

い
る

理
由

の
１

つ
は

デ
ー

タ
転

送
時

に
、

転
送

量
に

応
じ

て
動

作
音

が
す

る
こ

と
で

す
。

目
が

悪
く

な
る

と
、

画
像

デ
ー

タ
よ

り
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

が
主

体
に

な
り

、
F
D

の
「

遅
い

」
「

容
量

が
小

さ
い

」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
比

べ
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

は
無

音
で

す
。

画
面

を
見

な
い

で
の

フ
ァ

イ
ル

管
理

作
業

は
と

っ
て

も
困

難
で

す
。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、

と
て

も
あ

り
が

た
い

で
す

。
Ｌ

Ｅ
Ｄ

が
点

滅
す

る
U

S
B

ス
テ

ィ
ッ

ク
が

あ
り

ま
す

が
、

あ
れ

の
音

版
で

す
。

写
真

は
、

コ
ン

セ
プ

ト
を

説
明

す
る

た
め

の
ダ

ミ
ー

で
す

。
S

D
カ

ー
ド

を
こ

の
ソ

ケ
ッ

ト
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
は

ノ
ー

ト
P

C
の

U
S

B
コ

ネ
ク

タ
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

部
品

が
あ

り
、

デ
ー

タ
転

送
に

応
じ

て
小

さ
な

音
を

出
し

ま
す

。
昔

は
、

内
蔵

H
D

D
も

カ
タ

カ
タ

音
が

し
た

の
で

す
が

、
最

近
は

静
音

に
な

っ
て

困
り

ま
す

。

45



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
2

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)音
声

情
報

受
信

時

そ
の

他
障

害
者

団
体

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
率

向
上

に
つ

い
て

聴
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

聴
覚

障
害

者
で

す
。

音
声

認
識

ア
プ

リ
を

活
用

し
て

い
ま

す
が

、
現

在
の

シ
ス

テ
ム

で
は

ま
だ

誤
認

識
も

あ
り

、
さ

ら
な

る
認

識
率

の
向

上
を

求
め

て
い

ま
す

。
将

来
的

に
は

A
Iの

発
達

で
、

音
声

だ
け

で
1

0
0

％
認

識
で

き
る

よ
う

に
な

る
だ

ろ
う

と
は

思
う

の
で

す
が

。
以

下
の

記
事

を
見

る
と

、
読

話
を

併
用

す
る

こ
と

で
、

認
識

率
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
記

事
は

外
国

語
環

境
で

あ
り

、
日

本
語

で
も

同
様

に
で

き
る

の
か

ど
う

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
騒

音
の

あ
る

場
所

等
で

の
使

い
道

が
あ

り
そ

う
で

す
。

国
内

で
も

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
の

向
上

シ
ス

テ
ム

、
ま

た
は

読
話

単
独

で
の

認
識

シ
ス

テ
ム

、
開

発
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
G

o
o
g
le

の
A

Iは
専

門
家

よ
り

も
高

精
度

な
読

唇
術

が
可

能
（

1
1

/
2

5
）

h
tt

p
:/

/g
ig

a
z
in

e
.n

e
t/

n
e
w

s
/2

0
1

6
1

1
2

5
-g

o
o
g
le

-
a
i-

lip
-r

e
a
d

/

2
2

6
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)災

害
時

の
避

難
に

そ
の

他
そ

の
他

(販
売

代
理

店
)

防
災

用
品

、
減

災
、

避
難

、
介

護
用

品
と

し
て

便
利

な
担

架
　

『
い

す
た

ん
か

』

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 介
助

者
用

弊
社

（
富

優
技

研
株

式
会

社
）

で
取

扱
を

開
始

し
た

『
い

す
た

ん
か

』
は

北
海

道
の

し
え

ん
計

画
様

が
開

発
、

生
産

し
て

い
る

ご
高

齢
の

方
・

障
が

い
の

あ
る

方
・

傷
病

者
な

ど
自

力
で

の
歩

行
が

難
し

い
方

（
＝

災
害

時
要

援
護

者
）

に
有

事
に

安
全

か
つ

ス
ム

ー
ズ

に
避

難
し

て
も

ら
う

た
め

の
担

架
で

す
。

防
災

用
品

、
避

難
用

具
と

し
て

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

●
こ

ん
な

時
に

（
※

特
に

階
段

を
使

っ
た

移
動

が
必

要
な

際
に

力
を

発
揮

し
ま

す
。

）
　

・
災

害
時

の
避

難
に

・
救

急
時

の
搬

送
に

　
・

日
常

の
介

護
に

●
こ

ん
な

場
所

で
　

・
狭

い
室

内
で

　
・

狭
い

階
段

・
曲

が
り

の
あ

る
階

段
で

　
・

雪
道

な
ど

不
整

地
で

 ●
こ

ん
な

場
所

に
い

す
た

ん
か

を
置

い
て

お
く

と
便

利
で

す
。

　
・

車
椅

子
を

ご
利

用
の

方
や

、
足

の
不

自
由

な
方

を
雇

用
さ

れ
て

い
る

企
業

様
の

各
事

務
所

に
　

・
在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

さ
れ

て
い

る
企

業
、

事
業

所
様

の
訪

問
用

の
車

の
中

に
　

・
ビ

ル
、

マ
ン

シ
ョ

ン
、

施
設

、
病

院
の

管
理

室
や

各
階

の
防

災
用

品
置

き
場

に
　

・
各

自
治

体
に

 車
イ

ス
・

平
担

架
・

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
の

使
用

が
で

き
な

い
場

面
で

の
避

難
・

搬
送

に
備

え
て

、
一

般
の

ご
家

庭
・

各
種

施
設

・
マ

ン
シ

ョ
ン

・
事

業
所

な
ど

で
ご

配
備

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

日
常

の
介

護
の

場
面

で
も

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

2
2

7
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)徘
徊

防
止

や
外

出
、

帰
宅

確
認

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

iO
S

端
末

、
ア

プ
リ

、
ビ

ー
コ

ン
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
、

見
守

る
製

品
『

F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

高
齢

者
用

 児
童

用
 そ

の
他

(徘
徊

防
止

や
外

出
、

帰
宅

確
認

)

弊
社

は
2

0
1

6
年

1
1

月
1

日
、

iO
S

端
末

、
専

用
ア

プ
リ

（
無

料
）

、
専

用
ビ

ー
コ

ン
（

有
料

）
、

G
m

a
ilで

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
に

活
用

で
き

る
製

品
『

F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

ご
家

庭
や

施
設

で
の

利
用

を
想

定
し

て
お

り
、

認
知

症
高

齢
者

の
方

の
徘

徊
防

止
や

お
子

様
の

帰
宅

確
認

等
に

活
用

で
き

ま
す

。
見

守
り

た
い

方
に

小
さ

な
ビ

ー
コ

ン
を

携
帯

し
て

い
た

だ
き

、
専

用
ア

プ
リ

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

た
iO

S
端

末
で

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

こ
と

を
、

指
定

し
た

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
G

m
a
ilで

通
知

メ
ー

ル
を

送
り

ま
す

。
（

最
大

５
つ

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
登

録
で

き
ま

す
）

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
強

度
、

発
信

間
隔

、
通

知
間

隔
等

設
定

を
調

整
す

る
機

能
を

内
蔵

し
こ

と
で

、
様

々
な

環
境

で
の

見
守

り
を

可
能

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
写

真
を

撮
影

し
て

保
存

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
れ

に
よ

り
当

日
の

服
装

や
特

徴
を

記
録

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
、

万
が

一
行

方
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

際
に

警
察

等
に

よ
り

詳
し

い
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
【

主
な

機
能

】
◆

ビ
ー

コ
ン

の
近

づ
き

検
知

と
メ

ー
ル

通
知

機
能

（
外

出
、

帰
宅

、
在

宅
通

知
に

活
用

で
き

ま
す

）
　

・
メ

ー
ル

通
知

　
近

づ
き

、
写

真
撮

影
、

ビ
ー

コ
ン

電
池

残
量

低
下

、
iO

S
端

末
の

ス
ト

レ
ー

ジ
残

量
低

下
等

　
・

ア
プ

リ
通

知
　

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

際
に

設
置

し
た

iO
S

端
末

か
ら

通
知

音
を

出
し

て
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
◆

写
真

撮
影

機
能

　
・

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

際
に

、
設

定
に

従
っ

て
写

真
を

撮
影

し
ま

す
。

　
　

最
大

5
枚

ま
で

の
連

続
撮

影
が

可
能

で
、

撮
影

タ
イ

ミ
ン

グ
も

調
整

で
き

ま
す

の
で

、
見

守
り

対
象

の
方

の
撮

り
逃

し
を

減
少

で
き

ま
す

。
◆

パ
ス

ワ
ー

ド
保

護
機

能
　

ビ
ー

コ
ン

は
パ

ス
ワ

ー
ド

で
保

護
で

き
ま

す
の

で
、

勝
手

に
他

の
iO

S
端

末
に

登
録

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

を
防

止
で

き
ま

す
。

iO
S

端
末

1
台

で
複

数
の

ビ
ー

コ
ン

を
見

守
る

こ
と

が
可

能
で

す
（

写
真

撮
影

Ｏ
Ｎ

の
ビ

ー
コ

ン
は

1
0

個
ま

で
）

の
で

、
高

齢
者

施
設

で
の

ご
活

用
も

可
能

で
す

。
オ

プ
シ

ョ
ン

で
警

告
灯

（
メ

ル
丸

く
ん

）
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

外
出

の
見

逃
し

を
更

に
防

止
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
警

告
灯

は
通

知
メ

ー
ル

の
件

名
、

本
文

内
の

キ
ー

ワ
ー

ド
ご

と
に

通
知

音
、

警
告

灯
の

点
灯

、
点

滅
方

法
を

変
更

し
て

メ
ー

ル
の

受
信

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
ビ

ー
コ

ン
は

有
料

と
な

り
ま

す
が

、
そ

の
他

の
月

額
費

用
等

は
一

切
発

生
い

た
し

ま
せ

ん
。

（
※

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

環
境

は
別

途
必

要
で

す
）

※
メ

ー
ル

通
知

機
能

を
使

用
す

る
た

め
に

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
で

き
る

通
信

環
境

が
必

要
で

す
。

※
iO

S
端

末
は

見
守

り
中

は
見

守
り

専
用

機
と

し
て

使
用

し
ま

す
の

で
、

他
の

用
途

に
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

※
ア

プ
リ

は
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

は
動

作
し

ま
せ

ん
。

【
製

品
情

報
】

h
tt

p
:/

/f
o
rt

e
c
h

-
ja

p
a
n

.w
ix

s
it
e
.c

o
m

/h
o
m

e
p

a
g
e
/f

o
rt

s

2
2

8
H

2
8

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)老

化
防

止
全

般
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
N

A
S

A
で

も
研

究
さ

れ
て

い
る

耳
石

を
「

揺
す

る
」

事
で

免
疫

や
自

律
神

経
に

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

高
齢

者
用

N
H

K
「

試
し

て
ガ

ッ
テ

ン
」

で
放

映
さ

れ
た

宇
宙

飛
行

士
の

老
化

が
耳

石
を

揺
す

る
こ

と
で

ス
イ

ッ
チ

が
入

る
と

い
う

番
組

に
関

連
し

た
福

祉
機

器
で

す
。

2
2

9
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
G

P
S

型
認

知
症

徘
徊

感
知

機
器

「
iT

S
U

M
O

」
介

護
保

険
適

用
地

域
拡

大
中

！

高
齢

者
用

奈
良

県
を

中
心

に
４

０
以

上
の

市
町

村
で

介
護

保
険

が
使

え
ま

す
！

実
際

に
保

護
事

例
も

多
数

上
が

っ
て

お
り

ま
す

！
今

後
は

全
国

展
開

に
向

け
て

準
備

中
で

す
。

2
3

0
H

2
8

新
製

品
や

技
術

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
麻

痺
の

あ
る

方
、

リ
ウ

マ
チ

等
で

関
節

に
変

型
の

あ
る

方
な

ど
の

、
ボ

タ
ン

の
掛

け
外

し
に

お
け

る
指

先
の

困
難

さ

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 児
童

用
 介

助
者

用
 就

労
・

就
学

用

指
先

を
う

ま
く

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
方

に
効

果
的

な
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ボ
タ

ン
」

で
す

。
シ

ャ
ツ

、
ズ

ボ
ン

、
パ

ジ
ャ

マ
な

ど
に

使
用

し
、

お
し

ゃ
れ

で
着

脱
し

や
す

い
衣

類
の

開
発

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
こ

う
し

た
部

品
や

機
能

性
に

よ
り

、
衣

類
の

着
脱

に
関

す
る

不
便

さ
を

解
消

し
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

意
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

46



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
3

1
H

2
7

新
製

品
や

技
術

就
学

 就
労

 そ
の

他
(場

面
)キ

ー
ボ

ー
ド

タ
イ

ピ
ン

グ

義
肢

キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

　
補

助
具

片
手

ギ
ブ

ス
の

た
め

、
タ

イ
ピ

ン
グ

に
不

自
由

。
義

手
指

形
状

（
タ

イ
ピ

ン
グ

し
易

い
形

状
物

を
ギ

ブ
ス

先
端

に
簡

単
に

着
脱

（
ク

リ
ッ

プ
や

洗
濯

挟
み

の
よ

う
な

片
手

で
着

脱
可

能
）

2
3

2
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
そ

の
他

(福
祉

用
具

貸
与

)
歩

行
器

肢
体

障
害

者
用

肘
を

の
せ

て
持

ち
運

び
収

納
な

ど
軽

く
て

折
り

畳
み

が
で

き
座

り
心

地
に

も
配

慮
の

あ
る

外
出

用
の

歩
行

器
。

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
（

5
.0

ｋ
ｇ

）
ほ

と
ん

ど
が

5
.0

ｋ
ｇ

以
上

の
た

め
　

小
柄

な
女

性
に

も
対

応
で

き
る

　
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
レ

ン
タ

ル
品

・
購

入
品

2
3

3
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

車
椅

子
の

座
面

昇
降

機
能

肢
体

障
害

者
用

他
ｽﾀ

ｯ
ﾌに

言
わ

れ
’

な
る

ほ
ど

’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

　
　

※
別

テ
ー

ブ
ル

で
食

べ
る

事
の

社
会

性
低

く
く

な
る

印
象

下
の

物
取

ろ
う

と
す

る
と

き
や

床
に

降
り

る
と

き
　

⇒
　

車
椅

子
の

座
面

が
低

く
な

る
車

椅
子

で
自

宅
内

で
の

作
業

・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
座

面
の

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

車
椅

子
が

環
境

に
合

わ
せ

る
可

能
性

が
広

が
る

の
で

は
と

。
こ

う
い

っ
た

製
品

や
可

能
性

、
他

の
視

点
（

金
額

・
技

術
等

々
）

で
難

し
さ

、
ま

た
は

他
の

知
見

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

2
3

4
H

2
7

新
製

品
や

技
術

移
乗

 屋
外

の
移

動
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
労

車
い

す
車

椅
子

移
動

自
由

化
介

護
機

器
１

；
「

隙
間

段
差

解
消

機
器

」
　

　
　

車
椅

子
移

動
通

路
の

「
隙

間
段

差
解

消
」

を
目

的
と

す
る

機
器

で
す

。
（

ボ
タ

ン
操

作
）

　
　

　
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。

建
造

物
内

の
段

差
解

消
、

屋
外

通
路

で
の

利
用

２
；

「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
　

　
　

車
椅

子
利

用
者

の
垂

直
上

下
移

動
は

主
と

し
て

「
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
」

を
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

　
　

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
で

は
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

一
時

停
止

を
し

て
車

椅
子

を
搭

載
し

て
　

　
　

垂
直

上
下

移
動

が
行

わ
れ

て
い

る
。

当
該

介
助

機
器

は
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
停

止
さ

せ
ず

　
　

　
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、

一
般

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
者

の
動

線
の

障
害

に
成

り
ま

せ
ん

。
　

　
　

U
R

L
;w

w
w

.d
-e

-
f.
c
o
.jp

  
  
(当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
新

着
情

報
内

に
動

画
掲

載
あ

り
）

当
該

機
器

設
置

に
は

　 １
：

国
、

地
方

自
治

体
、

事
業

者
が

各
々

１
/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
最

寄
り

の
社

会
福

祉
事

務
所

に
設

置
依

頼
申

請
⇒

事
業

主
⇔

地
方

自
治

体
⇔

国
設

置
許

可
⇒

車
椅

子
利

用
２

：
こ

れ
ら

の
機

器
運

用
で

刃
、

「
介

護
法

」
に

事
ず

く
補

助
介

護
者

が
必

ず
必

要
（

新
た

な
雇

用
促

進
）

2
3

5
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
医

療
専

門
職

電
動

車
い

す
の

坂
道

走
行

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

御
世

話
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

作
業

療
法

士
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
表

記
の

件
に

つ
い

て
ア

イ
デ

ア
や

ご
意

見
を

い
た

だ
け

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

以
下

、
患

者
情

報
も

含
め

長
文

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
は

車
が

横
付

け
出

来
な

い
坂

・
階

段
の

上
に

住
ま

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
そ

の
方

た
ち

の
外

出
支

援
に

苦
労

し
て

い
ま

す
。

歩
け

な
い

方
は

車
い

す
と

な
り

ま
す

が
、

傾
斜

が
急

な
た

め
、

電
動

車
い

す
で

あ
っ

て
も

実
用

登
坂

角
度

を
軽

く
越

え
て

し
ま

う
場

合
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
場

合
も

致
し

方
な

く
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

安
全

性
の

確
保

が
難

し
い

現
状

で
す

。
現

在
、

当
院

の
患

者
さ

ん
で

車
か

ら
自

宅
ま

で
の

坂
道

（
1

0
0

メ
ー

ト
ル

弱
、

傾
斜

1
0

度
〜

1
8

.9
度

）
を

電
動

車
い

す
（

J
W

-
X

）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。

実
際

、
後

ろ
向

き
下

り
1

人
介

助
時

に
1

度
転

落
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

基
本

的
に

は
2

人
介

助
で

、
1

人
が

後
方

か
ら

操
作

、
も

う
1

人
が

車
い

す
に

ひ
も

を
か

け
引

張
り

な
が

ら
下

る
方

法
等

を
と

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
電

動
車

い
す

の
実

用
登

坂
角

度
は

6
度

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

そ
れ

以
上

で
あ

っ
て

も
使

用
せ

ざ
る

得
な

い
環

境
の

方
に

対
し

、
も

う
少

し
安

全
性

の
確

保
が

図
れ

な
い

か
と

思
案

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
安

全
性

が
確

保
さ

れ
れ

ば
、

1
人

介
助

で
も

安
心

で
き

、
ご

家
族

の
方

と
の

外
出

も
容

易
に

な
る

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
本

患
者

さ
ん

以
外

で
も

同
様

に
外

出
支

援
に

難
渋

す
る

患
者

さ
ん

が
お

り
ま

す
の

で
、

何
か

し
ら

対
応

し
て

い
け

れ
ば

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
・

経
験

不
足

で
よ

い
案

が
浮

か
び

ま
せ

ん
。

ご
助

言
等

あ
り

ま
し

た
ら

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
（

坂
道

走
行

時
の

動
画

が
あ

り
ま

す
が

、
添

付
出

来
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、

画
像

の
み

添
付

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

）

2
3

6
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
そ

の
他

(片
麻

痺
の

あ
る

方
)

　
半

身
麻

痺
の

方
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
提

案
す

る
際

、
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

付
タ

イ
プ

の
商

品
が

有
効

か
と

思
わ

れ
る

事
例

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
老

婆
心

な
が

ら
専

門
職

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

投
稿

し
ま

し
た

。
　

通
常

の
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

肘
掛

け
は

、
1

8
0

・
2

1
0

・
2

4
0

の
3

段
階

で
調

整
で

き
る

タ
イ

プ
が

多
い

か
と

思
い

ま
す

。
専

門
職

の
方

が
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

選
定

す
る

際
、

肘
が

約
9

0
度

に
な

る
様

な
タ

イ
プ

を
選

定
す

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
そ

の
高

さ
だ

と
、

力
が

入
り

難
く

立
ち

上
が

り
が

大
変

と
思

わ
れ

ま
す

。
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

は
1

1
0

の
高

さ
な

の
で

、
ﾌﾟ

ｯｼ
ｭｱ

ｯﾌ
ﾟ
時

、
力

が
入

り
易

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、

お
小

水
の

こ
ぼ

れ
も

少
な

く
て

済
む

の
も

メ
リ

ッ
ト

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
3

7
H

2
7

新
製

品
や

技
術

排
泄

排
泄

関
連

用
具

男
性

用
収

尿
器

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
発

売
こ

ん
な

収
尿

器
を

待
っ

て
い

た
！

頻
尿

で
外

出
に

困
っ

た
高

齢
者

が
開

発
・

特
許

取
得

！
頻

尿
･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
」

発
売

の
お

知
ら

せ
昭

和
2

4
年

創
業

、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：

名
古

屋
市

熱
田

区
、

社
長

：
辻

本
正

人
）

は
、

画
期

的
な

排
泄

用
具

「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」

を
開

発
し

全
国

で
発

売
を

開
始

し
ま

す
。

１
．

製
品

コ
ン

セ
プ

ト
・

概
要

　
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、

と
悩

ん
だ

方
が

自
ら

発
案

し
た

試
作

品
を

元
に

、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 そ
し

て
パ

ッ
ド

・
紙

オ
ム

ツ
の

あ
ら

ゆ
る

欠
点

を
検

証
し

、
独

創
的

な
発

想
と

コ
ン

セ
プ

ト
で

商
品

化
を

実
現

し
た

男
性

用
収

尿
器

で
す

。
２

．
製

品
特

長
1

)排
尿

後
の

不
快

感
ゼ

ロ
！

　
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、

装
着

し
て

い
る

こ
と

さ
え

忘
れ

て
し

ま
う

ほ
ど

の
心

地
よ

さ
で

、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

　
洗

浄
し

て
何

度
も

使
用

す
る

タ
イ

プ
な

の
で

、
恒

常
的

に
必

要
と

な
る

消
耗

品
の

経
済

的
負

担
を

大
幅

に
軽

減
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
紙

オ
ム

ツ
の

ゴ
ミ

処
分

問
題

か
ら

も
解

放
さ

れ
ま

す
。

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
　

排
尿

後
は

ボ
ト

ル
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

外
し

尿
を

捨
て

る
だ

け
。

洗
浄

は
、

ボ
ト

ル
に

洗
浄

液
を

入
れ

、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

手
間

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

３
．

続
々

と
寄

せ
ら

れ
る

モ
ニ

タ
ー

様
の

う
れ

し
い

声
々

・
・

・
●

 導
尿

カ
テ

ー
テ

ル
使

用
時

は
慢

性
的

な
膀

胱
炎

だ
っ

た
。

お
か

げ
で

膀
胱

炎
の

不
安

が
な

く
な

っ
た

 (
6

0
代

)
●

 前
立

腺
手

術
後

　
回

復
期

の
尿

も
れ

で
パ

ッ
ト

を
使

っ
て

い
た

が
気

持
ち

悪
か

っ
た

。
こ

れ
は

快
適

だ
 (

5
0

代
)

●
 ３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。

ゴ
ミ

が
出

な
い

の
が

い
い

。
重

宝
し

て
い

る
 (

7
0

代
)

●
 バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、

ト
イ

レ
が

心
配

だ
っ

た
。

い
つ

で
も

脱
着

で
き

る
か

ら
安

心
し

て
外

出
で

き
る

 (
6

0
代

)
●

 職
業

上
、

屋
外

作
業

で
休

憩
以

外
は

ト
イ

レ
に

行
け

な
い

。
こ

れ
を

持
っ

て
い

れ
ば

安
心

だ
 (

4
0

代
) 

な
ど

・
・

・

2
3

8
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

そ
の

他
( 

障
害

者
)

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
は

専
用

の
水

ポ
ン

プ
で

、
水

圧
で

便
を

押
し

出
し

ま
す

家
で

は
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

を
使

い
、

ホ
ー

ス
を

取
り

出
し

洗
浄

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

の
情

報
h

tt
p

:/
/i

te
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/c
o
m

-s
h

o
t/

2
0

1
1

0
3

2
1

-a
b

5
0

0
0

/
こ

の
商

品
化

に
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

製
造

会
社

ま
た

は
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

2
3

9
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

床
か

ら
の

立
ち

上
が

り
補

助
具

そ
の

他
(手

に
腱

鞘
炎

の
あ

る
高

齢
者

)
①

　
ご

本
人

様
は

手
が

痛
い

の
で

、
床

に
手

を
つ

け
て

の
立

ち
上

が
り

動
作

が
で

き
ま

せ
ん

。
②

　
ご

家
族

は
腰

痛
持

ち
の

た
め

、
介

助
が

で
き

な
い

状
況

。
①

+②
の

状
況

時
、

福
祉

用
具

を
利

用
し

て
何

と
か

立
ち

上
が

れ
る

様
サ

ポ
ー

ト
で

き
れ

ば
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

何
か

良
い

福
祉

用
具

を
知

っ
て

い
ま

し
た

ら
、

教
え

て
く

だ
さ

い
。

2
4

0
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
（

7
2

×
5

7
×

7
内

側
を

ブ
ル

ー
に

塗
っ

た
木

箱
に

砂
を

敷
き

詰
め

、
多

岐
に

わ
た

る
種

類
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
を

自
由

に
置

く
こ

と
で

心
的

抑
圧

の
解

放
と

症
状

の
根

治
を

目
的

と
す

る
も

の
）

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(発
達

遅
延

精
神

疾
患

　
ス

ト
レ

ス
障

害
)

弊
社

は
「

砂
と

遊
ぶ

　
砂

で
遊

ぶ
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

屋
内

用
砂

場
、

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
枯

山
水

セ
ッ

ト
等

、
癒

し
を

も
た

ら
す

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

ツ
ー

ル
の

製
造

・
販

売
元

で
ご

ざ
い

ま
す

。
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

に
つ

き
ま

し
て

は
既

に
公

立
小

学
校

の
特

別
支

援
学

級
お

よ
び

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
ル

ー
ム

、
養

護
施

設
、

少
年

院
（

少
年

鑑
別

所
）

、
刑

務
所

、
地

方
裁

判
所

、
医

療
現

場
等

に
お

い
て

導
入

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
現

状
、

一
法

人
の

独
占

市
場

と
な

っ
て

お
り

、
極

め
て

高
額

で
あ

る
上

、
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
が

成
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
箱

庭
療

法
本

来
の

効
果

が
認

知
さ

れ
ぬ

ま
ま

今
日

に
至

っ
て

お
り

ま
す

。
弊

社
は

こ
れ

を
危

惧
し

、
今

こ
そ

箱
庭

療
法

の
心

的
効

能
を

広
く

普
及

さ
せ

る
べ

く
立

ち
上

げ
た

団
体

で
す

。
従

来
の

「
子

ど
も

の
た

め
の

箱
庭

療
法

」
と

い
っ

た
既

成
概

念
を

払
拭

し
、

う
つ

病
患

者
が

急
増

す
る

企
業

へ
の

導
入

、
認

知
症

患
者

を
抱

え
る

ご
家

族
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

、
そ

し
て

何
よ

り
老

人
ホ

ー
ム

等
で

の
遊

び
の

一
環

と
し

て
最

適
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
先

般
、

重
度

認
知

症
患

者
の

施
設

に
伺

っ
た

と
こ

ろ
、

患
者

さ
ん

の
多

く
は

寝
た

き
り

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
砂

の
感

触
が

非
常

に
心

地
良

く
癒

さ
れ

る
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
た

だ
き

、
納

品
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

子
ど

も
は

砂
遊

び
が

大
好

き
で

す
。

そ
れ

は
大

人
に

な
っ

て
も

変
わ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

砂
と

ミ
ニ

チ
ュ

ア
で

つ
く

り
上

げ
る

自
分

だ
け

の
世

界
に

誰
も

が
夢

中
に

な
り

、
嫌

な
こ

と
も

忘
れ

没
頭

し
ま

す
。

そ
し

て
完

成
さ

せ
た

時
の

達
成

感
や

解
放

感
、

充
実

感
は

大
き

な
刺

激
と

な
っ

て
、

精
神

疾
患

や
認

知
症

等
の

治
癒

に
少

な
か

ら
ず

貢
献

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
認

知
症

予
防

に
も

画
期

的
な

成
果

が
望

め
る

も
の

と
信

じ
て

や
み

ま
せ

ん
。

な
お

、
弊

社
の

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
は

「
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
」

の
製

作
も

可
能

な
仕

様
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

既
存

の
商

品
と

は
異

な
り

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

玩
具

と
い

う
よ

り
、

む
し

ろ
ミ

ニ
チ

ュ
ア

オ
ブ

ジ
ェ

と
い

っ
た

ク
ォ

リ
テ

ィ
の

高
い

商
品

で
す

が
、

価
格

は
市

場
の

ほ
ぼ

半
額

ほ
ど

に
設

定
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

に
つ

き
ま

し
て

何
卒

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

ご
連

絡
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

2
4

1
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ス

ト
ー

マ
お

な
ら

軽
減

棒
そ

の
他

(身
体

障
碍

者
)

今
回

は
オ

ス
ト

メ
イ

ト
の

方
も

困
っ

て
い

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
お

な
ら

を
軽

減
で

き
な

い
か

と
考

案
し

ま
し

た
。

お
な

ら
は

ス
ト

ー
マ

の
口

を
肛

門
の

よ
う

に
力

入
れ

る
事

が
出

来
な

い
た

め
防

ぎ
よ

う
が

有
り

ま
せ

ん
の

で
、

ス
ト

ー
マ

口
を

開
い

た
状

態
に

し
と

け
ば

お
な

ら
を

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

お
な

ら
軽

減
棒

に
付

い
て

い
る

フ
ィ

ル
ム

を
２

ピ
ー

ス
タ

イ
プ

の
ス

ト
ー

マ
袋

に
挟

み
込

み
軽

減
棒

を
抜

け
な

く
し

て
使

用
す

る
。

フ
ィ

ル
ム

を
挟

み
込

み
ま

す
が

漏
れ

る
こ

と
は

在
り

ま
せ

ん
（

水
で

実
験

済
み

）
。

便
を

ゆ
る

く
す

る
薬

を
飲

ん
で

い
る

方
に

有
効

で
す

が
、

そ
う

で
な

い
方

に
も

試
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
こ

の
商

品
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
ま

た
は

試
作

品
を

試
し

て
み

た
い

方
を

募
集

し
て

い
ま

す
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す

48



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
4

2
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(個
人

開
発

者
)

尿
吸

引
装

置
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(自
分

で
移

動
困

難
な

方
)

家
族

の
介

護
を

経
験

し
、

一
番

大
変

な
下

の
世

話
を

何
と

か
し

た
い

と
思

い
、

お
む

つ
の

間
に

簡
単

に
着

脱
で

き
る

女
性

用
の

尿
吸

引
装

置
を

開
発

し
ま

し
た

。
家

内
は

時
間

的
に

も
精

神
的

に
も

と
て

も
助

か
る

と
好

評
で

し
た

。
ま

た
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

も
お

し
っ

こ
を

気
に

し
な

く
て

も
よ

く
、

お
む

つ
と

違
っ

て
、

お
し

り
の

べ
ち

ゃ
つ

き
が

な
く

、
快

適
に

な
っ

た
と

感
謝

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
機

会
に

、
介

護
で

お
困

り
の

方
に

ぜ
ひ

と
も

お
使

い
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

、
商

品
化

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

で
き

れ
ば

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
で

簡
単

に
購

入
で

き
る

よ
う

な
低

価
格

の
も

の
に

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

新
品

の
試

作
品

も
数

点
ご

ざ
い

ま
す

。
ご

関
心

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
メ

ー
カ

ー
の

方
に

も
ぜ

ひ
ご

連
絡

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
公

開
特

許
番

号
　

2
0

1
5

-0
9

2
9

4
5

　
（

詳
細

は
特

許
庁

H
P

で
検

索
で

き
ま

す
。

）
E

m
a
il　

in
fo

_c
a
m

le
v
@

c
p

o
s
t.
p

la
la

.o
r.
jp

(連
絡

用
）

H
P

  
  
 h

tt
p

:/
/
w

w
w

1
5

.p
la

la
.o

r.
jp

/c
a
m

le
v
/（

技
術

計
算

ソ
フ

ト
開

発
も

や
っ

て
お

り
ま

す
。

）

2
4

3
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

車
輪

付
き

洗
濯

物
カ

ゴ
肢

体
障

害
者

用
両

手
を

洗
濯

物
カ

ゴ
に

と
ら

れ
る

と
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

方
の

た
め

。
車

輪
大

き
め

で
絨

毯
等

で
も

走
行

性
の

良
い

も
の

。
カ

ゴ
自

体
は

上
方

で
深

く
し

ゃ
が

む
必

要
の

な
い

も
の

。
手

の
持

ち
手

高
さ

が
微

調
整

で
き

る
も

の
。

歩
行

車
よ

り
幅

を
と

ら
な

い
も

の
。

既
存

の
物

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
上

記
の

よ
う

な
形

で
簡

便
に

自
宅

内
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

利
用

し
て

み
た

い
で

す
。

2
4

4
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

腕
時

計
型

携
帯

呼
び

出
し

装
置

(ナ
ー

ス
コ

ー
ル

）
の

要
望

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

　
病

院
や

施
設

等
で

使
わ

れ
て

い
る

通
常

の
装

置
は

壁
な

ど
か

ら
コ

ー
ド

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

押
し

ボ
タ

ン
式

の
も

の
が

主
流

で
す

が
、

体
幹

や
上

肢
麻

痺
な

ど
の

障
が

い
者

に
は

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

ま
で

届
か

な
か

っ
た

り
、

首
な

ど
に

ぶ
ら

下
げ

て
携

帯
し

て
い

て
も

間
違

っ
て

押
し

て
し

ま
っ

た
り

と
、

簡
単

に
間

違
い

な
く

安
心

し
て

使
え

る
製

品
が

見
当

た
ら

な
い

の
で

困
っ

て
い

ま
す

。

　
呼

び
出

し
機

器
を

開
発

し
て

い
る

、
も

し
く

は
今

後
開

発
を

始
め

る
福

祉
器

具
メ

ー
カ

ー
の

関
係

者
の

皆
様

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
・

腕
や

指
先

の
動

き
が

悪
い

人
で

も
誤

操
作

を
心

配
せ

ず
、

簡
単

に
使

え
る

ス
ラ

イ
ド

式
開

け
ふ

た
付

き
の

も
の

上
記

2
点

を
備

え
た

機
器

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
大

変
助

か
り

ま
す

。

2
4

5
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

【
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

】
着

脱
式

取
っ

手
付

き
ス

マ
ホ

カ
バ

ー
の

提
案

肢
体

障
害

者
用

　
※

頸
椎

損
傷

に
よ

り
、

首
か

ら
下

が
ま

だ
ら

麻
痺

に
な

っ
て

お
り

、
書

字
困

難
で

す
。

提
案

ま
た

は
、

活
用

例
を

掲
載

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

※
な

お
、

私
が

直
接

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
の

活
用

・
提

案
記

事
か

ら
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。

(以
下

本
文

)
　

左
手

の
麻

痺
で

手
首

が
う

ま
く

回
転

せ
ず

、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は
現

在
使

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　

ス
マ

ホ
に

取
っ

手
を

つ
け

る
道

具
は

す
で

に
、

背
面

に
環

を
つ

け
る

こ
と

で
指

に
通

す
手

段
が

あ
り

ま
す

。
（

関
連

記
事

：
ス

マ
ホ

を
指

一
本

で
支

え
る

頼
も

し
い

取
っ

手
「

B
u

n
k
e
r 

R
in

g
」

（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔ

ｃ
ｈ

　
平

成
2

4
0

5
2

3
）

）
　

こ
の

道
具

は
使

え
そ

う
も

あ
り

ま
せ

ん
。

利
き

手
に

は
め

て
も

、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
　

そ
の

ほ
か

画
面

を
指

で
触

る
と

、
痺

れ
て

い
る

た
め

に
、

ざ
ら

ざ
ら

と
気

持
ち

悪
い

感
覚

と
時

折
痛

み
が

走
る

た
め

に
ス

マ
ホ

は
敬

遠
し

て
い

ま
す

。
 　

も
の

は
つ

か
め

ま
す

か
ら

、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、

ス
マ

ホ
ケ

ー
ス

に
改

良
す

れ
ば

、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。

取
っ

手
を

着
脱

式
に

し
て

、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。

2
4

6
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
認

知
症

の
高

齢
者

が
徘

徊
し

て
も

す
ぐ

探
せ

る
よ

う
な

仕
組

み

そ
の

他
(認

知
症

)
認

知
症

の
母

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
家

の
中

に
い

て
欲

し
い

の
で

す
が

、
隙

を
見

て
外

出
し

よ
う

と
し

ま
す

。
い

ざ
外

出
し

て
も

、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、

警
察

の
方

に
捜

索
の

お
手

伝
い

を
お

願
い

し
た

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

常
に

見
張

っ
て

い
る

こ
と

は
事

実
上

不
可

能
な

の
で

、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

2
4

7
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

者
位

置
検

索
装

置
そ

の
他

(認
知

症
　

徘
徊

者
)

１
０

年
来

、
夫

婦
二

人
で

認
知

症
の

母
親

を
在

宅
で

介
護

し
て

ま
す

。
２

～
３

年
前

よ
り

徘
徊

が
始

ま
り

ま
し

た
。

２
４

時
間

体
制

で
の

監
視

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

そ
の

重
圧

は
大

変
な

も
の

で
す

。
ち

ょ
っ

と
目

を
離

し
た

す
き

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

一
歩

出
ら

れ
る

と
二

人
で

探
す

の
は

ま
ず

無
理

で
す

。
仕

方
な

く
警

察
に

捜
索

願
を

出
し

ま
す

が
、

度
重

な
る

と
警

察
も

仕
事

と
は

い
え

気
の

毒
に

な
り

ま
す

。
家

か
ら

外
に

出
ら

れ
な

い
よ

う
に

閉
じ

込
め

る
し

か
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

疲
れ

て
し

ま
い

、
私

た
ち

に
代

わ
り

母
親

の
監

視
を

し
て

い
た

だ
く

人
が

い
た

ら
お

金
を

払
っ

て
で

も
お

願
い

し
た

い
く

ら
い

で
す

。
人

づ
て

に
、

靴
の

中
に

G
P

S
端

末
が

入
っ

て
も

の
が

あ
る

の
で

そ
れ

を
履

け
ば

、
徘

徊
時

に
何

処
に

い
る

か
が

わ
か

る
よ

と
教

え
ら

れ
、

取
扱

店
に

聞
き

ま
し

が
、

実
際

に
靴

は
あ

り
ま

し
た

が
代

金
が

高
く

て
私

た
ち

み
た

い
な

年
金

暮
ら

し
に

は
む

り
で

し
た

。
母

親
は

介
護

認
定

は
受

け
て

い
ま

す
の

で
、

他
の

商
品

と
同

じ
く

介
護

保
険

対
象

商
品

と
し

て
認

め
て

戴
け

け
な

い
も

の
か

と
切

に
願

っ
て

お
り

ま
す

。

2
4

8
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

位
置

探
索

装
置

そ
の

他
(認

知
症

高
齢

者
)

認
知

症
、

徘
徊

行
動

の
あ

る
父

に
靴

装
着

型
の

位
置

探
索

装
置

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
父

は
い

っ
と

き
も

じ
っ

と
し

て
い

ら
れ

ず
、

家
族

等
誰

か
に

話
し

か
け

れ
て

い
な

い
、

会
話

が
な

い
時

間
が

少
し

で
も

あ
る

と
外

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

よ
く

あ
る

パ
タ

ー
ン

の
よ

う
に

、
出

生
時

居
住

地
へ

帰
ろ

う
と

す
る

よ
う

で
す

。
家

族
が

ず
っ

と
つ

い
て

い
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

ず
っ

と
話

し
か

け
つ

づ
け

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
な

る
べ

く
そ

の
よ

う
に

は
し

て
い

ま
す

が
、

徘
徊

へ
の

随
行

は
父

が
嫌

悪
感

を
示

す
こ

と
も

あ
り

、
現

実
的

に
は

、
パ

ー
フ

ェ
ク

ト
に

は
難

し
い

状
況

で
す

。
位

置
探

索
装

置
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

徘
徊

を
開

始
し

て
か

ら
何

分
後

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
、

迎
え

に
行

く
な

ど
、

家
族

間
で

ル
ー

ル
を

決
め

て
、

使
用

す
る

こ
と

で
、

安
心

感
が

え
ら

れ
ま

す
。

と
い

う
よ

り
、

使
い

始
め

る
と

も
う

手
放

せ
ま

せ
ん

。
安

心
を

失
う

こ
と

に
な

る
の

で
す

か
ら

。
費

用
負

担
は

正
直

厳
し

い
で

す
。

そ
れ

で
も

、
手

放
せ

な
い

か
ら

利
用

し
続

け
て

い
ま

す
。

願
わ

く
ば

、
公

的
補

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
一

般
的

に
は

施
設

介
護

、
病

院
介

護
の

方
針

が
示

さ
れ

る
段

階
の

、
う

ち
の

父
で

も
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
の

は
、

こ
の

装
置

の
お

か
げ

と
も

言
え

ま
す

。
施

設
介

護
に

か
か

る
保

険
費

用
、

病
院

に
か

か
る

医
療

費
用

と
比

較
し

て
い

か
が

な
も

の
な

の
で

し
ょ

う
か

？
在

宅
生

活
の

維
持

に
欠

か
せ

な
い

、
重

要
な

福
祉

用
具

と
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
が

。

2
4

9
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(民
間

人
)

コ
コ

に
い

る
ん

デ
ス

！
そ

の
他

(す
べ

て
の

高
齢

者
)

遅
い

時
間

や
早

朝
の

暗
い

時
間

に
歩

い
て

い
る

ご
高

齢
者

を
よ

く
見

か
け

る
の

で
、

早
い

距
離

か
ら

遠
く

の
歩

い
て

い
る

高
齢

者
を

見
つ

け
て

あ
げ

る
た

め
に

歩
行

を
補

助
す

る
た

め
の

杖
に

、
杖

が
地

面
の

先
端

に
つ

く
た

ん
び

に
光

る
細

工
を

施
す

と
、

ご
高

齢
者

の
い

る
場

所
が

は
や

く
分

か
る

の
で

、
い

い
と

お
も

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
5

0
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(介
護

施
設

コ
ン

サ
ル

会
社

)
簡

易
昇

降
機

そ
の

他
(老

人
介

護
)

立
位

が
自

分
で

維
持

で
き

な
い

方
の

ト
イ

レ
誘

導
を

行
う

歳
、

２
人

体
制

で
介

護
す

る
こ

と
と

な
る

一
人

が
向

か
い

合
わ

せ
で

担
ぎ

上
げ

、
も

う
一

人
が

下
着

を
下

ろ
す

。
職

員
体

制
が

厳
し

い
特

養
な

ど
の

施
設

で
は

つ
い

一
人

で
行

っ
て

転
倒

事
故

と
な

る
。

ま
た

、
老

々
介

護
の

在
宅

で
は

更
に

厳
し

い
。

電
動

式
の

高
価

な
も

の
は

よ
く

見
る

が
、

高
価

だ
け

で
な

く
機

械
的

な
ト

ラ
ブ

ル
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
こ

と
を

考
え

る
と

お
そ

ら
く

導
入

は
難

し
い

。
そ

こ
で

電
気

的
な

モ
ー

タ
ー

な
ど

を
使

わ
ず

に
昇

降
を

維
持

す
る

も
の

詳
細

は
添

付
資

料
に

て

2
5

1
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

難
聴

児
の

た
め

の
教

室
用

消
音

キ
ャ

ッ
プ

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
に

替
わ

る
も

の
）

聴
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(発

達
障

害
児

用
)

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）

の
影

響
で

こ
と

ば
の

聞
き

取
り

が
難

し
く

な
り

ま
す

。

そ
の

た
め

、
難

聴
児

の
在

籍
す

る
教

室
全

体
、

場
合

に
よ

り
隣

や
上

下
の

教
室

内
の

す
べ

て
の

机
と

い
す

の
足

に
、

中
古

の
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
を

装
着

し
、

騒
音

を
軽

減
す

る
対

策
を

と
っ

て
い

ま
す

。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、

難
聴

の
お

子
さ

ん
だ

け
で

な
く

、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、

刺
激

に
駆

動
さ

れ
や

す
い

お
子

さ
ん

に
も

有
効

な
の

で
、

個
別

支
援

級
で

も
、

装
着

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
問

題
点

は
２

点
、

１
）

中
古

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
収

集
、

穴
あ

け
に

た
い

へ
ん

な
時

間
と

労
力

が
か

か
る

こ
と

（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）

微
量

の
化

学
物

質
を

放
散

す
る

と
い

わ
れ

て
お

り
、

ア
レ

ル
ギ

ー
等

の
配

慮
に

よ
り

学
校

が
装

着
に

消
極

的
で

あ
る

こ
と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

2
5

2
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

空
気

清
浄

活
性

機
付

き
介

護
ベ

ッ
ド

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

・
ま

す
ま

す
増

え
て

い
く

居
宅

介
護

の
要

介
護

者
や

介
助

者
を

取
り

巻
く

環
境

は
、

排
泄

物
臭

（
大

便
・

小
便

お
よ

び
そ

れ
ら

の
漏

ら
し

）
で

最
悪

で
あ

る
。

要
介

護
者

に
と

っ
て

は
介

助
者

や
道

教
家

族
に

迷
惑

を
か

け
て

い
る

と
い

う
精

神
的

リ
ス

ク
が

お
お

き
い

。
ま

た
、

介
助

者
や

家
族

に
と

っ
て

は
悪

臭
の

中
で

の
介

助
や

家
族

生
活

が
「

汚
い

、
臭

い
」

な
ど

で
介

助
意

欲
が

減
退

す
る

。
・

部
屋

に
取

り
付

け
た

い
空

気
清

浄
機

に
は

介
護

保
険

が
適

用
さ

れ
な

い
。

・
こ

の
対

策
と

し
て

レ
ン

タ
ル

用
ベ

ッ
ド

に
小

型
の

空
気

清
浄

機
を

セ
ッ

ト
し

た
【

空
気

清
浄

活
性

機
能

付
き

ベ
ッ

ド
】

を
提

案
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
レ

ン
タ

ル
料

が
高

く
な

り
ま

す
が

、
利

用
す

る
し

な
い

は
要

介
護

者
の

判
断

に
委

ね
れ

ば
よ

い
。

・
現

在
の

介
護

保
険

制
度

に
在

る
適

用
用

品
は

「
自

立
を

助
け

る
」

こ
と

が
目

的
と

さ
れ

て
い

る
が

、
要

介
護

者
と

介
助

者
お

よ
び

そ
の

家
族

が
快

適
空

間
で

介
護

生
活

す
る

環
境

創
り

は
多

く
の

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
り

、
そ

れ
を

支
援

す
る

ひ
つ

よ
う

が
大

い
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。

2
5

3
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

高
精

度
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

付
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
高

精
度

に
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

が
と

れ
る

離
床

検
知

セ
ン

サ
ー

の
開

発
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
様

や
施

設
の

情
報

が
欲

し
い

で
す

。

2
5

4
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

学
そ

の
他

そ
の

他
聴

覚
障

害
を

持
つ

生
徒

の
通

常
学

校
で

の
授

業
支

援
に

つ
い

て

盲
ろ

う
者

用
小

学
校

高
学

年
か

ら
、

支
援

学
校

や
、

聾
学

校
で

は
な

く
、

通
常

学
校

の
通

常
学

級
で

、
勉

強
し

て
い

る
生

徒
が

い
ま

す
。

防
犯

ブ
ザ

ー
が

耳
元

で
鳴

っ
て

い
て

も
聞

こ
え

な
い

レ
ベ

ル
だ

と
い

う
こ

と
で

す
。

中
学

校
に

入
っ

て
も

、
補

聴
器

を
嫌

い
、

読
唇

に
て

生
活

し
て

い
ま

す
。

支
援

員
の

先
生

が
横

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

を
し

て
い

ま
す

が
、

勉
強

の
遅

れ
や

、
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
や

、
日

常
的

に
か

な
り

神
経

を
使

い
、

か
な

り
疲

れ
て

し
ま

い
、

学
校

に
来

に
く

く
な

っ
て

い
ま

す
。

家
で

は
日

常
的

に
携

帯
を

3
台

持
ち

で
、

IT
に

は
長

け
て

お
り

、
家

で
は

s
ir
iな

ど
を

使
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

障
害

者
差

別
解

消
法

、
施

工
を

目
前

に
、

学
校

で
も

U
D

ト
ー

ク
な

ど
が

使
え

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
す

が
、

こ
の

生
徒

に
と

っ
て

は
、

日
常

生
活

の
一

部
の

よ
う

な
も

の
な

の
で

す
が

、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、

iP
a
d

な
ど

を
利

用
し

て
先

生
が

黒
板

を
書

い
て

る
後

ろ
向

き
の

時
で

も
声

が
文

字
に

で
き

る
よ

う
に

し
て

や
れ

な
い

の
か

、
と

願
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。
教

育
委

員
会

に
頼

め
ば

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
機

器
だ

け
で

な
く

、
w

if
iが

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。

教
育

委
員

会
は

、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、

生
徒

が
学

校
を

休
み

学
力

が
開

い
て

い
く

こ
と

を
思

う
と

、
な

ん
と

か
な

ら
な

い
の

か
、

と
思

っ
て

や
み

ま
せ

ん
。

2
5

5
H

2
7

新
製

品
や

技
術

食
べ

る
 調

理
そ

の
他

お
年

寄
り

に
”

あ
つ

あ
つ

”
の

お
食

事
を

提
供

し
た

い
方

へ

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、
メ

ニ
ュ

ー
も

多
く

、
人

手
が

足
り

な
く

て
大

変
。

一
生

懸
命

作
っ

て
も

、
提

供
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。

そ
ん

な
施

設
の

方
々

に
こ

ん
な

機
械

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
前

日
か

ら
、

チ
ル

ド
で

保
存

さ
れ

た
食

材
を

食
器

に
盛

り
つ

け
て

機
械

に
セ

ッ
ト

し
て

お
け

ば
、

予
約

セ
ッ

ト
さ

れ
た

時
間

に
な

る
と

自
動

で
“

あ
つ

あ
つ

”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、

ト
レ

ー
に

置
い

て
提

供
す

る
だ

け
。

温
か

い
お

食
事

を
口

に
す

れ
ば

、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。

そ
ん

な
冷

蔵
機

能
付

再
加

熱
調

理
機

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

従
来

の
再

加
熱

カ
ー

ト
に

加
え

、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。

そ
ん

な
ニ

ー
ズ

は
、

あ
り

ま
せ

ん
か

？
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

弊
社

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

:/
/w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.jp

/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

50



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
5

6
H

2
7

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)情
報

機
器

そ
の

他
【

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

】
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

福
祉

機
器

に
使

う

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。

私
が

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、

編
集

し
て

ご
紹

介
し

ま
す

。
（

以
下

本
文

）
（

写
真

は
、

実
際

の
使

用
例

）
■

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

の
範

疇
外

の
３

Ｄ
Ｓ

の
福

祉
機

器
化

　
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《

コ
ミ

ッ
ク

工
房

》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、

画
用

紙
、

ノ
ー

ト
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

の
電

子
版

と
し

て
大

い
に

活
用

し
て

い
る

。
　

４
年

以
上

前
、

転
倒

負
傷

し
、

後
遺

障
害

と
し

て
手

書
き

が
困

難
に

な
っ

た
策

と
し

て
、

電
子

文
具

、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、

複
合

的
に

使
え

る
３

Ｄ
Ｓ

と
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

選
択

し
た

。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

障
害

を
人

々
が

機
器

な
ど

用
い

て
生

活
を

便
利

に
す

る
技

術
は

、
福

祉
情

報
技

術
（

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

）
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

連
の

団
体

の
資

料
か

ら
う

か
が

え
る

の
は

、
電

子
機

器
機

器
に

お
い

て
は

、
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
，

ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

等
の

ア
ッ

プ
ル

製
品

の
情

報
端

末
の

使
い

方
、

障
害

部
分

を
代

行
さ

せ
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

、
活

用
に

力
点

が
置

か
れ

、
安

価
で

丈
夫

な
３

Ｄ
Ｓ

を
使

お
う

こ
と

は
全

く
の

範
疇

外
で

あ
っ

た
。

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。

福
祉

機
器

の
利

用
よ

り
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

の
先

入
観

か
ら

か
、

誰
も

見
向

き
も

し
な

い
。

ま
た

、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、

イ
ラ

ス
ト

を
３

Ｄ
Ｓ

で
描

画
す

る
専

用
ソ

フ
ト

と
固

定
観

念
を

も
っ

て
い

る
と

も
考

え
ら

れ
、

Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

そ
れ

だ
か

ら
、

電
子

文
具

空
白

区
（

ま
た

は
ニ

ッ
チ

）
だ

か
ら

、
大

い
に

活
用

で
き

る
と

も
言

え
る

。
■

単
体

で
も

組
合

せ
で

も
十

分
使

え
る

　
カ

シ
オ

、
キ

ン
グ

ジ
ム

そ
れ

に
シ

ャ
ー

プ
か

ら
電

子
文

具
が

発
売

さ
れ

て
い

る
。

特
徴

は
そ

れ
単

体
か

つ
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

と
複

合
し

て
便

利
に

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

３
Ｄ

Ｓ
も

ブ
ラ

ウ
ザ

を
も

っ
た

情
報

端
末

。
写

真
も

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
へ

蓄
積

。
組

み
合

わ
せ

れ
ば

大
い

に
力

を
発

揮
す

る
。

例
え

ば
、

会
議

録
、

あ
る

い
は

学
習

の
さ

い
に

、
図

を
ス

ラ
イ

ド
、

ま
た

は
、

直
接

ノ
ー

ト
を

取
る

こ
と

に
よ

り
、

情
報

の
電

子
化

が
可

能
に

な
る

。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
内

に
デ

ー
タ

が
残

っ
て

い
れ

ば
追

記
も

で
き

る
。

文
字

情
報

は
画

像
化

さ
れ

る
た

め
、

写
真

を
パ

ソ
コ

ン
に

複
写

し
て

、
Ｏ

Ｃ
Ｒ

ソ
フ

ト
で

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

化
も

可
能

に
な

る
。

た
だ

し
、

す
べ

て
を

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

化
す

る
こ

と
は

不
可

能
で

あ
る

こ
と

を
留

意
す

る
。

パ
ソ

コ
ン

に
写

真
化

し
た

デ
ー

タ
を

複
写

ま
た

は
移

動
し

、
学

年
別

、
教

科
別

、
単

元
別

に
分

類
し

て
お

け
ば

、
情

報
の

散
逸

が
防

げ
る

。
ほ

と
ん

ど
の

情
報

端
末

は
Ｊ

Ｐ
Ｅ

Ｇ
画

像
を

表
示

で
き

る
こ

と
か

ら
、

Ｏ
Ｓ

に
備

わ
っ

て
い

る
ビ

ュ
ー

ワ
機

能
で

電
子

書
籍

の
よ

う
に

使
え

る
。

Ｐ
Ｄ

Ｆ
に

変
換

す
れ

ば
、

電
子

書
籍

端
末

に
転

送
、

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

。
子

ど
も

が
パ

ソ
コ

ン
や

他
の

情
報

端
末

が
使

え
な

い
場

合
は

、
必

要
な

ノ
ー

ト
を

ニ
ン

テ
ン

ド
ー

カ
メ

ラ
を

起
動

さ
せ

、
本

体
に

複
写

し
て

お
く

手
段

も
あ

る
。

プ
リ

ン
タ

と
組

み
合

わ
せ

れ
ば

、
さ

ら
に

応
用

幅
が

広
が

る
。

は
が

き
専

用
プ

リ
ン

タ
、

カ
シ

オ
《

プ
リ

ン
写

ル
》

を
組

み
合

わ
れ

ば
、

作
っ

た
ノ

ー
ト

を
は

が
き

サ
イ

ズ
に

印
刷

し
、

カ
ー

ド
リ

ン
グ

に
綴

っ
て

、
隙

間
の

時
間

に
見

返
し

、
学

習
の

定
着

が
は

か
れ

る
。

そ
れ

に
、

学
用

カ
バ

ン
の

軽
量

化
が

図
ら

れ
る

。
学

校
に

は
３

Ｄ
Ｓ

は
持

ち
込

め
な

い
と

考
え

ら
れ

る
か

ら
、

授
業

は
１

冊
の

レ
ポ

ー
ト

用
紙

。
手

に
入

る
な

ら
ば

、
黄

色
い

紙
の

リ
ー

ガ
ル

パ
ッ

ド
を

１
冊

購
入

し
ノ

ー
ト

を
取

る
。

帰
宅

後
、

教
科

書
や

参
考

を
見

な
が

ら
、

構
成

し
な

が
ら

コ
ミ

ッ
ク

工
房

へ
書

き
写

す
。

こ
れ

は
効

果
的

な
復

習
法

か
考

え
る

。
（

私
の

場
合

は
書

字
が

困
難

で
す

か
ら

、
直

接
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

　
ｅ

Ａ
ｔ

ｃ
の

分
野

か
ら

見
れ

ば
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

だ
か

ら
と

見
向

き
も

し
な

い
、

３
Ｄ

Ｓ
。

コ
ミ

ッ
ク

工
房

、
カ

メ
ラ

、
ネ

ッ
ト

接
続

と
、

プ
リ

ン
タ

を
組

み
合

わ
せ

る
と

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

な
ど

全
く

不
要

で
、

書
字

困
難

を
立

派
に

解
消

と
な

っ
た

。

2
5

7
H

2
7

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
G

P
S

内
蔵

可
能

靴
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

当
社

は
、

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
の

専
門

業
者

と
し

て
、

お
使

い
い

た
だ

け
る

方
の

立
場

に
立

っ
た

靴
作

り
に

工
夫

を
こ

ら
し

、
『

元
気

に
一

歩
で

も
多

く
歩

い
て

も
ら

い
た

い
』

と
い

う
願

い
を

込
め

て
製

作
い

た
し

て
お

り
ま

す
。

当
社

の
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

シ
ュ

ー
ズ

を
実

際
に

ご
使

用
中

の
介

護
施

設
の

現
場

か
ら

、
高

齢
者

の
実

情
を

お
聞

き
し

、
特

に
昨

今
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

る
高

齢
者

の
徘

徊
に

対
し

て
、

靴
専

門
業

者
と

し
て

何
か

お
役

に
立

て
る

事
は

な
い

か
と

思
い

、
N

T
T

ド
コ

モ
様

と
協

業
し

て
、

”
か

ん
た

ん
G

P
S

”
を

靴
底

に
内

蔵
出

来
る

”
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

”
を

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
何

と
か

お
困

り
の

方
や

見
守

り
を

さ
れ

て
い

る
方

に
認

知
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

の
思

い
が

届
き

、
2

0
1

5
年

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

を
受

賞
い

た
し

ま
し

た
。

た
だ

、
当

社
の

力
不

足
で

ま
だ

ま
だ

お
困

り
の

方
に

こ
の

よ
う

な
商

品
が

あ
る

と
言

う
事

が
伝

え
き

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ご
興

味
の

あ
ら

れ
る

方
は

ぜ
ひ

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

株
式

会
社

ト
レ

イ
ル

h
tt

p
:/

/w
w

w
.u

ra
ra

c
a
.n

e
t/

2
5

8
H

2
7

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 屋
外

の
移

動
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(場

面
)徘

徊
防

止

そ
の

他
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e
ta

tm
o
社

開
発

の
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
今

年
6

月
か

ら
日

本
国

内
で

発
売

さ
れ

て
い

る
カ

メ
ラ

で
、

・
顔

認
証

機
能

搭
載

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

・
広

角
1

3
0

度
・

動
体

検
知

機
能

・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
・

簡
単

設
置

、
設

定
・

io
s
,a

n
d

ro
id

対
応

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン
と

い
っ

た
高

機
能

な
が

ら
、

比
較

的
お

手
頃

な
価

格
で

販
売

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
ま

た
オ

プ
シ

ョ
ン

で
来

年
に

開
閉

、
動

作
検

知
防

水
タ

グ
の

販
売

を
予

定
し

て
お

り
、

こ
ち

ら
と

合
わ

せ
て

使
用

す
れ

ば
カ

メ
ラ

で
高

画
質

な
動

画
を

記
録

し
、

玄
関

の
扉

や
敷

地
内

の
外

に
出

る
門

を
開

け
た

場
合

の
み

通
知

を
出

す
こ

と
も

で
き

、
『

外
出

』
を

正
確

に
把

握
、

通
知

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
タ

グ
を

寝
室

や
ト

イ
レ

、
浴

室
の

扉
に

設
置

す
れ

ば
、

通
知

状
況

か
ら

生
活

リ
ズ

ム
や

安
否

確
認

と
い

っ
た

用
途

に
も

使
用

で
き

ま
す

。
顔

認
証

機
能

を
搭

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

家
族

や
お

子
様

が
ご

帰
宅

時
に

カ
メ

ラ
に

顔
を

移
せ

ば
、

名
前

付
き

で
お

知
ら

せ
を

し
て

く
れ

ま
す

。
【

製
品

詳
細

】
h

tt
p

:/
/f

o
rt

e
c
h

-
ja

p
a
n

.w
ix

.c
o
m

/h
o
m

e
p

a
g
e
#

!s
e
rv

ic
e
s
1

/c
2

4
q

l
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
5

9
H

2
7

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)見
守

り
そ

の
他

ペ
ン

で
書

く
だ

け
。

変
化

の
予

兆
を

捉
え

る
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
操

作
は

一
切

不
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
て

も
お

使
い

い
た

だ
け

ま
す

ご
自

宅
（

設
置

場
所

）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、

お
届

け
し

た
そ

の
日

か
ら

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

と
も

、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
契

約
不

要
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、

☑
　

毎
日

電
話

す
る

の
も

ち
ょ

っ
と

厳
し

い
☑

　
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・

・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も

☑
　

子
供

や
孫

に
心

配
を

か
け

た
く

な
い

☑
　

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

は
な

か
な

か
使

い
こ

な
せ

な
い

☑
　

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

電
話

す
る

の
も

気
が

引
け

る
☑

　
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・

・
・

と
、

お
考

え
の

方
が

大
勢

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 絆

V
e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「

予
兆

を
捉

え
て

重
大

化
を

ふ
せ

ぐ
み

ま
も

り
」

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
な

に
か

あ
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。

見
守

る
側

の
ご

家
族

は
「

最
近

食
欲

が
な

い
み

た
い

だ
」

、
「

よ
く

眠
れ

て
い

な
い

よ
う

だ
」

と
い

っ
た

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
電

話
や

訪
問

、
関

係
各

所
へ

の
連

絡
な

ど
、

早
め

の
対

応
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/p
ro

je
c
t/

m
im

a
m

o
ri
/

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
っ

と
詳

し
く

お
尻

に
な

り
た

い
方

は
、

お
気

軽
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

2
6

0
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

利
用

者
簡

単
に

脱
着

可
能

な
リ

ハ
ビ

リ
訓

練
用

下
肢

装
具

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、

長
下

肢
装

具
を

使
用

し
て

い
る

が
、

脱
着

に
時

間
が

か
か

る
。

歩
行

の
た

め
の

も
の

で
な

く
、

立
位

訓
練

の
た

め
に

簡
易

脱
着

式
の

長
下

肢
装

具
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、

開
発

い
た

だ
け

る
と

同
じ

ニ
ー

ズ
を

持
っ

て
い

る
方

が
助

か
る

と
思

い
ま

す
。

2
6

1
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
松

葉
杖

用
ポ

ー
チ

肢
体

障
害

者
用

自
身

が
膝

の
疾

患
で

、
長

年
松

葉
杖

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
特

に
、

両
松

葉
の

時
は

、
荷

物
が

持
て

な
い

の
で

リ
ュ

ッ
ク

や
斜

め
が

け
の

バ
ッ

グ
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
い

ち
い

ち
立

ち
止

ま
っ

て
バ

ッ
グ

か
ら

出
し

入
れ

す
る

の
は

時
間

も
か

か
る

の
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
物

を
サ

ッ
と

出
し

入
れ

で
き

る
方

法
を

考
え

て
思

い
付

き
ま

し
た

。
例

え
ば

、
病

院
で

の
会

計
の

時
、

財
布

と
、

受
け

取
っ

た
領

収
書

や
予

約
票

な
ど

を
こ

こ
に

入
れ

て
、

座
れ

る
と

こ
ろ

に
移

動
し

て
か

ら
バ

ッ
グ

に
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
職

場
内

で
移

動
す

る
際

に
も

、
小

さ
な

物
な

ら
い

ち
い

ち
バ

ッ
グ

を
持

た
な

く
て

も
こ

こ
に

入
れ

て
移

動
で

き
ま

す
。

試
作

品
な

の
で

、
手

持
ち

の
ポ

ー
チ

に
鳩

目
パ

ン
チ

で
穴

を
開

け
て

紐
を

通
し

て
み

た
だ

け
で

す
の

で
、

あ
ま

り
重

い
物

は
入

れ
ら

れ
ま

せ
ん

が
（

そ
も

そ
も

杖
が

使
い

に
く

く
な

り
ま

す
し

）
、

調
節

可
能

な
結

束
バ

ン
ド

や
ソ

フ
ト

ワ
イ

ヤ
ー

な
ど

、
も

う
少

し
強

度
の

あ
る

素
材

で
固

定
す

る
よ

う
に

し
て

、
服

に
合

わ
せ

て
ポ

ー
チ

も
色

々
付

け
替

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

、
松

葉
杖

で
の

外
出

も
、

少
し

楽
し

く
な

る
の

で
は

？
と

考
え

て
い

た
と

こ
ろ

、
貴

社
の

H
P

を
見

か
け

て
御

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
よ

ろ
し

く
御

検
討

願
い

ま
す

。
携

帯
で

撮
影

し
た

画
像

な
の

で
、

分
か

り
に

く
い

か
と

思
い

ま
す

が
、

ポ
ー

チ
の

背
面

に
4

箇
所

穴
を

開
け

て
、

内
側

か
ら

紐
を

通
し

、
杖

の
長

さ
の

調
節

用
の

穴
に

通
し

て
結

び
付

け
て

い
ま

す
。

2
6

2
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
医

療
専

門
職

歩
行

器
（

固
定

式
・

交
互

式
）

肢
体

障
害

者
用

失
調

の
あ

る
方

の
屋

内
移

動
の

た
め

に
、

歩
行

器
（

キ
ャ

ス
タ

ー
の

付
い

て
い

な
い

も
の

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

重
心

を
歩

行
器

の
中

で
保

持
さ

せ
る

こ
と

が
難

し
く

、
特

に
前

方
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

歩
行

器
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
、

同
様

に
前

方
や

左
右

へ
の

転
倒

リ
ス

ク
が

高
い

と
思

わ
れ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

が
、

コ
メ

ン
ト

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

〈
現

在
、

転
倒

予
防

器
具

を
開

発
中

で
す

。
）

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

2
6

3
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

の
家

族
自

走
式

歩
行

補
助

器
そ

の
他

(老
人

)
従

来
の

車
い

す
以

下
シ

ル
バ

ー
手

押
し

車
以

上
の

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
座

面
が

足
を

軽
く

曲
げ

た
位

の
高

さ
で

地
面

を
蹴

っ
て

移
動

で
き

、
接

地
面

は
三

輪
車

様
の

物
一

緒
に

移
動

す
る

と
き

目
線

の
高

さ
が

著
し

く
変

わ
ら

ず
、

自
分

で
歩

い
て

る
と

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

も
の

2
6

4
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

車
椅

子
シ

ー
ト

カ
バ

ー
、

座
布

団
カ

バ
ー

等
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(一

般
使

用
者

)
車

椅
子

の
シ

ー
ト

、
座

布
団

カ
バ

ー
、

枕
カ

バ
ー

、
自

動
車

シ
ー

ト
の

座
布

団
等

の
各

カ
バ

ー
に

つ
い

て
相

談
が

あ
り

ま
し

て
、

ア
イ

デ
ア

を
考

え
ま

し
た

。
そ

れ
ら

を
使

用
し

て
い

る
と

自
然

に
滑

っ
て

し
ま

い
困

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

車
椅

子
の

シ
ー

ト
等

で
は

い
ろ

い
ろ

滑
ら

な
い

工
夫

を
し

て
、

売
ら

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

そ
れ

ら
は

高
価

で
す

。
安

く
作

る
方

法
を

考
え

ま
し

た
。

ど
の

よ
う

な
形

に
も

対
応

で
き

ま
す

。
こ

れ
ら

の
カ

バ
ー

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

。
こ

れ
を

製
造

・
販

売
を

さ
れ

て
み

よ
う

と
言

う
業

者
さ

ん
は

い
ま

せ
ん

か
？

メ
ー

ル
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

2
6

5
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
車

い
す

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、

大
腿

遠
位

が
座

面
か

ら
出

て
し

ま
う

の
で

、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

2
6

6
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

コ
ン

パ
ク

ト
な

車
い

す
用

体
重

計
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

(一
般

、
大

型
犬

)

家
庭

用
体

重
計

が
4

つ
に

分
離

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
分

離
で

き
る

こ
と

に
よ

り
、

車
い

す
だ

け
で

な
く

一
般

の
方

も
大

型
犬

も
計

量
で

き
る

。
椅

子
を

載
せ

れ
ば

そ
の

ま
ま

椅
子

型
体

重
計

と
し

て
活

用
で

き
る

。
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
ス

マ
ホ

と
連

動
す

れ
ば

体
重

が
見

や
す

く
な

り
、

視
覚

障
害

者
も

利
用

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

医
療

用
で

は
な

く
家

庭
用

体
重

計
で

す
。

実
用

新
案

例
h

tt
p

:/
/w

w
w

.p
u

b
lis

h
.n

e
.jp

/J
P

U
/
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0
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3
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7
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0
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0
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0
0

3
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7
9

9
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0
/J

P
U

_
0

0
0

3
1

7
9

9
8

7
.h
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
6

7
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

テ
ィ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

椅
子

の
角

度
共

有
化

肢
体

障
害

者
用

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、

テ
ィ

ル
ト

角
度

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
移

乗
や

片
付

け
る

と
き

に
は

角
度

は
元

の
状

態
に

戻
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
と

思
う

の
で

。

2
6

8
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

車
椅

子
の

手
押

し
ハ

ン
ド

ル
部

分
に

つ
い

て
、

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
要

望
で

す

肢
体

障
害

者
用

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
介

助
式

車
椅

子
な

ら
と

も
か

く
自

走
式

の
タ

イ
プ

場
合

は
、

グ
リ

ッ
プ

＋
介

助
式

ブ
レ

ー
キ

部
分

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
折

れ
曲

げ
た

り
、

上
に

上
げ

て
ロ

ッ
ク

す
る

よ
う

な
仕

様
に

な
ら

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

背
折

れ
式

の
も

の
は

あ
る

の
に

、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、

見
た

目
も

よ
く

な
い

。
な

に
か

理
由

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
.

2
6

9
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

専
門

相
談

員
)

車
い

す
用

杖
入

れ
肢

体
障

害
者

用
車

い
す

用
の

杖
入

れ
は

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
は

あ
り

ま
す

が
、

す
べ

て
の

車
い

す
に

適
用

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
特

に
電

動
車

い
す

を
ご

利
用

の
方

で
、

４
点

杖
も

併
用

し
て

い
る

方
が

、
外

出
の

際
に

杖
を

一
緒

に
持

っ
て

い
け

る
と

助
か

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

電
動

車
い

す
に

取
り

付
け

が
で

き
る

４
点

杖
入

れ
、

杖
入

れ
は

見
つ

け
ら

れ
な

か
っ

た
の

で
、

な
ん

と
か

車
い

す
お

よ
び

歩
行

器
で

し
っ

か
り

と
杖

が
固

定
で

き
る

付
属

品
、

も
し

く
は

車
い

す
そ

の
も

の
に

杖
入

れ
が

あ
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
良

い
と

感
じ

ま
し

た
。

2
7

0
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

ベ
ッ

ト
や

車
イ

ス
そ

の
他

ベ
ッ

ト
で

体
を

自
分

で
動

か
せ

な
い

方
の

ギ
ャ

ジ
ア

ッ
プ

の
時

に
、

皮
膚

が
突

っ
張

っ
た

ま
ま

で
褥

瘡
の

原
因

や
受

け
身

で
起

こ
さ

れ
背

骨
な

ど
や

お
腹

が
痛

く
な

り
ま

す
。

足
も

突
っ

張
り

尖
足

が
進

む
様

な
感

じ
で

、
何

と
か

ベ
ッ

ト
本

体
の

背
抜

き
機

能
や

臀
部

か
ら

足
に

か
け

て
の

圧
を

抜
く

、
ロ

ー
ラ

ー
機

能
が

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。

自
分

が
動

け
な

く
体

験
を

し
た

か
ら

こ
そ

、
あ

っ
た

ら
と

思
い

ま
し

た
。

と
て

も
、

苦
し

く
て

辛
い

体
験

で
し

た
。

そ
し

て
、

車
イ

ス
を

押
し

て
頂

く
方

が
ど

ん
な

背
の

高
さ

で
も

操
作

し
や

す
く

、
上

が
り

か
ま

ち
を

上
が

り
や

す
い

様
に

、
ハ

ン
ド

ル
部

分
の

高
さ

調
整

が
出

来
た

ら
テ

ィ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ー
を

踏
ん

だ
り

し
た

時
も

、
楽

だ
と

思
い

ま
す

。
ど

う
か

、
そ

ん
な

製
品

が
出

来
る

事
を

願
い

ま
す

。
機

能
が

付
く

か
ら

、
誰

も
が

知
り

よ
り

良
い

状
態

が
訪

れ
ま

す
様

に
、

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

2
7

1
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

自
宅

の
中

へ
入

る
、

い
い

方
法

を
教

え
て

く
だ

さ
い

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す
れ

ば
い

い
か

悩
ん

で
い

ま
す

。
ち

な
み

に
、

歩
行

で
き

る
レ

ベ
ル

で
は

な
く

、
立

位
も

中
等

度
介

助
の

方
で

す
。

今
は

苦
渋

の
結

果
、

普
通

の
肘

掛
け

の
あ

る
椅

子
に

抑
制

帯
を

つ
け

て
、

転
落

し
な

い
よ

う
に

し
て

、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、

い
い

案
か

あ
り

ま
し

た
ら

ア
ド

バ
イ

ス
お

願
い

し
ま

す
！

2
7

2
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
浴

室
浴

槽
に

つ
い

て
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(高
齢

者
)

最
近

、
浴

槽
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

多
種

多
様

な
も

の
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

自
身

が
高

齢
化

し
た

時
の

使
い

勝
手

に
は

非
常

に
不

便
さ

を
感

じ
て

い
ま

す
。

特
に

浴
槽

縁
デ

ザ
イ

ン
や

そ
の

形
状

、
深

さ
や

出
入

り
の

し
や

す
さ

等
に

は
高

齢
者

向
き

で
は

な
い

も
の

ば
か

り
で

す
。

浴
槽

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
は

若
年

層
向

け
の

斬
新

さ
ば

か
り

で
は

な
く

、
浴

槽
も

一
つ

の
福

祉
用

具
と

な
り

得
る

こ
と

や
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
理

解
と

実
践

を
強

く
望

む
ば

か
り

で
す

。

2
7

3
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

脳
梗

塞
に

よ
る

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

修
正

パ
ッ

ド

肢
体

障
害

者
用

こ
ん

に
ち

は
。

こ
の

た
び

は
、

脳
梗

塞
に

な
り

、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、

歩
い

て
い

る
と

落
下

し
て

困
っ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

別
紙

の
よ

う
な

肩
パ

ッ
ト

を
作

り
ま

し
た

。
と

て
も

具
合

が
い

い
の

で
す

。
脳

梗
塞

の
後

遺
障

で
苦

労
は

し
て

い
る

人
は

多
い

の
で

す
。

そ
の

人
達

に
是

非
販

売
を

し
て

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
製

造
・

販
売

を
し

て
頂

き
ま

せ
ん

か
？

お
返

事
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

2
7

4
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

携
帯

と
据

え
置

き
兼

用
拡

大
表

示
・

音
声

読
書

ら
く

ら
く

ブ
ッ

ク
ト

ー
カ

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・

聴
こ

え
に

く
い

・
指

が
動

か
な

い
・

声
が

出
な

い
な

ど
す

べ
て

に
対

応
可

能
な

携
帯

＆
据

え
置

き
兼

用
の

ほ
か

に
類

の
な

い
情

報
機

器
。

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。
電

子
書

籍
房

で
市

場
ご

愛
用

い
た

だ
い

て
７

年
の

実
績

の
あ

る
弊

社
が

障
害

者
の

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

制
作

し
ま

し
た

。
製

品
は

5
種

類
　

不
自

由
さ

に
応

じ
て

選
べ

ま
す

。
特

別
奉

仕
無

料
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

版
　

全
国

の
皆

様
に

公
開

し
ま

し
た

。
是

非
活

用
く

だ
さ

い
。

特
徴

　
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

電
子

書
籍

や
ホ

ー
ペ

ー
ジ

な
ど

か
ら

電
子

化
デ

ー
タ

画
面

か
ら

コ
ピ

ー
し

て
保

存
そ

れ
を

読
み

上
げ

ま
す

。
４

８
０

０
円

②
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

そ
の

他
１

０
の

高
機

能
型

　
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

　
新

規
性

の
あ

る
画

期
的

商
品

で
す

。
画

像
は

全
機

能
商

品
携

帯
据

え
置

き
兼

用
タ

イ
プ

で
す

。
声

で
文

章
を

表
示

し
て

読
み

上
げ

翻
訳

も
し

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
し

で
も

可
能

で
す

。
是

非
メ

ー
ル

で
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

2
7

5
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

障
害

者
用

情
報

機
器

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

視
聴

覚
・

言
語

・
上

肢
（

指
）

の
不

自
由

名
方

に
対

応
で

き
る

　
音

声
会

話
機

器
で

ほ
か

に
類

の
な

い
日

常
生

活
用

具
が

誕
生

１
本

体
が

す
べ

て
を

し
ゃ

べ
り

ま
す

。
 公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

  
  
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
n

-
b

ib
le

.p
c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

フ
ル

タ
イ

プ
は

声
で

文
字

を
書

く
・

マ
ウ

ス
で

活
字

ス
キ

ャ
ナ

で
な

ぞ
っ

て
活

字
を

読
み

取
り

・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。

　
本

体
８

イ
ン

チ
と

１
９

，
５

イ
ン

チ
の

両
方

を
装

備
　

世
界

の
ど

こ
で

も
・

い
つ

で
も

活
用

が
で

き
ま

す
。

ら
く

ら
く

読
み

上
げ

ト
オ

カ
　

無
料

の
ダ

イ
ン

ロ
ー

ド
版

　
　

本
体

は
操

作
の

全
て

を
読

み
上

げ
ま

す
。

　
手

持
ち

の
パ

ソ
コ

ン
が

全
て

ホ
ー

ム
で

ど
う

ぞ
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

は
や

代
わ

り
し

ま
す

。
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

電
子

書
籍

　
聖

書
こ

ん
な

と
き

に
バ

イ
ブ

ル
搭

載
し

て
い

ま
す

。
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

」
詳

細
が

あ
り

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
7

6
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

洗
体

と
血

流
ケ

ア
の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

障
害

者
用

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、

Ｓ
Ｕ

Ｓ
ボ

ル
ト

と
ナ

イ
ロ

ン
蝶

ナ
ッ

ト
で

固
定

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
石

鹸
水

が
付

く
と

滑
り

や
す

く
な

る
の

で
、

蝶
ナ

ッ
ト

を
指

の
間

に
挟

ん
で

握
り

滑
り

止
め

と
し

て
い

ま
す

。
納

入
時

、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、

ご
利

用
者

が
使

い
や

す
い

湾
曲

に
曲

げ
て

利
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
洗

体
用

タ
オ

ル
は

ご
利

用
者

の
好

み
で

、
下

記
に

の
「

タ
オ

ル
の

巻
き

方
」

を
参

考
に

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
寸

法
と

重
量

　
全

長
＝

5
7

㎝
　

本
体

重
量

＝
1

3
0

ｇ
巻

き
タ

オ
ル

の
寸

法
　

長
さ

＝
3

5
ｃ

ｍ
　

幅
＝

1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

方
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。

2
7

7
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

洗
体

と
血

流
ケ

ア
の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

障
害

者
用

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。
長

柄
は

曲
げ

加
工

が
容

易
な

ア
ル

ミ
平

鋼
を

使
用

し
、

先
端

に
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
支

枠
を

装
着

し
た

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

で
す

。
ま

た
長

柄
の

握
部

も
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
横

溝
付

き
平

板
2

枚
で

ア
ル

ミ
平

鋼
を

挟
み

、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ
ト

で
固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

納
入

時
、

平
鋼

は
ほ

ぼ
直

線
状

で
す

が
、

ご
利

用
者

の
腕

の
可

動
範

囲
を

検
討

の
上

、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、

下
記

に
の

「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
乾

燥
又

は
水

含
み

の
マ

ッ
サ

ー
ジ

タ
オ

ル
も

同
様

に
巻

い
て

、
ホ

ル
ダ

が
背

中
の

心
臓

裏
の

位
置

に
集

ま
る

よ
う

に
掻

き
上

げ
て

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

ま
す

。
ま

た
支

枠
の

先
端

の
2

個
の

円
形

部
で

、
背

中
を

叩
く

の
も

血
流

ケ
ア

に
効

果
が

有
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

寸
法

と
重

量
　

全
長

＝
5

7
㎝

　
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

　
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

　
幅

＝
1

2
ｃ

ｍ
タ

オ
ル

の
巻

き
方

　
タ

オ
ル

を
支

枠
の

中
軸

の
上

か
ら

両
側

軸
の

下
を

通
し

、
片

側
を

巻
き

あ
げ

、
そ

の
上

に
も

う
一

方
を

被
せ

巻
き

こ
み

、
ゴ

ム
紐

輪
を

蝶
ナ

ッ
ト

に
掛

け
固

定
す

る
。

2
7

8
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

　
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
こ

の
分

野
は

全
く

の
素

人
で

異
業

種
の

者
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

2
7

9
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)リ

ー
チ

ャ
ー

そ
の

他
マ

ジ
ッ

ク
ハ

ン
ド

 タ
イ

プ
の

「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
そ

の
他

、
“

こ
ん

な
リ

ー
チ

ャ
ー

が
欲

し
い

”
、

“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”

な
ど

、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。
・

軽
い

。
・

安
い

。
・

折
り

た
た

み
式

、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

外
出

時
に

持
っ

て
行

っ
て

も
違

和
感

の
な

い
デ

ザ
イ

ン
。

2
8

0
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

片
側

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
理

学
療

法
士

で
す

。
片

側
歩

行
器

は
、

脚
部

の
先

が
ゴ

ム
の

も
の

は
一

般
的

で
す

が
、

脚
部

が
固

定
輪

で
荷

重
ブ

レ
ー

キ
構

造
に

な
っ

て
い

る
も

の
を

探
し

て
い

ま
す

。
国

内
で

は
、

な
か

な
か

あ
り

そ
う

で
無

い
で

す
。

ア
メ

リ
カ

に
は

、
あ

る
み

た
い

で
す

。
W

E
B

上
み

ま
し

た
。

脳
卒

中
の

患
者

さ
ん

の
リ

ハ
ビ

リ
で

、
非

麻
痺

側
手

が
上

手
く

使
え

な
い

方
の

歩
行

練
習

導
入

時
期

に
使

い
た

い
場

面
が

あ
り

ま
す

。
現

在
は

、
点

滴
棒

で
代

用
し

て
い

ま
す

が
、

自
在

輪
な

の
で

や
や

不
安

定
な

の
が

困
り

ま
す

。
国

内
の

業
者

さ
ん

、
製

造
を

検
討

く
だ

さ
い

。

2
8

1
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

重
度

視
覚

障
が

い
者

の
た

め
の

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

用
　

盲
導

犬
は

、
厚

生
省

が
2

0
年

前
か

ら
2

0
0

0
頭

を
目

指
し

ま
し

た
が

、
1

0
0

0
頭

ど
ま

り
で

す
。

我
が

国
の

産
業

ロ
ボ

ッ
ト

・
G

P
S

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

を
使

っ
て

視
覚

障
が

い
者

の
歩

行
補

助
具

を
開

発
し

て
自

由
に

外
出

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

国
の

責
務

で
す

。
街

に
は

陸
橋

や
跨

線
橋

な
ど

の
段

差
が

あ
り

、
車

輪
付

き
の

重
量

の
あ

る
機

器
は

実
用

に
は

な
り

ま
せ

ん
か

ら
、

軽
量

コ
ン

パ
ク

ト
な

機
器

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

3
0

0
0

万
円

程
度

の
賞

金
を

設
け

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
世

界
中

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

や
企

業
に

実
用

可
能

な
開

発
を

求
め

て
、

採
用

し
た

も
の

を
補

装
具

に
す

る
と

一
挙

に
機

器
開

発
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

盲
導

犬
は

通
勤

通
学

な
ど

同
じ

と
こ

ろ
へ

通
う

場
合

に
は

き
わ

め
て

有
効

で
す

が
、

あ
ん

ま
マ

ッ
サ

ー
ジ

な
ど

生
業

で
は

数
十

件
の

患
者

宅
を

犬
は

覚
え

ら
れ

ま
せ

ん
か

ら
ほ

と
ん

ど
使

い
物

に
な

り
ま

せ
ん

。
欧

米
式

の
訓

練
方

法
が

犬
を

座
右

に
お

く
よ

う
に

訓
練

し
て

い
ま

す
か

ら
、

我
が

国
の

よ
う

に
住

環
境

が
上

下
を

区
別

す
る

生
活

で
は

、
特

に
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

生
業

を
営

む
者

に
と

っ
て

は
適

合
し

ま
せ

ん
。

ま
た

我
が

国
の

タ
ク

シ
ー

に
は

盲
導

犬
を

リ
ア

の
床

に
乗

せ
る

た
め

、
後

の
客

が
犬

の
に

お
い

や
毛

を
嫌

う
の

で
運

転
者

が
乗

車
拒

否
し

た
り

、
飲

食
店

や
ホ

テ
ル

な
ど

も
避

け
る

こ
と

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

　
重

度
視

覚
障

が
い

者
ひ

と
り

ひ
と

り
に

パ
ソ

コ
ン

と
前

述
の

周
辺

機
器

や
ソ

フ
ト

を
支

給
し

て
盲

学
校

の
教

育
や

自
立

訓
練

に
徹

底
的

に
行

う
こ

と
で

、
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ

プ
の

克
服

と
広

く
社

会
参

加
に

よ
る

就
労

の
道

が
開

け
ま

す
。

　
ま

た
、

一
定

期
間

ヘ
ル

パ
ー

に
よ

る
通

勤
や

通
学

を
補

償
す

る
こ

と
と

、
自

動
車

に
よ

る
移

動
を

補
償

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

外
出

権
が

補
償

さ
れ

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
8

2
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(個
人

の
地

方
創

生
の

た
め

の
副

業
)

リ
コ

ジ
ェ

®
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
(ご

家
族

)

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
ス

ト
ア

に
ア

プ
リ

名
「

リ
コ

ジ
ェ

」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。

個
人

の
ス

マ
ホ

に
自

分
の

持
ち

物
情

報
を

入
力

し
て

お
き

ま
す

。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）

を
登

録
し

ま
す

。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。

ス
マ

ホ
の

ア
プ

リ
は

、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
自

分
が

リ
コ

ー
ル

製
品

を
所

持
し

て
い

る
こ

と
に

な
り

、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。

サ
ー

バ
に

は
リ

コ
ー

ル
情

報
を

バ
ー

コ
ー

ド
情

報
と

し
て

取
り

込
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

福
祉

機
器

に
関

す
る

リ
コ

ー
ル

情
報

を
サ

ー
バ

に
格

納
し

、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、

リ
コ

ー
ル

情
報

が
あ

れ
ば

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

福
祉

機
器

の
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

？

2
8

3
H

2
6

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
ひ

の
き

を
使

っ
た

健
康

器
具

で
す

。
詳

し
く

は
こ

ち
ら

ま
で

h
tt

p
:/

/g
e
n

k
i-

fu
k
u

g
e
n

.n
e
t/

2
8

4
H

2
6

新
製

品
や

技
術

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動

そ
の

他
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
（

日
本

製
）

「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
康

器
具

で
す

。
■

特
徴

　
①

ひ
の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
　

②
て

す
り

つ
き

で
安

心
　

③
無

理
な

く
マ

イ
ペ

ー
ス

の
運

動
が

で
き

ま
す

　
④

踏
み

台
や

手
す

り
の

高
さ

は
調

整
で

き
ま

す
　

⑤
屋

内
専

用
■

こ
ん

な
方

に
　

①
段

差
運

動
で

足
腰

を
鍛

え
た

い
　

②
歩

行
に

自
信

を
つ

け
て

　
③

大
切

な
祖

父
母

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト

2
8

5
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

リ
フ

ト
の

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
肢

体
障

害
者

用
私

は
両

手
両

足
不

自
由

で
座

位
も

保
て

ま
せ

ん
。

移
乗

は
抱

き
か

か
え

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
介

助
す

る
方

に
と

て
も

負
担

が
か

か
る

の
で

何
度

も
リ

フ
ト

は
考

え
た

の
で

す
が

、
実

用
的

に
使

え
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
が

あ
り

ま
せ

ん
。

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

に
移

乗
す

る
際

は
問

題
な

い
の

で
す

が
、

一
番

肝
心

な
ト

イ
レ

・
お

風
呂

の
時

に
使

え
ま

せ
ん

。
私

は
ト

イ
レ

の
時

、
し

っ
か

り
と

腰
が

立
っ

た
状

態
じ

ゃ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

全
身

を
す

っ
ぽ

り
覆

う
シ

ー
ト

だ
と

、
下

半
身

は
全

部
脱

が
な

い
と

使
用

で
き

ず
、

上
下

が
繋

が
っ

た
シ

ー
ト

で
も

下
半

身
の

部
分

は
便

座
に

座
っ

た
後

、
は

ず
さ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
は

ず
し

た
場

合
体

勢
が

崩
れ

て
し

ま
い

排
便

が
し

づ
ら

く
便

が
出

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

排
便

時
間

が
長

い
為

、
シ

ー
ト

を
つ

け
た

ま
ま

長
時

間
い

る
こ

と
は

難
し

い
で

す
。

全
部

取
り

外
し

た
と

し
て

も
、

付
け

直
す

こ
と

も
出

来
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

お
願

い
な

の
で

す
が

、
上

半
身

の
部

分
だ

け
で

体
を

支
え

ら
れ

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
作

っ
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

竹
虎

の
架

け
替

え
が

で
き

る
リ

フ
ト

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
天

上
の

低
い

部
分

が
あ

り
、

架
け

替
え

の
際

、
足

先
が

擦
れ

て
し

ま
い

爪
が

あ
た

っ
て

剥
が

れ
そ

う
な

危
険

が
あ

り
ま

す
。

住
宅

事
情

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
架

け
替

え
が

出
来

る
リ

フ
ト

を
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。

2
8

6
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
の

規
格

化
視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

(健
常

者
も

お
寿

司
の

生
産

情
報

な
ら

知
り

た
い

の
で

は
？

)

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
、

規
格

化
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
視

覚
障

害
者

は
単

独
で

は
ネ

タ
を

食
べ

る
ま

で
？

わ
か

り
づ

ら
い

そ
う

で
す

。
聴

覚
障

害
者

も
見

か
け

だ
け

で
判

断
す

る
の

で
、

い
つ

ど
こ

で
獲

れ
た

魚
だ

と
か

、
製

品
情

報
が

わ
か

り
ま

せ
ん

。
カ

ウ
ン

タ
ー

の
お

寿
司

な
ら

、
視

覚
障

害
者

に
は

親
切

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
聴

覚
障

害
者

に
わ

か
る

よ
う

に
書

い
て

く
れ

る
と

は
ち

ょ
っ

と
思

え
な

い
…

。
高

そ
う

で
行

き
に

く
い

し
。

回
転

寿
司

の
お

皿
に

IC
チ

ッ
プ

を
組

み
込

ん
で

、
価

格
計

算
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
も

う
一

歩
進

め
て

、
視

覚
障

害
者

に
は

音
声

で
、

聴
覚

障
害

者
に

は
文

字
ま

た
は

手
話

で
、

製
品

情
報

を
教

え
て

く
れ

る
と

、
も

っ
と

回
転

寿
司

を
食

べ
た

く
な

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

チ
ッ

プ
が

規
格

化
さ

れ
れ

ば
、

利
用

者
側

は
、

ど
こ

の
店

で
も

同
じ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

で
対

応
で

き
る

と
い

い
な

あ
と

。

2
8

7
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ド
ラ

ゴ
ン

ス
ピ

ー
チ

1
1

肢
体

障
害

者
用

ニ
ュ

ア
ン

ス
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

・
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
よ

り
販

売
さ

れ
て

い
る

音
声

認
識

・
入

力
ソ

フ
ト

を
使

用
し

て
ま

す
が

、
声

で
パ

ソ
コ

ン
を

操
作

し
た

り
、

文
字

入
力

が
で

き
る

の
で

、
肢

体
不

自
由

者
の

か
た

に
役

に
立

つ
の

で
は

と
思

い
連

絡
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

使
い

方
次

第
で

す
が

、
声

だ
け

で
T

w
it
te

rや
F
a
c
e
b

o
o
k
に

投
稿

で
き

た
り

、
マ

ウ
ス

操
作

も
声

で
で

き
る

の
で

、
な

ん
で

も
P

C
が

な
い

と
い

け
な

く
な

っ
て

き
た

時
代

な
の

で
、

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

ソ
フ

ト
を

購
入

す
る

の
に

け
っ

こ
う

販
売

価
格

が
高

い
の

で
、

そ
こ

が
障

害
者

の
方

た
ち

に
負

担
に

な
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
H

P
→

h
tt

p
:/

/j
a
p

a
n

.n
u

a
n

c
e
.c

o
m

/d
ra

g
o
n

s
p

e
e
c
h

/

2
8

8
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

義
肢

利
用

者
義

肢
装

具
な

ど
肢

体
障

害
者

用
夏

に
蒸

れ
ず

、
冬

に
ヒ

ヤ
ッ

と
し

な
い

義
肢

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

欲
し

い
。

シ
リ

コ
ン

ラ
イ

ナ
ー

は
か

ぶ
れ

る
。

樹
脂

ソ
ケ

ッ
ト

は
汗

が
た

ま
っ

て
し

ま
う

。

2
8

9
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

義
肢

利
用

者
Ａ

Ｌ
Ｌ

　
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

義
足

肢
体

障
害

者
用

義
足

は
ド

イ
ツ

製
部

品
（

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
社

）
の

も
の

が
多

く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
ホ

ン
ダ

の
ア

シ
モ

等
、

車
部

品
メ

ー
カ

ー
、

電
子

部
品

メ
ー

カ
ー

が
協

力
し

て
Ａ

Ｌ
Ｌ

 Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ

Ｎ
製

の
安

価
で

高
性

能
・

高
耐

久
の

義
足

を
作

っ
て

欲
し

い
。

55



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
9

0
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

利
用

者
の

家
族

側
湾

症
の

装
具

(T
L
S

O
)

そ
の

他
(側

湾
症

)
装

具
本

体
内

側
の

パ
ッ

ド
に

つ
い

て
要

望
で

す
。

装
具

本
体

と
接

着
剤

で
固

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

か
何

か
で

固
定

す
る

様
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

(マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
等

を
接

着
剤

で
装

具
本

体
に

く
っ

つ
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

あ
と

も
う

一
方

の
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

を
パ

ッ
ド

の
裏

側
に

く
っ

つ
け

て
お

く
)

要
す

る
に

パ
ッ

ド
を

着
脱

式
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

パ
ッ

ド
は

厚
み

や
大

き
さ

を
微

調
整

し
な

が
ら

作
っ

て
も

ら
う

の
で

、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

少
し

で
も

快
適

に
装

具
を

着
用

で
き

る
様

、
ど

う
ぞ

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。

2
9

1
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

オ
ム

ロ
ン

補
聴

器
　

Ａ
－

４
，

　
Ａ

－
５

聴
覚

障
害

者
用

こ
れ

は
医

療
機

器
で

し
ょ

う
か

、
そ

れ
と

も
集

音
器

で
し

ょ
う

か
？

幼
年

時
中

耳
炎

で
右

の
神

経
が

麻
痺

し
て

聞
こ

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
し

た
が

っ
て

今
は

左
耳

だ
け

で
補

聴
器

(オ
ム

ロ
ン

）
を

つ
け

て
い

ま
す

が
神

経
が

だ
め

に
な

っ
た

右
の

耳
に

つ
け

る
補

聴
器

は
無

い
で

し
ょ

う
か

？
御

回
答

お
願

い
し

ま
す

。

2
9

2
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

低
価

格
で

コ
ン

パ
ク

ト
な

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
理

想
の

補
聴

器
は

、
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
も

の
で

あ
る

が
、

現
状

は
小

型
化

す
る

と
コ

ス
ト

が
高

く
な

る
。

こ
の

ジ
レ

ン
マ

を
解

消
で

き
れ

ば
い

い
と

思
う

。

2
9

3
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

補
聴

器
の

電
池

の
寿

命
聴

覚
障

害
者

用
機

種
に

よ
っ

て
電

池
の

寿
命

は
異

な
り

ま
す

が
、

現
在

使
用

し
て

い
る

の
は

２
週

間
ぐ

ら
い

し
か

も
ち

ま
せ

ん
。

会
社

の
会

議
な

ど
、

大
事

な
場

面
で

補
聴

器
の

電
池

が
切

れ
て

し
ま

う
と

困
る

の
で

、
太

陽
電

池
を

利
用

し
た

補
聴

器
が

普
及

す
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

電
池

の
替

え
を

常
に

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
ソ

ー
ラ

ー
や

、
携

帯
電

話
の

よ
う

に
特

定
の

場
所

に
置

い
て

お
く

だ
け

で
充

電
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

2
9

4
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

ハ
ウ

リ
ン

グ
し

て
い

る
こ

と
が

見
て

わ
か

る
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
用

補
聴

器
を

耳
か

ら
外

し
て

い
る

と
き

に
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

て
も

、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。

2
9

5
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

（
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

な
ど

）
の

普
及

聴
覚

障
害

者
用

各
自

治
体

の
「

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

新
設

の
大

型
公

共
施

設
の

み
が

対
象

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
は

安
定

し
て

、
音

を
耳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

な
の

で
、

使
用

環
境

の
拡

大
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。

例
え

ば
、

自
動

車
を

運
転

し
て

い
る

場
合

は
、

車
内

に
い

る
全

員
が

正
面

を
向

い
て

い
る

こ
と

、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

車
載

用
の

磁
気

ル
ー

プ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

ま
た

、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（

院
内

感
染

を
防

ぐ
た

め
外

せ
な

い
）

の
で

、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
施

設
で

は
磁

気
ル

ー
プ

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

2
9

6
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

視
覚

ア
ラ

ー
ム

付
き

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
補

聴
器

を
は

ず
し

て
い

る
と

き
は

、
音

が
し

て
も

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
電

池
が

な
く

な
っ

た
と

き
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

と
き

そ
れ

ぞ
れ

見
て

分
か

る
L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。

2
9

7
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
海

外
の

も
の

が
だ

ん
だ

ん
強

く
な

り
日

本
の

も
の

は
コ

ス
ト

が
高

い
。

も
う

少
し

日
本

の
や

つ
の

コ
ス

ト
を

下
げ

て
ほ

し
い

。

2
9

8
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
の

カ
フ

肢
体

障
害

者
用

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
は

衣
服

に
よ

り
太

い
も

の
と

細
い

も
の

が
あ

る
が

、
カ

フ
だ

け
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
寸

法
を

自
由

に
発

注
で

き
る

物
が

欲
し

い
。

取
り

外
し

可
能

な
カ

フ
だ

け
な

の
で

、
杖

の
メ

ー
カ

ー
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

と
思

う
が

現
在

は
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

細
い

も
の

し
か

な
い

よ
う

だ
。

2
9

9
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
医

療
専

門
職

【
要

望
】

片
脚

歩
行

器
（

サ
イ

ド
ケ

イ
ン

）
の

改
良

肢
体

障
害

者
用

　
理

学
療

法
士

で
す

。
重

度
の

片
麻

痺
患

者
さ

ま
の

歩
行

練
習

を
行

う
際

、
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）

を
用

い
る

こ
と

が
多

々
あ

り
ま

す
。

そ
の

際
、

持
ち

上
げ

動
作

が
不

要
で

且
つ

体
重

を
か

け
る

と
ブ

レ
ー

キ
の

か
か

る
も

の
が

あ
る

と
練

習
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
と

以
前

か
ら

感
じ

て
い

ま
し

た
。

四
輪

歩
行

器
や

二
輪

歩
行

器
に

は
そ

の
よ

う
な

機
能

の
も

の
が

あ
る

の
に

、
な

ぜ
、

片
脚

歩
行

器
は

、
昔

か
ら

ゴ
ム

の
も

の
し

か
な

い
の

だ
ろ

う
と

不
思

議
で

す
。

高
齢

に
な

る
と

腕
の

筋
力

も
低

下
し

ま
す

し
、

認
知

面
の

障
害

を
伴

う
と

杖
の

操
作

が
難

し
い

方
も

多
い

で
す

。
　

そ
の

よ
う

な
製

品
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
も

し
、

無
い

の
で

し
た

ら
ど

な
た

か
作

っ
て

い
た

だ
け

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

3
0

0
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

(個
人

事
業

者
)

角
度

計
つ

き
車

い
す

の
提

案
（

取
り

付
け

用
）

そ
の

他
以

前
尋

ね
ら

れ
て

い
た

方
が

お
見

え
に

な
ら

れ
ま

し
た

の
で

、
当

社
別

顧
客

で
作

っ
た

も
の

の
簡

易
版

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
簡

易
仕

様
で

は
あ

り
ま

す
が

、
写

真
の

様
な

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
取

り
付

け
は

マ
グ

ネ
ッ

ト
式

（
磁

力
式

）
・

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
式

（
布

部
用

）
と

な
り

ま
す

。
ご

参
考

ま
で

。
当

方
は

愛
知

県
は

西
三

河
、

碧
南

で
設

備
製

缶
業

を
営

ん
で

お
り

ま
す

、
株

式
会

社
伸

交
の

村
山

と
申

し
ま

す
。

3
年

前
に

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

資
格

を
習

得
し

、
鉄

物
（

鉄
・

ス
テ

ン
レ

ス
・

ア
ル

ミ
)を

使
っ

た
福

祉
に

提
案

出
来

る
製

品
を

と
試

行
錯

誤
し

て
お

り
ま

す
。

現
在

は
市

民
病

院
の

機
器

修
理

、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら
の

手
す

り
・

屋
外

で
の

ス
ロ

ー
プ

加
工

）
を

手
掛

け
て

お
り

、
ま

だ
ま

だ
日

が
浅

く
試

行
錯

誤
で

頑
張

っ
て

お
り

ま
す

。
既

存
で

は
施

工
出

来
な

い
・

し
づ

ら
い

設
備

を
、

設
備

製
缶

業
か

ら
の

視
点

で
提

案
・

施
工

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
毎

日
が

勉
強

で
す

。
皆

様
か

ら
の

宿
題

を
基

に
多

く
の

方
々

へ
笑

顔
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

何
か

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ど
う

ぞ
機

会
を

与
え

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
0

1
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
流

通
メ

ー
カ

車
椅

子
用

段
差

解
消

器
・

車
椅

子
用

キ
ャ

リ
ヤ

ー
ア

ー
ム

肢
体

障
害

者
用

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
車

椅
子

に
よ

る
行

動
範

囲
を

広
め

、
介

助
者

の
負

担
が

軽
減

で
き

る
車

椅
子

に
装

着
す

る
段

差
解

消
リ

フ
ト

ア
ー

ム
を

販
売

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
で

進
行

中
に

段
差

ま
た

は
溝

に
さ

し
か

か
る

と
、

リ
フ

ト
ア

ー
ム

の
先

端
が

段
差

ま
た

は
溝

の
角

に
当

た
り

ま
す

。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、

介
助

者
な

し
の

場
合

、
3

0
~6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/m
程

度
と

な
り

、
未

装
着

の
場

合
と

比
べ

大
幅

に
推

力
を

軽
減

で
き

ま
す

。
【

特
許

取
得

済
み

車
椅

子
用

キ
ャ

リ
ヤ

ー
ア

ー
ム

「
へ

る
ぱ

む
】

車
椅

子
の

全
部

フ
レ

ー
ム

に
装

着
す

る
こ

と
に

よ
り

従
来

の
後

方
の

ハ
ン

ド
ル

と
同

時
に

2
名

の
介

助
者

で
車

椅
子

自
体

を
持

ち
上

げ
る

こ
と

が
で

き
階

段
や

大
き

な
障

害
物

で
も

通
過

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

3
0

2
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
そ

の
他

(認
知

面
低

下
)

車
椅

子
ブ

レ
ー

キ
の

か
け

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ
だ

が
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

の
あ

げ
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

自
動

ブ
レ

ー
キ

の
よ

う
な

対
策

が
あ

れ
ば

・
・

・

3
0

3
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

左
右

で
パ

ワ
ー

の
調

整
の

で
き

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

路
面

が
傾

斜
し

て
い

る
場

合
、

車
椅

子
が

流
れ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

パ
ワ

ー
調

整
で

き
る

車
椅

子
が

で
き

る
と

直
進

が
楽

で
す

。

3
0

4
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

ご
要

望
・

ア
イ

デ
ア

を
具

体
的

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
べ

ッ
ド

か
ら

ト
イ

レ
に

移
送

す
る

た
め

、
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

る
患

者
と

介
助

者
の

移
送

状
態

を
見

る
と

大
変

苦
労

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
私

は
こ

の
現

実
を

改
善

す
る

為
、

車
椅

子
座

席
に

Ｕ
字

形
空

洞
を

設
け

、
そ

の
空

洞
溝

に
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
を

挿
入

し
て

患
者

が
車

椅
子

に
乗

車
の

ま
ま

、
洋

式
ト

イ
レ

使
用

同
様

に
独

自
排

泄
が

で
き

る
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

を
考

案
、

実
用

新
案

第
３

１
８

４
３

９
３

号
を

登
録

し
て

、
商

品
開

発
に

成
功

し
ま

し
た

。
従

来
の

車
椅

子
に

新
し

く
ト

イ
レ

機
能

を
付

設
す

る
と

、
介

護
保

険
法

で
は

、
特

定
福

祉
用

具
と

認
定

さ
れ

、
患

者
購

入
費

用
の

９
０

％
が

介
護

保
険

か
ら

払
い

戻
し

給
付

さ
れ

る
よ

う
で

す
。

患
者

が
ト

イ
レ

付
車

椅
子

１
台

、
９

５
０

０
０

円
を

購
入

す
る

と
、

９
５

０
０

円
、

１
割

負
担

で
購

入
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
更

に
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

し
て

外
出

し
た

場
合

、
障

害
者

用
ト

イ
レ

を
探

す
必

要
な

く
、

一
般

ト
イ

レ
内

で
十

分
排

泄
す

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
ま

た
断

水
停

電
の

災
害

避
難

所
(体

育
館

)に
避

難
し

た
場

合
も

、
患

者
は

車
椅

子
乗

車
の

ま
ま

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
障

害
者

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
、

新
し

い
ト

イ
レ

付
車

椅
子

を
使

用
す

る
こ

と
で

簡
単

に
解

決
し

ま
す

。
そ

の
他

居
宅

患
者

が
介

助
者

不
在

中
で

も
独

自
ト

イ
レ

が
出

来
る

為
、

ト
イ

レ
付

車
椅

子
使

用
は

障
害

者
、

高
齢

者
の

自
立

支
援

に
大

き
く

貢
献

し
ま

す
。

こ
の

新
し

い
、

車
椅

子
用

ポ
リ

袋
(携

帯
ト

イ
レ

)が
使

用
で

き
る

車
椅

子
の

普
及

こ
そ

、
介

護
福

祉
事

業
に

大
き

く
寄

与
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

更
に

本
考

案
、

車
椅

子
用

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

は
障

害
者

作
業

施
設

で
障

害
者

の
皆

さ
ん

が
製

造
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
協

力
下

さ
い

。
尚

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
つ

い
て

詳
し

く
は

カ
タ

ロ
グ

を
請

求
下

さ
い

。

3
0

5
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

の
排

泄
介

護
、

経
済

性

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

結
論

か
ら

先
に

言
え

ば
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
使

用
す

る
と

排
泄

処
理

経
費

が
1

回
1

0
円

で
済

み
ま

す
。

紙
お

む
つ

、
紙

パ
ン

テ
ィ

、
使

い
捨

て
携

帯
ト

イ
レ

等
を

使
用

す
る

と
安

く
て

も
1

回
、

５
０

円
～

１
０

０
円

以
上

、
か

か
り

ま
す

。
更

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
、

オ
マ

ル
等

を
使

用
す

れ
ば

消
耗

費
は

０
で

す
が

、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。
で

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

が
何

故
、

格
安

に
排

泄
処

理
が

出
来

る
の

で
し

ょ
う

。
そ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
Ｕ

パ
ッ

ク
、

白
色

ポ
リ

袋
は

コ
ー

ナ
ン

で
1

0
0

枚
セ

ッ
ト

７
０

０
円

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。

実
は

楕
円

形
ド

ー
ナ

ツ
型

樹
脂

枠
を

ポ
リ

袋
内

に
入

れ
て

便
器

状
に

形
成

さ
せ

ま
す

。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。

次
に

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

を
約

3
ｍ

、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、

こ
れ

は
尿

液
を

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

が
吸

収
し

て
排

泄
物

を
固

形
化

す
る

為
で

す
。

レ
ジ

袋
、

7
円

＋
ペ

ー
パ

3
円

で
合

計
1

0
円

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

便
器

が
出

来
あ

が
り

ま
す

。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1

0
円

と
な

る
わ

け
で

す
。

現
実

に
私

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、

介
助

者
の

皆
さ

ん
、

参
考

に
し

て
下

さ
い

。
以

上

3
0

6
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
福

祉
専

門
職

特
例

　
電

動
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

特
例

で
県

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

出
し

て
も

ら
っ

た
車

椅
子

な
の

で
す

が
・

・
・

特
例

と
い

う
か

ら
に

は
品

物
も

そ
れ

な
り

に
し

ま
す

し
、

何
よ

り
維

持
費

も
金

額
が

張
る

の
に

そ
れ

に
対

し
て

の
補

助
金

制
度

が
全

く
な

い
と

い
う

の
は

お
か

し
い

と
思

い
ま

す
。

少
し

だ
け

修
理

を
し

て
も

、
す

ぐ
何

万
と

い
う

お
金

は
飛

び
ま

す
し

・
・

・
特

例
だ

か
ら

標
準

枠
で

は
付

い
て

な
い

装
備

も
あ

る
の

に
ど

う
し

て
そ

れ
ら

が
認

め
ら

れ
な

い
の

か
が

不
思

議
に

な
り

ま
す

・
・

。
特

例
だ

か
ら

修
理

し
た

り
も

金
額

は
あ

る
し

、
修

理
部

品
に

も
違

い
は

あ
る

し
ど

う
し

て
、

車
い

す
修

理
や

電
動

車
い

す
の

修
理

単
価

は
決

ま
っ

て
い

る
の

に
・

・
特

例
補

装
具

の
修

理
単

価
は

考
え

て
も

ら
え

な
い

の
で

し
ょ

う
か

・
・

・
？

3
0

7
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ト

イ
レ

内
寄

り
か

か
り

バ
ー

肢
体

障
害

者
用

介
護

士
で

す
。

要
望

と
い

う
か

、
ア

イ
デ

ア
で

す
。

片
マ

ヒ
の

高
齢

者
が

ト
イ

レ
内

で
ズ

ボ
ン

の
上

げ
お

ろ
し

を
自

分
で

さ
れ

る
際

、
ト

イ
レ

内
の

縦
手

す
り

に
よ

り
か

か
る

こ
と

で
介

助
が

な
く

て
も

自
立

で
行

え
る

ケ
ー

ス
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。

そ
れ

で
あ

れ
ば

、
い

っ
そ

の
こ

と
、

始
め

か
ら

、
縦

手
す

り
に

寄
り

か
か

る
機

能
を

付
随

さ
せ

る
と

ト
イ

レ
が

自
立

可
能

に
な

る
障

害
者

の
方

は
多

い
と

思
い

ま
す

。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、

つ
か

む
機

能
し

か
な

く
、

寄
り

か
か

る
に

は
不

便
だ

か
ら

で
す

。
ま

た
片

マ
ヒ

の
方

が
ズ

ボ
ン

上
げ

お
ろ

し
で

手
す

り
か

ら
一

瞬
手

を
離

す
の

は
危

険
で

す
。

（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。

3
0

8
H

2
5

新
製

品
や

技
術

排
泄

排
泄

関
連

用
具

自
動

排
泄

処
理

装
置

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

株
式

会
社

ス
マ

イ
ル

介
護

機
器

で
す

。
こ

の
度

弊
社

製
品

、
自

動
排

泄
処

理
装

置
『

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

（
あ

ん
し

ん
）

』
を

無
料

で
お

た
め

し
い

た
だ

け
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
致

し
ま

し
た

の
で

、
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。

【
操

作
は

か
ん

た
ん

、
に

お
わ

な
い

】
便

・
尿

と
も

安
全

か
つ

自
動

で
処

理
で

き
る

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

は
、

汚
物

の
吸

引
か

ら
温

水
に

よ
る

洗
浄

、
消

臭
、

温
風

乾
燥

・
定

期
的

な
微

風
乾

燥
ま

で
、

完
全

に
自

動
で

運
転

し
ま

す
。

【
自

動
排

泄
処

理
装

置
、

無
料

で
１

泊
お

た
め

し
】

実
際

に
使

っ
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

利
便

性
・

効
果

を
無

料
で

ご
実

感
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
ず

は
、

お
気

軽
に

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

を
お

試
し

く
だ

さ
い

！

3
0

9
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

個
室

ト
イ

レ
専

用
自

動
照

明
シ

ス
テ

ム
そ

の
他

(高
齢

者
一

般
)

ト
イ

レ
の

ド
ア

を
開

け
る

と
ラ

ン
プ

が
つ

き
、

中
に

い
る

間
は

一
般

の
セ

ン
サ

ー
式

と
違

っ
て

絶
対

に
消

え
ま

せ
ん

。
出

て
き

て
ド

ア
を

閉
め

る
と

自
動

的
に

消
え

ま
す

。
さ

ら
に

ド
ア

開
け

っ
ぱ

な
し

の
時

、
1

分
後

に
点

滅
し

て
警

告
後

自
動

的
に

消
灯

し
ま

す
。

ま
た

、
ト

イ
レ

内
に

3
0

分
以

上
い

る
と

、
異

常
事

態
発

生
と

判
断

し
て

点
滅

後
消

灯
し

ま
す

。
後

者
の

場
合

、
ま

た
は

1
日

に
一

度
も

ト
イ

レ
の

使
用

が
な

か
っ

た
場

合
は

、
オ

プ
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

追
加

で
、

遠
隔

地
に

電
話

な
ど

で
通

報
で

き
ま

す
。

　
手

動
で

ト
イ

レ
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

り
切

り
し

て
も

普
通

に
作

動
し

ま
す

。
(特

許
出

願
済

み
）
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
1

0
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

計
量

部
を

分
離

で
き

る
体

重
計

肢
体

障
害

者
用

計
量

部
を

4
つ

に
分

離
で

き
る

体
重

計
。

分
離

し
た

状
態

で
車

椅
子

と
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

が
、

結
合

し
た

状
態

で
一

般
の

方
が

計
量

で
き

る
コ

ン
パ

ク
ト

な
体

重
計

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
計

量
部

１
つ

の
大

き
さ

は
、

例
え

ば
縦

×
横

×
高

さ
（

2
0

0
m

m
以

内
×

2
5

0
m

m
以

内
×

2
5

m
m

以
内

）
、

角
切

り
な

ど
に

よ
り

車
椅

子
が

移
乗

し
や

す
く

す
る

方
法

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

普
段

一
般

利
用

が
多

い
場

合
は

、
結

合
し

た
状

態
で

カ
バ

ー
や

ケ
ー

ス
で

囲
ん

だ
ま

ま
使

用
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、

大
き

す
ぎ

て
高

価
で

頻
繁

に
使

用
し

な
い

の
で

、
施

設
以

外
、

あ
ま

り
見

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
自

身
、

車
椅

子
使

用
者

で
す

が
最

近
体

重
を

は
か

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。

3
1

1
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

そ
の

他
(要

介
護

２
級

以
上

の
方

々
)

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
昨

年
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
販

売
を

手
が

け
て

お
り

、
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

認
知

症
の

方
の

徘
徊

や
、

身
体

の
不

自
由

な
方

な
ど

に
動

き
が

あ
っ

た
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
、

介
護

ヘ
ル

パ
ー

・
介

護
事

業
所

・
ご

家
族

の
方

が
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

で
離

れ
た

場
所

か
ら

で
も

確
認

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
、

弊
社

は
地

域
密

着
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

普
及

に
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

要
介

護
２

級
以

上
に

当
た

る
、

認
知

症
徘

徊
感

知
器

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
た

め
、

介
護

保
険

適
用

に
な

れ
ば

要
介

護
者

の
方

や
ご

家
族

の
方

の
負

担
も

少
な

く
な

る
の

で
は

と
考

え
、

厚
生

労
働

省
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

「
同

等
の

機
能

で
あ

る
な

ら
、

介
護

保
険

適
用

に
な

り
ま

す
。

」
と

い
う

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
で

す
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
動

体
検

知
機

能
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、

自
宅

で
訪

問
介

護
を

受
け

て
い

る
要

介
護

者
の

方
な

ど
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

設
備

が
な

く
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
を

使
用

す
る

に
も

、
月

々
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

費
用

が
非

常
に

負
担

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

弊
社

の
ア

イ
デ

ア
と

し
て

、
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

を
合

わ
せ

て
、

２
級

以
上

の
要

介
護

者
の

介
護

保
険

適
用

に
な

ら
な

い
か

と
考

え
、

問
い

合
わ

せ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
合

わ
せ

て
レ

ン
タ

ル
で

き
れ

ば
、

利
用

者
の

負
担

も
軽

く
な

り
ま

す
し

、
訪

問
介

護
を

行
っ

て
い

る
介

護
事

業
所

な
ど

は
、

訪
問

日
以

外
で

も
パ

ソ
コ

ン
を

通
じ

確
認

で
き

ま
す

し
、

要
介

護
者

と
同

居
す

る
ご

家
族

の
方

も
、

買
い

物
な

ど
に

に
出

か
け

る
際

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
あ

れ
ば

映
像

で
確

認
で

き
ま

す
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
な

く
、

通
常

の
携

帯
電

話
で

あ
っ

て
も

、
動

き
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

に
転

送
さ

れ
て

き
ま

す
。

（
メ

ー
ル

の
送

り
先

は
最

大
４

件
ま

で
可

能
）

レ
ン

タ
ル

費
用

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
月

々
４

，
０

０
０

円
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

月
々

平
均

３
，

０
０

０
円

程
に

な
り

ま
す

が
、

介
護

保
険

適
用

で
１

割
負

担
に

な
れ

ば
、

７
０

０
円

程
度

の
負

担
で

済
み

ま
す

。
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

月
額

は
、

通
信

会
社

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

）
要

介
護

者
の

安
全

管
理

は
も

と
よ

り
、

介
護

士
の

行
き

過
ぎ

た
介

護
の

抑
制

や
防

犯
に

も
つ

な
が

り
ま

す
し

、
ご

家
族

の
方

の
精

神
的

な
不

安
の

軽
減

に
も

な
る

こ
と

と
思

わ
れ

ま
す

。
ご

返
答

の
ほ

ど
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
な

お
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

仕
様

書
が

添
付

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。

3
1

2
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

サ
ポ

ー
タ

ー
)

歩
行

補
助

装
具

肢
体

障
害

者
用

初
め

ま
し

て
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
の

事
務

局
の

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
お

り
ま

す
、

下
沖

和
幸

と
い

い
ま

す
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.1

2
3

k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.jp
/

オ
ス

マ
ン

・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

　
h

tt
p

:/
/1

2
3

k
h

o
n

.c
o
m

/　
が

福
祉

に
関

心
を

持
ち

活
動

を
し

て
い

る
こ

と
は

、
ご

存
知

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

「
け

あ
サ

ポ
」

に
掲

載
し

た
コ

メ
ン

ト
に

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

書
い

て
い

ま
す

。
「

ボ
ク

が
子

ど
も

の
と

き
は

サ
ッ

カ
ー

少
年

だ
っ

た
。

で
も

高
校

生
の

と
き

に
右

足
を

大
ケ

ガ
し

て
、

な
か

な
か

治
ら

な
か

っ
た

。
ギ

ニ
ア

は
医

療
が

ま
だ

ま
だ

だ
か

ら
、

足
が

悪
い

ま
ま

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
」

来
日

し
て

4
0

年
、

6
4

歳
に

な
っ

た
サ

ン
コ

ン
さ

ん
は

、
2

級
ヘ

ル
パ

ー
の

資
格

も
取

得
し

、
現

在
も

福
祉

を
題

材
に

し
た

講
演

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
ん

な
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
が

最
近

悲
鳴

を
上

げ
て

い
ま

す
。

高
校

以
来

右
の

足
の

足
首

か
ら

内
側

に
曲

が
っ

た
ま

ま
、

ま
と

も
に

地
面

を
踏

み
し

め
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て

い
ま

す
。

当
然

靴
も

履
け

ま
せ

ん
。

大
き

め
の

サ
ン

ダ
ル

な
ど

を
加

工
し

て
足

カ
バ

ー
み

た
い

に
保

護
し

て
い

る
だ

け
で

す
。

タ
レ

ン
ト

活
動

の
中

で
当

然
歩

か
な

い
と

い
け

な
い

仕
事

で
は

、
痛

み
を

こ
ら

え
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

虫
の

い
い

相
談

で
す

が
、

こ
の

サ
ン

コ
ン

さ
ん

に
足

に
装

着
し

て
痛

み
無

く
歩

け
る

補
助

装
具

を
開

発
し

て
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

く
れ

る
心

広
き

、
協

会
会

員
さ

ま
は

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

で
し

ょ
う

か
?

ま
だ

ま
だ

福
祉

の
た

め
に

意
欲

的
な

活
動

を
続

け
て

い
た

だ
き

た
く

、
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
本

人
の

事
務

所
の

許
可

を
得

て
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

な
に

と
ぞ

日
本

で
頑

張
る

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

を
す

く
っ

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

　
サ

ポ
ー

タ
ー

　
下

沖
和

幸

3
1

3
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

そ
の

他
(要

介
護

２
級

以
上

で
身

体
の

不
自

由
な

方
)

先
日

、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（

株
）

り
が

ー
ど

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
か

ら
ま

だ
日

は
浅

い
で

す
が

、
何

か
進

展
は

あ
り

ま
し

た
で

し
ょ

う
か

？
販

売
会

社
を

通
じ

介
護

事
業

所
な

ど
か

ら
、

「
身

体
の

不
自

由
な

方
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
の

不
安

が
少

し
で

も
解

消
さ

れ
る

の
で

、
承

認
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

」
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

お
り

ま
す

。
是

非
と

も
ご

検
討

い
た

だ
き

、
良

い
ご

返
答

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

3
1

4
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

動
体

検
知

機
能

付
き

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
そ

の
他

(要
介

護
２

級
以

上
で

身
体

の
不

自
由

な
方

)

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
再

三
の

確
認

で
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
通

信
費

を
、

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

検
討

中
、

も
し

く
は

、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

3
1

5
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

光
っ

て
知

ら
せ

る
体

温
計

聴
覚

障
害

者
用

バ
イ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
る

体
温

計
は

あ
り

ま
す

が
、

聴
覚

障
害

者
の

親
が

、
子

供
の

体
温

を
測

る
場

合
は

、
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、

光
で

も
知

ら
せ

て
く

れ
る

体
温

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

3
1

6
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
用

具
選

択
に

関
す

る
指

針
（

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

）

法
人

内
に

て
、

福
祉

用
具

利
用

を
推

進
し

よ
う

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
た

く
思

っ
て

い
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・

文
献

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

○
○

な
人

に
対

し
て

は
リ

フ
ト

を
使

用
す

る
。

○
○

な
人

に
対

し
て

は
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

使
用

す
る

。
と

い
っ

た
感

じ
の

情
報

だ
と

う
れ

し
い

で
す

。

58



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
1

7
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

【
要

望
】

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

そ
の

他
(内

部
疾

患
者

用
)

東
京

都
で

実
施

さ
れ

て
い

る
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

す
。

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

、
妊

婦
な

ど
を

持
っ

て
い

る
方

に
優

先
席

使
用

の
理

解
や

困
っ

て
い

る
時

の
手

伝
い

を
求

め
る

も
の

で
す

。
わ

た
し

は
線

維
筋

痛
症

を
患

っ
て

お
り

、
見

た
目

は
健

康
に

見
え

ま
す

が
優

先
席

を
使

用
し

た
い

場
合

が
多

い
の

で
、

使
っ

て
い

ま
す

が
、

東
京

都
の

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

は
マ

ー
ク

だ
け

な
の

で
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

の
よ

う
に

よ
っ

ぽ
ど

認
知

度
が

高
く

な
ら

な
い

限
り

あ
ま

り
役

に
は

た
っ

て
い

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
わ

た
し

は
自

作
で

シ
ー

ル
を

作
り

裏
面

に
「

私
は

内
部

疾
患

者
（

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

）
で

す
。

優
先

席
の

使
用

を
ご

理
解

願
い

ま
す

」
と

い
う

文
章

を
貼

り
付

け
て

使
用

し
て

い
ま

す
。

健
康

な
方

に
は

マ
ー

ク
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
大

き
く

文
字

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
内

部
疾

患
者

と
わ

か
る

よ
う

に
改

良
し

、
国

を
あ

げ
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
ら

え
れ

ば
全

国
の

内
部

疾
患

者
の

大
き

な
助

け
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

現
在

東
京

都
で

作
成

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
全

国
で

使
え

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

3
1

8
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

ベ
ッ

ド
：

臀
部

と
大

腿
の

境
の

目
印

そ
の

他
(介

護
者

・
医

療
職

の
た

め
)

ベ
ッ

ド
ア

ッ
プ

を
す

る
と

き
、

ベ
ッ

ド
の

ど
こ

か
ら

お
れ

る
か

確
認

し
に

く
い

た
め

、
矢

印
等

で
目

立
た

せ
る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の

3
1

9
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(障
害

体
験

者
)

肢
体

不
自

由
人

の
浴

室
椅

子
肢

体
障

害
者

用
当

考
案

は
自

分
が

ア
キ

レ
ス

腱
断

裂
し

た
時

、
ギ

ブ
ス

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

を
巻

き
つ

け
て

水
養

生
し

て
シ

ャ
ワ

ー
を

浴
び

る
際

に
イ

ス
に

腰
掛

た
ま

ま
で

、
陰

部
等

洗
浄

す
る

為
に

考
案

し
た

浴
室

用
イ

ス
で

有
る

、
障

害
の

程
度

に
よ

り
イ

ス
の

高
さ

は
別

と
し

て
、

座
面

は
十

文
字

に
凹

ま
せ

て
有

り
、

ど
の

方
向

か
ら

で
も

浴
室

に
備

え
設

置
し

て
あ

る
一

般
的

な
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

の
噴

出
口

を
上

向
き

に
置

く
事

の
可

能
な

幅
、

深
さ

の
凹

み
が

確
保

さ
れ

た
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
、

当
イ

ス
に

座
っ

た
ま

ま
で

凹
み

を
利

用
し

て
、

手
及

び
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

等
で

洗
浄

す
る

事
の

可
能

の
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
特

許
庁

に
登

録
済

で
す

是
非

製
品

化
及

び
販

売
の

方
を

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す

3
2

0
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ス

ロ
ー

プ
の

幅
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

増
や

し
た

い

そ
の

他
(全

般
)

家
の

段
差

の
ご

く
わ

ず
か

な
も

の
（

1
0

ｃ
ｍ

～
1

5
ｃ

ｍ
）

と
か

の
ス

ロ
ー

プ
に

つ
い

て
、

幅
広

い
範

囲
の

充
実

し
た

商
品

が
あ

る
と

う
れ

し
い

。

3
2

1
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

義
足

利
用

者
向

け
の

靴
下

や
サ

ポ
ー

タ
ー

肢
体

障
害

者
用

片
側

だ
け

売
っ

て
く

れ
る

靴
下

、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る

3
2

2
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

障
害

目
印

な
る

バ
ッ

チ
な

ど
そ

の
他

私
は

障
害

者
み

み
え

な
く

外
出

先
こ

ま
り

ま
す

。
知

的
と

精
神

か
ら

で
普

通
み

え
電

車
、

バ
ス

で
も

席
を

よ
ず

ら
れ

る
こ

と
な

く
困

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

な
に

か
体

に
つ

け
れ

て
認

知
さ

れ
る

よ
う

な
も

の
ほ

し
い

で
す

3
2

3
H

2
5

新
製

品
や

技
術

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 そ
の

他
(場

面
)お

む
つ

い
じ

り
防

止

そ
の

他
着

る
人

に
や

さ
し

く
、

介
護

に
も

や
さ

し
い

介
護

用
下

着

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・

お
む

つ
い

じ
り

や
弄

便
等

の
症

状
）

を
身

体
拘

束
や

、
運

動
・

行
動

を
制

限
せ

ず
に

、
防

止
す

る
事

を
目

的
に

介
護

用
下

着
を

開
発

し
ま

し
た

。

2
0

0
9

年
に

特
許

（
特

許
第

4
4

1
0

2
8

8
号

）
を

取
得

し
、

商
品

化
し

ま
し

た
。

特
許

情
報

は
「

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/p

lid
b

.in
p

it
.g

o
.jp

/
p

ld
b

/h
tm

l/
H

T
M

L
.L

/2
0

1
0

/
0

0
3

/L
2

0
1

0
0

0
3

5
1

9
.h

tm
l

現
在

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

個
人

向
け

通
信

販
売

を
し

て
い

ま
す

。
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

や
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

在
宅

ケ
ア

、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、

大
変

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

関
心

の
あ

る
方

、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

3
2

4
H

2
5

新
製

品
や

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
昨

年
、

某
自

動
車

会
社

を
定

年
退

職
し

、
長

年
考

え
て

い
た

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
製

造
販

売
の

個
人

事
業

を
始

め
た

者
で

す
。

最
低

限
の

機
能

追
加

と
最

小
限

の
費

用
追

加
で

車
い

す
の

方
が

車
を

運
転

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

言
う

想
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

手
で

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

で
き

る
と

い
う

最
低

限
の

機
能

し
か

な
い

手
動

運
転

装
置

で
す

が
、

車
の

改
造

が
不

要
で

取
り

付
け

、
取

り
外

し
も

2
～

3
分

。
操

作
は

車
固

定
式

の
手

動
運

転
装

置
と

同
じ

、
押

し
て

ブ
レ

ー
キ

、
引

い
て

ア
ク

セ
ル

と
い

う
操

作
で

す
か

ら
違

和
感

な
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

と
確

信
し

て
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

見
て

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

サ
イ

ト
は

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.q
u

ic
k
-o

n
e
.b

iz
で

す
。

3
2

5
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
火

災
を

感
知

し
て

振
動

す
る

枕
聴

覚
障

害
者

用
就

寝
中

に
火

災
が

発
生

し
て

火
災

報
知

機
が

作
動

し
て

も
、

非
常

ベ
ル

の
音

が
聴

こ
え

な
い

の
で

、
火

災
報

知
機

と
枕

が
連

動
し

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

枕
の

下
に

潜
り

込
ま

せ
、

火
災

が
発

生
す

る
と

振
動

す
る

商
品

を
以

前
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

寝
て

い
る

間
に

枕
か

ら
ず

れ
て

し
ま

っ
て

全
く

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

ま
た

、
防

災
の

た
め

と
は

い
え

、
毎

日
火

災
だ

け
の

た
め

に
枕

の
下

に
機

器
を

入
れ

る
の

は
煩

わ
し

い
で

す
。

生
活

す
る

上
で

必
要

不
可

欠
な

も
の

に
機

能
を

備
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

3
2

6
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
聴

覚
障

害
者

の
た

め
の

危
険

を
知

ら
せ

る
た

め
の

機
器

聴
覚

障
害

者
用

道
を

歩
い

て
い

る
と

、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、

緊
急

車
両

の
サ

イ
レ

ン
、

車
の

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

が
聞

こ
え

ず
に

危
険

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

何
ら

か
の

方
法

で
、

サ
イ

レ
ン

や
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
等

の
音

を
検

知
し

、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

利
用

し
て

緊
急

車
両

な
ど

の
位

置
を

把
握

で
き

る
と

危
険

の
回

避
に

つ
な

が
る

。

59



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
2

7
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
キ

ッ
チ

ン
で

前
後

座
右

に
動

け
る

小
回

り
可

能
な

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

肢
体

障
害

者
用

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、

室
内

で
は

サ
ン

ダ
ル

利
用

を
し

て
い

る
、

６
４

歳
の

ポ
ス

ト
ポ

リ
オ

症
候

群
の

女
性

で
す

。
現

在
は

、
D

ｒ
　

P
T

 装
具

士
の

方
々

の
ア

ド
バ

イ
ス

に
よ

り
、

少
し

で
も

体
力

低
下

を
緩

慢
に

す
る

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

主
婦

で
す

か
ら

家
事

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
は

で
き

る
限

り
歩

く
こ

と
の

で
き

る
期

間
を

長
く

し
た

い
一

念
で

す
。

家
事

の
中

で
一

番
つ

ら
い

の
が

台
所

で
の

立
ち

仕
事

で
す

。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。

で
も

、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。

右
下

肢
で

体
重

を
支

え
る

こ
と

が
多

く
、

し
か

も
踵

に
力

が
入

る
た

め
、

体
が

後
ろ

に
倒

れ
そ

う
で

不
安

定
に

な
り

ま
す

。
椅

子
に

座
っ

て
、

な
お

か
つ

キ
ッ

チ
ン

で
自

由
に

動
け

る
イ

ス
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

な
か

な
か

良
い

も
の

が
見

つ
か

り
ま

せ
ん

。
狭

い
ス

ペ
ー

ス
で

す
か

ら
、

（
流

し
台

と
テ

ー
ブ

ル
、

テ
ー

ブ
ル

と
食

器
棚

の
間

は
そ

れ
ぞ

れ
お

お
よ

そ
６

０
㎝

弱
、

キ
ッ

チ
ン

の
高

さ
8

5
㎝

、
私

の
身

長
は

1
5

8
㎝

）
キ

ッ
チ

ン
や

テ
ー

ブ
ル

を
伝

っ
た

り
、

足
で

床
を

蹴
っ

た
り

し
て

前
後

左
右

に
移

動
で

き
る

、
そ

ん
な

椅
子

を
ど

な
た

か
開

発
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
今

ま
で

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
用

具
展

示
会

な
ど

で
話

し
て

み
ま

し
た

が
、

よ
い

反
応

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

私
な

り
に

試
し

た
も

の
一

例
を

挙
げ

ま
す

。
①

　
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　

　
一

所
で

仕
事

を
す

る
に

は
便

利
で

す
。

し
か

し
キ

ッ
チ

ン
で

の
仕

事
は

左
右

へ
の

動
き

が
重

要
で

す
。

　
　

長
下

肢
装

具
を

付
け

て
い

る
た

め
立

っ
た

り
座

っ
た

り
す

る
た

び
に

膝
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

操
作

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
と

て
も

面
倒

で
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
、

こ
ん

な
感

じ
の

物
で

す
。

（
昔

5
0

0
0

円
程

で
買

い
ま

し
た

）
　

　
h

tt
p

:/
/i

te
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/k
a
g
u

c
h

/
a
s
2

4
0

/#
a
s
2

4
0

②
　

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
の

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

　
　

座
位

の
高

め
の

椅
子

は
、

安
定

性
を

保
つ

た
め

に
か

、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

座
ろ

う
と

す
る

と
軽

く
逃

げ
ら

れ
、

座
り

損
な

っ
て

こ
ろ

ぶ
こ

と
が

多
く

な
り

危
険

そ
う

で
す

。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、

下
部

直
径

が
小

さ
な

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
だ

っ
た

ら
使

え
そ

う
な

気
が

す
る

の
で

す
が

･･
･
（

素
人

判
断

？
）

3
2

8
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

補
聴

援
助

用
Ｆ

Ｍ
マ

イ
ク

（
連

携
型

）
聴

覚
障

害
者

用
補

聴
援

助
用

周
波

数
1

6
9

M
H

z
が

電
波

法
で

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

Ｆ
Ｍ

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
で

実
際

に
製

品
化

さ
れ

て
い

る
の

は
、

私
の

知
る

限
り

４
社

の
み

で
す

。
そ

れ
も

送
信

機
：

受
信

機
が

１
対

１
の

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
送

信
機

（
マ

イ
ク

）
を

複
数

同
時

に
使

え
る

メ
ー

カ
ー

は
１

社
の

み
。

難
聴

者
が

必
要

な
マ

イ
ク

は
１

本
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
会

議
な

ど
、

多
数

の
人

が
同

席
し

て
い

る
と

き
に

、
マ

イ
ク

１
本

で
は

役
に

立
ち

ま
せ

ん
。

複
数

の
マ

イ
ク

を
同

時
に

使
用

で
き

る
、

し
か

も
安

価
な

シ
ス

テ
ム

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

3
2

9
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

電
話

の
音

を
拾

い
や

す
く

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

耳
か

け
型

補
聴

器
を

つ
け

た
ま

ま
電

話
を

す
る

と
マ

イ
ク

が
上

の
方

に
あ

り
、

音
を

拾
い

づ
ら

い
。

補
聴

器
側

で
電

話
の

音
を

う
ま

く
拾

え
な

い
こ

と
も

あ
り

、
外

し
た

ほ
う

が
聴

こ
え

が
い

い
と

き
も

あ
る

。
電

話
の

時
に

音
を

拾
い

や
す

く
工

夫
さ

れ
た

補
聴

器
ま

た
は

電
話

器
が

あ
る

と
便

利
。

3
3

0
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

Ｆ
Ｍ

補
聴

器
の

マ
イ

ク
聴

覚
障

害
者

用
F
M

補
聴

シ
ス

テ
ム

は
、

基
本

的
に

マ
イ

ク
1

本
を

使
い

ま
わ

す
た

め
、

集
団

で
行

う
会

議
な

ど
で

は
ス

ム
ー

ズ
な

進
行

が
で

き
ま

せ
ん

。
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
が

最
大

1
0

本
ま

で
マ

イ
ク

の
音

を
拾

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
を

販
売

し
て

い
る

が
、

マ
イ

ク
の

単
価

が
高

い
（

1
本

3
～

4
万

円
程

度
）

た
め

、
個

人
で

揃
え

る
に

は
限

界
が

あ
り

ま
す

。
Ｆ

Ｍ
補

聴
シ

ス
テ

ム
で

同
時

に
複

数
マ

イ
ク

が
使

用
可

能
で

、
か

つ
マ

イ
ク

の
価

格
が

安
価

な
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

3
3

1
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

オ
プ

シ
ョ

ン
で

磁
気

ル
ー

プ
機

能
を

補
聴

器
に

追
加

す
る

聴
覚

障
害

者
用

磁
気

ル
ー

プ
は

効
果

が
あ

り
ま

す
が

、
補

聴
器

自
体

に
機

能
が

な
い

場
合

、
代

替
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

箱
形

の
受

信
機

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

も
そ

も
補

聴
器

は
そ

の
人

に
適

合
さ

せ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

単
に

音
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

だ
け

な
の

で
、

補
聴

器
自

体
に

磁
気

ル
ー

プ
機

能
が

な
く

て
も

、
後

付
け

で
簡

単
に

取
り

付
け

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

3
3

2
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

電
話

に
取

り
付

け
可

能
な

拡
声

器
聴

覚
障

害
者

用
電

話
の

受
話

器
に

取
り

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
拡

声
器

が
あ

り
ま

す
が

、
携

帯
電

話
の

場
合

に
は

小
さ

く
て

薄
い

の
で

、
取

り
付

け
が

困
難

で
す

。
携

帯
電

話
に

も
取

り
付

け
可

能
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

3
3

3
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

字
幕

表
示

機
能

付
き

電
話

機
聴

覚
障

害
者

用
ア

メ
リ

カ
で

字
幕

表
示

機
能

の
つ

い
た

電
話

機
が

あ
る

と
聞

き
ま

し
た

。
仕

組
み

と
し

て
は

オ
ペ

レ
ー

タ
が

介
在

し
、

話
者

の
音

声
を

文
字

に
変

換
し

、
相

手
の

電
話

機
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
す

る
仕

組
み

の
よ

う
で

す
（

た
ぶ

ん
）

そ
の

よ
う

な
仕

組
み

（
サ

ー
ビ

ス
？

）
が

あ
れ

ば
と

て
も

助
か

り
ま

す
が

、
や

は
り

介
在

な
く

、
電

話
機

が
音

声
を

認
識

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
文

字
が

表
示

さ
れ

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

3
3

4
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

認
識

ソ
フ

ト
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

用
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム
の

機
材

を
持

ち
込

め
な

い
時

に
、

iP
a
d

の
音

声
認

識
ソ

フ
ト

を
使

用
す

る
が

、
集

団
の

中
で

使
用

す
る

と
、

い
ろ

い
ろ

な
音

を
拾

っ
て

し
ま

っ
て

う
ま

く
認

識
で

き
ま

せ
ん

。
必

要
な

音
声

だ
け

を
拾

っ
て

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

よ
う

に
機

能
を

向
上

し
て

欲
し

い
で

す
。

3
3

5
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

メ
ガ

ネ
型

字
幕

表
示

機
器

聴
覚

障
害

者
用

音
声

を
変

換
す

る
端

末
を

持
ち

歩
く

の
は

手
が

塞
が

っ
て

し
ま

う
し

不
便

で
す

。
端

末
よ

り
も

、
自

分
が

向
い

た
方

向
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

表
示

し
て

く
れ

る
メ

ガ
ネ

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

3
3

6
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
行

政
銀

行
の

A
T

M
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

い
す

で
外

出
で

き
る

身
体

障
害

者
が

銀
行

の
Ａ

Ｔ
Ｍ

で
預

金
の

払
い

出
し

を
し

た
い

際
、

行
員

の
支

援
は

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

い
。

こ
の

場
合

暗
証

番
号

の
入

力
に

関
し

て
は

行
員

が
関

与
で

き
な

い
と

言
わ

れ
る

。
ハ

ン
ド

セ
ッ

ト
の

A
T

M
は

受
話

器
の

よ
う

な
も

の
が

手
元

に
伸

ば
せ

て
暗

証
番

号
を

入
力

す
れ

ば
い

い
が

、
そ

の
ボ

タ
ン

は
緊

張
な

ど
が

あ
る

身
体

障
害

者
に

は
小

さ
か

っ
た

り
、

入
力

時
間

が
短

か
っ

た
り

で
利

用
が

で
き

な
い

。
窓

口
で

の
払

い
出

し
し

か
出

来
な

い
と

な
る

と
3

時
ま

で
し

か
払

い
出

し
が

出
来

な
い

と
い

う
ハ

ン
デ

と
な

る
。

暗
証

番
号

の
問

題
が

ク
リ

ア
で

き
る

よ
う

な
機

能
が

A
T

M
に

備
わ

る
と

い
い

。

3
3

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

福
祉

専
門

職
装

着
が

簡
単

で
壊

れ
に

く
い

装
具

そ
の

他
(障

害
児

用
)

簡
単

に
装

着
が

で
き

て
壊

れ
に

く
い

（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

そ
う

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。

3
3

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

そ
の

他
("

")
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
装

具
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
簡

単
に

装
着

で
き

る
装

具
が

ほ
し

い
。

ソ
フ

ト
な

素
材

で
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

も
の

が
い

い
。

3
3

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

児
童

の
補

装
具

に
つ

い
て

で
す

。
娘

の
足

の
補

装
具

に
つ

い
て

困
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
意

見
を

い
た

だ
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

い
ま

ま
で

は
歩

行
中

に
使

用
す

る
た

め
、

学
校

用
と

家
用

に
2

つ
の

短
下

肢
装

具
を

利
用

し
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

，
成

長
期

の
娘

は
、

身
長

体
重

が
一

気
に

伸
び

、
最

近
足

の
変

形
が

気
に

な
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
整

形
の

先
生

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
ま

ま
変

形
が

進
め

ば
、

歩
行

も
困

難
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

そ
こ

で
、

変
形

を
少

し
で

も
防

ぐ
た

め
に

、
寝

て
い

る
と

き
に

つ
け

る
装

具
が

必
要

と
い

う
こ

と
で

、
市

の
方

へ
申

請
に

い
き

ま
し

た
が

、
装

具
は

2
具

ま
で

し
か

認
め

ら
れ

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

の
状

況
で

は
、

就
寝

時
の

装
具

が
必

要
な

状
況

な
の

で
、

次
回

か
ら

短
下

肢
装

具
は

１
具

の
み

に
し

ま
す

の
で

、
（

家
と

学
校

を
分

け
ず

ひ
と

つ
だ

け
に

し
ま

す
。

）
そ

れ
で

も
認

め
て

も
ら

え
ま

せ
ん

か
と

い
う

訴
え

に
も

答
え

は
変

わ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

回
の

よ
う

な
変

形
と

い
う

想
定

外
の

状
況

で
も

、
認

め
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
す

み
ま

せ
ん

が
、

ご
意

見
を

い
た

だ
け

る
と

助
か

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

60



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
4

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

イ
ア

リ
ン

グ
型

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
軽

く
、

小
さ

く
、

お
し

ゃ
れ

な
も

の
で

、
気

軽
に

つ
け

ら
れ

る
も

の
。

骨
震

動
の

も
の

で
、

う
る

さ
く

響
か

な
い

も
の

。

3
4

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
福

祉
専

門
職

雑
音

だ
け

が
聞

こ
え

な
い

耳
栓

そ
の

他
雑

音
（

他
利

用
者

の
声

等
）

で
不

安
定

に
な

っ
て

し
ま

う
利

用
者

向
け

で
す

。
耳

栓
の

中
に

機
械

を
取

り
付

け
、

雑
音

と
必

要
な

音
を

区
別

し
て

く
れ

る
耳

栓
が

あ
る

と
い

い
。

そ
れ

を
つ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

騒
が

し
い

環
境

で
も

落
ち

着
い

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

3
4

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

補
聴

器
の

お
試

し
サ

ロ
ン

等
の

設
置

高
齢

者
に

多
く

見
ら

れ
る

補
聴

器
の

不
具

合
に

つ
い

て
で

す
が

、
2

－
3

回
ま

で
は

、
販

売
店

に
調

整
に

伺
う

も
の

の
、

改
善

さ
れ

な
い

と
結

局
、

つ
か

わ
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
色

々
な

タ
イ

プ
が

改
善

さ
れ

新
製

品
が

出
て

い
る

よ
う

で
す

が
本

人
の

生
活

改
善

に
つ

な
が

る
も

の
か

、
大

変
迷

い
ま

す
。

使
い

勝
手

、
生

活
環

境
な

ど
を

含
め

て
体

験
で

き
る

の
が

無
駄

な
費

用
も

な
く

望
ま

し
い

と
考

え
ま

す
。

特
定

の
メ

ー
カ

ー
に

捕
ま

る
こ

と
な

く
、

一
個

人
で

は
む

ず
か

し
い

取
り

組
み

で
も

あ
り

、
同

様
の

問
題

を
抱

え
る

人
は

潜
在

的
に

も
多

く
改

善
で

き
た

ら
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

3
4

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

そ
の

他
("

")
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

盲
ろ

う
者

用
盲

ろ
う

者
は

白
杖

を
使

う
が

、
外

見
で

盲
ろ

う
者

と
わ

か
ら

な
い

人
が

プ
ラ

イ
ド

が
あ

り
、

使
わ

ず
に

生
活

し
て

い
る

人
が

い
る

。
外

を
歩

く
時

は
、

危
険

な
こ

と
も

多
い

の
で

、
見

た
目

が
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

気
分

で
パ

ー
ツ

を
変

え
ら

れ
る

杖
が

あ
っ

た
ら

い
い

と
思

う
。

3
4

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

開
発

メ
ー

カ
見

て
す

ぐ
に

障
が

い
者

と
分

か
る

杖
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
に

は
、

白
色

の
杖

を
使

用
し

て
い

る
の

で
、

一
般

の
人

が
杖

を
見

れ
ば

す
ぐ

に
視

覚
障

害
者

だ
と

分
か

り
ま

す
。

肢
体

障
が

い
者

用
は

、
黄

色
の

杖
に

統
一

す
る

と
同

じ
よ

う
に

す
ぐ

に
分

か
る

と
思

う
の

で
、

外
出

時
の

気
分

的
な

負
担

が
軽

減
出

来
る

と
思

う
の

で
、

ル
ー

ル
化

を
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
皆

さ
ん

の
ご

意
見

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

3
4

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
識

別
装

置
ほ

と
ん

ど
の

信
号

機
に

は
音

声
が

付
い

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
視

覚
障

害
者

は
危

険
な

思
い

を
し

な
が

ら
渡

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
管

轄
の

警
察

な
ど

に
、

そ
の

よ
う

な
信

号
機

の
設

置
を

願
っ

て
も

す
ぐ

に
付

く
例

は
あ

ま
り

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
折

角
付

い
て

い
て

も
、

そ
の

音
が

う
る

さ
い

と
消

さ
れ

る
例

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
、

昨
今

の
画

像
処

理
技

術
な

ど
を

活
用

し
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ン

な
ど

で
信

号
機

を
捉

え
、

識
別

す
る

装
置

を
開

発
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
思

い
つ

い
た

ア
イ

デ
ア

な
の

で
こ

の
カ

テ
ゴ

リ
に

投
稿

し
ま

し
た

。

3
4

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

軽
々

歩
行

器
　

(　
公

共
の

バ
ス

・
電

車
に

も
一

人
で

乗
れ

る
　

！
　

）

肢
体

障
害

者
用

腰
が

痛
ん

で
歩

け
な

い
人

た
ち

で
も

、
歩

行
器

が
あ

れ
ば

長
い

距
離

を
歩

く
こ

と
が

出
来

ル
人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す

。
で

も
そ

ん
な

ひ
と

で
も

、
家

か
ら

出
て

い
け

な
く

な
る

の
は

、
歩

行
器

が
外

出
用

に
作

ら
れ

て
な

い
か

ら
で

す
。

歩
行

器
は

た
い

が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
で

す
。

軽
く

て
、

丈
夫

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
た

た
め

る
、

安
定

性
も

考
慮

し
た

、
そ

ん
な

歩
行

補
助

器
が

欲
し

い
の

で
す

。
公

共
の

乗
り

物
に

も
乗

れ
る

よ
う

に
た

た
ん

で
軽

く
持

て
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
カ

－
ト

は
歩

行
器

に
は

無
理

で
す

。

3
4

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
流

通
メ

ー
カ

ピ
ア

バ
ッ

グ
肢

体
障

害
者

用
車

い
す

の
転

倒
時

に
頭

な
ど

に
受

け
る

衝
撃

を
瞬

時
に

開
く

エ
ア

バ
ッ

グ
で

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
が

ピ
ア

バ
ッ

グ
で

す
。

皆
様

の
ご

要
望

に
応

え
電

動
車

い
す

に
対

応
し

た
ピ

ア
バ

ッ
グ

２
が

新
登

場
！

転
倒

だ
け

で
な

く
、

衝
突

時
に

も
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

く
新

設
計

で
安

全
性

を
高

め
ま

し
た

。
普

段
は

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
の

よ
う

に
簡

単
に

装
着

で
き

る
と

共
に

同
時

に
車

い
す

本
体

の
安

全
ベ

ル
ト

の
役

目
も

し
ま

す
。

そ
し

て
転

倒
な

ど
の

緊
急

時
に

は
セ

ン
サ

が
感

知
し

約
０

．
２

秒
の

ス
ピ

ー
ド

で
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

き
、

あ
な

た
を

衝
撃

か
ら

ガ
ー

ド
し

ま
す

。
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3
4

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
紹

介
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
　

平
成

2
4

年
2

月
、

3
月

に
Ｎ

Ｈ
Ｋ

「
サ

キ
ど

り
」

で
紹

介
さ

れ
た

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

は
、

東
北

大
学

院
医

学
系

研
究

科
客

員
教

授
・

半
田

康
延

博
士

グ
ル

ー
プ

の
考

案
に

よ
り

商
品

化
さ

れ
た

も
の

で
す

。
　

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
利

用
者

例
は

次
の

通
り

で
す

。
①

廃
用

症
候

群
 ②

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
③

脊
柱

管
狭

窄
症

、
関

節
ﾘｳ

ﾏﾁ
、

変
形

性
股

関
節

・
膝

関
節

症
、

大
腿

骨
骨

折
④

末
梢

神
経

疾
患

⑤
ﾐﾄ

ｺﾝ
ﾄﾞ

ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、

脳
性

ﾏ
ﾋ
、

小
脳

性
運

動
失

調
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

ﾊﾟ
ｰ
ｷ

ﾝｿ
ﾝ病

、
脊

髄
性

痙
性

ﾏﾋ
、

脊
髄

・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
は

、
ニ

ュ
ー

ロ
モ

デ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
神

経
調

節
機

能
に

着
目

し
て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

従
来

動
か

な
い

と
さ

れ
て

い
た

麻
痺

側
の

足
が

、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、

ペ
ダ

ル
こ

ぎ
を

始
め

ま
す

。
　

リ
ハ

ビ
リ

で
ペ

ダ
リ

ン
グ

が
で

き
て

い
る

方
は

、
す

ぐ
に

で
も

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
利

用
で

き
ま

す
。

　
ま

た
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
日

常
で

利
用

さ
れ

て
い

る
方

は
、

歩
行

能
力

も
向

上
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
　

目
標

が
、

歩
く

と
し

て
い

る
方

は
、

是
非

試
し

乗
り

を
お

勧
め

し
ま

す
。

　
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。

3
4

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

手
軽

に
着

脱
で

き
る

車
椅

子
用

転
倒

防
止

バ
ー

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

日
常

用
の

車
椅

子
で

転
倒

防
止

バ
ー

を
常

時
装

着
す

る
と

、
段

差
を

越
え

る
場

合
等

に
邪

魔
に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
手

軽
に

レ
バ

ー
を

捻
れ

ば
、

車
椅

子
に

装
着

出
来

る
機

構
の

転
倒

防
止

バ
ー

が
あ

る
と

良
い

。
ま

た
、

日
常

生
活

に
お

い
て

も
、

例
え

ば
子

守
り

で
赤

ち
ゃ

ん
を

抱
っ

こ
す

る
時

な
ど

、
絶

対
に

転
倒

を
避

け
な

け
れ

ば
い

け
な

い
場

面
で

も
活

躍
が

見
込

め
る

。

3
5

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

刺
激

の
少

な
い

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
砂

利
道

や
凸

凹
道

で
も

利
用

者
に

伝
わ

る
刺

激
が

少
な

く
な

る
車

い
す

。
ボ

タ
ン

を
押

し
た

ら
タ

イ
ヤ

が
変

形
し

て
路

面
に

対
応

し
て

く
れ

る
。

3
5

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

車
両

の
後

部
座

席
乗

車
時

の
車

酔
い

を
防

止
す

る
装

置

そ
の

他
通

院
時

や
外

出
時

に
車

い
す

の
ま

ま
車

両
に

乗
る

場
合

、
車

両
の

最
後

部
に

車
い

す
を

固
定

す
る

と
遠

心
力

等
の

影
響

で
、

ど
う

し
て

も
車

酔
い

し
や

す
く

な
っ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

3
5

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

車
い

す
用

テ
ー

ブ
ル

（
取

り
外

し
）

肢
体

障
害

者
用

取
り

外
し

が
で

き
る

が
、

通
常

乗
り

降
り

の
際

は
横

に
ず

れ
る

よ
う

に
し

て
、

い
ち

い
ち

取
り

外
さ

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
す

る
。

読
書

や
軽

い
飲

食
用

に
車

い
す

に
乗

っ
た

状
態

で
物

を
置

け
る

よ
う

に
す

る
。

3
5

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

車
い

す
移

動
装

置
肢

体
障

害
者

用
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

に
移

動
し

て
も

ら
う

の
が

重
く

て
と

て
も

大
変

（
特

に
低

い
と

こ
ろ

か
ら

高
い

と
こ

ろ
に

動
か

す
場

合
）

。
車

い
す

と
ベ

ッ
ド

等
を

座
っ

た
ま

ま
自

動
で

移
動

で
き

れ
ば

介
助

が
楽

に
な

る
。

3
5

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

フ
ィ

ル
タ

ー
付

き
吸

い
飲

み
そ

の
他

吸
い

飲
み

で
水

分
を

飲
ん

で
も

ら
う

際
、

対
象

者
の

口
内

に
食

べ
物

が
残

っ
て

い
る

と
逆

流
し

て
吸

い
飲

み
内

に
食

べ
物

が
入

っ
て

し
ま

う
。

そ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

吸
い

飲
み

の
口

の
部

分
に

水
分

だ
け

通
る

フ
ィ

ル
タ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

付
け

る
。

吸
い

飲
み

内
が

不
潔

に
な

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

61



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
5

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

車
い

す
用

ラ
イ

ト
肢

体
障

害
者

用
自

操
式

の
一

般
的

な
車

い
す

に
オ

プ
シ

ョ
ン

で
付

け
ら

れ
る

ラ
イ

ト
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
夜

間
外

出
す

る
と

き
に

す
ぐ

に
装

着
で

き
、

光
の

照
ら

す
角

度
も

自
由

に
調

整
で

き
る

と
便

利
で

あ
る

。

3
5

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

角
度

計
付

き
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

確
認

と
要

望
私

の
病

院
で

は
重

症
化

に
と

も
な

い
、

テ
ィ

ル
ト

リ
ク

ラ
の

車
い

す
を

使
用

す
る

事
が

多
く

あ
り

ま
す

が
、

病
棟

の
ス

タ
ッ

フ
間

で
も

角
度

の
統

一
が

曖
昧

な
場

面
が

多
く

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

退
院

の
際

に
在

宅
で

の
家

族
や

施
設

の
ス

タ
ッ

フ
な

ど
が

使
用

す
る

時
も

角
度

が
曖

昧
に

な
り

、
誤

嚥
の

リ
ス

ク
や

褥
創

の
リ

ク
ス

も
高

く
な

っ
て

い
る

状
況

も
み

ら
れ

ま
す

。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、

角
度

計
な

ど
で

数
値

化
で

き
る

車
い

す
が

あ
っ

た
ら

助
か

り
ま

す
。

私
が

知
ら

な
い

だ
け

か
も

し
れ

ま
せ

ん
で

の
、

既
存

の
も

の
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。

3
5

7
H

2
4

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

車
い

す
ワ

ン
ハ

ン
ド

フ
ッ

ト
固

定
ベ

ル
ト

本
シ

ス
テ

ム
内

で
ニ

ー
ズ

を
投

稿
し

、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
の

方
が

車
い

す
で

坂
道

や
段

差
を

走
行

す
る

時
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
麻

痺
側

の
足

が
落

ち
て

し
ま

う
と

い
う

ニ
ー

ズ
か

ら
生

ま
れ

た
、

固
定

ベ
ル

ト
で

す
。

片
腕

の
み

で
装

着
可

能
で

、
長

さ
も

調
節

で
き

ま
す

。
足

を
固

定
す

る
こ

と
で

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

足
が

ず
れ

を
落

ち
る

の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ご
意

見
、

ご
要

望
の

投
稿

に
よ

っ
て

製
品

化
さ

れ
た

も
の

が
あ

れ
ば

是
非

、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！

3
5

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
い

す
の

種
類

の
選

択
肢

体
障

害
者

用
今

回
、

電
動

車
い

す
の

対
応

年
数

が
６

年
経

過
し

て
新

し
い

電
動

車
椅

子
椅

子
に

変
え

よ
う

と
し

て
大

阪
市

内
の

リ
ハ

ビ
リ

セ
ン

タ
ー

で
判

定
を

受
け

ま
し

た
が

、
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

の
電

動
車

い
す

は
厚

労
省

が
認

可
し

て
お

ら
ず

出
せ

な
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
。

こ
の

場
合

、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
前

輪
が

普
通

型
だ

と
回

転
は

小
回

り
が

出
来

ま
す

が
、

一
回

転
し

て
か

ら
で

な
い

と
次

の
行

動
が

出
来

ま
せ

ん
。

周
囲

に
人

が
い

た
場

合
接

触
の

恐
れ

が
あ

り
と

て
も

危
険

で
す

。
だ

か
ら

と
言

っ
て

社
会

参
加

・
移

動
制

約
者

の
権

利
の

剥
奪

は
あ

り
え

ま
せ

ん
。

電
動

車
い

す
の

使
用

に
当

た
り

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
は

前
後

し
か

動
き

ま
せ

ん
が

、
ダ

イ
レ

ク
ト

に
回

転
・

左
右

に
操

作
が

伝
わ

る
た

め
ス

ム
ー

ズ
・

滑
ら

か
に

操
作

が
出

来
、

安
全

な
走

行
が

出
来

ま
す

。

3
5

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
の

家
族

意
思

を
確

認
す

る
た

め
の

機
器

肢
体

障
害

者
用

Ａ
Ｌ

Ｓ
（

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
）

の
方

で
、

以
前

は
目

の
微

妙
な

動
き

に
よ

り
、

意
思

確
認

を
し

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

3
6

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
意

思
伝

達
装

置
の

改
良

肢
体

障
害

者
用

眼
球

運
動

や
視

線
に

よ
っ

て
操

作
を

行
う

、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、

よ
り

安
く

手
軽

に
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
あ

り
が

た
い

で
す

。

3
6

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
脳

波
を

利
用

し
た

意
思

伝
達

装
置

肢
体

障
害

者
用

体
が

完
全

に
動

か
な

く
な

り
、

意
思

伝
達

装
置

等
の

操
作

が
不

可
能

に
な

っ
た

方
の

た
め

に
、

脳
波

を
測

定
し

、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
も

伝
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。

3
6

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
("

")
回

転
便

器
肢

体
障

害
者

用
初

め
ま

し
て

。
１

０
年

以
上

前
に

、
「

回
転

便
器

」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。
Y

o
u

 t
u

b
e
で

「
回

転
便

器
」

を
公

開
し

ま
し

た
所

国
内

外
か

ら
、

「
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

で
す

か
？

」
　

「
便

利
で

す
ね

・
・

・
・

」
「

欲
し

い
の

で
す

か
・

・
・

・
」

と
言

う
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
ま

す
。

【
開

発
の

き
っ

か
け

】
1

5
年

ま
え

に
、

「
回

転
便

座
」

を
考

案
し

て
、

実
用

新
案

を
取

得
し

ま
し

た
。

そ
の

時
は

、
便

座
が

回
転

す
る

と
、

こ
ん

な
に

便
利

で
あ

る
と

思
っ

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
便

座
が

回
転

す
る

だ
け

の
ア

イ
デ

ア
で

し
た

。
そ

の
時

は
、

正
直

言
っ

て
ま

だ
冗

談
半

分
で

し
た

。
そ

れ
か

ら
、

便
器

を
ど

う
し

て
回

せ
ば

良
い

か
を

考
え

ま
し

た
。

回
転

便
器

は
、

私
に

著
作

権
が

あ
る

よ
う

で
す

。
で

す
か

ら
、

特
許

の
審

査
請

求
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
設

置
箇

所
は

病
院

、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・

・
・

・
・

で
す

。
車

イ
ス

生
活

者
は

日
本

で
４

０
０

万
人

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

世
界

中
で

、
何

千
万

人
で

し
ょ

う
？

こ
れ

か
ら

、
高

齢
者

・
身

障
者

は
増

え
て

い
き

ま
す

。
少

し
で

も
、

ト
イ

レ
の

使
用

者
、

介
護

す
る

人
の

労
力

の
軽

減
を

は
か

る
た

め
に

、
商

品
化

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？
そ

し
て

、
製

造
、

販
売

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん

か
？

3
6

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ウ

レ
タ

ン
製

脱
着

可
能

な
便

座
シ

ー
ト

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
利

用
者

の
中

に
は

、
便

座
カ

バ
ー

を
取

り
付

け
て

も
、

そ
れ

を
取

り
外

し
て

便
器

の
中

に
入

れ
て

流
し

て
し

ま
う

方
が

い
ま

す
。

そ
の

た
め

冬
季

時
に

は
冷

た
い

便
座

シ
ー

ト
に

座
っ

て
排

泄
し

て
い

ま
す

。
ウ

レ
タ

ン
製

の
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、

寒
い

期
間

「
ヒ

ヤ
ー

」
と

し
た

感
覚

で
な

か
な

か
排

泄
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

利
用

者
も

ス
ム

ー
ズ

な
排

泄
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

3
6

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ト

イ
レ

で
の

手
す

り
肢

体
障

害
者

用
ト

イ
レ

の
壁

に
取

り
付

け
た

手
す

り
に

つ
か

ま
っ

て
の

立
ち

上
が

り
で

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、

手
す

り
の

角
度

が
自

由
に

つ
け

ら
れ

る
手

す
り

が
あ

っ
た

ら
便

利
だ

と
思

う
。

3
6

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
失

禁
感

知
オ

ム
ツ

（
セ

ン
サ

ー
）

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
尿

や
便

を
感

知
し

、
す

ぐ
に

取
り

替
え

ら
れ

る
オ

ム
ツ

で
す

。
感

知
機

は
、

オ
ム

ツ
か

ら
取

り
外

し
が

で
き

る
も

の
で

、
洗

え
る

も
の

が
い

い
で

す
。

オ
ム

ツ
や

パ
ン

ツ
の

中
に

入
れ

て
お

い
て

失
禁

を
感

知
し

ま
す

。

3
6

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

障
害

者
団

体
衝

撃
吸

収
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
(障

害
児

用
)

外
で

車
い

す
を

使
う

時
に

、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、

タ
イ

ヤ
で

は
な

く
て

ベ
ル

ト
の

車
輪

み
た

い
や

つ
が

い
い

か
も

。
そ

れ
と

長
時

間
車

い
す

に
乗

っ
て

い
る

と
足

の
血

流
が

悪
く

な
る

た
め

、
電

動
車

い
す

の
よ

う
に

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

自
動

で
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

。

3
6

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
("

")
知

的
障

害
者

が
使

用
で

き
る

生
理

用
品

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

生
理

の
時

に
ナ

プ
キ

ン
を

使
用

で
き

な
い

方
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

3
6

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
排

便
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

教
え

て
く

れ
る

装
置

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

知
的

障
害

者
の

方
に

下
剤

等
を

使
っ

て
便

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
の

で
、

便
意

が
あ

っ
て

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

と
れ

ず
、

紙
オ

ム
ツ

を
使

っ
て

い
て

も
便

が
漏

れ
て

し
ま

う
。

便
が

出
そ

う
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

教
え

て
く

れ
る

器
具

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
6

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

開
発

メ
ー

カ
介

護
用

半
身

入
浴

装
置

そ
の

他
特

許
第

4
9

8
5

8
5

6
号

の
本

製
品

は
、

ベ
ッ

ド
の

上
で

、
上

半
身

を
背

も
た

れ
に

乗
せ

た
、

楽
な

姿
勢

で
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

で
き

る
。

１
　

浴
槽

機
能

①
 ベ

ッ
ド

上
で

身
体

の
下

に
浴

槽
シ

ー
ト

（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

の
開

口
部

先
端

を
背

も
た

れ
に

密
着

す
る

よ
う

に
置

く
。

③
 次

に
身

体
の

下
に

敷
か

れ
て

い
る

浴
槽

シ
ー

ト
を

広
げ

、
浴

槽
板

内
面

を
覆

う
こ

と
に

よ
り

浴
槽

機
能

と
な

る
。

２
　

特
徴

①
 背

も
た

れ
を

低
く

す
る

（
角

度
1

0
度

）
こ

と
に

よ
り

胸
か

ら
、

肩
、

首
筋

ま
で

入
浴

で
き

る
。

②
 半

身
入

浴
に

よ
り

湯
水

量
は

少
な

く
て

す
む

（
2

0
ℓ

～
3

0
ℓ

）
③

 浴
槽

カ
バ

ー
を

設
け

て
、

湯
水

飛
散

防
止

と
湯

水
温

の
保

温
、

身
体

の
保

温
で

き
る

。
④

 排
水

、
身

体
拭

き
は

排
水

ポ
ン

プ
2

台
（

電
池

式
2

2
ℓ

/２
台

分
）

で
行

い
、

大
型

タ
オ

ル
ケ

ッ
ト

で
吸

収
、

拭
取

る
。

⑤
 清

掃
は

、
浴

槽
シ

ー
ト

の
み

１
枚

で
す

む
の

で
楽

。
⑥

 本
品

は
、

浴
槽

板
と

浴
槽

シ
ー

ト
か

ら
な

り
、

家
人

（
訪

問
介

護
）

１
人

の
簡

単
な

軽
作

業
で

、
短

時
間

に
楽

に
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
入

浴
回

数
も

増
え

、
体

臭
無

く
な

る
、

入
浴

者
、

介
護

者
と

も
に

負
担

の
少

な
い

入
浴

装
置

で
す

。
３

　
詳

細
は

、
ブ

ロ
グ

（
h

tt
p

:/
/k

a
ig

o
n

yu
yo

u
.ju

g
e
m

.jp
/）

を
見

て
下

さ
い

。

3
7

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（

高
さ

・
幅

等
の

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
対

応
品

）

内
容

 浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
自

立
支

援
の

為
の

モ
ノ

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
浴

槽
が

狭
く

な
る

為
、

取
り

付
け

時
と

取
り

外
し

時
に

介
助

の
必

要
と

な
る

バ
ス

ボ
ー

ド
の

よ
う

な
希

望
し

て
お

ら
ず

、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
を

掛
け

た
ま

ま
入

浴
し

た
り

、
バ

ス
タ

ブ
外

に
出

ら
れ

る
よ

う
な

自
立

支
援

用
品

を
探

し
て

い
ま

す
。

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

滑
り

止
め

加
工

が
施

さ
れ

、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
（

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

有
難

い
で

す
。

）
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
の

み
の

特
注

は
受

け
て

い
る

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
幅

や
天

板
の

素
材

（
滑

る
の

で
木

製
以

外
を

希
望

）
等

に
対

応
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

（
我

が
家

は
埋

め
込

み
式

浴
槽

で
、

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

の
足

に
当

た
る

部
分

は
、

高
さ

2
8

セ
ン

チ
と

な
り

ま
す

。
）

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

3
7

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
そ

の
他

(場
面

)自
立

支
援

入
浴

関
連

用
具

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『

腰
掛

が
出

来
る

サ
ー

モ
フ

タ
』

の
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
商

品
を

我
が

家
の

バ
ス

タ
ブ

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
メ

ー
カ

ー
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

ト
ス

テ
ム

の
バ

ス
タ

ブ
に

の
み

設
置

で
き

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
Ｔ

Ｏ
Ｔ

Ｏ
の

ポ
リ

バ
ス

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

な
知

恵
を

技
術

の
あ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

ご
一

報
頂

き
た

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
＊

市
販

品
の

改
造

や
　

安
全

性
・

耐
久

性
の

な
い

品
は

　
希

望
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

何
か

お
知

恵
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
　

お
借

り
で

き
た

ら
幸

い
で

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
7

2
H

2
4

新
製

品
や

技
術

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
ワ

ン
ハ

ン
ド

ウ
ォ

ッ
シ

ュ
タ

オ
ル

片
麻

痺
が

あ
る

方
で

も
、

使
用

で
き

る
ハ

ン
ド

タ
オ

ル
を

作
成

し
ま

し
た

。
特

徴
は

、
タ

オ
ル

が
輪

っ
か

状
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

片
腕

だ
け

で
も

身
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

乾
き

や
す

い
素

材
を

使
用

し
て

い
る

た
め

、
体

を
拭

く
こ

と
も

可
能

で
す

。

3
7

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

肢
体

障
害

者
用

下
肢

麻
痺

、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

で
す

。
私

自
身

、
頸

随
損

傷
者

で
長

い
間

疼
痛

と
痙

性
に

悩
ま

さ
れ

ま
し

た
が

、
こ

の
器

具
を

使
用

す
る

事
に

よ
り

、
疼

痛
、

痙
性

と
も

に
以

前
の

2
0

％
程

に
改

善
し

、
低

血
圧

（
上

が
7

0
台

）
、

低
体

温
（

3
5

℃
台

）
が

、
血

圧
９

０
台

、
体

温
3

6
℃

台
に

改
善

し
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?

v
=Q

m
d

C
e
z
L
yR

U
0

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、

ご
意

見
や

出
資

の
協

力
な

ど
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

3
7

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

回
転

便
器

に
つ

い
て

(追
加

)
肢

体
障

害
者

用
便

器
、

手
す

り
は

別
で

す
。

手
す

り
は

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

3
7

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
簡

易
ド

ア
肢

体
障

害
者

用
家

で
は

車
椅

子
利

用
者

は
ト

イ
レ

を
含

め
ド

ア
を

開
け

っ
放

し
に

す
る

こ
と

が
多

く
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

あ
り

ま
せ

ん
。

か
と

い
っ

て
開

け
閉

め
（

特
に

閉
め

る
の

）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

3
7

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
そ

の
他

(ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

)
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
に

も
妊

婦
さ

ん
な

ど
が

持
つ

「
妊

娠
し

て
い

ま
す

」
と

い
う

こ
と

を
表

現
出

来
る

も
の

が
あ

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

昨
今

、
携

帯
電

話
が

溢
れ

て
い

る
状

況
で

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

は
パ

ッ
と

見
は

健
常

者
と

変
わ

り
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
周

り
で

携
帯

電
話

を
使

わ
れ

る
と

、
自

分
で

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
を

付
け

て
い

る
こ

と
を

告
な

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
注

意
さ

れ
た

方
も

ま
た

、
恥

ず
か

し
さ

な
ど

を
感

じ
た

り
し

て
諍

い
が

起
こ

ら
な

い
と

も
限

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

も
、

妊
婦

さ
ん

の
よ

う
に

本
人

が
言

わ
な

く
と

も
周

り
に

分
か

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

が
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
の

方
に

も
あ

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

是
非

、
考

え
て

み
て

は
く

れ
ま

せ
ん

か
？

3
7

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
人

工
呼

吸
器

に
用

い
る

非
常

バ
ッ

テ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 言

語
障

害
者

用
災

害
時

や
緊

急
時

に
使

用
で

き
る

、
実

用
的

で
簡

易
な

人
工

呼
吸

器
用

の
バ

ッ
テ

リ
ー

3
7

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

Ａ
Ｌ

Ｓ
疾

患
の

進
行

を
遅

ら
せ

る
た

め
の

訓
練

等
機

器

肢
体

障
害

者
用

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、

残
存

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

の
機

器
開

発
を

お
願

い
し

た
い

。
毎

日
、

５
０

０
０

歩
を

目
標

に
歩

行
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、

そ
れ

も
難

し
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

3
7

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

生
卵

割
り

用
具

肢
体

障
害

者
用

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

3
8

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

自
分

で
で

き
る

、
缶

の
開

け
器

肢
体

障
害

者
用

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・

み
か

ん
・

食
卓

塩
・

缶
コ

ー
ヒ

ー
な

ど
缶

詰
の

種
類

は
沢

山
あ

り
ま

す
。

私
は

片
手

が
不

自
由

な
の

で
缶

詰
を

開
け

る
時

に
不

自
由

に
感

じ
て

い
ま

す
。

形
状

・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

63



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
8

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(元
医

療
専

門
職

)
棒

状
の

柄
に

設
け

る
グ

リ
ッ

プ
補

助
具

そ
の

他
(主

に
、

握
力

の
弱

い
高

齢
者

・
女

性
)

棒
状

の
柄

に
、

グ
リ

ッ
プ

を
補

助
す

る
構

造
を

設
け

て
、

握
力

の
弱

い
高

齢
者

・
女

性
に

も
操

作
し

や
す

く
、

手
首

の
負

担
を

軽
く

す
る

目
的

で
考

案
し

た
も

の
で

す
。

前
後

方
向

及
び

回
転

方
向

に
手

が
滑

る
の

を
、

大
き

な
握

力
に

頼
る

こ
と

な
く

止
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（

特
許

第
４

９
１

７
６

７
６

号
）

片
手

で
操

作
す

る
道

具
の

柄
に

広
く

応
用

で
き

ま
す

。
フ

ラ
イ

パ
ン

等
の

調
理

器
具

、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、

傘
な

ど
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

3
8

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

音
声

ガ
イ

ド
・

説
明

付
き

食
器

盲
ろ

う
者

用
皿

な
ど

の
食

器
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
て

お
り

、
ス

プ
ー

ン
な

ど
の

食
器

に
発

信
機

を
付

け
、

皿
に

近
付

け
る

と
皿

の
位

置
を

教
え

て
く

れ
、

盲
ろ

う
者

の
介

助
を

し
て

く
れ

ま
す

。
ま

た
、

音
声

を
録

音
で

き
、

料
理

の
事

を
料

理
従

事
者

が
説

明
で

き
る

と
、

利
用

者
と

触
れ

合
う

機
会

を
増

や
せ

る
と

思
い

ま
す

。

3
8

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

徘
徊

警
報

ア
プ

リ
そ

の
他

基
点

か
ら

一
定

の
設

定
距

離
を

離
れ

る
と

警
報

が
な

り
親

機
に

知
ら

せ
る

。
本

人
の

現
在

地
点

が
分

か
る

。

3
8

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

火
災

報
知

機
の

ボ
タ

ン
の

カ
バ

ー
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
知

的
障

害
者

施
設

で
働

い
て

い
ま

す
。

火
災

報
知

機
を

い
た

ず
ら

で
押

す
こ

と
が

で
き

な
い

よ
う

な
カ

バ
ー

が
ほ

し
い

で
す

。
頑

丈
だ

け
ど

、
い

ざ
と

い
う

時
に

は
す

ぐ
に

ボ
タ

ン
が

押
せ

る
よ

う
な

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

3
8

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

後
付

け
で

簡
単

に
テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
椅

子
に

座
っ

た
姿

勢
で

作
業

等
を

す
る

の
に

、
最

適
な

机
の

高
さ

に
調

整
で

き
る

と
作

業
効

率
や

作
業

疲
れ

が
改

善
で

き
る

と
思

う
。

既
存

の
机

に
取

り
付

け
る

た
め

、
高

さ
を

下
げ

る
こ

と
は

不
可

能
で

も
上

げ
る

こ
と

は
で

き
る

。
机

が
低

く
て

作
業

等
が

や
り

に
く

い
肢

体
障

害
者

、
視

覚
障

害
者

や
座

高
が

高
い

人
に

と
っ

て
は

、
助

か
る

機
能

だ
と

思
う

が
ど

う
だ

ろ
う

か
。

既
存

の
机

、
テ

ー
ブ

ル
は

低
い

物
が

多
い

気
が

す
る

。

3
8

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

多
機

能
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
で

買
い

物
を

楽
し

み
た

い
が

、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、

見
た

い
商

品
に

手
が

届
か

な
か

っ
た

り
と

不
便

さ
を

感
じ

な
が

ら
買

い
物

を
し

て
い

る
姿

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、

座
面

も
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
し

て
高

さ
を

調
整

で
き

る
、

内
と

外
と

で
タ

イ
ヤ

を
簡

単
に

チ
ェ

ン
ジ

で
き

る
、

な
ど

の
機

能
を

持
ち

合
わ

せ
た

車
い

す
が

あ
る

と
便

利
か

と
思

い
ま

す
。

3
8

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

(障
害

児
用

)

障
害

者
・

児
の

方
で

も
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

再
生

・
停

止
・

選
曲

と
ボ

タ
ン

を
少

な
く

し
、

他
の

ボ
タ

ン
は

隠
せ

る
よ

う
な

形
に

す
る

。
U

S
B

な
ど

で
好

き
な

曲
を

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

3
8

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

自
閉

症
知

育
ア

プ
リ

そ
の

他
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
た

、
自

閉
症

向
け

の
知

育
ア

プ
リ

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

3
8

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

障
害

が
あ

る
人

に
も

優
し

い
レ

ス
ト

ラ
ン

そ
の

他
車

い
す

の
方

が
通

り
や

す
か

っ
た

り
、

足
が

不
自

由
な

方
が

通
り

や
す

く
幅

や
手

す
り

が
あ

っ
た

り
、

テ
ー

ブ
ル

と
椅

子
の

幅
を

あ
け

座
り

や
す

く
な

っ
て

い
る

レ
ス

ト
ラ

ン
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

周
り

が
気

に
な

ら
な

い
よ

う
仕

切
り

が
あ

れ
ば

ゆ
っ

く
り

と
し

た
時

間
を

過
ご

す
こ

と
も

で
き

る
か

も
。

3
9

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ポ
ン

プ
ッ

シ
ュ

肢
体

障
害

者
用

片
麻

痺
で

も
自

分
で

頭
が

洗
え

る
用

具
と

し
て

、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。

た
だ

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
し

た
だ

け
で

は
押

し
て

も
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

は
手

に
落

ち
て

こ
な

い
。

手
に

落
と

す
た

め
に

は
、

チ
ュ

ー
ブ

の
中

に
細

い
針

金
を

通
し

、
自

由
に

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
で

手
の

ひ
ら

に
落

と
す

こ
と

が
で

き
る

。
押

す
時

に
ボ

ト
ル

が
す

べ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
下

に
は

す
べ

り
止

め
を

敷
い

て
対

応
す

る
。

3
9

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

汚
物

処
理

掃
除

機
そ

の
他

床
な

ど
に

落
ち

た
汚

物
を

吸
い

取
っ

て
、

消
毒

ま
で

で
き

る
掃

除
機

。
手

が
汚

れ
ず

、
す

ぐ
に

対
応

で
き

る
の

で
衛

生
的

。
専

用
タ

オ
ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。

3
9

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

穴
あ

き
尿

と
り

パ
ッ

ト
そ

の
他

尿
と

り
パ

ッ
ト

だ
け

で
は

、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る
が

、
は

じ
め

か
ら

穴
が

あ
い

て
い

る
と

便
利

と
思

わ
れ

る
。

穴
は

３
～

４
箇

所
で

、
わ

た
部

分
は

そ
の

ま
ま

で
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

部
分

の
み

穴
あ

き
に

す
る

。

3
9

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

筋
肉

ス
カ

ウ
タ

ー
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

電
極

の
付

い
た

パ
ッ

ト
を

当
て

る
だ

け
で

、
筋

肉
の

発
達

度
が

数
値

で
表

さ
れ

る
。

見
た

目
や

行
動

を
み

な
く

て
も

数
値

が
測

れ
る

こ
と

で
、

訓
練

の
充

足
律

が
わ

か
り

や
す

い
。

3
9

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

運
動

兼
リ

ハ
ビ

リ
器

肢
体

障
害

者
用

下
肢

の
不

自
由

な
方

が
、

椅
子

に
座

っ
て

手
を

動
か

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

足
が

上
が

っ
た

り
下

が
っ

た
り

し
て

、
膝

の
屈

伸
運

動
に

な
る

よ
う

な
器

具
。

3
9

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

そ
の

他
人

の
力

で
は

破
け

な
い

素
材

の
下

着
（

パ
ン

ツ
）

。
ウ

エ
ス

ト
部

分
だ

け
で

も
あ

る
と

い
い

の
で

す
が

。

3
9

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

補
装

具
用

の
靴

肢
体

障
害

者
用

外
に

運
動

に
出

る
際

に
、

足
を

ひ
き

ず
っ

て
い

る
た

め
、

靴
の

つ
ま

先
が

す
り

へ
っ

て
し

ま
う

。
で

す
の

で
つ

ま
先

が
磨

り
減

ら
な

い
よ

う
に

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。

3
9

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ら
く

ら
く

あ
か

す
り

肢
体

障
害

者
用

あ
か

す
り

タ
オ

ル
の

片
方

に
輪

に
な

っ
た

ひ
も

を
付

け
る

。
片

手
に

麻
痺

が
あ

り
、

タ
オ

ル
を

握
ら

な
く

て
も

輪
の

方
に

手
を

掛
け

る
こ

と
で

背
中

も
届

く
よ

う
に

な
る

。

3
9

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

あ
ん

し
ん

ポ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
ポ

ッ
ト

の
お

湯
を

注
ぐ

と
き

に
、

片
麻

痺
だ

と
カ

ッ
プ

な
ど

を
下

に
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

熱
湯

が
と

び
は

ね
て

危
険

で
あ

る
。

ポ
ッ

ト
か

ら
S

字
フ

ッ
ク

の
よ

う
な

も
の

を
下

げ
て

台
を

作
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

カ
ッ

プ
の

位
置

が
高

く
な

り
、

熱
湯

が
は

ね
る

こ
と

が
な

く
な

る
。

3
9

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ア
ル

ミ
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
高

齢
の

知
的

障
害

者
が

安
全

に
複

数
で

作
業

で
き

る
よ

う
、

投
入

担
当

、
取

り
出

し
作

業
分

担
で

き
る

プ
レ

ス
機

。
米

の
く

ず
米

、
出

荷
米

選
別

機
の

よ
う

な
形

を
し

た
プ

レ
ス

機
が

あ
る

と
よ

い
。

4
0

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

飲
み

物
の

こ
ぼ

れ
に

く
い

マ
グ

カ
ッ

プ
そ

の
他

高
齢

の
利

用
者

様
は

手
の

震
え

等
か

ら
飲

み
物

を
飲

む
際

、
マ

グ
カ

ッ
プ

を
傾

け
る

と
横

か
ら

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

火
傷

の
危

険
性

や
衣

類
を

汚
し

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
手

が
震

え
て

い
て

も
、

飲
み

物
を

こ
ぼ

さ
ず

に
飲

め
る

マ
グ

カ
ッ

プ
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

4
0

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

視
覚

障
害

者
用

危
険

探
知

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
現

在
、

車
で

も
危

険
な

場
合

は
自

動
的

に
ス

ト
ッ

プ
で

き
る

た
め

、
視

覚
障

害
者

も
メ

ガ
ネ

に
そ

の
よ

う
な

機
能

を
付

け
、

危
険

な
場

合
は

何
ら

か
の

刺
激

ま
た

は
ブ

ザ
ー

音
が

な
っ

た
り

、
音

声
で

「
危

険
で

す
」

な
ど

の
音

で
知

ら
せ

る
。

身
に

つ
け

る
も

の
な

の
で

、
あ

ま
り

重
い

も
の

で
は

な
く

軽
く

し
て

ほ
し

い
。

4
0

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

扉
の

開
け

閉
め

が
制

御
で

き
る

装
置

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
施

設
で

働
い

て
い

る
が

、
利

用
者

に
は

開
け

て
ほ

し
く

な
い

戸
棚

や
扉

が
あ

る
。

施
錠

を
し

て
も

効
果

が
な

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
職

員
だ

け
が

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
0

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

必
要

な
も

の
が

自
動

で
取

り
出

し
と

収
納

が
で

き
る

装
置

そ
の

他
知

的
障

害
児

施
設

で
は

、
消

毒
液

や
石

け
ん

等
を

子
ど

も
た

ち
の

目
の

届
く

と
こ

ろ
に

お
け

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、

使
用

の
都

度
、

そ
れ

ら
を

持
っ

て
き

て
、

使
い

終
わ

っ
た

ら
収

納
場

所
に

持
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
大

変
な

思
い

を
し

て
い

る
。

セ
ン

サ
ー

な
ど

で
反

応
し

た
後

に
、

自
動

で
壁

か
ら

そ
れ

ら
が

出
て

き
た

り
、

天
井

か
ら

降
り

て
き

た
り

し
て

、
使

用
後

は
元

の
場

所
に

自
動

で
収

納
さ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

4
0

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

流
し

た
も

の
が

取
り

出
せ

る
排

水
管

設
備

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
方

は
、

水
洗

ト
イ

レ
で

用
を

足
し

た
後

、
身

に
つ

け
て

い
た

パ
ン

ツ
や

靴
下

も
一

緒
に

流
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
苦

労
し

て
い

ま
す

。
で

す
の

で
、

排
水

管
の

ど
こ

か
で

網
の

よ
う

な
も

の
を

と
り

つ
け

て
お

け
ば

、
も

し
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
職

員
で

取
り

出
す

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

網
に

ひ
っ

か
か

っ
た

も
の

を
簡

単
に

取
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
で

作
っ

て
も

ら
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

4
0

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

防
水

加
工

さ
れ

た
IC

タ
グ

そ
の

他
徘

徊
感

知
機

器
の

IC
タ

グ
等

を
利

用
者

に
持

た
せ

る
と

、
洗

濯
機

の
中

に
一

緒
に

入
れ

て
し

ま
っ

て
、

使
え

な
く

な
り

ま
し

た
。

職
員

で
も

う
っ

か
り

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

防
水

加
工

し
た

商
品

を
作

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

4
0

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

柔
軟

性
が

あ
る

破
れ

な
い

介
護

着
そ

の
他

知
的

障
害

を
持

っ
て

い
る

方
と

外
出

す
る

際
に

、
着

て
い

る
服

を
破

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

体
に

破
ら

れ
て

も
い

い
タ

オ
ル

を
巻

い
て

対
応

し
て

い
ま

す
。

外
出

す
る

ぎ
り

ぎ
り

ま
で

普
段

着
に

着
替

え
な

い
よ

う
に

し
た

り
も

し
ま

す
。

で
す

の
で

、
人

の
力

で
は

破
る

こ
と

が
で

き
な

い
柔

軟
性

の
あ

る
素

材
で

服
を

作
っ

て
く

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
0

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ス
ロ

ー
プ

用
滑

り
ど

め
マ

ッ
ト

そ
の

他
雪

や
雨

な
ど

で
路

面
が

濡
れ

た
ス

ロ
ー

プ
は

大
変

す
べ

り
や

す
く

、
ひ

や
っ

と
す

る
こ

と
も

多
い

。
普

段
は

丸
め

て
携

帯
で

き
、

必
要

な
時

に
ス

ロ
ー

プ
面

に
広

げ
る

と
一

瞬
で

硬
く

な
っ

て
安

全
な

走
行

が
可

能
と

な
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

4
0

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

ひ
と

り
じ

ゃ
な

い
よ

肢
体

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

1
　

使
用

基
本

機
器

　
パ

ソ
コ

ン
+リ

ハ
ビ

リ
機

器
2

　
バ

ー
チ

ャ
ル

世
界

を
使

い
、

楽
し

く
リ

ハ
ビ

リ
を

行
う

。
3

　
ネ

ッ
ト

界
背

を
使

用
す

る
た

め
世

界
中

の
人

と
交

流
を

し
な

が
ら

。
リ

ハ
ビ

リ
並

び
一

人
ぽ

っ
ち

の
解

消
に

貢
献

で
き

る
3

　
シ

ス
テ

ム
は

５
０

万
以

下
で

製
作

可
能

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
　

下
の

ア
ド

レ
ス

を
開

い
て

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?

v
=k

F
u

ld
8

6
8

Z
c
I

4
0

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

コ
ル

セ
ッ

ト
　

外
巻

き
型

　
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、

通
常

、
白

か
、

黒
の

一
色

で
　

肌
着

の
上

か
ら

セ
ッ

ト
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

い
か

に
も

年
寄

り
っ

ぽ
く

て
、

人
に

見
せ

る
の

は
タ

ブ
ー

な
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

ん
で

。
し

か
し

意
外

と
腰

痛
も

ち
の

人
で

、
若

い
人

も
多

い
ん

で
す

。
こ

れ
を

逆
転

の
発

想
で

お
も

い
き

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ア

イ
テ

ム
と

し
て

気
軽

に
使

お
う

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
は

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
服

の
上

か
ら

巻
き

ま
す

。
、

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。

ま
る

で
マ

フ
ラ

ー
を

つ
け

た
り

は
ず

し
た

り
す

る
よ

う
に

気
軽

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

に
商

品
化

す
る

の
で

す
。

、
実

は
私

は
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
で

腰
が

痛
む

の
で

す
が

、
外

出
先

で
、

コ
ル

セ
ッ

ト
は

外
に

ま
い

て
お

か
な

い
と

手
が

動
か

な
い

と
き

ト
イ

レ
で

は
ず

す
こ

と
が

出
来

ず
大

変
な

思
い

を
し

ま
し

た
。

広
い

ベ
ル

ト
の

よ
う

に
黒

の
コ

ル
セ

ッ
ト

を
外

に
巻

い
て

は
ず

す
の

が
楽

に
な

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

黒
は

引
き

締
ま

っ
て

い
い

色
で

す
が

、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。

カ
ラ

フ
ル

だ
っ

た
ら

、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。

4
1

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

安
全

ら
く

ち
ん

自
転

車
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、

な
ど

で
、

自
力

で
歩

こ
う

と
す

る
と

、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、

自
転

車
に

す
い

す
い

乗
れ

る
の

は
な

ぜ
？

・
・

・
・

と
い

う
疑

問
は

、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、

も
し

く
は

、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。

も
ち

ろ
ん

怖
く

て
乗

れ
な

い
と

思
わ

れ
る

方
、

乗
る

気
の

な
い

方
は

初
め

か
ら

論
外

で
す

が
・

・
・

・
・

。
で

も
、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
薬

に
よ

っ
て

は
制

限
さ

れ
て

ま
す

が
、

う
ま

く
薬

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
て

い
る

人
は

、
た

く
さ

ん
の

患
者

が
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
て

車
を

運
転

し
て

い
ま

す
。

ち
ょ

っ
と

、
比

べ
る

対
照

が
違

う
と

お
思

い
で

し
ょ

う
が

、
ど

ち
ら

も
自

力
で

長
い

距
離

を
歩

か
な

く
て

も
い

い
、

自
力

で
は

歩
く

こ
と

が
難

し
い

し
、

バ
ス

や
電

車
は

乗
り

降
り

が
大

変
な

の
に

、
自

転
車

や
、

車
は

、
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
自

由
に

い
け

る
、

・
・

・
家

に
こ

も
る

と
い

ず
れ

は
体

力
、

知
力

、
心

、
さ

え
も

、
病

の
せ

い
に

さ
れ

て
悲

惨
な

闘
病

を
強

い
ら

れ
る

運
命

が
待

っ
て

い
る

の
で

す
。

自
ら

右
肩

下
が

り
を

た
ど

っ
て

い
く

し
か

な
い

病
に

負
け

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

自
分

か
ら

立
ち

上
が

っ
て

い
こ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、

大
人

も
乗

れ
る

、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、

足
に

当
た

っ
て

痛
く

な
ら

な
い

、
重

た
く

な
く

て
、

丈
夫

な
も

の
。

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

が
。

今
の

私
の

は
、

と
て

も
思

い
の

で
す

。

4
1

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
び

の
び

全
身

つ
な

ぎ
の

下
着

・
・

・
お

し
ゃ

れ
な

色
を

そ
ろ

え
て

肢
体

障
害

者
用

ス
ト

レ
ッ

チ
素

材
で

か
る

く
て

伸
び

の
い

い
素

材
を

使
っ

て
、

レ
オ

タ
ー

ド
や

ウ
ェ

ッ
ト

ス
‐

ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、

ど
う

に
か

自
分

ひ
と

り
で

も
、

ま
た

、
介

助
に

な
れ

な
い

ひ
と

も
、

一
か

い
で

全
身

を
包

み
込

む
こ

と
が

出
来

ま
す

。
手

洗
い

の
と

き
下

着
の

上
げ

下
げ

の
出

来
な

い
人

も
、

窓
を

深
く

取
っ

て
れ

ば
脱

ぐ
こ

と
な

く
窓

を
大

き
く

開
い

て
、

用
を

済
ま

せ
ら

れ
ま

す
。

窓
は

折
り

重
な

っ
て

二
重

に
な

っ
て

ま
す

。
な

ん
だ

か
、

赤
ち

ゃ
ん

の
つ

な
ぎ

を
思

い
出

し
ま

す
ね

。
で

も
あ

れ
は

お
し

ゃ
れ

に
は

な
り

ま
せ

ん
け

ど
ね

。
あ

と
は

チ
ュ

ニ
ッ

ク
で

コ
－

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

ま
だ

ま
だ

自
立

の
意

欲
が

あ
る

人
の

た
め

の
マ

イ
ナ

ー
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

す
い

ま
せ

ん
。

；

4
1

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

歩
行

器
や

補
助

カ
ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？

肢
体

障
害

者
用

こ
れ

ら
の

も
の

は
、

前
後

に
た

た
む

よ
う

に
な

っ
て

い
る

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
細

い
道

、
階

段
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
や

え
、

車
の

乗
り

降
り

、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、

か
か

え
に

く
く

て
使

え
な

い
。

4
1

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

そ
の

ま
ま

バ
ス

タ
オ

ル
肢

体
障

害
者

用
入

浴
後

、
介

助
者

の
か

た
が

一
連

の
動

作
と

し
て

、
着

替
え

を
し

ま
す

が
、

汗
が

引
く

前
に

着
替

え
を

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
手

足
の

形
、

ふ
ん

ど
し

様
に

形
を

取
り

、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

4
1

4
H

2
4

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)衝

撃
吸

収

そ
の

他
保

護
帽

の
新

し
い

ス
タ

イ
ル

、
そ

れ
が

D
O

D
A

で
す

D
O

D
A

は
株

式
会

社
プ

ロ
ッ

プ
と

静
岡

て
ん

か
ん

・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
同

に
開

発
し

た
商

品
で

す
。

外
観

は
普

通
の

キ
ャ

ッ
プ

で
す

が
、

中
は

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
頭

を
し

っ
か

り
ガ

ー
ド

！
安

全
性

だ
け

で
な

く
い

つ
も

身
に

つ
け

る
物

だ
か

ら
オ

シ
ャ

レ
を

し
た

い
と

の
声

に
お

応
え

し
て

誕
生

し
ま

し
た

。
従

来
の

も
の

よ
り

も
強

力
な

衝
撃

吸
収

力
を

実
現

し
、

転
倒

時
の

ダ
メ

ー
ジ

を
軽

減
し

ま
す

。
し

か
も

、
質

量
は

わ
ず

か
3

0
0

g
で

す
。

D
O

D
A

で
ス

ポ
ー

テ
ィ

ー
に

ス
タ

イ
リ

ッ
シ

ュ
に

、
き

っ
と

出
か

け
る

こ
と

が
楽

し
み

に
な

る
で

し
ょ

う
。

サ
イ

ズ
は

頭
囲

が
最

大
5

8
C

M
ま

で
対

応
可

能
で

す
。

5
8

C
M

よ
り

小
さ

い
場

合
は

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
と

内
側

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
位

置
で

調
整

で
き

ま
す

。
ま

た
、

気
分

を
変

え
て

違
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

保
護

帽
を

か
ぶ

り
た

い
と

い
う

要
望

に
も

お
応

え
し

て
、

チ
ェ

ン
ジ

カ
バ

ー
も

ご
用

意
し

て
お

り
ま

す
。

D
O

D
A

は
自

治
体

の
日

常
生

活
用

具
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
ご

申
請

を
希

望
の

場
合

は
最

寄
り

の
自

治
体

の
福

祉
課

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

65



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
1

5
H

2
4

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

気
管

内
挿

管
患

者
さ

ん
の

発
声

装
置

す
で

に
開

発
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

教
え

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

気
管

切
開

さ
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
使

え
る

な
ら

、
そ

れ
も

有
用

に
思

い
ま

す
。

一
時

的
で

も
気

管
内

挿
管

さ
れ

て
い

る
と

相
当

な
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

取
れ

な
い

こ
と

が
患

者
さ

ん
本

人
も

介
護

者
に

も
イ

ラ
イ

ラ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

手
が

使
え

る
と

筆
談

と
い

う
手

も
あ

り
ま

す
が

、
使

え
な

い
事

態
も

多
々

あ
り

ま
す

。
声

帯
付

近
の

皮
膚

に
マ

イ
ク

を
取

り
付

け
、

擦
れ

た
り

す
る

雑
音

を
フ

ィ
ル

タ
ー

で
消

し
、

ボ
イ

ス
チ

ェ
ン

ジ
ャ

ー
を

用
い

て
、

好
み

の
声

で
発

声
で

き
れ

ば
、

大
助

か
り

で
す

。

4
1

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

全
自

動
移

乗
器

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。

4
1

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
リ

フ
ォ

ー
ム

せ
ず

に
安

価
で

段
差

を
解

消
で

き
る

用
具

肢
体

障
害

者
用

7
0

代
の

祖
父

母
な

の
で

す
が

、
1

年
前

か
ら

祖
母

が
下

半
身

不
随

と
な

り
、

車
い

す
で

生
活

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、
玄

関
の

段
差

に
関

し
て

は
直

さ
ず

に
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

祖
母

の
家

の
出

入
り

に
苦

労
し

て
い

る
と

聞
き

ま
し

た
。

高
齢

者
で

も
楽

に
段

差
を

通
れ

る
よ

う
な

用
具

が
あ

る
と

、
介

助
し

て
い

る
祖

父
の

負
担

も
減

り
、

あ
り

が
た

い
で

す
。

4
1

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

地
面

か
ら

座
れ

る
手

動
式

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
片

麻
痺

の
方

で
、

介
助

す
れ

ば
歩

行
可

能
だ

が
、

知
的

障
害

あ
り

、
日

中
は

床
に

マ
ッ

ト
を

敷
い

て
そ

の
上

で
過

ご
し

て
い

る
。

車
い

す
に

長
時

間
乗

る
こ

と
は

あ
ま

り
好

ま
な

い
た

め
、

マ
ッ

ト
に

座
っ

て
い

る
。

排
泄

介
助

の
際

、
立

ち
上

っ
て

も
ら

う
の

に
か

な
り

苦
労

す
る

職
員

も
い

る
。

地
面

か
ら

座
れ

て
介

助
し

や
す

い
位

置
ま

で
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
で

き
る

用
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

床
屋

の
椅

子
の

よ
う

に
油

圧
ペ

ダ
ル

な
ど

で
上

下
す

る
も

の
で

電
気

を
使

わ
な

い
も

の
。

4
1

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
振

戦
が

あ
る

方
の

支
援

用
具

肢
体

障
害

者
用

振
戦

が
あ

る
方

は
、

洋
服

の
脱

着
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

器
具

を
使

用
し

て
、

服
の

脱
着

時
、

ボ
タ

ン
の

留
め

外
し

字
、

服
の

袖
上

げ
等

が
容

易
に

行
え

る
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

4
2

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
上

肢
機

能
の

補
助

具
肢

体
障

害
者

用
上

肢
の

機
能

が
低

下
し

た
方

が
、

顔
を

掻
い

た
り

、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、

腕
を

支
え

る
た

め
の

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

4
2

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
ト

イ
レ

場
面

で
の

機
器

や
洋

服
に

つ
い

て
肢

体
障

害
者

用
筋

力
の

弱
っ

た
ご

本
人

や
現

場
で

ト
イ

レ
の

場
面

で
課

題
に

挙
が

る
こ

と
は

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
ち

ぎ
れ

な
い

こ
と

と
、

ズ
ボ

ン
の

上
げ

下
ろ

し
が

で
き

な
い

こ
と

で
す

。
そ

れ
を

解
消

で
き

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

、
ト

イ
レ

で
の

動
作

が
大

幅
に

楽
に

な
り

ま
す

。
ズ

ボ
ン

を
履

き
や

す
い

も
の

に
変

え
る

方
法

も
あ

り
ま

す
が

、
障

害
者

や
高

齢
者

用
の

ズ
ボ

ン
は

デ
ザ

イ
ン

が
暗

い
も

の
が

多
い

た
め

、
ご

本
人

は
敬

遠
し

が
ち

に
な

り
ま

す
。

洋
服

の
デ

ザ
イ

ン
性

の
向

上
を

利
便

性
と

併
せ

て
検

討
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

4
2

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
浴

槽
内

座
位

保
持

装
置

肢
体

障
害

者
用

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。

4
2

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
け

い
た

い
お

ふ
ろ

肢
体

障
害

者
用

浴
槽

に
入

れ
な

い
障

害
者

の
た

め
に

、
携

帯
プ

ー
ル

の
よ

う
な

も
の

に
水

（
お

湯
）

を
た

め
て

、
浴

槽
に

入
ら

な
く

て
も

入
浴

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

バ
ス

チ
ェ

ア
ー

ご
と

そ
の

中
に

入
り

、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、

そ
の

中
に

お
湯

を
た

め
る

仕
組

み
に

す
る

。

4
2

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
昇

降
機

能
付

き
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
従

来
の

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

は
椅

子
型

で
あ

り
、

既
存

の
風

呂
（

施
設

の
ス

ロ
ー

プ
付

き
）

に
入

っ
て

も
足

し
か

つ
け

ら
れ

ず
、

結
局

不
安

定
な

状
態

で
湯

舟
に

お
り

て
も

ら
っ

て
い

る
。

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

に
昇

降
機

能
が

あ
れ

ば
、

安
全

に
浴

室
内

の
移

動
・

湯
舟

に
入

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

既
存

の
施

設
や

温
泉

施
設

な
ど

で
施

設
の

改
築

等
せ

ず
に

済
む

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

4
2

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
お

し
ゃ

れ
な

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
肢

体
障

害
者

用
普

通
の

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

い
か

に
も

障
害

者
用

と
い

わ
ん

ば
か

り
の

デ
ザ

イ
ン

で
あ

る
。

お
し

ゃ
れ

で
普

通
に

か
ぶ

れ
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
が

あ
れ

ば
、

周
り

の
目

も
気

に
な

ら
ず

、
本

人
も

楽
し

く
か

ぶ
れ

そ
う

。

4
2

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
そ

の
人

そ
の

人
に

合
う

、
食

べ
や

す
い

食
器

そ
の

他
(障

害
児

用
)

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

食
べ

こ
ぼ

し
が

目
立

ち
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
2

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
洗

身
椅

子
肢

体
障

害
者

用
現

在
あ

る
洗

身
時

に
使

用
す

る
椅

子
に

つ
い

て
、

洗
身

後
、

浴
槽

へ
移

動
の

際
、

風
呂

場
で

の
転

倒
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

椅
子

に
ロ

ー
ラ

ー
タ

イ
ヤ

の
よ

う
な

も
の

を
つ

け
、

洗
身

後
、

椅
子

か
ら

立
つ

こ
と

な
く

浴
槽

へ
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
洗

身
中

等
は

ロ
ー

ラ
ー

が
動

か
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

よ
う

に
す

る
。

4
2

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
人

に
近

づ
く

シ
ャ

ワ
ー

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

入
浴

時
、

シ
ャ

ワ
ー

に
人

が
近

づ
く

の
で

は
な

く
、

シ
ャ

ワ
ー

の
ヘ

ッ
ド

部
分

が
伸

び
た

り
ヘ

ッ
ド

の
向

き
が

変
わ

っ
て

シ
ャ

ワ
ー

を
人

に
合

わ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

椅
子

に
取

付
ら

れ
る

付
属

品
で

、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

4
2

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
洗

え
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
今

使
用

し
て

い
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

洗
え

な
い

素
材

の
も

の
が

多
い

の
で

、
洗

え
る

素
材

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。

4
3

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

前
傾

姿
勢

矯
正

ギ
ブ

ス
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、

前
傾

姿
勢

に
な

っ
て

い
き

、
歩

行
困

難
、

か
ら

、
寝

た
き

り
、

と
、

最
悪

の
結

果
に

陥
い

り
ま

す
。

そ
れ

を
く

い
と

め
る

こ
と

が
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、

唯
一

の
手

段
で

す
。

補
助

器
具

に
こ

れ
を

ぜ
ひ

も
と

め
た

い
の

で
す

。
リ

ハ
ビ

リ
に

週
一

程
度

の
３

０
分

程
ぐ

ら
い

か
け

る
程

度
の

消
極

的
な

対
策

で
は

お
い

つ
き

ま
せ

ん
。

日
常

、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
の

ハ
ル

　
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。

4
3

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(片

麻
痺

患
者

用
)

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、

バ
ス

ボ
ー

ド
に

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

滑
り

止
め

加
工

の
物

で
、

厚
み

も
2

セ
ン

チ
程

の
薄

く
て

頑
丈

な
物

。
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
良

く
、

利
用

者
が

介
助

無
し

で
も

使
用

で
き

る
よ

う
に

安
定

感
が

あ
る

と
有

難
い

で
す

。
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
3

5
セ

ン
チ

～
対

応
と

の
こ

と
で

、
高

さ
3

5
セ

ン
チ

以
下

に
関

し
て

は
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

は
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

。
高

さ
2

8
セ

ン
チ

の
我

が
家

の
浴

室
状

況
で

は
不

向
き

で
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
し

て
く

だ
さ

る
製

作
所

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
埼

玉
県

在
住

な
の

で
見

積
も

り
訪

問
で

き
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

4
3

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

バ
ス

ボ
ー

ド
肢

体
障

害
者

用
座

位
が

不
安

定
な

方
が

、
浴

槽
に

入
る

に
あ

た
り

、
電

動
も

し
く

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

の
方

法
で

座
面

が
上

下
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
す

が
。

在
宅

で
介

助
者

が
楽

に
介

助
出

来
ま

す
様

に
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
3

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

隙
間

の
出

来
な

い
自

立
支

援
バ

ス
ボ

ー
ド

肢
体

障
害

者
用

傾
斜

の
あ

る
バ

ス
タ

ブ
で

困
っ

て
い

る
方

や
腰

掛
け

る
場

所
の

必
要

の
あ

る
方

の
為

に
、

介
護

用
品

の
隙

間
の

出
来

て
し

ま
う

バ
ス

ボ
ー

ド
で

は
な

く
、

よ
り

薄
く

頑
丈

で
取

り
外

し
も

出
来

る
風

呂
フ

タ
タ

イ
プ

の
バ

ス
ボ

ー
ド

を
　

後
付

け
タ

イ
プ

と
し

て
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
ど

ん
な

タ
イ

プ
の

バ
ス

タ
ブ

に
も

後
付

け
で

き
、

掃
除

も
し

や
す

い
よ

う
に

取
り

外
し

が
可

能
で

、
お

し
ゃ

れ
な

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
が

あ
れ

ば
、

普
段

介
護

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
疲

れ
し

て
し

ま
っ

て
い

る
方

で
も

　
一

人
で

入
浴

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

希
望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

4
3

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
使

用
視

覚
障

害
者

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

パ
ソ

コ
ン

は
キ

ー
ボ

ー
ド

が
な

い
の

で
視

覚
障

害
の

あ
る

者
は

使
え

ま
せ

ん
。

手
軽

に
持

ち
歩

け
る

の
で

使
用

し
た

い
の

で
す

が
外

付
け

キ
ー

ボ
ー

ド
で

は
意

味
が

あ
り

ま
せ

ん
。

な
に

か
良

い
製

品
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

4
3

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

盲
ろ

う
者

用
触

読
式

振
動

式
腕

時
計

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
視

覚
障

害
者

用
の

触
読

式
腕

時
計

、
聴

覚
障

害
者

用
の

振
動

式
腕

時
計

は
す

で
に

あ
り

ま
す

が
、

両
方

が
一

緒
に

な
っ

た
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
。

盲
ろ

う
者

は
視

覚
、

聴
覚

双
方

に
障

害
が

あ
る

の
で

、
単

機
能

の
腕

時
計

で
は

不
十

分
で

す
。

両
腕

に
そ

れ
ぞ

れ
に

時
計

を
は

め
て

い
る

と
い

う
方

が
、

T
w

it
te

r上
で

ツ
イ

ー
ト

し
て

い
ま

し
た

。

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
ニ

ッ
チ

な
市

場
で

あ
る

こ
と

、
コ

ス
ト

的
に

ユ
ー

ザ
ー

の
ご

希
望

に
そ

え
る

も
の

に
は

な
り

に
く

い
こ

と
か

ら
実

現
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
ぜ

ひ
意

欲
あ

る
方

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

4
3

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

宿
泊

施
設

用
字

幕
・

音
声

解
説

オ
ン

オ
フ

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(宿

泊
施

設
利

用
者

)

宿
泊

施
設

に
も

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

が
広

ま
っ

て
き

ま
し

た
が

、
残

念
な

こ
と

に
字

幕
ボ

タ
ン

の
な

い
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

が
あ

り
、

聴
覚

障
害

者
は

そ
ん

な
リ

モ
コ

ン
に

直
面

す
る

た
び

に
、

字
幕

の
オ

ン
オ

フ
に

困
っ

て
フ

ロ
ン

ト
に

問
い

あ
わ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

字
幕

が
見

ら
れ

な
い

ま
ま

、
我

慢
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

せ
っ

か
く

字
幕

機
能

が
標

準
と

な
っ

た
の

に
、

宿
泊

業
界

の
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

は
、

旧
態

依
然

と
し

て
い

ま
す

。
聴

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
せ

っ
か

く
の

宿
泊

先
で

、
大

変
が

っ
か

り
な

差
別

的
状

況
で

す
。

正
確

な
情

報
が

入
り

に
く

い
、

入
る

の
が

遅
れ

る
と

い
う

点
か

ら
、

心
身

の
安

全
や

財
産

に
影

響
し

か
ね

な
い

と
い

う
懸

念
も

あ
り

ま
す

。
全

難
聴

や
聴

覚
障

害
者

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
協

会
の

W
氏

等
が

数
年

前
か

ら
問

題
提

起
し

て
い

ま
す

が
、

改
善

さ
れ

ま
せ

ん
。

解
決

方
法

で
す

が
、

宿
泊

施
設

用
の

テ
レ

ビ
リ

モ
コ

ン
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
テ

レ
ビ

に
字

幕
専

用
の

リ
モ

コ
ン

を
別

途
用

意
で

き
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

解
説

放
送

専
用

の
ボ

タ
ン

も
あ

る
と

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

当
事

者
が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
ぜ

ひ
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
3

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

声
に

反
応

し
て

発
信

受
信

で
き

る
電

話
機

肢
体

障
害

者
用

A
L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。
自

力
で

寝
起

き
で

き
ま

せ
ん

。
介

助
で

寝
起

き
し

、
座

位
保

持
は

自
力

で
可

能
で

す
。

日
中

は
座

っ
て

い
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

す
が

、
立

位
は

で
き

ま
せ

ん
。

手
は

自
由

に
使

え
な

い
の

で
食

事
は

介
助

が
必

要
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
は

良
好

で
す

。
本

人
は

緊
急

時
も

含
め

電
話

で
家

族
や

支
援

者
に

連
絡

を
取

れ
る

体
制

を
望

ん
で

い
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

操
作

や
ボ

タ
ン

操
作

が
で

き
な

い
た

め
、

声
で

作
動

す
る

電
話

機
を

探
し

て
い

ま
す

。

4
3

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
医

療
専

門
職

布
団

を
か

け
る

た
め

の
装

置
（

用
具

）
肢

体
障

害
者

用
ベ

ッ
ド

上
で

は
布

団
を

掛
け

た
り

剥
い

だ
り

す
る

こ
と

が
課

題
に

な
り

ま
す

。
筋

力
の

弱
い

方
は

、
布

団
が

重
く

て
動

き
づ

ら
く

な
り

、
特

に
冬

場
は

毛
布

を
か

け
る

の
で

、
身

動
き

が
完

全
に

取
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ス

イ
ッ

チ
一

つ
で

毛
布

を
掛

け
た

り
、

剥
い

だ
り

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

4
3

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

打
ち

誤
り

の
な

い
大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
肢

体
障

害
者

用
パ

ソ
コ

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

や
電

卓
を

1
.5

倍
く

ら
い

大
き

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
打

ち
誤

り
が

少
な

く
な

る
。

4
4

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
そ

の
他

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
リ

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

媒
介

と
し

、
言

葉
を

文
字

、
文

字
を

言
葉

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

。

4
4

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

誰
で

も
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

視
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
指

の
感

触
が

な
く

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
た

め
画

面
に

小
さ

な
凹

凸
を

つ
け

る
工

夫
が

必
要

に
な

る
。

パ
ソ

コ
ン

の
キ

ー
ボ

ー
ド

カ
バ

ー
の

よ
う

な
素

材
で

作
成

し
て

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

4
4

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
そ

の
他

意
思

疎
通

が
で

き
る

器
具

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

知
的

障
害

者
に

は
う

ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
4

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

足
で

押
せ

る
電

気
ス

イ
ッ

チ
肢

体
障

害
者

用
指

押
し

の
電

気
ス

イ
ッ

チ
か

ら
足

で
押

す
ス

イ
ッ

チ
へ

。
高

さ
を

変
え

て
使

い
や

す
さ

を
よ

く
す

る
。

4
4

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

言
語

の
通

じ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

た
め

の
器

具

言
語

障
害

者
用

頭
に

何
か

考
え

た
も

の
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
等

を
通

し
て

他
人

の
考

え
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

、
画

面
を

通
す

等
で

表
れ

る
も

の
。

相
手

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
（

障
が

い
者

と
健

常
者

）
と

る
た

め
に

利
用

で
き

れ
ば

い
い

。

4
4

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

早
わ

か
り

意
思

表
示

板
言

語
障

害
者

用
言

語
が

話
せ

な
い

方
に

は
、

マ
カ

ト
ン

や
絵

が
描

い
て

あ
る

カ
ー

ド
が

あ
り

ま
す

が
、

知
的

障
害

が
あ

る
た

め
う

ま
く

伝
わ

ら
な

い
こ

と
が

多
く

あ
り

ま
す

。
携

帯
電

話
ぐ

ら
い

の
大

き
さ

で
首

か
ら

下
げ

ら
れ

る
電

子
機

器
で

、
そ

の
中

に
数

種
類

の
画

像
デ

ー
タ

（
ト

イ
レ

・
食

事
・

住
所

な
ど

）
が

入
っ

て
い

る
物

が
あ

れ
ば

、
よ

り
意

思
が

伝
わ

り
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。

携
帯

電
話

の
よ

う
な

も
の

で
は

操
作

が
複

雑
な

の
で

、
ボ

タ
ン

が
３

・
４

個
で

お
し

ゃ
れ

な
も

の
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

67



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
4

6
H

2
3

新
製

品
や

技
術

屋
外

の
移

動
つ

え
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
は

、
杖

グ
リ

ッ
プ

内
部

に
レ

バ
ー

を
上

下
さ

せ
る

こ
と

で
発

電
、

内
蔵

さ
れ

た
充

電
池

に
蓄

電
し

ま
す

。
蓄

電
さ

れ
た

電
気

に
よ

り
、

杖
の

グ
リ

ッ
プ

部
前

後
に

組
み

込
ま

れ
た

高
輝

度
Ｌ

Ｅ
Ｄ

ラ
ン

プ
を

点
灯

し
ま

す
。

消
費

電
力

の
少

な
い

高
輝

度
Ｌ

Ｅ
Ｄ

ラ
ン

プ
に

よ
る

照
明

は
、

少
な

い
発

電
量

で
長

時
間

の
夜

間
歩

行
時

の
足

元
の

照
明

に
な

る
だ

け
で

は
な

く
、

夜
間

歩
行

中
の

事
故

防
止

に
繋

が
り

ま
す

。
ま

た
、

発
電

＋
蓄

電
に

よ
り

電
池

交
換

は
不

要
で

す
。

発
電

は
片

手
で

歩
き

な
が

ら
充

電
が

行
え

る
こ

と
が

特
徴

で
す

。
こ

の
杖

は
身

障
者

、
健

常
者

、
老

若
の

方
々

、
ア

ウ
ト

ド
ア

な
ど

で
ご

使
用

い
た

だ
く

だ
け

で
な

く
、

停
電

時
な

ど
の

緊
急

時
に

お
い

て
も

確
実

な
照

明
を

提
供

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

こ
の

杖
の

開
発

試
作

品
を

、
身

障
者

（
脳

梗
塞

に
よ

る
左

半
身

麻
痺

：
６

８
歳

）
の

方
に

１
年

間
使

用
い

た
だ

き
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、

麻
痺

状
態

で
動

か
す

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
手

の
指

が
徐

々
に

動
く

よ
う

に
な

り
、

握
力

も
強

く
な

っ
た

と
喜

ん
で

い
た

だ
け

ま
し

た
。

ま
た

、
小

平
市

の
外

科
医

院
長

に
サ

ン
プ

ル
を

見
て

い
た

だ
き

、
発

電
作

業
に

よ
っ

て
安

心
し

て
手

の
指

の
運

動
が

出
来

る
だ

け
で

な
く

握
力

強
化

も
可

能
で

あ
る

、
と

評
価

い
た

だ
き

ま
し

た
。

4
4

7
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

の
家

族
ア

ル
コ

ー
そ

の
他

(高
齢

者
)

ア
ル

コ
ー

の
前

方
部

分
に

テ
ー

ブ
ル

を
付

け
る

。

4
4

8
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
赤

ち
ゃ

ん
が

使
っ

て
い

る
歩

行
器

の
大

人
用

が
あ

る
と

良
い

な
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

今
赤

ち
ゃ

ん
用

の
歩

行
器

あ
る

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

私
が

小
さ

い
頃

は
あ

り
ま

し
た

。
大

人
用

の
歩

行
器

は
、

シ
ル

バ
ー

カ
ー

と
か

４
点

歩
行

器
と

か
、

手
す

り
が

付
い

て
い

る
も

の
だ

け
で

座
る

部
分

が
あ

り
ま

せ
ん

。
シ

ル
バ

ー
カ

ー
は

、
座

る
部

分
を

出
し

て
座

る
と

き
、

向
き

を
変

え
て

座
ら

な
く

て
は

い
け

な
い

の
が

大
変

不
便

で
す

。
赤

ち
ゃ

ん
用

歩
行

器
の

よ
う

に
、

座
り

な
が

ら
足

で
歩

い
て

こ
げ

る
よ

う
な

も
の

が
欲

し
い

で
す

。
常

に
リ

ハ
ビ

リ
技

士
が

支
え

て
い

な
い

と
歩

行
練

習
が

出
来

な
い

よ
う

な
患

者
さ

ん
も

、
歩

行
練

習
が

出
来

る
の

に
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

私
は

線
維

筋
痛

症
と

い
う

病
気

で
自

分
が

使
い

た
い

の
で

す
が

、
リ

ハ
ビ

リ
技

士
と

し
て

脳
血

管
障

害
等

の
患

者
さ

ん
を

見
て

い
て

、
こ

う
い

う
歩

行
器

が
あ

っ
た

ら
良

い
と

思
い

ま
す

。

4
4

9
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
そ

の
他

(医
療

職
兼

利
用

者
の

家
族

)
歩

行
車

肢
体

障
害

者
用

小
脳

失
調

な
ど

が
あ

る
と

歩
行

車
ご

と
倒

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ジ

ャ
イ

ロ
ホ

イ
ー

ル
を

使
っ

た
よ

う
な

、
自

ら
た

ち
な

お
っ

て
く

る
歩

行
車

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す

4
5

0
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

歩
行

サ
ポ

ー
ト

器
具

そ
の

他
(線

維
筋

痛
症

患
者

用
)

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

今
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

だ
と

ど
う

し
て

も
手

が
痛

い
の

で
す

。
握

力
が

な
く

、
ま

た
リ

ウ
マ

チ
の

よ
う

な
関

節
の

痛
み

も
あ

る
の

で
杖

が
し

っ
か

り
と

握
れ

ず
、

う
ま

く
体

を
支

え
る

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
ま

ず
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

る
理

由
で

す
が

、
脚

が
痛

い
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
肩

や
背

中
、

腰
が

歩
く

た
び

に
痛

む
の

で
使

っ
て

い
ま

す
。

で
す

が
、

ど
う

し
て

も
片

側
に

体
重

が
寄

り
気

味
に

な
り

、
ま

た
支

え
る

の
に

脇
を

使
っ

て
い

る
た

め
片

側
ば

か
り

が
痛

む
結

果
で

す
。

そ
し

て
杖

を
持

つ
、

と
い

う
こ

と
自

体
が

手
の

痛
み

と
し

て
苦

痛
を

伴
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
今

は
そ

れ
ら

を
総

合
し

て
補

助
し

て
く

れ
る

器
具

が
な

い
の

で
、

そ
う

い
っ

た
場

合
に

で
も

使
え

る
、

例
え

ば
両

脇
で

支
え

て
手

で
持

つ
必

要
が

な
い

歩
行

器
、

な
ど

、
そ

う
い

っ
た

も
の

を
開

発
し

て
も

ら
え

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
是

非
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

4
5

1
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

歩
行

器
（

重
い

体
重

の
方

で
も

安
全

な
物

）
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(肢
体

・
知

的
障

が
い

重
複

)

1
0

0
k
g
程

の
体

重
の

方
が

歩
行

器
を

使
わ

れ
る

が
、

知
的

に
障

が
い

が
あ

る
た

め
使

い
こ

な
し

方
が

悪
い

。
転

倒
が

あ
っ

た
の

で
、

安
全

で
使

い
や

す
い

物
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
歩

行
器

は
前

に
出

て
し

ま
い

や
す

い
。

4
5

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

常
に

転
倒

の
危

険
が

あ
る

人
の

作
業

を
支

え
る

ウ
ォ

ー
カ

ー

そ
の

他
(転

倒
の

危
険

が
あ

る
人

)
当

施
設

の
生

活
介

護
に

は
、

重
度

の
て

ん
か

ん
発

作
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
常

に
脱

力
転

倒
の

危
険

が
あ

り
、

車
い

す
等

に
抑

制
し

た
ら

安
全

で
す

が
、

歩
け

る
方

な
の

で
ス

ト
レ

ス
に

も
な

り
、

み
ん

な
と

一
緒

に
作

業
に

参
加

で
き

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
ス

タ
ッ

フ
が

一
人

、
常

に
そ

ば
に

い
て

見
守

り
な

が
ら

作
業

を
し

、
転

倒
の

瞬
間

に
支

え
る

と
い

う
毎

日
で

す
。

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、

自
力

で
立

っ
て

歩
い

て
作

業
も

で
き

る
た

め
の

ツ
ー

ル
が

必
要

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、

作
業

台
が

融
合

し
た

よ
う

な
器

具
が

あ
れ

ば
、

本
人

の
自

主
的

な
意

思
で

行
動

し
、

作
業

で
き

る
環

境
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

4
5

3
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

落
し

物
が

拾
え

る
車

イ
ス

肢
体

障
害

者
用

車
イ

ス
使

用
者

が
落

し
物

を
し

て
し

ま
っ

た
際

に
、

拾
う

の
に

苦
労

す
る

と
い

う
報

告
が

多
い

。
こ

の
不

満
を

解
消

す
る

た
め

、
座

面
の

片
側

の
高

さ
を

低
く

で
き

る
よ

う
に

し
て

、
落

し
物

を
拾

い
や

す
く

す
る

。
座

面
高

さ
を

低
く

す
る

時
は

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

、
適

度
な

速
さ

で
衝

撃
な

く
下

が
る

と
共

に
ブ

レ
ー

キ
が

掛
か

る
。

座
面

を
元

に
戻

す
場

合
は

車
輪

を
回

転
さ

せ
る

力
を

利
用

す
る

な
ど

し
て

、
若

干
力

は
必

要
と

す
る

も
の

の
、

無
理

な
く

自
分

の
力

で
元

に
戻

せ
る

よ
う

に
す

る
。

4
5

4
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

自
走

式
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

軽
度

の
認

知
症

の
方

が
ご

自
分

で
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
へ

の
移

乗
を

行
な

い
ト

イ
レ

移
動

を
行

な
う

の
で

す
が

ブ
レ

ー
キ

操
作

を
忘

れ
て

し
ま

う
た

め
転

倒
の

リ
ス

ク
が

大
き

い
。

車
椅

子
に

腰
を

下
ろ

す
と

自
動

で
ブ

レ
ー

キ
が

は
ず

れ
車

椅
子

か
ら

腰
を

上
げ

る
と

自
動

で
ブ

レ
ー

キ
が

か
か

る
よ

う
な

車
椅

子
の

設
計

は
難

し
い

で
し

ょ
う

か
？

と
て

も
安

全
だ

と
思

う
の

で
す

が
・

・
・

4
5

5
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

ク
ッ

シ
ョ

ン
そ

の
他

(脳
性

ま
ひ

)
長

時
間

車
い

す
に

座
っ

て
い

る
の

で
、

お
尻

が
痛

く
な

る
。

色
々

買
っ

て
試

し
た

が
、

痛
み

が
す

ぐ
に

出
て

し
ま

う
。

長
時

間
座

っ
て

い
て

も
、

お
尻

に
負

担
が

い
か

な
い

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

作
っ

て
欲

し
い

。

68



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
5

6
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

(特
別

支
援

学
校

教
員

)
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
用

の
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(子

ど
も

)
あ

る
子

ど
も

が
、

「
僕

た
ち

が
使

い
や

す
い

車
い

す
は

ど
う

し
た

ら
作

っ
て

も
ら

え
る

の
？

」
と

言
っ

た
の

で
、

こ
こ

に
書

い
て

み
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

病
院

の
処

方
で

つ
く

ら
れ

た
車

い
す

は
動

き
に

く
い

よ
う

で
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
た

ち
が

動
作

と
移

動
を

し
や

す
く

、
少

々
不

注
意

で
も

前
に

転
倒

し
な

い
車

い
す

か
、

そ
の

た
め

の
転

倒
防

止
の

対
応

が
あ

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

は
自

力
で

の
外

出
経

験
が

乏
し

く
操

作
も

未
熟

な
の

で
、

小
さ

な
段

差
を

見
落

と
し

て
躓

い
た

り
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
に

足
を

か
け

た
ま

ま
車

い
す

か
ら

お
り

よ
う

と
し

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

や
横

移
乗

は
難

し
く

て
も

つ
か

ま
り

立
ち

で
移

乗
し

た
り

す
る

の
こ

と
が

で
き

る
場

合
が

多
く

あ
り

ま
す

が
、

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
を

自
分

の
力

で
開

閉
で

き
な

い
こ

と
が

多
い

よ
う

で
す

。
弱

い
力

で
も

開
閉

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

車
い

す
を

使
い

な
が

ら
、

精
神

的
に

自
立

し
て

い
く

た
め

に
、

活
発

で
、

親
や

教
員

に
よ

る
監

視
や

手
助

け
が

少
な

く
て

活
動

で
き

る
環

境
や

経
験

が
必

要
と

思
い

ま
す

。
電

動
と

い
う

発
想

で
な

く
、

自
分

の
で

き
る

動
作

を
使

っ
て

移
乗

で
き

た
り

、
落

と
し

た
も

の
を

拾
っ

た
り

、
運

動
会

で
競

走
し

た
り

、
物

を
運

ん
だ

り
、

一
般

の
道

路
や

坂
道

を
自

分
で

こ
げ

た
り

、
と

い
う

よ
う

に
、

体
を

思
い

き
り

使
い

な
が

ら
成

就
感

を
も

つ
経

験
が

た
く

さ
ん

で
き

る
と

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
（

電
動

は
バ

ッ
テ

リ
ー

切
れ

を
恐

れ
て

動
き

を
セ

ー
ブ

す
る

子
ど

も
も

い
ま

す
。

）
子

ど
も

は
必

ず
集

団
で

生
活

し
ま

す
の

で
、

車
い

す
は

折
り

た
た

み
が

で
き

な
い

と
不

便
で

す
。

集
団

で
バ

ス
な

ど
に

乗
り

ま
す

の
で

、
た

た
め

て
も

取
り

外
し

た
シ

ー
ト

の
た

め
に

一
席

分
必

要
に

な
る

の
も

困
り

ま
す

。
５

年
で

３
０

セ
ン

チ
近

く
身

長
が

変
わ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
厳

密
な

適
合

で
な

く
て

は
操

作
が

著
し

く
不

利
に

な
る

、
と

い
う

よ
り

、
変

化
の

影
響

で
操

作
が

不
利

に
な

っ
て

も
動

き
や

す
い

ふ
う

で
あ

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

（
限

度
は

あ
る

で
し

ょ
う

け
れ

ど
）

ど
う

ぞ
ご

検
討

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

に
お

願
い

し
ま

す
。

4
5

7
H

2
3

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

車
い

す
す

ん
止

メ
君

新
製

品
「

す
ん

止
メ

君
」

の
紹

介
で

す
。

車
椅

子
で

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
事

故
防

止
に

役
立

ち
ま

す
。

車
椅

子
の

停
止

の
際

に
サ

イ
ド

の
パ

ー
キ

ン
グ

ブ
レ

ー
キ

を
掛

け
忘

れ
た

場
合

、
人

が
立

っ
た

‐
瞬

間
、

車
椅

子
が

後
ろ

に
下

が
る

事
を

防
ぐ

為
の

安
全

ス
ト

ッ
パ

ー
で

す
。

こ
れ

は
あ

く
ま

で
も

ブ
レ

ー
キ

の
ロ

ッ
ク

機
能

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

後
退

す
る

際
‐

に
ス

ト
ッ

パ
ー

の
横

に
付

い
て

る
ゴ

ム
が

主
車

輪
の

リ
ム

に
食

い
つ

き
、

ゴ
ム

と
リ

ム
と

摩
擦

で
止

め
、

後
ろ

に
下

が
り

に
く

く
す

る
働

き
を

し
ま

す
。

人
が

‐
座

っ
て

い
て

も
い

な
く

て
も

ど
ち

ら
も

有
効

で
す

。
人

が
座

っ
て

る
時

は
体

重
の

重
み

で
違

和
感

な
く

後
退

し
、

人
が

降
り

た
時

は
車

椅
子

の
重

さ
だ

け
を

支
‐

え
る

働
き

を
し

ま
す

の
で

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
い

機
構

に
な

っ
て

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
車

椅
子

に
後

付
け

が
可

能
で

す
。

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
「

す
ん

止
メ

君
」

と
検

索
し

て
み

て
下

さ
い

！

4
5

8
H

2
3

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)

車
い

す
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

標
準

的
な

車
椅

子
の

前
輪

を
持

ち
上

げ
て

テ
ィ

ル
ト

機
能

を
持

た
せ

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

下
記

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

W
W

W
.n

ik
.o

r.
jp

4
5

9
H

2
3

新
製

品
や

技
術

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 屋

外
の

移
動

車
い

す
車

椅
子

用
足

固
定

ベ
ル

ト
と

片
マ

ヒ
用

ボ
デ

ィ
ー

タ
オ

ル
紹

介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、

完
成

し
ま

し
た

の
で

今
回

ご
紹

介
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

し
ま

し
た

、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、

必
要

な
人

に
お

知
ら

せ
出

来
る

よ
う

に
こ

れ
か

ら
努

力
し

て
い

き
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
(社

)新
産

業
喜

働
推

進
機

構
h

tt
p

:/
/w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

/
in

d
e
x
.h

tm
l

小
さ

な
要

望
も

困
っ

て
い

る
人

に
は

、
す

ご
く

価
値

の
あ

る
物

な
の

で
す

。
こ

れ
か

ら
も

そ
れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。

4
6

0
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

肢
体

障
害

者
用

私
は

簡
易

型
電

動
車

い
す

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
外

出
し

た
と

き
に

テ
ー

ブ
ル

に
あ

た
る

こ
と

が
多

く
邪

魔
に

な
る

の
で

、
そ

の
度

に
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

4
6

1
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
動

用
リ

フ
ト

開
発

メ
ー

カ
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

肢
体

障
害

者
用

現
在

販
売

さ
れ

て
い

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
が

つ
い

て
い

る
車

椅
子

は
、

置
く

場
所

を
取

っ
た

り
、

高
価

で
あ

る
な

ど
の

理
由

か
ら

利
用

者
数

が
増

え
て

い
ま

せ
ん

。
今

回
提

案
す

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
る

車
椅

子
付

属
品

は
、

個
人

的
に

使
い

た
い

と
思

っ
て

い
る

方
に

、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

4
6

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

医
療

専
門

職
温

水
洗

浄
便

座
用

肛
門

モ
ニ

タ
ー

肢
体

障
害

者
用

脊
髄

損
傷

患
者

が
温

水
洗

浄
便

座
を

使
用

す
る

と
、

肛
門

周
囲

の
臀

部
感

覚
麻

痺
か

ら
、

肛
門

の
洗

浄
が

的
確

に
で

き
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
肛

門
が

モ
ニ

タ
―

で
き

る
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
ま

た
、

温
水

洗
浄

便
座

の
水

流
は

排
便

障
害

の
あ

る
脊

髄
損

傷
患

者
に

と
っ

て
排

便
促

進
の

効
果

も
も

た
ら

す
。

こ
の

際
に

も
役

立
つ

。
さ

ら
に

座
薬

挿
入

や
浣

腸
操

作
の

際
も

便
利

で
あ

る
。

自
身

も
研

究
開

発
し

た
こ

と
が

あ
り

、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、

便
座

に
一

体
化

さ
せ

コ
ン

パ
ク

ト
に

付
加

で
き

る
と

よ
い

と
考

え
て

い
る

。

4
6

3
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

開
発

メ
ー

カ
浴

室
内

の
手

摺
を

利
用

し
た

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
用

具
と

入
浴

装
置

肢
体

障
害

者
用

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、

後
付

け
操

作
で

着
脱

が
自

在
に

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

機
構

を
新

た
に

採
用

す
る

こ
と

で
、

取
付

け
位

置
も

ノ
ズ

ル
の

高
さ

や
角

度
も

自
由

に
選

択
が

可
能

と
な

る
新

規
な

シ
ャ

ワ
ー

装
置

を
提

供
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

使
用

者
は

自
分

の
姿

勢
を

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
に

合
わ

せ
る

の
で

は
な

く
、

浴
び

た
い

場
所

に
向

け
て

ヘ
ッ

ド
の

位
置

を
動

か
し

シ
ャ

ワ
ー

を
当

て
る

こ
と

が
自

在
と

な
り

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、

体
温

の
低

下
を

防
ぎ

身
体

へ
の

負
担

を
軽

く
す

る
た

め
同

時
に

足
浴

を
行

え
ば

非
常

に
効

果
的

で
す

。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、

終
了

後
の

処
理

と
し

て
は

、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

（
注

）
　

そ
れ

ぞ
れ

の
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。

4
6

4
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
入

浴
介

助
用

手
摺

装
置

肢
体

障
害

者
用

入
浴

時
に

お
け

る
課

題
は

、
浴

槽
へ

の
出

入
り

と
、

座
っ

た
り

立
っ

た
り

す
る

動
作

が
難

儀
で

あ
る

点
で

す
。

そ
の

解
決

策
と

し
て

、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
入

浴
者

は
左

右
の

任
意

側
か

ら
手

摺
を

伝
っ

て
浴

槽
に

入
り

、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
、

危
険

性
が

減
少

し
安

全
度

が
増

し
ま

す
。

従
っ

て
、

従
来

の
I型

や
L
型

な
ど

の
複

数
の

手
摺

が
不

必
要

と
な

り
、

浴
室

内
の

環
境

美
化

と
経

済
性

に
貢

献
し

ま
す

。
（

注
）

　
手

摺
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
6

5
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

ワ
ン

ハ
ン

ド
 テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

肢
体

障
害

者
用

片
腕

し
か

動
か

せ
な

い
方

で
も

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
、

あ
ら

か
じ

め
重

ね
て

折
り

た
た

ん
で

あ
り

ま
す

の
で

、
簡

単
に

使
用

で
き

ま
す

。
　

尚
、

木
製

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
と

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ

ー
の

折
り

た
た

み
作

業
は

、
障

が
い

者
作

業
所

の
協

力
で

、
作

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

4
6

6
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
　

半
身

不
自

由
な

方
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

肢
体

障
害

者
用

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手
で

相
手

の
不

自
由

な
腕

、
手

の
上

、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
足

ブ
ラ

ン
コ

を
福

祉
用

具
の

給
付

の
対

象
を

要
望

し
ま

す
。

4
6

7
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
器

具
で

す
。

そ
の

他
(妊

婦
用

)
N

H
K

の
放

送
１

１
月

４
日

に
不

育
症

（
流

産
）

何
回

も
あ

る
人

の
原

因
が

い
ま

ま
で

不
明

で
し

た
。

今
回

血
流

が
わ

る
い

の
が

原
因

と
わ

か
り

ま
し

た
と

放
送

が
あ

り
ま

し
た

。
足

ブ
ラ

ン
コ

は
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

が
で

け
る

の
で

お
役

に
た

ち
ま

す
。

不
育

症
の

人
は

悩
み

か
ら

解
放

さ
れ

ま
す

。

4
6

8
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

水
道

か
ら

な
べ

や
電

気
ポ

ッ
ト

ま
で

、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の

肢
体

障
害

者
用

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（

パ
ン

一
斤

は
重

く
て

買
っ

て
こ

ら
れ

な
い

、
程

度
。

）
そ

の
た

め
、

調
理

な
べ

や
、

お
湯

を
沸

か
す

た
め

の
電

気
ポ

ッ
ト

へ
水

を
入

れ
る

作
業

が
、

人
に

手
伝

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

で
き

ま
せ

ん
。

水
道

か
ら

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
が

で
て

い
れ

ば
、

簡
単

に
な

べ
に

沢
山

水
を

い
れ

た
り

（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。

ゆ
で

卵
で

も
）

、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

現
在

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
数

回
に

分
け

て
お

な
べ

に
水

を
入

れ
た

り
、

電
気

ポ
ッ

ト
に

関
し

て
は

、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（

出
費

で
す

）
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
ポ

ッ
ト

脇
に

お
い

て
お

い
て

も
ら

い
、

ぺ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
淵

を
電

気
ポ

ッ
ト

に
も

た
せ

か
け

な
が

ら
、

流
し

い
れ

て
い

ま
す

。
（

小
分

け
に

し
て

蛇
口

か
ら

何
度

も
運

ん
で

い
た

の
で

は
、

そ
の

作
業

だ
け

で
力

尽
き

て
一

日
が

終
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
）

抗
菌

タ
イ

プ
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

を
希

望
し

ま
す

。

4
6

9
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。

そ
の

他
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

で
き

ま
す

。
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
は

筋
肉

が
短

く
な

り
、

硬
く

な
っ

て
い

ま
す

。
柔

軟
運

動
の

股
開

き
運

動
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。

4
7

0
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
（

カ
ー

ル
君

）
肢

体
障

害
者

用
現

在
、

カ
ー

ル
君

と
い

う
乗

降
車

時
に

使
用

す
る

機
器

を
重

度
障

害
者

セ
ン

タ
ー

内
で

、
使

用
し

て
い

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
１

台
が

壊
れ

て
し

ま
う

と
、

商
品

が
製

造
中

止
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
を

行
っ

て
も

ら
え

ず
、

困
っ

て
い

ま
す

。

4
7

1
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ジ
ャ

ン
ボ

携
帯

電
話

そ
の

他
(脳

性
ま

ひ
)

携
帯

電
話

の
数

字
ボ

タ
ン

が
大

き
い

も
の

が
欲

し
い

。
小

さ
い

と
不

随
運

動
が

あ
る

た
め

押
し

た
い

ボ
タ

ン
が

押
せ

な
い

。
１

セ
ン

チ
角

く
ら

い
の

ボ
タ

ン
が

ち
ょ

う
ど

良
い

。

4
7

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

呼
吸

器
の

バ
ッ

テ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
外

出
に

使
う

バ
ッ

テ
リ

ー
が

、
６

時
間

し
か

も
た

な
い

と
、

自
由

に
外

出
が

出
来

な
い

。
な

の
で

、
バ

ッ
テ

リ
ー

の
時

間
を

気
に

し
な

い
で

い
い

く
ら

い
長

く
、

充
電

出
来

る
も

の
が

欲
し

い
。

4
7

3
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
車

椅
子

使
用

者
）

の
た

め
の

室
内

運
動

器
具

の
開

発

肢
体

障
害

者
用

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、

在
宅

生
活

を
送

っ
て

い
る

方
か

ら
、

体
を

動
か

す
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

と
の

話
を

聞
く

。
特

に
、

自
分

で
車

の
運

転
が

で
き

な
い

方
や

、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
へ

の
ト

ラ
ン

ス
等

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
方

は
ま

だ
し

も
、

車
椅

子
の

自
走

以
外

は
ほ

ぼ
介

助
で

生
活

し
て

い
る

方
に

と
っ

て
、

体
を

動
か

す
機

会
が

な
い

こ
と

が
な

い
の

が
実

情
の

よ
う

だ
。

一
般

の
方

に
は

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、

上
記

の
よ

う
な

障
害

者
は

運
動

の
機

機
会

も
限

ら
れ

、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、

現
存

す
る

も
の

は
、

大
き

さ
の

問
題

（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）

、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、

運
動

を
行

う
際

に
介

助
者

の
手

助
け

が
必

要
な

点
で

あ
ろ

う
（

ル
ー

ム
ラ

ン
ナ

ー
へ

の
乗

り
降

り
が

自
分

で
は

で
き

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

）
体

力
維

持
の

た
め

、
生

活
習

慣
病

等
を

予
防

し
健

康
を

維
持

す
る

た
め

、
重

度
の

肢
体

不
自

由
者

の
た

め
の

室
内

で
室

内
運

動
器

具
の

開
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

○
室

内
運

動
器

具
に

必
要

な
要

素
・

持
久

的
な

運
動

が
で

き
る

器
具

で
あ

る
こ

と
。

・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
・

特
別

な
工

事
を

必
要

と
し

な
い

。
・

生
活

ス
ペ

ー
ス

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
（

大
き

さ
や

静
音

性
）

・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

4
7

4
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

い
つ

ま
で

も
歩

け
ま

す
。

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(高

齢
者

)
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

自
分

の
意

思
で

股
開

き
運

動
、

足
の

曲
げ

伸
ば

し
運

動
、

自
力

で
交

互
に

腿
上

げ
運

動
で

か
ま

す
。

移
動

で
き

る
ベ

ッ
ト

用
、

布
団

用
あ

り
ま

す
。

寝
た

ま
ま

で
足

、
脚

運
動

で
き

ま
す

。
手

の
上

、
下

運
動

で
き

ま
す

。
歩

け
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

一
人

で
食

事
で

き
ま

す
。

4
7

5
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
音

声
筆

談
器

（
対

話
用

）
携

帯
が

可
能

な
端

末
を

用
い

て
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
音

声
を

文
字

に
か

え
る

装
置

の
開

発
を

提
案

し
ま

す
。

既
存

の
「

手
書

筆
談

器
」

に
か

わ
る

、
難

聴
者

に
と

っ
て

は
画

期
的

な
製

品
で

す
。

難
聴

者
が

相
手

に
自

分
の

意
思

を
伝

え
る

場
合

、
現

状
は

「
筆

記
」

「
手

話
」

を
使

い
ま

す
が

、
加

齢
に

よ
り

「
文

字
書

き
」

が
出

来
な

く
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
手

話
は

、
相

手
が

手
話

を
理

解
で

き
な

け
れ

ば
使

え
ま

せ
ん

。
「

音
声

筆
談

器
」

は
上

記
の

よ
う

な
不

具
合

を
解

決
し

、
言

葉
が

喋
れ

る
難

聴
者

で
あ

れ
ば

、
非

常
に

有
効

な
機

器
と

な
り

ま
す

。
興

味
を

お
持

ち
に

な
ら

れ
た

方
は

、
横

浜
市

中
途

失
聴

・
難

聴
者

協
会

補
聴

器
研

究
部

の
力

石
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/i

n
d

e
x
.h

tm

4
7

6
H

2
3

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
家

族
が

で
き

る
尖

足
角

度
の

計
測

と
拘

縮
改

善
リ

ハ
ビ

リ
器

具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

座
位

や
寝

た
ま

ま
、

テ
コ

作
用

に
よ

り
軽

い
力

で
反

復
動

的
（

神
経

筋
促

通
）

な
リ

ハ
ビ

リ
を

行
な

え
ま

す
。

足
関

節
可

動
域

も
他

動
域

角
度

、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
の

意
欲

を
高

め
ま

す
。

本
訓

練
の

二
次

的
効

果
と

し
て

、
足

関
節

底
背

屈
の

パ
ー

ト
ナ

ー
反

復
運

動
を

仰
臥

位
で

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢背
屈

く
ん

Ⅱ
｣
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
7

7
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
外

出
用

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）

意
識

障
害

の
息

子
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

息
子

は
意

志
の

疎
通

が
困

難
で

全
介

助
が

必
要

で
す

。
家

で
は

車
椅

子
移

乗
や

入
浴

時
な

ど
家

庭
用

リ
フ

ト
を

使
用

し
て

い
ま

す
（

体
重

５
３

㎏
で

重
い

の
で

）
。

し
か

し
旅

行
含

め
外

出
し

た
際

に
は

車
椅

子
移

乗
や

ベ
ッ

ド
移

乗
は

す
べ

て
人

海
戦

術
し

か
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

従
っ

て
旅

行
に

行
っ

て
も

介
護

旅
行

で
あ

り
、

体
力

が
要

る
し

、
帰

っ
て

か
ら

腰
痛

に
な

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

し
て

旅
行

に
連

れ
て

行
っ

て
や

り
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

け
ど

次
第

に
億

劫
に

な
り

ま
す

。
携

行
で

き
る

リ
フ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
な

あ
と

思
い

ま
す

。
人

を
持

ち
上

げ
る

か
ら

に
は

あ
る

程
度

の
重

量
が

な
い

と
支

え
切

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

ら
リ

フ
ト

は
重

く
て

当
た

り
前

？
こ

ん
な

常
識

を
覆

し
て

軽
く

て
持

ち
運

び
し

や
す

い
リ

フ
ト

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
！

！

4
7

8
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

浴
槽

内
昇

降
機

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(足

腰
の

弱
い

方
)

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

ひ
ざ

や
腕

に
負

担
が

掛
か

り
過

ぎ
、

健
常

だ
っ

た
部

位
ま

で
痛

め
て

し
ま

う
。

ま
た

、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

者
の

腕
や

腰
に

負
担

が
掛

か
っ

て
し

ま
う

。

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、

台
の

水
平

を
保

つ
機

構
を

持
ち

、
台

の
下

に
溜

め
こ

ん
だ

空
気

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、

入
浴

を
し

や
す

く
す

る
。

4
7

9
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

床
ず

れ
予

防
マ

ッ
ト

肢
体

障
害

者
用

こ
れ

ま
で

と
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
で

床
ず

れ
を

予
防

す
る

マ
ッ

ト
レ

ス
の

開
発

。
高

張
力

ナ
イ

ロ
ン

等
の

素
材

で
表

面
に

ネ
ッ

ト
を

形
成

す
る

。
前

後
左

右
で

こ
の

張
力

を
変

更
す

る
こ

と
で

、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
硬

さ
を

自
由

に
変

更
で

き
る

。
カ

バ
ー

は
ゴ

ア
テ

ッ
ク

ス
等

の
生

地
を

使
用

し
て

通
気

性
の

高
い

も
の

の
液

体
は

透
過

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
寝

心
地

が
よ

く
、

寝
返

り
も

し
や

す
い

よ
う

に
す

る
。

張
力

の
変

更
は

ダ
イ

ア
ル

で
簡

単
に

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

4
8

0
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
昇

降
付

き
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
肢

体
障

害
者

用
入

浴
の

際
に

浴
槽

内
に

入
る

時
に

　
浴

槽
が

高
い

（
ア

パ
ー

ト
の

よ
う

に
据

え
置

き
タ

イ
プ

）
や

逆
に

低
い

時
が

あ
り

ま
す

。
バ

ス
ボ

ー
ド

は
浴

槽
の

幅
が

狭
い

時
や

　
場

合
に

よ
り

浴
槽

に
つ

か
る

と
き

に
は

使
用

が
で

き
な

か
っ

た
り

　
邪

魔
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

　
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

　
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
の

高
さ

が
、

理
容

室
の

椅
子

の
よ

う
に

　
（

介
助

者
は

ス
テ

ッ
プ

を
踏

む
）

昇
降

が
自

由
に

で
き

れ
ば

　
入

り
や

す
い

の
で

は
考

え
る

4
8

1
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

中
間

サ
イ

ズ
の

浴
槽

に
つ

い
て

…
。

そ
の

他
(人

工
呼

吸
器

を
着

用
)

こ
ん

に
ち

は
。

私
の

子
供

は
、

バ
ク

バ
ク

っ
子

（
人

工
呼

吸
器

を
つ

け
た

子
供

）
１

１
才

に
な

り
ま

す
。

ま
だ

、
小

さ
い

と
き

は
写

真
の

浴
槽

で
も

プ
カ

プ
カ

浮
く

位
で

し
た

が
、

最
近

は
体

も
大

き
く

な
っ

て
き

た
し

、
骨

粗
鬆

症
と

も
言

わ
れ

、
浴

槽
が

一
回

り
位

大
き

い
の

が
欲

し
い

と
思

い
、

色
々

問
い

合
わ

せ
（

大
手

メ
ー

カ
ー

や
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

）
ま

し
た

が
、

１
個

だ
け

で
は

高
額

に
な

る
と

か
、

こ
の

先
検

討
も

難
し

い
と

か
で

、
な

か
な

か
ベ

ス
ト

サ
イ

ズ
が

あ
り

ま
せ

ん
。

長
さ

１
メ

ー
ト

ル
位

の
物

は
代

用
で

き
た

り
、

１
メ

ー
ト

ル
４

０
セ

ン
チ

過
ぎ

る
と

大
人

サ
イ

ズ
で

使
用

で
き

ま
す

が
、

１
２

０
～

１
３

０
セ

ン
チ

ま
で

の
サ

イ
ズ

と
な

る
と

 な
か

な
か

代
用

も
難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

ぜ
ひ

中
旬

サ
イ

ズ
の

浴
槽

を
お

考
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

…
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

4
8

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
マ

イ
ス

プ
ー

ン
食

事
介

助
ロ

ボ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
マ

イ
ス

プ
ー

ン
に

セ
ッ

ト
す

る
器

は
、

指
定

さ
れ

た
も

の
し

か
使

用
で

き
な

い
た

め
、

色
々

な
器

が
使

用
で

き
る

と
よ

い
。

ま
た

、
豆

腐
の

様
な

柔
ら

か
い

食
べ

物
や

味
噌

汁
の

よ
う

な
汁

物
が

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
て

も
ら

い
た

い
。

4
8

3
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
立

ち
上

が
り

ア
シ

ス
ト

付
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

立
ち

上
が

る
際

に
便

座
が

昇
降

す
る

シ
ス

テ
ム

。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。

4
8

4
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ラ
ジ

オ
の

周
波

数
を

利
用

し
た

視
覚

障
害

者
用

支
援

機
器

視
覚

障
害

者
用

1
6

2
0

k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、

道
路

交
通

情
報

で
す

が
、

例
え

ば
1

5
0

0
k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、

公
共

施
設

や
駅

、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
こ

の
意

見
は

、
事

務
局

が
代

行
し

て
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

4
8

5
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

エ
レ

ベ
ー

タ
内

の
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

用
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

エ
レ

ベ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
、

必
ず

人
の

介
助

を
必

要
と

し
て

い
ま

す
。

一
部

の
メ

ー
カ

ー
で

は
オ

プ
シ

ョ
ン

で
あ

る
よ

う
で

す
が

、
視

覚
障

害
者

が
人

に
頼

ま
な

く
て

も
す

む
よ

う
、

音
声

認
識

装
置

は
標

準
装

備
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
（

こ
の

質
問

は
、

事
務

局
に

て
入

力
を

代
行

し
て

い
ま

す
。

）

4
8

6
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

振
動

で
知

ら
せ

る
時

計
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

視
覚

障
害

者
用

の
時

計
と

し
て

は
音

声
時

計
が

一
般

的
で

す
が

、
会

議
や

静
か

な
場

所
で

は
周

囲
へ

迷
惑

を
か

け
ま

す
し

、
う

る
さ

い
場

所
で

は
時

刻
が

聞
こ

え
に

く
い

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
携

帯
電

話
の

よ
う

に
、

振
動

を
利

用
し

て
時

刻
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
時

計
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

短
い

振
動

（
ブ

ル
）

は
１

、
長

い
振

動
（

ブ
ル

ル
ル

ル
）

は
５

と
す

る
。

時
刻

は
2

4
時

間
制

で
、

た
と

え
ば

2
3

時
5

6
分

な
ら

ば
２

　
３

　
５

　
６

　
の

順
に

振
動

さ
せ

ま
す

。
ブ

ル
ブ

ル
（

間
隔

）
ブ

ル
ブ

ル
ブ

ル
（

間
隔

）
ブ

ル
ル

ル
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ル
ル

ル
ブ

ル
の

よ
う

に
、

時
分

の
時

の
１

０
の

位
か

ら
順

番
に

短
い

振
動

と
長

い
振

動
で

表
現

し
て

い
き

ま
す

。
最

近
は

携
帯

電
話

用
に

バ
イ

ブ
レ

ー
タ

ー
も

小
型

化
し

て
き

て
お

り
、

安
価

に
も

な
っ

て
き

て
い

る
と

思
わ

れ
る

の
で

、
価

格
的

に
も

大
き

な
負

担
に

は
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
ま

た
振

動
さ

せ
る

ス
イ

ッ
チ

の
工

夫
を

す
れ

ば
、

関
節

可
動

域
制

限
の

あ
る

肢
体

不
自

由
者

に
も

使
え

る
商

品
に

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
8

7
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

用
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
で

、
目

的
場

所
の

電
話

番
号

を
入

れ
る

と
案

内
し

て
く

れ
る

物
。

　
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
前

方
を

中
心

に
両

速
方

の
様

子
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
物

。
　

知
ら

せ
る

手
段

は
音

声
と

振
動

。
　

利
用

者
の

体
に

装
着

し
て

使
用

す
る

。
　

カ
ー

ナ
ビ

シ
ス

テ
ム

を
使

う
の

は
コ

ス
ト

を
安

く
す

る
た

め
。

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

可
能

な
物

。

4
8

8
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

オ
ー

ル
マ

イ
テ

ィ
ー

ラ
ジ

オ
視

覚
障

害
者

用
ラ

ジ
コ

・
ラ

ジ
ル

ラ
ジ

ル
の

再
生

、
地

デ
ジ

テ
レ

ビ
（

解
説

放
送

）
受

信
、

A
M

/F
M

受
信

、
デ

ジ
タ

ル
ラ

ジ
オ

受
信

可
能

な
ラ

ジ
オ

を
最

低
２

機
種

。
ス

テ
レ

オ
ス

ピ
ー

カ
ー

内
蔵

の
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
。

　
ワ

ン
ス

ピ
ー

カ
ー

の
携

帯
ラ

ジ
オ

。
２

機
種

と
も

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
ー

ア
ン

テ
ナ

等
で

受
信

す
る

高
感

度
な

物
。

価
格

は
、

ホ
ー

ム
ラ

ジ
オ

が
２

万
円

～
３

万
円

程
度

。
携

帯
ラ

ジ
オ

が
１

５
０

０
０

円
～

２
万

円
程

度

4
8

9
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

。

視
覚

障
害

者
用

価
格

は
、

現
在

一
般

に
販

売
さ

れ
て

い
る

物
と

同
じ

程
度

。

71



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
9

0
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

リ
モ

コ
ン

操
作

時
の

ビ
ー

プ
音

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

最
近

リ
モ

コ
ン

や
本

体
が

ビ
ー

プ
音

を
発

声
さ

せ
る

機
種

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ビ

ー
プ

音
一

つ
（

ピ
ッ

）
、

二
つ

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
長

音
（

ピ
ー

ー
ー

ー
）

な
ど

い
ろ

い
ろ

の
音

を
使

い
分

け
て

操
作

確
認

で
き

る
物

を
製

作
し

て
欲

し
い

。
　

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
押

し
ボ

タ
ン

は
操

作
し

て
も

判
り

に
く

い
の

で
、

例
え

ば
エ

ア
コ

ン
の

温
度

設
定

は
一

番
高

い
温

度
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
風

量
の

強
い

設
定

で
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
タ

イ
マ

ー
の

時
間

は
長

い
ビ

ー
プ

音
と

短
い

物
の

組
み

合
わ

せ
（

ソ
ニ

ー
の

Ｍ
Ｄ

デ
ッ

キ
、

型
式

、
Ｍ

Ｄ
Ｓ

３
８

・
４

０
・

５
０

・
５

０
０

Ｓ
の

よ
う

に
）

。
で

き
れ

ば
各

社
統

一
し

て
欲

し
い

。

4
9

1
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
そ

の
他

(有
志

)
周

辺
案

内
カ

メ
ラ

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
小

型
カ

メ
ラ

を
メ

ガ
ネ

フ
レ

ー
ム

に
組

み
込

み
、

手
持

ち
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
す

た
び

に
正

面
の

画
像

を
認

識
し

て
、

イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

主
な

景
色

を
音

声
出

力
す

る
。

(約
３

Ｍ
先

に
階

段
が

あ
り

ま
す

・
壁

が
あ

り
ま

す
・

横
断

歩
道

が
あ

り
ま

す
・

信
号

機
が

あ
り

ま
す

・
人

が
い

ま
す

）
な

ど
な

ど
。

画
像

認
識

精
度

と
音

声
発

信
(変

換
)能

力
を

ど
ん

ど
ん

向
上

さ
せ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

か
ら

自
由

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

(ナ
ビ

タ
イ

ム
)

の
よ

う
な

一
般

商
業

メ
デ

ィ
ア

と
も

連
携

を
図

っ
て

、
精

度
・

認
識

速
度

の
向

上
に

努
め

る
。

4
9

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
医

療
専

門
職

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

私
は

力
が

弱
い

た
め

、
な

で
る

よ
う

な
タ

ッ
チ

で
入

力
で

き
る

も
の

が
欲

し
い

。
も

し
、

間
違

っ
て

も
以

前
の

も
の

の
よ

う
に

、
ず

っ
と

、
押

し
続

け
て

れ
ば

、
ず

っ
と

そ
の

場
所

ま
で

戻
る

よ
う

な
、

シ
ス

テ
ム

が
ほ

し
い

。
今

の
も

の
は

１
文

字
づ

つ
し

か
戻

ら
な

い
。

発
表

時
に

時
間

が
か

か
り

、
こ

の
人

に
あ

て
る

と
時

間
が

か
か

る
か

ら
嫌

だ
と

い
う

印
象

を
与

え
て

し
ま

う
。

そ
れ

は
嫌

だ
。

（
私

は
文

字
板

だ
と

、
相

手
の

読
む

速
度

に
合

わ
せ

ら
れ

ず
、

自
分

で
も

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
効

か
な

い
の

だ
が

、
か

な
り

速
く

な
っ

て
し

ま
う

。
し

ま
い

に
は

自
分

で
も

ど
こ

ま
で

押
し

た
っ

け
？

と
な

る
ほ

ど
だ

。
こ

う
い

う
症

状
の

人
は

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

使
用

者
に

は
珍

し
い

か
と

思
う

。
そ

こ
で

オ
プ

シ
ョ

ン
で

構
わ

な
い

の
で

上
記

の
よ

う
な

も
の

を
切

に
望

む
。

）

4
9

3
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

目
で

見
る

携
帯

電
話

聴
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
は

耳
が

聞
こ

え
な

い
た

め
、

相
手

の
声

を
聞

き
た

く
て

も
電

話
で

き
ま

せ
ん

。
こ

の
ア

イ
デ

ア
は

健
聴

者
は

普
通

に
聴

覚
障

害
者

宛
に

電
話

→
聴

覚
障

害
者

の
携

帯
電

話
（

画
面

）
に

は
、

健
聴

者
が

話
し

て
い

る
言

葉
が

、
そ

の
ま

ま
字

幕
や

テ
ロ

ッ
プ

表
示

さ
れ

る
よ

う
な

機
器

の
開

発
を

要
望

し
ま

す
。

4
9

4
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
そ

の
他

(盲
学

校
教

員
)

作
品

を
手

で
見

る
た

め
の

手
袋

視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(一

般
晴

眼
者

、
作

品
移

送
や

保
存

に
関

わ
る

業
務

用
)

彫
刻

な
ど

小
さ

な
デ

ィ
テ

ー
ル

も
分

か
り

や
す

い
触

察
用

の
手

袋
が

欲
し

い
。

こ
れ

ま
で

美
術

館
で

の
視

覚
障

が
い

者
（

全
盲

）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）

で
は

、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

作
品

の
保

存
性

の
問

題
か

ら
主

に
木

綿
の

手
袋

が
多

く
使

わ
れ

る
が

、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、

指
先

が
凹

ま
ず

感
度

が
悪

く
な

る
。

こ
れ

ま
で

、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、

シ
ッ

カ
ロ

ー
ル

を
塗

し
た

り
、

薄
い

絹
の

よ
う

な
滑

り
の

良
い

布
を

弛
み

な
く

被
せ

た
り

し
て

触
れ

、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。

4
9

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

義
肢

義
指

の
作

成
費

に
つ

い
て

自
衛

隊
で

公
務

災
害

の
担

当
を

し
て

い
ま

す
。

あ
る

隊
員

が
、

5
年

前
に

人
差

し
指

の
第

2
関

節
か

ら
指

を
切

断
し

、
福

祉
事

業
と

し
て

補
装

具
の

申
請

を
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

し
た

。
た

だ
し

、
そ

の
隊

員
は

昨
年

に
転

属
し

て
き

て
、

か
つ

、
初

め
て

申
請

す
る

と
い

う
も

の
で

し
た

。
以

前
は

2
0

万
円

ほ
ど

の
義

指
を

自
腹

で
購

入
し

て
い

ま
し

た
。

そ
の

た
め

、
今

回
も

同
等

の
も

の
を

申
請

し
、

支
給

を
受

け
た

い
と

い
う

も
の

で
し

た
。

私
も

、
公

務
災

害
の

担
当

に
な

っ
て

日
も

浅
い

た
め

、
義

指
の

平
均

的
な

価
格

も
わ

か
ら

ず
、

ま
た

、
厚

生
労

働
省

で
定

め
ら

れ
て

い
る

価
格

が
あ

ま
り

に
も

安
い

た
め

、
基

準
額

で
補

装
具

の
支

給
が

可
能

か
を

知
り

た
く

、
ま

た
、

こ
の

サ
イ

ト
に

載
っ

て
い

る
製

作
所

な
ら

基
準

額
に

沿
っ

た
義

指
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

の
か

。
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
9

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

義
肢

福
祉

専
門

職
手

話
対

応
義

手
肢

体
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
手

話
や

指
文

字
に

対
応

し
た

義
手

が
あ

る
と

上
肢

障
害

者
が

手
話

で
話

せ
ま

す
。

こ
の

義
手

の
駆

動
技

術
は

手
話

ロ
ボ

ッ
ト

の
ア

ー
ム

と
し

て
も

使
え

ま
す

。

4
9

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

音
の

識
別

を
正

確
に

行
う

機
器

聴
覚

障
害

者
用

難
聴

で
、

現
在

、
箱

形
補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
が

、
人

の
声

の
質

や
回

り
音

な
ど

の
影

響
を

受
け

、
聞

き
間

違
え

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
音

量
調

整
は

可
能

で
す

が
、

雑
音

が
混

じ
っ

た
り

複
数

の
人

の
声

が
一

気
に

頭
に

入
る

と
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。

4
9

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

開
発

メ
ー

カ
夢

の
進

む
杖

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
(介

護
認

定
者

用
)

多
点

杖
よ

り
　

い
い

杖
の

開
発

を
進

め
て

く
だ

さ
い

歩
け

な
い

人
が

介
護

認
定

う
け

ま
す

が
歩

き
に

く
い

杖
だ

け
を

、
介

護
保

険
対

象
製

品
に

す
る

の
は

ど
う

か
。

多
点

杖
は

介
護

保
険

対
象

で
あ

る
が

、
使

用
者

は
元

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、

一
人

で
部

屋
の

中
を

歩
け

る
こ

と
。

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
　

調
子

の
良

い
時

に
、

移
動

し
や

す
い

杖
が

必
要

で
す

１
日

も
早

く
、

４
点

杖
以

上
の

夢
の

あ
る

　
使

用
者

が
、

歩
き

出
す

杖
の

開
発

が
必

要
で

す
。

介
護

保
険

の
枠

の
拡

大
が

、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。

4
9

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
白

杖
視

覚
障

害
者

用
白

杖
を

使
っ

て
い

て
、

溝
に

は
ま

っ
た

り
、

自
転

車
と

接
触

し
た

り
し

て
破

損
す

る
こ

と
が

多
い

。
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

、
も

っ
と

安
価

に
す

る
な

ど
の

方
法

で
利

用
者

の
買

い
替

え
の

際
の

負
担

が
減

る
と

い
い

で
す

。

5
0

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
段

差
お

知
ら

せ
白

杖
視

覚
障

害
者

用
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。

歩
道

と
車

道
の

段
差

を
登

る
と

き
、

例
え

ば
ピ

ピ
ピ

と
知

ら
せ

る
も

の
。

5
0

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
音

声
ガ

イ
ド

付
き

白
状

視
覚

障
害

者
用

白
杖

が
現

在
い

る
場

所
を

感
知

し
て

、
目

的
地

ま
で

音
声

ガ
イ

ド
し

て
く

れ
る

と
助

か
る

。
ま

た
、

道
だ

け
で

は
な

く
て

、
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
て

、
「

あ
と

〇
〇

メ
ー

ト
ル

で
障

害
物

で
す

」
と

、
障

害
物

を
感

知
し

て
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

れ
ば

、
ぶ

つ
か

ら
ず

安
全

に
歩

く
こ

と
が

で
き

る
。

5
0

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
音

声
ガ

イ
ド

付
き

の
白

状
視

覚
障

害
者

用
一

人
で

外
を

歩
く

時
に

、
音

声
ガ

イ
ド

セ
ン

サ
ー

付
き

の
白

杖
が

あ
る

と
歩

き
や

す
い

と
思

う
。

5
0

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
小

型
カ

メ
ラ

付
き

白
杖

視
覚

障
害

者
用

白
杖

に
、

小
型

カ
メ

ラ
を

付
け

て
そ

の
映

像
（

障
害

物
や

段
差

、
曲

が
り

角
な

ど
）

を
音

声
（

イ
ヤ

ホ
ン

）
で

教
え

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
等

を
利

用
し

て
も

、
屋

内
や

地
下

街
な

ど
に

問
題

が
あ

り
そ

う
な

の
で

、
独

自
に

判
別

で
き

る
機

器
の

ほ
う

が
単

独
歩

行
で

き
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。

5
0

4
H

2
2

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

自
立

す
る

杖
「

杖
の

置
き

場
に

困
る

」
と

云
う

Ｎ
ｏ

．
８

９
し

ん
さ

ん
の

ご
意

見
に

賛
同

が
多

い
の

に
驚

き
ま

し
た

。
私

が
最

近
開

発
し

た
自

立
す

る
杖

は
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

で
優

秀
賞

に
選

ば
れ

ま
し

た
が

ま
だ

試
作

の
段

階
で

す
。

専
門

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
企

画
力

と
技

術
で

こ
れ

が
商

品
化

さ
れ

れ
ば

多
く

の
方

々
に

喜
ば

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

72



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
0

5
H

2
2

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の
す

く
み

足
改

善
用

の
リ

ハ
ビ

リ
杖

で
す

。
す

く
み

足
の

リ
ハ

ビ
リ

に
は

床
に

貼
っ

た
テ

ー
プ

を
踏

み
越

え
る

よ
う

に
し

て
歩

き
だ

す
こ

と
が

有
効

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

自
宅

や
リ

ハ
ビ

リ
施

設
で

は
い

つ
で

も
テ

ー
プ

を
貼

っ
て

お
く

こ
と

が
可

能
で

す
が

、
外

出
先

で
は

そ
う

は
い

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

使
い

慣
れ

た
ご

自
分

の
杖

に
レ

ー
ザ

ー
発

光
器

を
取

り
付

け
て

、
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
テ

ー
プ

を
床

に
貼

っ
て

い
る

の
と

同
じ

状
態

を
再

現
出

来
る

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
手

元
の

ス
イ

ッ
チ

で
足

元
に

赤
い

レ
ー

ザ
ー

ラ
イ

ン
が

出
現

し
ま

す
。

現
在

埼
玉

の
リ

ハ
ビ

リ
病

院
に

て
実

証
試

験
中

で
す

。
い

ず
れ

歩
行

器
に

も
取

り
付

け
可

能
な

物
し

て
ゆ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

5
0

6
H

2
2

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

半
身

不
自

由
な

か
た

で
も

一
人

で
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、

脚
の

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
な

足
、

脚
の

上
、

下
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

股
関

節
は

体
を

支
え

る
土

台
で

す
。

股
関

節
の

柔
軟

運
動

は
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
。

検
証

す
み

で
す

。

5
0

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
歩

行
器

に
つ

い
て

現
在

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ

ｍ
以

上
な

る
も

の
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

お
り

た
た

め
る

物
(簡

単
に

車
の

ト
ラ

ン
ク

に
収

納
可

能
な

物
）

が
無

い
と

思
い

ま
す

。
あ

れ
ば

ぜ
ひ

教
え

て
頂

き
た

い
で

す
し

、
現

在
、

そ
の

よ
う

な
歩

行
器

が
無

い
様

で
し

た
ら

、
ぜ

ひ
と

も
開

発
し

て
頂

き
た

い
も

の
で

す
。

5
0

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)小

物
歩

行
器

・
歩

行
車

ち
ょ

っ
た

し
た

カ
ゴ

が
あ

れ
ば

・
・

・
股

関
節

を
骨

折
し

、
且

つ
膝

も
悪

く
足

を
曲

げ
る

の
に

大
変

な
方

で
す

。
日

中
独

居
状

態
で

が
ん

ば
っ

て
み

え
ま

す
が

、
宅

急
便

の
対

応
や

、
新

聞
代

の
集

金
等

、
何

か
し

ら
玄

関
ま

で
移

動
す

る
機

会
が

あ
り

ま
す

。
玄

関
先

に
印

鑑
や

現
金

を
準

備
し

て
お

く
の

は
不

安
が

あ
り

、
い

つ
も

身
の

回
り

に
持

ち
歩

い
て

み
え

ま
す

。
現

在
、

レ
ン

タ
ル

で
シ

ン
フ

ォ
ニ

ー
を

使
用

頂
い

て
お

り
ま

す
が

、
バ

ッ
ク

に
都

度
出

し
入

れ
す

る
の

は
大

変
な

様
で

す
。

何
か

良
い

カ
ゴ

み
た

い
な

物
を

知
っ

て
い

る
方

が
み

え
ま

し
た

ら
教

え
頂

け
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。

5
0

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

馬
蹄

型
歩

行
器

肢
体

障
害

者
用

馬
蹄

型
歩

行
器

で
、

在
宅

で
よ

り
使

用
し

や
す

い
も

の
を

！
1

.幅
、

高
さ

の
調

整
が

も
っ

と
出

来
る

も
の

。
　

例
え

ば
、

日
本

の
家

屋
事

情
や

体
格

を
考

え
れ

ば
幅

は
4

0
ｃ

ｍ
台

ま
で

狭
め

ら
れ

る
も

の
。

2
.抵

抗
器

、
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

は
も

ち
ろ

ん
駐

車
ブ

レ
ー

キ
も

装
備

。
　

椅
子

や
ベ

ッ
ド

か
ら

の
移

乗
時

に
滑

る
。

　
ブ

レ
ー

キ
の

形
状

は
、

車
い

す
に

つ
い

て
い

る
よ

う
な

も
の

か
、

　
歩

行
車

の
よ

う
な

ハ
ン

ド
ブ

レ
ー

キ
を

下
げ

て
固

定
す

る
も

の
等

が
考

え
ら

れ
る

。
上

記
の

よ
う

な
機

能
を

持
っ

た
馬

蹄
型

歩
行

器
が

見
当

ら
な

い
の

で
是

非
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

5
1

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
車

い
す

車
両

か
ら

車
い

す
を

認
識

し
て

も
ら

う
装

置
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

で
す

。
ポ

リ
オ

の
会

に
所

属
し

て
い

ま
す

。
車

イ
ス

の
会

員
が

交
通

事
故

に
あ

い
ま

し
た

。
ひ

じ
骨

折
に

全
身

打
撲

、
乗

っ
て

い
た

電
動

車
い

す
は

大
破

で
す

。
呼

吸
器

に
も

障
害

が
あ

る
人

で
す

が
、

　
呼

吸
器

の
扱

い
や

酸
素

の
事

や
ら

機
能

低
下

予
防

や
ら

対
応

も
う

ま
く

い
か

ず
、

意
識

不
明

で
の

搬
送

で
あ

っ
た

ら
命

を
落

と
さ

れ
た

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

場
所

は
新

宿
、

時
間

は
午

前
中

、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ
ま

し
た

。
あ

わ
や

！
と

い
う

思
い

は
私

自
身

も
そ

う
で

す
が

、
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

は
み

な
さ

ん
経

験
さ

れ
て

い
ま

す
。

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、

左
折

車
、

そ
し

て
夜

間
で

は
道

路
全

般
で

。
何

か
、

車
両

等
か

ら
車

い
す

を
認

識
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
ぜ

ひ
、

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

せ
ん

で
し

ょ
う

か
？

会
の

中
で

は
以

前
か

ら
、

車
い

す
に

Ｌ
Ｅ

Ｄ
点

灯
装

置
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

た
ら

ど
う

だ
ろ

う
か

と
い

う
意

見
も

出
て

い
ま

す
が

、
具

体
化

し
て

い
ま

せ
ん

。
個

人
的

に
は

、
今

回
の

事
故

が
昼

間
で

あ
っ

た
こ

と
を

考
え

る
と

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

で
は

不
十

分
な

よ
う

な
気

も
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

5
1

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
車

い
す

座
位

保
持

装
置

・
車

椅
子

の
暑

さ
対

策
体

幹
機

能
障

害
の

重
度

重
複

障
害

者
2

0
歳

の
息

子
の

こ
と

で
す

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
や

通
園

に
通

っ
て

い
ま

す
。

か
ら

だ
を

安
定

さ
せ

て
異

動
す

る
に

は
、

座
位

保
持

い
す

が
必

要
で

す
。

悩
み

は
背

中
の

あ
つ

さ
で

す
。

ぴ
っ

た
り

く
っ

つ
い

て
安

定
し

て
ま

す
が

、
そ

の
分

体
温

が
こ

も
っ

て
暑

く
て

い
つ

も
汗

だ
く

に
な

り
ま

す
。

メ
ッ

シ
ュ

シ
ー

ト
の

生
地

に
し

て
、

ア
イ

ス
ノ

ン
を

せ
な

か
に

入
れ

て
も

、
長

時
間

の
通

院
の

行
き

帰
り

は
汗

だ
く

で
す

。
素

材
の

ウ
レ

タ
ン

、
低

反
発

シ
ー

ト
が

、
熱

を
放

出
し

な
い

か
ら

で
す

ね
。

小
さ

い
換

気
扇

を
つ

け
て

熱
を

出
す

工
夫

を
メ

ー
カ

ー
さ

ん
が

し
て

く
れ

て
い

ま
す

が
、

電
池

対
応

な
の

で
8

本
の

電
池

が
す

ぐ
な

く
な

っ
て

　
不

経
済

で
す

。
何

か
い

い
方

法
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

快
適

に
使

い
た

い
で

す
。

こ
れ

は
本

人
に

と
っ

て
切

実
で

し
ょ

う
。

5
1

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 移

乗
車

い
す

移
乗

介
護

へ
の

取
り

組
み

方
作

業
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

の
ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
で

有
益

な
移

乗
機

器
の

ロ
メ

デ
イ

ッ
ク

ジ
ャ

パ
ン

が
無

く
な

っ
て

ス
ラ

イ
デ

イ
ン

グ
系

、
シ

ー
ト

系
の

機
器

は
ど

こ
で

購
入

レ
ン

タ
ル

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
神

奈
川

県
）
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
1

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
車

い
す

■
業

界
で

統
一

し
て

ほ
し

い
特

養
で

勤
務

し
て

い
ま

す
。

現
在

 ２
つ

の
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

チ
ル

ト
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

車
い

す
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
 チ

ル
ト

レ
バ

ー
と

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
レ

バ
ー

が
 全

く
逆

に
つ

い
て

い
ま

す
。

Ａ
社

製
　

右
 チ

ル
ト

　
　

　
　

　
左

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
Ｂ

社
製

　
右

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
　

左
 チ

ル
ト

い
ず

れ
も

 車
い

す
本

体
に

シ
ー

ル
が

貼
っ

て
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
表

記
も

ば
ら

ば
ら

。
Ａ

社
製

　
「

背
」

　
「

座
」

Ｂ
社

製
　

「
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

」
　

「
テ

ィ
ル

ト
」

介
助

時
に

は
目

で
確

認
し

て
操

作
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

で
す

が
、

危
な

い
場

面
も

あ
り

ま
し

た
。

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
を

起
こ

す
は

ず
が

 誤
っ

て
チ

ル
ト

レ
バ

ー
を

握
っ

て
し

ま
い

、
あ

わ
や

転
落

寸
前

。
も

ち
ろ

ん
 操

作
に

携
わ

る
職

員
に

は
「

目
で

確
認

す
る

こ
と

」
と

再
周

知
し

た
こ

と
は

当
然

で
す

。
そ

こ
は

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

が
、

そ
れ

だ
け

と
は

思
え

な
い

の
で

す
。

レ
バ

ー
の

位
置

設
定

や
表

記
が

統
一

さ
れ

て
い

た
ら

…
と

。
正

直
 現

場
は

め
ま

ぐ
る

し
い

忙
し

さ
で

す
し

、
職

員
も

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
言

い
訳

か
も

し
れ

な
い

で
す

が
、

限
界

も
あ

り
ま

す
。

自
動

車
だ

っ
た

ら
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ア

ク
セ

ル
・

ブ
レ

ー
キ

・
ク

ラ
ッ

チ
の

順
番

も
ウ

ィ
ン

カ
ー

や
ワ

イ
パ

ー
の

レ
バ

ー
の

左
右

も
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
て

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
ね

。
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
 ま

で
は

い
か

な
く

て
も

、
少

な
く

と
も

介
護

す
る

立
場

の
人

が
迷

わ
ず

に
使

え
る

よ
う

な
基

準
が

必
要

な
時

な
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

技
術

が
進

歩
し

て
 す

ば
ら

し
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

さ
ら

に
 あ

ら
ゆ

る
ユ

ー
ザ

ー
が

使
い

や
す

い
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
検

討
・

作
る

こ
と

も
、

業
界

の
責

任
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
み

な
さ

ん
 ど

の
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
か

？

5
1

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

の
家

族
季

節
に

応
じ

て
通

気
性

や
保

温
性

等
を

調
節

で
き

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
車

椅
子

と
カ

バ
ー

の
間

に
入

れ
る

フ
ァ

ン
が

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
ま

す
が

、
重

度
な

障
害

の
場

合
、

フ
ァ

ン
を

入
れ

る
こ

と
も

で
き

ま
せ

ん
。

5
1

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

の
家

族
バ

ス
車

内
車

椅
子

固
定

装
置

に
対

応
し

た
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

肢
体

障
害

者
用

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日
起

き
た

も
の

は
縫

合
が

必
要

な
程

の
怪

我
で

あ
り

、
児

童
生

徒
、

保
護

者
は

不
安

を
感

じ
て

い
ま

す
。

当
ス

ク
ー

ル
バ

ス
は

ゴ
ム

バ
ン

ド
で

の
不

完
全

な
固

定
な

ど
、

会
社

側
の

安
全

意
識

が
低

い
た

め
に

繰
り

返
さ

れ
た

も
の

で
は

あ
り

ま
す

が
、

公
共

の
バ

ス
を

利
用

し
て

い
て

車
椅

子
固

定
に

不
安

が
な

い
と

は
い

え
ま

せ
ん

。
よ

く
、

車
椅

子
の

形
が

い
ろ

い
ろ

で
対

応
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

を
聞

き
ま

す
の

で
、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固
定

部
位

が
あ

る
仕

様
と

し
、

確
実

に
固

定
装

置
と

固
定

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

5
1

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

の
家

族
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

車
椅

子
を

固
定

す
る

金
具

（
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

も
の

）

肢
体

障
害

者
用

先
ほ

ど
、

バ
ス

車
内

固
定

装
置

に
固

定
で

き
る

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
の

統
一

し
た

仕
様

の
要

望
を

出
し

ま
し

た
が

、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
固

定
装

置
用

フ
ッ

ク
を

要
望

し
ま

す
。

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

は
乗

務
員

の
研

修
不

足
で

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ
に

ゴ
ム

バ
ン

ド
を

引
っ

掛
け

る
と

い
う

よ
う

な
信

じ
ら

れ
な

い
こ

と
も

起
き

ま
し

た
。

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易
さ

、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

5
1

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

車
い

す
の

座
ク

ッ
シ

ョ
ン

肢
体

障
害

者
用

全
車

い
す

に
も

可
能

な
、

前
輪

、
駆

動
軸

に
、

障
害

者
に

優
し

い
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

採
用

を
、

研
究

、
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、

歩
道

の
タ

イ
ル

、
段

差
に

は
結

構
、

体
に

苦
痛

を
伴

い
ま

す
。

ま
た

、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。

5
1

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

収
納

で
き

ま
す

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(老

人
施

設
、

な
ど

)
車

い
す

の
人

達
が

自
分

自
身

で
衣

類
、

ス
ー

ツ
、

コ
ー

ト
な

ど
日

常
生

活
の

一
部

を
家

族
の

手
を

借
り

ず
に

自
分

自
身

の
手

で
収

納
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
中

で
す

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

、
車

い
す

の
人

達
に

喜
ば

れ
る

？
周

り
の

車
椅

子
の

人
は

、
開

発
終

了
を

待
っ

て
い

る
方

も
お

ら
れ

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

取
り

付
け

可
能

で
す

。

5
1

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

階
段

昇
降

で
き

る
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、

そ
の

階
段

は
急

で
曲

が
っ

て
い

る
場

合
が

極
め

て
多

く
、

そ
の

よ
う

な
家

屋
に

お
い

て
居

住
者

が
高

齢
、

あ
る

い
は

障
害

を
持

つ
こ

と
に

な
り

、
２

階
へ

の
移

動
、

外
へ

の
移

動
で

困
っ

て
い

る
事

例
が

多
い

。
実

際
、

住
宅

業
者

が
多

く
販

売
し

て
い

る
最

近
の

住
宅

の
階

段
は

、
勾

配
が

４
５

度
を

越
え

、
幅

は
わ

ず
か

に
８

０
ｃ

ｍ
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

。
現

在
の

高
齢

者
の

半
数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に
困

難
な

場
合

も
多

い
。

現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ
る

。
ま

た
レ

ン
タ

ル
対

象
機

器
で

は
、

介
助

者
が

必
要

で
、

階
段

も
勾

配
な

ど
条

件
が

限
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型

軽
量

な
昇

降
機

が
求

め
ら

れ
て

い
る

5
2

0
H

2
2

新
製

品
や

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

車
い

す
自

転
車

車
い

す
と

折
り

畳
み

自
転

車
を

接
続

す
る

も
の

を
造

り
ま

し
た

。
障

害
の

あ
る

方
（

子
供

）
に

と
っ

て
、

サ
イ

ク
リ

ン
グ

と
は

全
く

別
の

世
界

の
ス

ポ
ー

ツ
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
私

の
家

族
に

も
一

人
居

り
ま

し
て

冬
は

チ
ェ

ア
ス

キ
ー

を
楽

し
ん

で
い

る
の

で
す

が
、

そ
の

他
の

季
節

に
は

た
ま

の
ド

ラ
イ

ブ
以

外
あ

ま
り

楽
し

む
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
。

車
い

す
で

の
移

動
用

に
外

国
製

の
も

の
が

あ
り

ま
し

た
が

、
い

か
ん

せ
ん

高
価

す
ぎ

ま
し

た
。

な
ん

と
か

安
く

自
転

車
と

車
い

す
を

つ
な

げ
る

も
の

は
と

探
し

て
み

ま
し

た
が

、
今

一
つ

こ
れ

だ
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

製
作

途
中

の
話

は
省

略
し

ま
す

。
試

行
錯

誤
の

結
果

完
成

し
ま

し
た

。
現

在
の

と
こ

ろ
ﾃｨ

ｯ
ﾋﾟ

ﾝｸ
ﾞ
ﾚﾊ

ﾞｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま
す

の
で

安
価

に
で

き
ま

し
た

。
自

転
車

＋
接

続
装

置
で

６
万

円
以

下
で

出
来

ま
す

。
私

の
家

族
以

外
で

も
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

楽
し

ん
で

い
る

ご
家

族
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
興

味
の

あ
る

方
は

ご
意

見
を

く
だ

さ
い

。

5
2

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

の
家

族
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

近
年

、
車

椅
子

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
形

や
ハ

ン
ド

ル
形

な
ど

大
型

化
、

重
量

化
し

て
お

り
、

使
い

勝
手

が
と

て
も

悪
く

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
周

り
の

人
た

ち
に

も
迷

惑
に

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
半

立
ち

（
駅

な
ど

で
あ

る
ベ

ン
チ

で
腰

を
軽

く
か

け
る

程
度

の
も

の
）

の
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
な

ど
小

型
化

、
軽

量
化

し
た

装
置

の
開

発
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1

0
c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
健

常
者

と
同

じ
扱

い
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

開
発

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。

74



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
2

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
か

な
り

大
き

い
た

め
周

り
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と
生

活
で

き
な

い
の

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
電

動
車

い
す

が
作

ら
れ

て
か

ら
私

の
生

活
は

か
な

り
楽

に
は

な
り

ま
し

た
が

、
精

神
的

に
は

ま
だ

ま
だ

き
つ

い
も

の
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

周
り

の
人

に
迷

惑
を

か
け

な
い

車
い

す
ま

た
は

福
祉

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
た

と
え

ば
、

足
に

ア
シ

ス
ト

機
能

の
あ

る
義

足
で

普
通

に
歩

け
る

よ
う

に
な

る
機

器
で

す
と

か
、

直
立

し
た

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

（
セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

何
と

か
、

周
り

の
人

た
ち

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

ず
、

健
常

者
と

同
じ

よ
う

に
生

活
で

き
る

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。

5
2

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
そ

の
他

(研
究

機
関

)
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
の

電
動

移
動

機
器

肢
体

障
害

者
用

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

が
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

に
対

し
て

の
電

動
移

動
機

器
の

研
究

開
発

を
行

っ
て

い
ま

す
．

大
き

な
ボ

タ
ン

で
動

く
シ

ン
プ

ル
な

電
動

の
全

方
向

移
動

車
い

す
で

す
．

h
tt

p
:/

/w
w

w
.b

lo
g
.c

rn
.o

r.
jp

/r
e
p

o
rt

/0
7

/1
3

.h
tm

l
移

動
経

験
を

お
こ

な
う

こ
と

は
，

認
知

・
社

会
面

の
発

達
に

も
影

響
を

及
ぼ

す
の

で
，

早
期

の
段

階
か

ら
移

動
を

支
援

す
る

こ
と

が
重

要
，

と
別

の
リ

ハ
ビ

リ
の

お
医

者
さ

ん
か

ら
も

伺
っ

て
い

た
の

で
す

が
，

ま
さ

に
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
さ

れ
て

い
ま

す
．

先
日

見
学

さ
せ

て
頂

い
た

と
こ

ろ
，

こ
れ

ま
で

意
思

表
示

を
で

き
る

と
思

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

重
度

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
が

，
１

時
間

車
い

す
に

搭
乗

し
て

試
行

錯
誤

し
て

い
る

間
に

あ
る

人
（

Ｐ
Ｔ

の
女

性
）

に
近

づ
こ

う
と

し
て

い
る

の
が

分
か

っ
て

，
ご

両
親

が
感

激
さ

れ
て

い
ま

し
た

．
「

電
動

車
い

す
」

に
な

る
の

か
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
な

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
，

こ
の

よ
う

な
技

術
の

完
成

度
（

安
全

性
な

ど
）

が
高

ま
り

，
（

現
状

は
非

常
に

高
価

の
よ

う
で

す
が

）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

た
ち

の
生

活
や

人
生

が
変

わ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

の
で

す
が

，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の
か

，
い

く
ら

で
出

来
れ

ば
い

い
か

，
皆

様
の

ご
意

見
を

伺
い

た
い

と
思

い
ま

す
．

5
2

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

意
思

伝
達

装
置

筆
記

用
具

手
が

不
自

由
な

の
で

自
分

ん
で

も
字

が
書

く
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
何

か
よ

い
も

の
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？

5
2

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
聞

こ
え

な
い

人
の

た
め

の
器

具
聴

覚
障

害
者

用
玄

関
の

入
り

口
に

、
夜

で
も

見
え

る
モ

ニ
タ

ー
が

あ
る

と
便

利
。

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。

5
2

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
特

殊
寝

台
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

の
オ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

現
場

で
ベ

ッ
ド

を
選

定
す

る
際

に
思

う
事

で
す

が
、

男
性

で
身

長
の

高
い

方
が

何
人

か
お

見
え

で
す

。
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

延
長

が
プ

レ
グ

ラ
ー

し
か

な
い

の
は

福
祉

用
具

の
選

定
の

幅
が

無
く

、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

せ
め

て
タ

イ
カ

の
ア

ル
フ

ァ
プ

ラ
や

ア
ル

フ
ァ

プ
ラ

す
く

っ
と

、
ケ

ー
プ

の
ネ

ク
サ

ス
に

延
長

機
能

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
の

で
す

が
・

・
・

ど
う

で
し

ょ
う

？

5
2

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)寝

台
付

属
特

殊
寝

台
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

の
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
組

み
合

わ
せ

に
つ

い
て

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１

６
１

Ｑ
又

は
サ

イ
ド

レ
ー

ル
Ｋ

Ｓ
－

１
７

１
Ｑ

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

干
渉

し
合

う
の

で
干

渉
し

合
わ

な
い

様
に

鈍
角

（
３

０
度

）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。
首

が
挟

ま
れ

易
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（

認
知

症
の

方
に

ベ
ッ

ド
を

導
入

す
る

際
）

（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

5
2

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)姿

勢
保

持
特

殊
寝

台
円

背
の

方
の

姿
勢

保
持

に
つ

い
て

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。

5
2

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

大
型

の
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
探

し
て

い
ま

す
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

で
す

。
あ

る
男

性
の

Ａ
様

と
い

う
普

段
ベ

ッ
ド

上
で

生
活

し
て

い
る

お
客

様
が

い
ま

す
。

排
泄

に
関

し
て

は
す

べ
て

ベ
ッ

ド
上

で
行

な
っ

て
お

り
ま

し
た

が
、

端
座

位
姿

勢
が

取
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
で

の
排

泄
が

で
き

る
ぐ

ら
い

の
身

体
状

況
に

な
っ

て
き

ま
し

た
。

と
こ

ろ
が

、
Ａ

様
は

体
が

非
常

に
大

き
く

（
身

長
は

1
7

0
c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）

い
く

つ
か

適
合

し
そ

う
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・

・
・

と
い

っ
た

感
じ

で
す

。
こ

の
方

の
介

護
者

曰
く

「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・

・
」

と
い

う
の

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
特

注
な

ん
て

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
も

こ
の

業
界

に
入

っ
て

６
年

目
で

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
3

0
H

2
2

新
製

品
や

技
術

排
泄

 移
乗

 屋
内

の
移

動
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

移
動

用
リ

フ
ト

力
要

ら
ず

介
護

シ
ス

テ
ム

枕
交

換
可

能
な

力
が

あ
れ

ば
車

椅
子

、
洗

浄
お

む
つ

交
換

、
簡

易
入

浴
の

が
行

え
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
寝

た
ま

ま
で

体
を

左
右

に
移

動
可

能
に

す
る

新
方

式
の

移
動

方
法

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
（

特
許

済
）

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

は
埼

玉
県

の
経

営
革

新
計

画
の

承
認

を
受

け
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
向

け
の

県
の

公
的

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
な

が
ら

行
い

ま
し

た
。

シ
ス

テ
ム

の
詳

細
は

以
下

の
H

P
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/s

e
ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

5
3

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

利
用

者
の

家
族

児
童

用
オ

ム
ツ

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(障

害
児

)
体

重
が

1
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
を

超
え

た
く

ら
い

か
ら

、
市

販
の

赤
ち

ゃ
ん

・
幼

児
用

オ
ム

ツ
が

き
つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ
て

、
成

人
向

け
の

オ
ム

ツ
は

大
き

す
ぎ

て
使

え
ま

せ
ん

。
1

5
～

4
0

キ
ロ

グ
ラ

ム
く

ら
い

の
障

害
児

用
の

オ
ム

ツ
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

障
害

児
の

場
合

、
足

の
付

け
根

や
股

関
節

の
隙

間
か

ら
オ

シ
ッ

コ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
も

多
い

の
で

、
そ

の
点

に
も

配
慮

し
て

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ご

一
考

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

5
3

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

携
帯

用
簡

易
ト

イ
レ

の
ア

イ
デ

ア
外

出
先

で
も

使
え

る
簡

易
用

ト
イ

レ
（

芳
香

付
き

）
に

つ
い

て
の

ア
イ

デ
ア

が
あ

り
ま

す
。

つ
い

て
は

、
こ

れ
を

実
用

化
し

て
く

だ
さ

る
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

。
ご

興
味

を
も

た
れ

た
方

は
ご

一
報

く
だ

さ
い

。

5
3

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

介
助

が
楽

な
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
用

の
手

す
り

に
つ

い
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、

実
用

新
案

の
申

請
を

し
た

と
こ

ろ
登

録
さ

れ
ま

し
た

。
筋

力
の

弱
っ

た
父

の
介

護
を

し
な

が
ら

、
楽

に
座

っ
た

り
立

っ
た

り
で

き
る

事
を

第
一

に
考

え
た

も
の

で
す

。
市

販
の

パ
イ

プ
や

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

作
り

、
実

際
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

腰
へ

の
負

担
も

軽
減

さ
れ

、
と

て
も

便
利

で
し

た
。

こ
れ

を
商

品
化

し
て

下
さ

る
企

業
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

5
3

4
H

2
2

新
製

品
や

技
術

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 調

理
 掃

除
 そ

の
他

(場
面

)除
菌

排
泄

関
連

用
具

安
全

で
最

強
の

除
菌

・
消

臭
液

　
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
　

手
洗

い
体

拭
き

も
Ｏ

Ｋ
！

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

な
ら

１
０

秒
で

同
じ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

細
菌

や
有

機
物

に
接

触
す

る
と

水
に

戻
り

、
安

全
で

す
。

発
生

す
る

悪
臭

を
瞬

時
に

消
失

さ
せ

ま
す

。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・

消
臭

で
有

名
な

製
品

も
あ

り
ま

す
が

、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。

ま
な

板
で

も
包

丁
で

も
洗

濯
物

で
も

除
菌

し
ま

す
。

テ
レ

ビ
C

M
で

覚
え

た
除

菌
・

消
臭

の
常

識
を

変
え

て
く

だ
さ

い
。

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

は
材

料
、

製
法

か
ら

除
菌

消
臭

理
論

、
実

証
デ

ー
タ

が
そ

ろ
っ

て
い

ま
す

。
な

ぜ
、

安
全

な
の

か
？

な
ぜ

、
除

菌
で

き
る

の
か

？
明

確
に

し
て

い
ま

す
。

安
全

で
あ

り
な

が
ら

最
強

と
言

っ
て

も
過

言
で

は
な

い
製

品
を

福
祉

用
品

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

多
く

の
方

に
知

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

75



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
3

5
H

2
2

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
頚

椎
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
の

開
発

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
　

首
都

大
学

東
京

の
新

田
収

教
授

と
共

同
研

究
頚

椎
を

同
じ

姿
勢

で
長

時
間

い
る

と
、

肩
が

は
っ

た
り

　
首

の
疲

労
が

増
加

す
る

。
耳

を
中

心
と

し
た

頭
部

の
回

転
運

動
　

う
な

づ
き

運
動

が
頚

椎
の

周
辺

の
筋

肉
の

運
動

に
有

効
で

あ
る

。
頚

椎
の

重
い

疾
患

に
な

る
前

に
、

日
頃

う
な

づ
き

運
動

を
、

疲
労

し
な

い
程

度
に

行
う

と
、

血
流

が
良

く
、

イ
ン

ナ
ー

マ
ッ

ス
ル

内
部

筋
肉

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

な
る

。
頚

椎
の

周
辺

の
筋

力
の

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

、
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
頚

椎
の

有
効

な
運

動
に

、
う

な
づ

き
　

了
解

　
は

い
　

と
首

を
立

て
に

動
か

す
事

は
う

な
づ

き
運

動
の

、
基

本
動

作
で

あ
る

。
い

つ
も

首
を

横
に

ふ
り

、
う

な
づ

く
事

の
な

い
人

は
、

要
注

意
で

あ
る

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.f
e
rr

e
t-

tu
e
.c

o
m

/b
b

s
/b

o
a
rd

.p
h

p
?

b
o
a
rd

=
b

o
a
rd

0
4

&
c
o
m

m
a
n

d
=b

o
d

y&
n

o
=
1

7

5
3

6
H

2
2

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

健
康

・
介

護
情

報
誌

「
ど

ー
も

」
の

ご
紹

介
「

ど
ー

も
」

は
、

４
８

歳
か

ら
の

華
麗

な
生

き
方

を
応

援
す

る
た

め
の

健
康

・
笑

顔
応

援
誌

と
正

し
い

介
護

の
方

法
、

得
す

る
介

護
情

報
を

提
供

す
る

情
報

誌
の

２
ツ

の
側

面
を

持
っ

た
雑

誌
で

す
。

内
容

も
身

近
な

視
点

か
ら

わ
か

り
易

い
内

容
で

、
健

康
や

介
護

が
、

自
分

の
身

近
な

話
題

や
問

題
に

最
初

に
直

面
し

た
時

に
一

番
役

に
立

つ
内

容
に

な
っ

て
い

ま
す

。
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ド

か
ら

は
、

月
間

２
５

．
０

０
０

部
の

発
行

部
数

を
誇

る
広

告
媒

体
と

し
て

ご
検

討
下

さ
い

。
ま

た
、

介
護

施
設

サ
イ

ド
か

ら
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

・
・

ま
た

は
、

顧
客

サ
ー

ビ
ス

の
一

環
と

し
て

配
布

さ
れ

て
お

り
、

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

是
非

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

内
容

を
ご

確
認

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/d
o
-m

o
.n

ik
.o

r.
jp

/

5
3

7
H

2
2

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
杖

保
持

具
開

発
、

販
売

に
お

力
を

貸
し

て
く

だ
さ

い
　

私
は

身
体

に
障

害
が

あ
り

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
常

、
日

頃
思

う
こ

と
は

　
役

所
、

病
院

、
薬

局
、

食
堂

等
々

の
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
に

杖
を

保
持

す
る

設
備

が
あ

り
ま

せ
ん

、
杖

を
使

用
し

て
い

る
方

不
便

を
感

じ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

か
、

従
っ

て
杖

を
壁

に
立

て
掛

け
る

か
床

に
置

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

　
こ

の
よ

う
な

事
か

ら
、

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

の
上

　
又

　
車

の
屋

根
の

上
に

設
置

す
る

、
杖

保
持

具
を

考
案

、
実

用
新

案
登

録
を

取
得

し
ま

し
た

１
例

目
　

机
上

杖
保

持
具

　
【

実
用

新
案

登
録

】
登

録
第

３
１

３
４

６
１

６
号

２
例

目
　

車
上

杖
保

持
具

　
【

実
用

新
案

登
録

】
登

録
第

３
１

５
１

８
９

２
号

但
し

１
例

目
は

試
作

品
が

あ
り

ま
す

（
机

上
杖

保
持

具
は

家
庭

の
下

駄
箱

の
上

に
も

設
置

で
き

ま
す

）
２

例
目

は
試

作
中

で
す

（
車

上
杖

保
持

具
は

傘
も

保
持

で
き

ま
す

）
私

は
障

害
者

で
す

の
で

、
障

害
者

の
団

体
様

に
支

援
を

い
た

だ
き

、
少

し
で

も
障

害
者

の
方

々
　

の
お

役
に

立
て

れ
ば

と
当

掲
示

板
を

お
借

り
し

ま
し

た
ま

っ
た

く
、

前
例

の
な

い
商

品
で

す
の

で
資

料
の

請
求

を
頂

け
れ

ば
　

１
例

目
の

机
上

杖
保

持
具

　
に

つ
い

て
は

　
試

作
品

を
送

り
し

ま
す

　
２

例
目

に
付

い
て

は
写

真
を

送
り

ま
す

5
3

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
そ

の
他

ベ
ッ

ド
用

手
す

り
ベ

ッ
ド

用
手

す
り

の
高

さ
調

整
で

す
が

、
現

在
、

7
0

0
ｍ

ｍ
・

7
5

0
ｍ

ｍ
・

8
0

0
ｍ

ｍ
の

3
段

階
し

か
調

整
出

来
な

い
の

で
不

便
で

す
。

せ
め

て
2

0
ｍ

ｍ
刻

み
で

調
整

が
出

来
る

様
に

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

穴
は

縦
に

穴
が

開
け

れ
な

い
の

な
ら

ば
、

ザ
グ

ザ
グ

に
穴

を
開

け
れ

ば
強

度
維

持
出

来
る

と
思

う
の

で
す

が
・

・
・

5
3

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
９

６
番

さ
ん

へ
高

齢
者

用
の

靴
で

す
が

、
最

近
は

と
っ

て
も

可
愛

い
靴

が
あ

り
ま

す
よ

。
私

の
母

に
先

日
購

入
し

た
の

で
す

が
、

黒
地

に
白

の
水

玉
模

様
で

、
甲

の
部

分
は

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

今
、

得
意

顔
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
履

い
て

い
っ

て
ま

す
。

こ
れ

は
、

病
院

の
売

店
に

売
っ

て
い

ま
し

た
。

5
4

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
簡

易
な

運
動

を
楽

し
く

促
が

す
も

の
　

日
々

ベ
ッ

ド
で

過
ご

す
利

用
者

に
と

っ
て

、
ベ

ッ
ド

上
が

生
活

空
間

す
べ

て
の

感
が

あ
り

ま
す

。
仰

臥
状

態
で

も
上

肢
は

動
か

せ
る

、
物

を
握

る
・

つ
か

む
こ

と
の

で
き

る
利

用
者

は
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

を
握

り
寝

返
り

を
し

た
り

と
、

リ
ハ

ビ
リ

へ
の

意
欲

的
な

行
動

を
さ

れ
て

い
る

姿
を

見
か

け
ま

す
。

　
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

介
護

ベ
ッ

ド
や

手
す

り
な

ど
に

セ
ッ

ト
で

き
る

、
安

全
で

、
楽

し
み

と
意

欲
を

促
が

す
ア

ク
セ

サ
リ

ー
的

商
品

の
開

発
に

興
味

を
持

っ
て

き
ま

し
た

。
ご

興
味

の
あ

る
方

居
ら

れ
れ

ば
、

情
報

を
交

換
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

5
4

1
H

2
2

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
介

護
に

携
わ

る
人

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「

月
刊

介
護

保
険

」
の

ご
紹

介

「
月

刊
介

護
保

険
」

編
集

部
の

野
澤

と
申

し
ま

す
。

介
護

に
携

わ
る

人
の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

「
月

刊
介

護
保

険
」

で
は

、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、

法
令

・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、
地

方
自

治
体

や
介

護
現

場
の

ユ
ニ

ー
ク

な
取

組
み

を
わ

か
り

や
す

く
、

正
確

に
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

行
政

関
係

者
や

ヘ
ル

パ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

法
研

「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

o
c
io

h
e
a
lt
h

.c
o
.jp

/m
a
g
a
z
in

e
/k

a
ig

o
/i

n
d

e
x
.c

fm
※

定
期

購
読

の
他

に
、

最
新

号
は

丸
善

丸
の

内
本

店
、

三
省

堂
書

店
神

保
町

本
店

、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。
●

富
士

山
マ

ガ
ジ

ン
サ

ー
ビ

ス
「

月
刊

介
護

保
険

」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/w
w

w
.f
u

jis
a
n

.c
o
.jp

/k
a
ig

o
/

※
Ｗ

Ｅ
Ｂ

上
で

雑
誌

を
購

入
で

き
、

１
冊

ま
る

ご
と

閲
覧

で
き

ま
す

。
ご

購
入

後
は

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o
n

e
・

iP
a
d

上
で

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

M
e
d

ic
a
l 
e
-
h

o
n

（
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ー

ホ
ン

）
h

tt
p

:/
/w

w
w

.m
e
-
h

o
n

.n
e
.jp

/m
e
b

/
医

療
従

事
者

向
け

４
万

点
以

上
の

記
事

・
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「

月
刊

介
護

保
険

」
を

記
事

単
位

で
検

索
、

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

日
経

テ
レ

コ
ン

２
１

h
tt

p
:/

/t
2

1
.n

ik
k
e
i.c

o
.jp

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」

の
会

員
は

、
新

聞
・

雑
誌

２
０

０
紙

誌
以

上
の

記
事

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
4

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
洗

髪
用

具
ベ

ッ
ド

で
洗

髪
を

し
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

ふ
ち

に
排

水
ホ

ー
ス

の
つ

い
た

四
角

い
も

の
を

使
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
商

品
が

廃
番

に
な

り
、

似
て

い
る

も
の

を
購

入
し

た
の

で
す

が
、

排
水

ホ
ー

ス
が

細
す

ぎ
て

排
水

が
進

み
ま

せ
ん

。
お

湯
が

冷
め

て
寒

く
て

使
え

ま
せ

ん
。

顔
が

お
ぼ

れ
そ

う
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。

5
4

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

そ
の

他
排

泄
･
･ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。

で
、

改
め

て
。

紙
パ

ン
ツ

を
拒

否
、

あ
る

い
は

３
６

番
の

よ
う

な
ご

意
見

を
お

持
ち

の
方

へ
。

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
を

ご
存

知
で

す
か

？
紙

の
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

固
定

す
る

た
め

の
専

用
の

布
製

の
ア

ウ
タ

ー
が

市
販

さ
れ

て
い

ま
す

。
身

体
に

ぴ
っ

た
り

と
添

い
パ

ッ
ド

が
ず

れ
に

く
く

、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。

ブ
リ

ー
フ

型
や

ト
ラ

ン
ク

ス
は

、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。

女
性

も
女

性
用

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
や

サ
ニ

タ
リ

ー
シ

ョ
ー

ツ
な

ど
で

お
試

し
く

だ
さ

い
。

「
そ

よ
風

」
よ

り

5
4

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)在

宅
介

護
そ

の
他

体
交

（
体

位
交

換
）

の
工

夫
病

院
な

ど
で

は
看

護
師

さ
ん

や
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

二
人

が
か

り
で

頭
部

分
と

足
部

分
を

抱
え

て
体

交
を

し
て

い
ま

す
が

、
自

宅
で

お
一

人
で

介
護

し
て

い
る

方
は

み
な

さ
ん

ど
の

よ
う

に
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
？

ベ
ッ

ド
の

高
さ

は
低

い
ほ

う
が

や
り

や
す

い
の

か
？

高
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
体

交
す

る
の

に
、

何
か

補
助

具
な

ど
を

使
っ

て
い

る
の

か
？

私
の

父
は

私
の

母
の

介
護

で
一

人
で

体
変

を
し

て
手

首
や

腕
、

腰
を

痛
く

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。

5
4

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
 そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

雨
の

日
の

対
策

車
椅

子
用

の
傘

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

今
は

上
か

ら
す

っ
ぽ

り
か

ぶ
る

レ
イ

ン
コ

ー
ト

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
着

る
だ

け
で

も
時

間
が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
ベ

ビ
ー

カ
ー

用
に

い
ろ

い
ろ

な
商

品
が

出
て

い
ま

す
の

で
、

参
考

に
な

り
そ

う
な

物
が

い
く

つ
か

あ
り

そ
う

で
す

。
私

は
、

車
椅

子
の

も
ち

手
に

傘
の

柄
が

固
定

で
き

、
足

元
ま

で
く

る
よ

う
な

長
い

ビ
ニ

ー
ル

が
つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（

こ
の

表
現

で
わ

か
り

ま
す

か
？

）
と

思
う

の
で

す
が

。

5
4

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)吸

引
そ

の
他

も
っ

と
軽

量
・

も
っ

と
小

さ
い

吸
引

機
を

！
気

管
・

喉
頭

の
狭

窄
（

重
症

で
完

治
は

見
込

み
な

し
）

で
気

管
切

開
し

て
頑

張
っ

て
い

る
、

４
歳

男
児

の
母

で
す

。
気

管
切

開
し

、
声

も
ま

っ
た

く
出

ま
せ

ん
が

、
と

て
も

元
気

で
幼

稚
園

に
も

通
っ

て
い

る
悪

が
き

君
で

す
。

笑
。

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、

外
出

す
る

の
に

は
、

と
に

か
く

大
き

す
ぎ

る
し

、
重

す
ぎ

る
。

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、

体
調

の
良

い
日

の
少

し
の

外
出

で
は

、
吸

引
し

な
く

て
も

い
い

時
も

あ
る

ん
で

す
。

汚
水

を
貯

め
る

容
器

（
７

０
０

m
l）

大
き

す
ぎ

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。
今

の
ご

時
世

の
技

術
な

ら
、

絶
対

に
も

っ
と

小
さ

い
も

の
を

作
れ

そ
う

に
思

う
ん

で
す

が
…

。
お

家
用

と
外

出
用

、
も

っ
と

楽
に

な
っ

た
ら

、
も

っ
と

た
く

さ
ん

い
ろ

ん
な

所
に

連
れ

て
行

け
る

の
に

な
ー

。

5
4

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

用
一

人
で

も
外

出
で

き
る

よ
う

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

(徒
歩

機
能

付
)を

、
補

助
の

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。

5
4

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

・
交

通
信

号
の

色
・

音
楽

視
覚

障
害

者
用

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、

シ
ル

バ
ー

な
ど

様
々

な
の

で
見

に
く

い
物

が
あ

り
、

統
一

し
て

ほ
し

い
。

交
通

信
号

の
色

で
も

青
が

見
に

く
い

こ
と

が
あ

る
。

交
通

信
号

の
音

楽
も

場
所

に
よ

っ
て

違
う

の
で

分
か

り
に

く
い

。

5
4

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

聴
覚

障
害

者
用

よ
り

多
く

の
テ

レ
ビ

番
組

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
動

画
で

手
話

通
訳

や
字

幕
の

表
示

が
で

き
る

こ
と

を
望

む
。

5
5

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

肢
体

障
害

者
用

１
２

年
前

に
、

父
親

の
介

護
を

し
て

い
た

母
親

の
要

望
で

錠
剤

薬
と

飲
用

水
が

同
時

に
流

れ
出

し
て

片
手

で
簡

単
に

服
用

す
る

こ
と

が
出

来
る

コ
ッ

プ
を

考
案

し
ま

し
た

。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、

コ
ッ

プ
本

体
と

錠
剤

薬
を

収
容

で
き

る
装

着
部

を
は

め
合

わ
せ

る
だ

け
の

シ
ン

プ
ル

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

使
用

方
法

　
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に
コ

ッ
プ

本
体

に
は

め
込

み
ま

す
。

②
コ

ッ
プ

本
体

に
装

着
部

を
は

め
込

ん
だ

後
は

、
注

水
口

よ
り

飲
用

水
を

注
入

し
ま

す
。

③
コ

ッ
プ

内
に

は
め

込
ま

れ
た

装
着

部
内

の
錠

剤
ポ

ケ
ッ

ト
に

口
を

付
け

て
コ

ッ
プ

を
傾

け
る

だ
け

で
錠

剤
ポ

ケ
ッ

ト
内

に
あ

る
水

流
出

穴
が

ら
流

れ
出

し
た

飲
用

水
が

錠
剤

薬
を

押
し

流
し

て
飲

用
水

と
共

に
片

手
で

簡
単

に
錠

剤
薬

の
服

用
が

出
来

ま
す

。
現

在
　

試
作

品
を

作
製

し
て

障
害

者
の

方
々

や
老

人
施

設
連

盟
を

通
じ

て
高

齢
者

施
設

の
方

々
に

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
、

当
事

者
は

も
ち

ろ
ん

介
護

を
さ

れ
る

職
員

の
方

々
に

も
大

好
評

で
す

。
今

後
の

日
本

は
、

介
護

す
る

側
も

さ
れ

る
側

も
高

齢
化

に
向

か
っ

て
い

ま
す

。
当

事
者

の
方

々
は

勿
論

の
こ

と
、

介
護

さ
れ

る
方

々
の

介
護

負
担

が
少

し
で

も
軽

減
出

来
れ

ば
非

常
に

好
ま

し
く

思
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

コ
ッ

プ
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
Ｕ

Ｒ
Ｌ

　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.s
a
k
u

ra
k
o
b

o
3

1
2

4
.c

o
m

/

5
5

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

の
開

発
だ

け
で

な
く

て
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。
そ

う
い

う
取

り
組

み
が

で
き

る
の

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
さ

ん
や

厚
生

労
働

省
な

ど
あ

る
意

味
第

三
者

機
関

が
音

頭
を

取
ら

な
い

と
で

き
な

い
の

で
は

？
業

界
の

自
発

性
を

待
っ

て
い

る
間

に
事

故
が

起
き

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

そ
れ

と
も

、
事

故
が

起
き

な
い

と
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

は
な

さ
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
も

ち
ろ

ん
 新

し
い

技
術

や
製

品
の

開
発

も
大

切
で

す
が

、
そ

の
技

術
が

広
ま

る
過

程
で

ば
ら

ば
ら

の
広

が
り

方
だ

っ
た

ら
一

番
困

る
の

は
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

77



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
5

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

（
名

称
　

コ
イ

～
ン

）

肢
体

障
害

者
用

　
頚

髄
損

傷
者

で
す

。
１

人
で

自
動

車
を

運
転

し
て

外
出

す
る

機
会

が
多

い
で

す
。

最
近

、
町

の
中

は
無

人
の

有
料

駐
車

場
が

多
く

な
り

、
出

口
で

い
つ

も
機

械
に

駐
車

料
金

（
特

に
コ

イ
ン

）
を

入
れ

る
の

に
苦

労
し

ま
す

。
　

不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、

焦
っ

て
コ

イ
ン

を
車

外
に

落
と

す
こ

と
が

度
々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
　

最
近

の
自

動
販

売
機

に
は

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
の

付
い

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
自

動
販

売
機

が
多

く
な

り
ま

し
た

が
、

駐
車

場
の

料
金

投
入

機
械

は
屋

外
で

も
あ

り
、

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
は

雨
等

が
入

る
と

い
う

こ
と

で
な

か
な

か
普

及
し

ま
せ

ん
。

　
し

た
が

っ
て

、
１

０
円

玉
や

１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、

簡
単

に
料

金
投

入
機

械
に

投
入

で
き

る
軽

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
携

帯
が

出
来

、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。

高
齢

者
に

も
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

5
5

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

手
摺

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

旅
行

中
や

一
般

ト
イ

レ
な

ど
で

簡
単

に
脱

着
使

用
出

来
る

様
な

手
摺

を
作

成
で

き
ま

せ
ん

か
？

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、

障
害

者
ト

イ
レ

が
少

な
く

利
用

出
来

な
い

こ
と

が
多

か
っ

た
り

、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、

携
帯

手
摺

（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

5
5

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
健

康
管

理
ノ

ー
ト

そ
の

他
(健

康
管

理
を

必
要

と
す

る
多

く
の

方
に

)
日

々
の

体
温

・
食

事
・

排
泄

・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
病

院
が

入
院

患
者

用
に

用
意

し
て

い
る

よ
う

な
グ

ラ
フ

を
一

週
間

分
一

ペ
ー

ジ
に

配
置

し
、

と
な

り
の

ペ
ー

ジ
に

細
か

な
様

子
や

受
診

の
内

容
を

書
き

込
め

る
よ

う
に

し
ま

す
。

毎
日

記
録

を
し

な
く

て
も

、
体

調
が

悪
く

な
っ

た
と

き
に

記
録

を
つ

け
て

病
院

に
持

参
す

る
よ

う
に

す
れ

ば
、

受
診

の
際

の
説

明
時

間
を

短
縮

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
ノ

ー
ト

の
先

頭
に

、
病

気
や

障
害

の
経

過
、

入
退

院
の

履
歴

を
記

録
で

き
る

箇
所

が
あ

れ
ば

、
医

療
・

福
祉

関
係

の
担

当
者

に
何

度
も

同
じ

説
明

を
す

る
手

間
を

は
ぶ

く
こ

と
も

で
き

ま
す

。
実

は
す

で
に

実
験

作
を

個
人

で
作

成
し

、
友

人
知

人
、

主
に

障
害

児
の

お
母

さ
ん

た
ち

に
配

っ
て

い
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

私
自

身
も

活
用

し
て

い
ま

す
。

広
く

普
及

す
る

こ
と

を
願

っ
て

、
商

品
化

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

よ
ろ

し
く

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

5
5

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

F
O

M
A

 D
8

0
0

ｉ
D

S
を

販
売

復
活

し
て

欲
し

い
太

陽
発

電
で

充
電

し
て

欲
し

い
ス

キ
ャ

ン
を

０
、

３
秒

に
し

て
欲

し
い

電
池

を
も

う
少

し
使

わ
な

い
携

帯
に

し
て

欲
し

い
テ

ン
キ

ー
も

ス
キ

ャ
ン

を
し

て
欲

し
い

パ
ネ

ル
内

の
ボ

タ
ン

を
大

き
く

し
て

欲
し

い
予

測
候

補
を

初
期

化
し

な
い

で
欲

し
い

ス
キ

ャ
ン

可
能

な
携

帯
を

増
や

し
て

欲
し

い

5
5

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

チ
ャ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

聴
覚

障
が

い
者

の
た

め
に

、
企

業
が

チ
ャ

ッ
ト

問
合

せ
窓

口
を

設
け

る
と

こ
ろ

が
増

え
て

い
ま

す
。

J
A

L
　

h
tt

p
:/

/w
w

w
.g

u
.ja

l.c
o
m

/e
n

/f
lig

h
t_

p
la

n
n

in
g
/r

e
s
e
rv

a
ti
o
n

/
A

N
A

　
h

tt
p

:/
/c

h
a
t.
s
p

o
p

h
o
to

.jp
/r

e
q

u
e
s
t

H
IS

　
h

tt
p

:/
/s

h
in

ju
k
u

.h
is

-j
.c

o
m

/c
h

a
t/

in
d

e
x
.h

tm
l

導
入

費
用

が
非

常
に

や
す

い
よ

う
で

、
導

入
サ

イ
ト

が
増

え
る

と
い

い
で

す
ね

。
ア

メ
リ

カ
や

中
国

で
は

、
W

e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

5
5

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

A
E

D
聴

覚
障

害
者

用
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
必

要
に

な
る

こ
と

は
、

い
つ

何
時

起
こ

る
か

分
か

ら
な

い
し

、
早

け
れ

ば
早

い
ほ

ど
効

果
が

高
い

の
で

、
現

場
に

聴
覚

障
害

者
し

か
居

な
い

場
合

で
も

使
用

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
胸

骨
圧

迫
や

人
工

呼
吸

は
、

聴
覚

障
害

者
で

も
可

能
で

あ
る

の
に

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
操

作
だ

け
が

、
音

声
ガ

イ
ド

に
従

っ
て

行
う

形
に

な
っ

て
お

り
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

日
本

光
電

社
の

Ａ
Ｅ

Ｄ
－

9
2

3
1

は
、

液
晶

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
、

音
声

ガ
イ

ド
を

文
字

で
表

示
し

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

普
及

す
れ

ば
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

用
で

き
ま

す
。

普
及

さ
せ

る
た

め
に

は
、

何
か

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
今

後
公

共
団

体
が

購
入

す
る

場
合

の
基

準
と

か
に

入
れ

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

を
普

及
さ

せ
る

こ
と

を
考

え
て

頂
き

た
い

。
　

音
声

ガ
イ

ド
を

文
章

化
し

た
紙

を
入

れ
て

お
け

ば
、

電
気

シ
ョ

ッ
ク

が
必

要
か

ど
う

か
を

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

判
定

し
ま

す
が

、
そ

の
結

果
を

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
か

、
判

定
中

や
電

気
シ

ョ
ッ

ク
を

与
え

る
と

き
体

に
触

れ
る

な
と

い
う

こ
と

も
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

い
う

よ
う

な
工

夫
を

す
る

だ
け

で
も

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
可

能
と

な
り

ま
す

。

5
5

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

あ
っ

て
も

検
便

採
取

が
容

易
に

で
き

る
用

具

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌
検

査
の

お
通

じ
を

持
っ

て
い

け
な

い
の

が
不

便
で

す
。

私
は

特
に

神
経

症
の

薬
が

便
秘

に
な

っ
て

夜
下

剤
を

飲
む

の
で

不
便

で
す

。

5
5

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

体
温

を
保

護
す

る
器

具
肢

体
障

害
者

用
体

温
調

節
が

う
ま

く
出

来
な

い
利

用
者

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
要

望
を

投
稿

致
し

ま
す

。
ご

本
人

は
、

寝
た

き
り

の
重

症
児

で
、

障
害

１
級

の
９

歳
女

児
。

室
内

は
常

時
2

2
度

を
保

っ
て

い
ま

す
。

エ
ア

コ
ン

を
切

る
と

3
7

度
～

3
8

度
に

体
温

が
上

昇
す

る
そ

う
で

、
手

足
は

冷
え

る
た

め
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

お
湯

を
入

れ
保

温
を

し
て

い
ま

す
。

外
出

が
ま

ま
な

ら
な

い
の

で
、

体
温

を
保

護
す

る
器

具
を

要
望

し
た

い
。

5
6

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

肢
体

障
害

者
用

利
用

者
の

ご
家

族
か

ら
い

た
だ

い
た

要
望

を
事

例
内

容
と

共
に

投
稿

致
し

ま
す

。
ご

本
人

は
黄

疸
性

脊
椎

損
傷

に
よ

る
ウ

イ
ル

ス
後

遺
症

に
よ

り
発

汗
作

用
が

う
ま

く
働

か
ず

、
夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

お
も

ち
ゃ

の
扇

風
機

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
購

入
し

ま
し

た
が

、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程
度

し
か

持
ち

ま
せ

ん
。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

は
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、

頭
部

を
冷

や
す

方
法

の
福

祉
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
6

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

買
い

物
時

の
バ

ー
コ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

視
覚

障
害

者
用

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、

商
品

に
つ

い
て

い
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

読
み

取
る

と
、

商
品

名
、

値
段

、
内

容
量

、
カ

ロ
リ

ー
等

の
詳

細
情

報
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
既

存
で

類
似

す
る

製
品

は
あ

る
の

だ
が

、
商

品
名

だ
け

し
か

知
ら

せ
て

く
れ

な
い

。
そ

れ
で

は
あ

ま
り

役
に

立
た

な
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
6

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

エ
ア

コ
ン

の
音

声
対

応
リ

モ
コ

ン
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

だ
と

、
エ

ア
コ

ン
が

ど
う

い
う

設
定

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
が

で
き

な
い

た
め

、
音

声
で

冷
房

・
暖

房
・

ド
ラ

イ
の

設
定

や
温

度
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

現
在

、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、

今
は

廃
番

に
な

っ
て

い
る

模
様

で
あ

る
。

こ
れ

を
安

い
値

段
で

販
売

し
て

く
れ

れ
ば

と
て

も
よ

い
。

も
し

く
は

各
メ

ー
カ

ー
で

、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。

5
6

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

出
力

で
き

る
固

定
電

話
機

視
覚

障
害

者
用

電
話

を
使

う
と

き
、

事
前

に
登

録
し

て
お

い
た

相
手

方
の

名
前

、
電

話
番

号
の

検
索

や
通

話
履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
大

手
企

業
が

既
に

実
用

化
し

て
い

る
が

、
電

話
帳

を
登

録
す

る
際

に
パ

ソ
コ

ン
が

必
要

で
あ

っ
た

り
、

そ
の

機
能

を
利

用
す

る
の

に
別

途
ナ

ン
バ

ー
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

契
約

を
結

ば
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

そ
れ

で
は

使
い

勝
手

が
悪

い
の

で
、

電
話

機
本

体
で

簡
単

に
登

録
・

編
集

が
で

き
、

安
価

な
も

の
が

欲
し

い
。

5
6

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

視
覚

障
害

者
用

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。

パ
ソ

コ
ン

で
は

で
き

る
が

、
時

間
が

か
か

る
た

め
、

手
軽

に
使

用
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

。

5
6

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

紫
外

線
を

防
ぐ

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
私

は
弱

視
で

す
が

、
紫

外
線

が
つ

ら
く

反
射

し
て

歩
き

ず
ら

い
で

す
。

度
が

入
っ

て
い

て
紫

外
線

を
カ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
メ

ガ
ネ

を
望

み
ま

す
。

サ
ン

バ
イ

ザ
ー

が
付

い
た

帽
子

で
も

良
い

の
で

す
が

、
い

つ
も

か
ぶ

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

抵
抗

が
あ

り
ま

す
。

5
6

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

に
配

慮
し

た
掃

除
機

視
覚

障
害

者
用

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

電
源

ホ
ー

ス
の

取
扱

や
中

味
の

始
末

な
の

で
苦

労
し

て
い

ま
す

。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。

5
6

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

新
聞

広
告

や
チ

ラ
シ

を
読

む
機

器
視

覚
障

害
者

用
新

聞
公

告
や

チ
ラ

シ
を

視
覚

障
害

者
で

も
読

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

5
6

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

対
応

の
電

子
辞

書
視

覚
障

害
者

用
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

電
子

辞
書

が
ほ

し
い

。
そ

れ
が

安
価

な
ら

な
お

よ
い

。

5
6

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

電
話

の
メ

モ
録

音
機

能
つ

き
視

覚
障

害
者

用
１

台
の

携
帯

電
話

に
メ

モ
録

音
機

能
が

あ
る

と
助

か
る

。

5
7

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

家
電

製
品

の
液

晶
画

面
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

く
し

て
欲

し
い

視
覚

障
害

者
用

弱
視

の
た

め
、

強
い

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
も

の
で

な
い

と
見

え
ず

ら
い

。
電

子
ジ

ャ
ー

や
エ

ア
コ

ン
、

リ
モ

コ
ン

な
ど

は
、

音
声

機
能

の
充

実
よ

り
も

、
液

晶
表

示
が

光
っ

た
り

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。

5
7

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

用
の

駅
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

視
覚

障
害

者
用

駅
を

利
用

す
る

際
は

、
あ

ら
か

じ
め

目
的

地
ま

で
の

値
段

を
調

べ
て

お
い

て
券

売
機

で
購

入
し

ま
す

が
、

回
数

券
や

定
期

券
な

ど
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
使

わ
な

い
と

で
き

な
い

操
作

が
あ

る
。

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

望
み

ま
す

。

5
7

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

特
に

iP
h

o
n

e
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。

5
7

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

信
号

機
の

押
し

ボ
タ

ン
視

覚
障

害
者

用
最

近
は

音
響

装
置

付
き

の
信

号
機

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
不

十
分

で
す

。
な

か
に

は
、

大
元

の
ス

イ
ッ

チ
を

切
っ

て
あ

る
の

か
、

視
覚

障
害

者
用

の
押

し
ボ

タ
ン

を
お

し
て

も
音

が
流

れ
な

い
信

号
機

も
あ

り
ま

す
。

近
隣

住
民

の
こ

と
を

配
慮

し
て

な
ら

、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
受

信
機

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

5
7

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
の

普
及

視
覚

障
害

者
用

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
装

置
を

使
っ

て
い

る
が

、
使

え
る

場
面

が
少

な
い

。
も

っ
と

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

広
く

普
及

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。

主
体

的
に

投
票

す
る

た
め

に
も

、
国

政
選

挙
、

地
方

選
挙

問
わ

ず
、

選
挙

公
報

に
は

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

義
務

付
け

て
ほ

し
い

。

5
7

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

画
像

情
報

を
容

易
に

認
識

で
き

る
機

器
視

覚
障

害
者

用
1

5
年

前
に

中
途

視
覚

障
害

に
な

っ
た

。
現

在
は

大
学

で
講

師
の

仕
事

を
し

て
い

る
。

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
想

像
力

だ
け

で
は

、
画

像
情

報
を

理
解

す
る

の
は

非
常

に
難

し
い

。
立

体
化

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
文

字
情

報
な

ど
が

付
け

加
わ

る
と

よ
り

、
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

5
7

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

公
共

ト
イ

レ
の

流
す

方
法

視
覚

障
害

者
用

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、

昔
な

が
ら

の
レ

バ
ー

・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、

手
さ

ぐ
り

で
そ

れ
を

探
さ

な
い

と
い

け
な

い
。

ト
イ

レ
と

い
う

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

5
7

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

文
字

放
送

の
音

声
（

テ
ロ

ッ
プ

）
視

覚
障

害
者

用
文

字
放

送
の

テ
ロ

ッ
プ

を
音

声
に

し
て

く
れ

る
も

の
。

特
に

緊
急

・
重

要
な

も
の

は
音

声
に

し
て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

。

5
7

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
響

装
置

付
き

信
号

機
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
信

号
機

の
視

覚
障

害
者

用
延

長
ボ

タ
ン

は
、

ど
こ

に
つ

い
て

い
る

か
、

わ
か

り
づ

ら
い

。
も

っ
と

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
な

る
こ

と
を

望
む

が
、

た
だ

位
置

を
知

ら
せ

る
音

声
を

大
き

く
す

る
だ

け
で

は
、

近
隣

の
家

に
迷

惑
が

か
か

る
。

何
か

良
い

方
法

で
位

置
を

わ
か

り
や

す
く

す
る

方
法

は
な

い
の

か
。

5
7

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
視

覚
障

害
者

用
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

（
角

の
黄

色
い

印
）

が
あ

る
と

下
り

や
す

い
。

（
上

る
時

は
何

と
か

な
る

）

5
8

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

手
す

り
の

改
良

視
覚

障
害

者
用

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、

な
い

場
合

に
は

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
が

あ
る

。

5
8

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

出
力

す
る

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。

（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

音
声

が
出

る
も

の
）

5
8

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

障
害

者
用

パ
ス

モ
視

覚
障

害
者

用
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。

障
害

者
手

帳
を

併
せ

る
と

子
供

料
金

で
通

れ
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。

5
8

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
公

共
ト

イ
レ

で
使

え
る

音
声

ガ
イ

ド
視

覚
障

害
者

用
公

共
ト

イ
レ

で
「

緊
急

ス
イ

ッ
チ

」
「

流
す

ス
イ

ッ
チ

」
「

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の

位
置

」
な

ど
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

79



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
8

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ト
イ

レ
の

ボ
タ

ン
に

付
け

る
マ

ー
ク

視
覚

障
害

者
用

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。

5
8

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ラ
ジ

オ
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、

液
晶

操
作

が
主

流
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
た

め
、

使
い

づ
ら

い
。

設
定

等
が

上
手

く
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
が

残
念

。

5
8

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

小
型

携
帯

用
テ

レ
ビ

視
覚

障
害

者
用

小
型

の
携

帯
用

テ
レ

ビ
が

地
デ

ジ
対

応
に

な
っ

て
し

ま
う

と
初

期
設

定
で

地
域

等
を

設
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
困

る
。

矢
印

操
作

は
配

置
を

覚
え

た
り

、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
難

し
く

感
じ

る
。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

5
8

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

付
き

家
電

製
品

視
覚

障
害

者
用

よ
り

多
く

の
家

電
製

品
に

音
声

案
内

機
能

が
付

く
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

5
8

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
視

覚
障

害
者

用
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

製
品

が
増

え
て

、
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

iP
h

o
n

e
な

ど
は

使
い

づ
ら

い
が

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（

タ
ッ

チ
す

る
と

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

能
）

が
内

蔵
さ

れ
て

い
る

の
で

、
助

か
る

。
今

後
、

販
売

さ
れ

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
製

品
に

つ
い

て
も

、
こ

の
よ

う
な

機
能

を
最

初
か

ら
内

蔵
し

て
も

ら
い

た
い

。

5
8

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

地
デ

ジ
対

応
テ

レ
ビ

の
音

声
ガ

イ
ド

視
覚

障
害

者
用

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
音

声
案

内
し

て
欲

し
い

。

5
9

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

色
を

識
別

し
て

く
れ

る
機

器
視

覚
障

害
者

用
色

を
確

実
に

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。

現
在

で
も

色
を

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
は

出
て

い
る

が
、

確
実

で
は

な
い

。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、

わ
か

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
ケ

ー
タ

イ
の

ア
プ

リ
で

も
同

様
の

機
能

は
あ

る
が

、
正

確
性

に
欠

け
る

。

5
9

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

色
識

別
装

置
視

覚
障

害
者

用
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

既
に

そ
の

よ
う

な
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

る
は

ず
だ

が
、

正
確

に
色

を
識

別
で

き
て

い
な

い
。

5
9

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

駅
の

券
売

機
視

覚
障

害
者

用
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。

5
9

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

で
で

文
字

や
標

識
を

認
識

し
て

く
れ

る
機

能

視
覚

障
害

者
用

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

機
能

を
利

用
し

て
、

撮
影

し
た

文
字

や
標

識
を

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

機
能

を
開

発
し

て
欲

し
い

。
一

部
の

ゴ
シ

ッ
ク

体
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

装
置

は
あ

る
が

、
少

し
で

も
装

飾
し

て
い

た
り

、
別

の
書

体
だ

と
読

み
取

っ
て

く
れ

な
い

の
で

幅
広

く
対

応
し

て
い

る
も

の
が

よ
い

。

5
9

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

空
気

の
も

れ
な

い
カ

ニ
ュ

ー
レ

肢
体

障
害

者
用

カ
ニ

ュ
ー

レ
は

、
空

気
が

も
れ

る
か

ら
声

が
聞

こ
え

に
く

く
感

じ
て

し
ま

う
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
空

気
が

ぬ
け

な
い

よ
う

に
形

を
工

夫
し

た
り

、
形

以
外

に
も

肌
に

な
じ

み
や

す
い

素
材

な
ど

を
使

っ
て

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
な

カ
ニ

ュ
ー

レ
が

あ
れ

ば
な

と
思

い
ま

す
。

5
9

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(障
害

者
支

援
、

家
族

、
開

発
メ

ー
カ

で
す

)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

で
て

き
ま

し
た

が
、

ま
だ

ま
だ

そ
れ

1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

5
9

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
携

帯
傘

入
れ

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
の

外
側

の
持

つ
ベ

ル
ト

に
縛

っ
て

つ
る

し
て

持
っ

て
歩

き
ま

す
。

電
車

の
中

に
傘

も
忘

れ
な

い
し

。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。

折
り

た
た

み
の

傘
を

入
れ

る
専

門
の

レ
ジ

袋
じ

ゃ
な

く
て

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
に

縛
り

付
け

れ
る

の
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
通

院
の

時
と

か
傘

立
て

に
お

い
た

ら
自

分
で

探
せ

な
い

の
で

、
折

り
た

た
ん

で
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
手

元
に

持
っ

て
い

る
ほ

う
が

便
利

で
す

。
歯

科
は

靴
も

脱
ぎ

ま
す

の
で

、
目

印
を

つ
け

た
り

大
変

で
す

。

5
9

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

開
発

メ
ー

カ
ー

)
視

覚
障

碍
者

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

よ
る

音
声

案
内

視
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ｇ
Ｐ

Ｓ
（

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
音

声
録

音
デ

ー
タ

に
は

、
位

置
情

報
が

付
加

さ
れ

ま
す

。
視

覚
障

碍
者

が
一

人
で

出
か

け
る

際
に

、
音

声
デ

ー
タ

の
あ

る
場

所
に

く
る

と
Ｇ

Ｐ
Ｓ

が
察

知
し

、
音

声
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
流

れ
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

5
9

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

開
発

者
)

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助

そ
の

他
(読

み
書

き
障

害
者

用
)

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ａ
Ｒ

（
拡

張
現

実
機

能
）

を
使

用
し

て
、

カ
メ

ラ
ご

し
に

読
み

た
い

物
を

み
る

と
実

際
の

文
字

に
線

や
マ

ス
目

を
重

ね
あ

わ
せ

る
こ

と
で

、
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

5
9

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

)
忘

れ
物

の
多

い
発

達
障

害
者

の
た

め
の

お
出

か
け

前
確

認
シ

ス
テ

ム

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(発
達

障
害

者
)

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財
布

や
定

期
券

）
に

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
付

け
る

こ
と

で
、

お
出

か
け

前
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と
持

ち
忘

れ
て

い
る

も
の

を
確

認
で

き
ま

す

6
0

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

メ
ー

カ
ー

)
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
で

見
に

く
い

人
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
の

色
補

正

視
覚

障
害

者
用

色
覚

に
障

害
の

あ
る

人
た

ち
に

と
っ

て
、

ど
う

し
て

も
判

別
し

に
く

い
風

景
や

文
字

が
あ

っ
た

時
に

予
め

色
補

正
を

登
録

し
て

お
け

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

カ
メ

ラ
機

能
を

通
し

て
、

自
動

的
に

色
補

正
を

し
ま

す
。

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。

80



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
0

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

メ
ー

カ
ー

)
１

日
の

行
動

を
登

録
し

て
お

け
ば

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

知
ら

せ
て

く
れ

ま
す

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 そ
の

他
(発

達
障

害
、

精
神

障
害

者
用

)

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま
っ

た
時

間
の

前
に

音
声

、
文

字
、

バ
イ

ブ
に

よ
る

モ
ー

ル
ス

信
号

で
次

の
行

動
を

し
ら

せ
て

く
れ

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

6
0

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

メ
ー

カ
ー

)
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

無
線

タ
グ

を
埋

め
込

み
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
感

知
し

ま
す

視
覚

障
害

者
用

道
路

や
駅

に
あ

る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

予
め

、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。

6
0

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

車
い

す
や

障
害

の
あ

る
人

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

肢
体

障
害

者
用

今
、

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
車

い
す

を
利

用
し

て
い

る
方

や
腰

や
足

を
痛

め
自

分
自

身
で

衣
類

収
納

で
き

ず
に

家
族

、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。

6
0

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

反
射

素
材

視
覚

障
害

者
用

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、

道
幅

が
分

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
に

な
れ

ば
助

か
り

ま
す

。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
電

気
が

必
要

だ
し

全
道

路
に

は
め

込
む

の
は

不
可

能
と

考
え

ま
す

。
の

で
、

破
損

し
に

く
い

反
射

テ
ー

プ
、

で
き

れ
ば

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
混

ぜ
て

発
光

す
る

素
材

、
若

し
く

は
外

灯
な

ど
の

光
で

反
射

す
る

素
材

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

6
0

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
肢

体
障

害
者

用
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

股
開

き
運

動
、

自
力

で
交

互
に

も
も

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
脚

を
開

閉
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
利

き
足

で
不

自
由

側
の

足
脚

の
上

、
下

運
動

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

車
椅

子
で

向
き

あ
っ

て
交

互
に

手
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

6
0

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
遊

具
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
(ち

い
さ

な
お

子
さ

ん
や

お
年

よ
り

も
)

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、

現
地

の
公

園
で

見
つ

け
た

ブ
ラ

ン
コ

に
ヒ

ン
ト

を
得

ま
し

た
。

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

椅
子

に
ベ

ル
ト

が
つ

い
た

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

を
、

鎖
で

釣
っ

て
い

ま
し

た
。

背
も

た
れ

が
結

構
高

か
っ

た
の

で
、

首
が

ま
だ

据
わ

ら
な

い
5

歳
の

息
子

も
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
、

親
が

抱
っ

こ
し

な
く

て
も

大
丈

夫
で

し
た

。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ベ

ル
ト

で
身

体
を

固
定

で
き

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
も

の
を

滑
り

台
に

は
め

こ
ん

で
子

供
一

人
を

乗
せ

て
上

か
ら

滑
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、

上
記

の
よ

う
な

遊
具

が
あ

れ
ば

、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。
通

園
施

設
や

、
普

通
の

公
園

に
設

置
で

き
た

ら
み

ん
な

で
使

え
て

い
い

で
す

。
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

6
0

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
移

乗
用

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
全

身
に

力
が

入
ら

な
い

人
が

使
え

る
リ

フ
ト

を
探

し
て

い
る

が
、

一
般

家
庭

で
使

え
る

サ
イ

ズ
の

も
の

が
見

つ
か

ら
な

い
。

一
般

家
庭

で
は

幅
5

0
セ

ン
チ

程
度

で
な

け
れ

ば
ト

イ
レ

な
ど

の
ド

ア
に

は
い

ら
な

い
。

ま
た

、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。

着
替

え
の

際
な

ど
　

立
位

を
確

保
で

き
、

な
お

か
つ

腰
周

り
を

お
お

わ
な

い
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
具

体
的

に
言

え
ば

、
ひ

ざ
を

う
け

て
く

れ
て

、
脇

を
腕

で
持

ち
上

げ
～

だ
き

と
め

て
く

れ
る

も
の

。
つ

り
具

を
使

わ
な

く
て

も
い

い
も

の
。

赤
ち

ゃ
ん

の
歩

行
器

の
よ

う
に

わ
き

の
し

た
が

3
6

0
度

ホ
ー

ル
ド

さ
れ

て
い

れ
ば

い
い

の
に

と
お

も
う

。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、

非
常

に
こ

こ
ろ

が
落

ち
着

か
な

い
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。

外
国

製
品

は
そ

の
点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・

大
き

さ
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

6
0

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
(商

品
企

画
開

発
)

視
覚

障
害

者
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
視

覚
障

害
者

用
ま

す
ま

す
進

化
す

る
携

帯
電

話
の

機
能

を
白

杖
に

応
用

で
き

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

す
。

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を
地

面
に

当
て

左
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
足

元
の

地
面

に
２

６
イ

ン
チ

の
仮

想
モ

ニ
タ

ー
を

表
出

さ
せ

、
視

覚
障

害
者

は
、

杖
か

ら
の

触
覚

に
て

位
置

情
報

な
ど

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「

方
角

」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、

こ
の

方
角

が
南

北
を

表
し

ま
す

。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

（
勿

論
、

北
を

示
す

矢
印

↑
で

も
よ

い
の

で
す

が
）

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、

触
地

図
を

表
出

さ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付
け

、
「

駅
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
最

寄
り

の
駅

の
改

札
口

の
位

置
が

表
示

さ
れ

、
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

杖
を

通
し

て
知

覚
で

き
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

表
出

さ
れ

、
視

覚
障

害
者

を
改

札
口

ま
で

誘
導

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

「
ト

イ
レ

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

、
周

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
目

的
地

と
し

て
誘

導
す

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

そ
し

て
「

お
帰

り
」

機
能

で
す

。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、

信
号

機
の

あ
る

交
差

点
を

２
ヶ

所
渡

り
ま

す
。

」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。

次
の

瞬
間

、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。

そ
し

て
「

自
宅

に
到

着
で

す
。

お
疲

れ
様

で
し

た
。

」
　

カ
ー

ナ
ビ

に
は

、
当

た
り

前
に

つ
い

て
い

る
機

能
で

す
。

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

非
常

に
大

切
な

も
の

で
す

が
、

一
方

、
車

椅
子

の
方

に
は

負
担

と
な

り
高

齢
者

に
と

っ
て

は
躓

く
危

険
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
美

観
の

問
題

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
杖

か
ら

の
触

覚
で

知
覚

で
き

る
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
で

、
こ

れ
等

の
問

題
の

全
て

が
解

決
で

す
。

こ
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

電
話

も
メ

ー
ル

も
何

で
も

で
き

ま
す

。
視

覚
障

害
者

と
は

点
字

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

晴
眼

者
と

は
自

動
変

換
機

能
（

点
字

⇔
文

字
）

で
メ

ー
ル

の
送

受
信

で
す

。
勿

論
、

添
付

フ
ァ

イ
ル

も
Ｏ

Ｋ
で

す
。

こ
れ

ら
の

機
能

は
、

既
に

利
用

さ
れ

て
い

る
技

術
の

応
用

・
組

み
合

わ
せ

で
実

現
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

6
0

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

黄
色

い
誘

導
用

ブ
ロ

ッ
ク

視
覚

障
害

者
用

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

は
と

て
も

歩
き

に
く

い
で

す
。

と
く

に
ヒ

ー
ル

で
は

歩
け

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
視

覚
障

害
者

の
移

動
補

助
は

Ｇ
Ｐ

Ｓ
な

ど
か

ら
位

置
情

報
を

端
末

に
受

信
し

、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。

81



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
1

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

障
害

者
団

体
聴

覚
障

害
者

の
た

め
の

、
火

災
時

伝
達

機
能

聴
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
が

火
災

時
、

部
屋

な
ど

で
、

火
災

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
助

か
る

。
光

に
よ

っ
て

火
災

を
知

ら
せ

る
も

の
や

、
に

お
い

に
よ

っ
て

知
ら

せ
る

も
の

が
あ

る
が

、
光

は
遮

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

に
お

い
は

遠
い

と
届

か
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
他

の
方

法
で

伝
達

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

よ
い

。

6
1

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
(ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
団

体
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

大
声

消
火

器
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
し

か
し

現
状

で
は

一
般

的
な

普
及

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

は
粉

末
式

の
１

０
型

消
火

器
で

す
が

、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”

火
事

だ
～

火
を

消
せ

”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら
大

音
響

で
”

火
災

で
す

、
火

災
で

す
”

な
ど

の
声

が
自

動
的

に
出

る
と

共
に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。

6
1

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
聴

覚
障

害
者

緊
急

警
報

シ
ス

テ
ム

聴
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、

電
話

呼
び

出
し

音
、

玄
関

チ
ャ

イ
ム

音
等

に
直

接
に

後
つ

け
の

音
感

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
、

聴
覚

障
害

者
の

手
元

に
最

大
５

種
類

の
文

字
盤

に
火

災
、

電
話

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、

快
適

に
過

ご
せ

る
と

思
い

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。

さ
ら

に
研

究
を

必
要

な
部

分
も

有
り

ま
す

が

6
1

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
魔

法
の

杖
、

魔
法

の
絨

緞
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
表

題
の

「
魔

法
」

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

は
、

最
近

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

と
呼

ば
れ

る
高

性
能

な
携

帯
端

末
が

具
現

化
し

つ
つ

あ
る

一
群

の
新

規
な

機
能

を
指

し
て

い
ま

す
。

G
P

S
測

置
シ

ス
テ

ム
、

加
速

度
セ

ン
サ

、
方

位
セ

ン
サ

、
高

密
度

な
実

装
技

術
、

自
由

度
の

高
い

入
出

力
デ

バ
イ

ス
と

多
く

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

の
組

合
せ

が
こ

れ
ま

で
で

は
想

像
で

き
な

か
っ

た
様

相
の

機
能

や
サ

ー
ビ

ス
を

現
実

の
も

の
と

し
て

い
ま

す
。

更
に

そ
の

可
能

性
が

急
速

に
広

が
っ

て
行

く
こ

と
は

確
実

で
し

ょ
う

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
を

「
魔

法
」

と
呼

ん
で

し
ま

っ
て

も
許

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
私

た
ち

は
生

活
に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「

魔
法

の
杖

」
と

は
、

視
覚

障
害

者
の

移
動

支
援

に
こ

の
新

技
術

群
を

応
用

援
用

し
た

新
規

の
シ

ス
テ

ム
を

指
し

、
「

魔
法

の
絨

毯
」

は
歩

行
障

害
者

の
移

動
支

援
に

応
用

援
用

す
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

で
す

。
魔

法
の

杖
と

は
、

現
行

の
視

覚
障

害
者

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、

A
地

点
か

ら
B

地
点

へ
の

物
理

的
移

動
を

安
全

に
ス

ム
ー

ズ
に

確
保

す
る

か
が

重
視

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

新
世

代
の

支
援

シ
ス

テ
ム

で
は

こ
の

基
本

機
能

を
向

上
さ

せ
る

と
同

時
に

歩
行

を
楽

し
み

移
動

中
の

街
を

楽
し

む
と

い
っ

た
レ

ベ
ル

ま
で

を
可

能
に

す
る

Q
O

L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
「

魔
法

の
杖

」
実

現
を

目
指

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（

一
覧

情
報

）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、

各
種

の
セ

ン
サ

ー
に

よ
る

現
場

の
把

握
、

G
P

S
と

マ
ッ

プ
デ

ー
タ

の
照

合
、

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
街

中
に

設
置

さ
れ

た
機

器
類

と
の

通
信

な
ど

を
総

合
的

に
利

用
す

れ
ば

多
く

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

そ
の

上
で

重
要

に
な

る
の

が
、

障
害

者
の

適
切

な
判

断
と

行
動

を
可

能
に

す
る

有
用

情
報

の
抽

出
ノ

ウ
ハ

ウ
、

そ
れ

を
利

用
者

に
適

切
に

伝
え

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
技

術
の

確
立

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

最
初

に
視

覚
障

害
者

の
方

達
の

イ
ン

タ
ヴ

ュ
ー

／
行

動
観

察
な

ど
か

ら
移

動
時

の
空

間
認

識
の

仕
方

、
有

用
な

誘
導

情
報

の
把

握
、

実
用

的
な

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

の
要

求
仕

様
の

整
理

を
行

な
う

こ
と

が
必

要
で

し
ょ

う
。

こ
れ

ら
の

知
見

を
踏

ま
え

て
、

音
声

(合
成

)ガ
イ

ド
や

音
響

ガ
イ

ド
の

応
用

開
発

、
G

U
Iタ

ッ
チ

式
入

力
の

フ
ォ

ー
ス

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
化

技
術

や
モ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、

音
声

ガ
イ

ド
の

コ
ン

テ
ン

ツ
レ

ベ
ル

ま
で

様
々

な
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

多
く

の
工

程
が

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「

魔
法

」
は

「
現

実
」

に
な

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「

魔
法

の
杖

」
専

用
機

と
し

て
の

 ハ
ー

ド
を

作
り

込
ん

で
よ

り
使

い
や

す
く

な
っ

た
段

階
、

更
に

改
良

が
進

み
イ

ン
フ

ラ
と

の
連

携
も

稠
密

と
な

り
ユ

ビ
キ

タ
ス

な
様

相
を

実
現

化
し

た
レ

ベ
ル

な
ど

あ
る

段
階

で
実

用
に

耐
え

う
る

よ
う

に
な

れ
ば

実
社

会
に

出
し

て
行

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
の

で
し

ょ
う

。
最

後
に

も
う

一
つ

気
に

な
っ

て
い

る
の

が
盲

導
犬

の
存

在
で

す
。

こ
こ

に
は

最
小

限
の

指
示

で
思

い
通

り
の

結
果

を
得

る
「

調
教

」
の

仕
組

み
、

長
年

の
付

き
合

い
の

中
か

ら
双

方
が

馴
染

ん
で

行
く

「
学

習
」

の
仕

組
み

、
指

示
の

結
果

に
危

険
が

伴
う

場
合

の
非

服
従

な
ど

「
先

回
り

」
の

構
造

な
ど

考
察

に
値

す
る

関
係

性
が

観
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
を

シ
ス

テ
ム

に
取

込
め

れ
ば

使
用

者
と

シ
ス

テ
ム

の
間

に
「

信
頼

」
と

言
う

べ
き

関
係

が
築

け
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

「
魔

法
の

杖
」

は
杖

の
形

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

一
体

ど
ん

な
も

の
な

る
の

で
し

ょ
う

。
 一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。

6
1

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

障
害

者
団

体
肘

で
使

用
で

き
る

ペ
ー

ジ
め

く
り

機
肢

体
障

害
者

用
手

足
が

不
自

由
で

す
が

、
唯

一
肘

が
使

用
可

能
で

肘
で

ほ
ん

の
ペ

ー
ジ

が
め

く
れ

る
器

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

現
在

絵
本

程
度

の
厚

さ
の

本
で

し
た

ら
め

く
れ

ま
す

が
、

肘
で

め
く

る
に

は
限

度
が

あ
り

ま
す

。

6
1

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
G

P
S

を
利

用
し

た
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

視
覚

障
害

者
用

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、

私
が

知
っ

て
い

る
道

し
か

通
れ

な
い

。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

6
1

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

ー
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

視
覚

障
害

者
用

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

日
常

生
活

で
は

そ
れ

な
り

に
工

夫
し

て
生

活
し

て
い

る
。

安
全

な
移

動
を

補
助

し
て

く
れ

る
機

器
を

望
み

ま
す

。

6
1

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

用
の

ナ
ビ

シ
ス

テ
ム

視
覚

障
害

者
用

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。

居
場

所
を

把
握

し
、

次
の

目
的

ま
で

案
内

し
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

。
ま

た
駐

車
中

の
自

動
車

や
自

転
車

、
突

然
の

看
板

な
ど

に
ぶ

つ
か

る
こ

と
が

よ
く

あ
り

、
そ

れ
ら

を
事

前
に

感
知

し
知

ら
せ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

6
1

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

用
の

外
出

支
援

機
器

視
覚

障
害

者
用

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
で

も
自

由
に

目
的

地
ま

で
行

け
る

機
器

が
あ

る
と

と
て

も
便

利
で

す
。

6
1

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

障
害

者
団

体
日

常
生

活
用

具
視

覚
障

害
者

用
既

に
開

発
さ

れ
、

日
常

使
用

し
て

い
る

、
例

え
ば

音
声

秤
や

音
声

電
磁

調
理

器
等

が
品

切
れ

と
な

り
、

メ
ー

カ
ー

で
生

産
打

ち
切

り
に

な
り

困
っ

て
い

る
。

何
か

い
い

方
法

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
か

？

6
2

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
多

機
能

音
声

ガ
イ

ド
付

き
湯

沸
か

し
器

視
覚

障
害

者
用

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、

湧
き

あ
が

っ
た

と
き

に
は

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

が
、

温
度

を
調

節
す

る
際

に
ボ

タ
ン

で
操

作
し

た
り

、
室

温
を

知
り

た
い

時
に

も
あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。

6
2

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

の
機

能
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

、
例

え
ば

、
揚

げ
物

を
し

た
い

時
に

何
分

揚
げ

れ
ば

よ
い

の
か

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
音

声
で

案
内

し
て

く
れ

る
機

能
が

あ
る

と
料

理
し

や
す

い
。

6
2

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
個

人
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
機

器
視

覚
障

害
者

用
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便
利

（
歩

行
者

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

）
家

に
い

る
時

に
目

的
地

を
セ

ッ
ト

で
き

、
音

声
案

内
で

目
的

地
ま

で
誘

導
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

82



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
2

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
携

帯
ナ

ビ
装

置
視

覚
障

害
者

用
携

帯
で

き
る

小
型

の
端

末
機

を
持

ち
歩

く
こ

と
で

、
家

ま
で

の
ル

ー
ト

案
内

や
、

真
直

ぐ
歩

行
で

き
て

い
る

か
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

器
が

あ
る

と
助

か
る

。
道

を
歩

く
時

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
、

ち
ゃ

ん
と

家
に

帰
れ

る
か

毎
回

不
安

に
な

る
の

で
ぜ

ひ
開

発
し

て
欲

し
い

。

6
2

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
長

い
杖

肢
体

障
害

者
用

多
く

使
わ

れ
て

い
る

杖
は

、
腰

あ
た

り
ま

で
の

Ｔ
字

杖
で

す
が

、
こ

れ
で

は
下

り
坂

で
不

安
定

に
な

っ
た

り
、

杖
を

つ
く

位
置

に
よ

っ
て

歩
行

が
不

安
定

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

介
護

用
品

と
し

て
、

頭
ぐ

ら
い

の
長

さ
の

杖
に

、
握

り
や

す
い

よ
う

デ
コ

ボ
コ

の
グ

リ
ッ

プ
を

つ
け

、
握

る
位

置
を

か
え

ら
れ

る
杖

を
提

案
い

た
し

ま
す

。
杖

を
長

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
杖

を
両

手
で

つ
か

む
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、

立
ち

上
が

り
の

補
助

に
も

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
。

6
2

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
("

")
対

象
物

ま
で

の
距

離
測

定
機

視
覚

障
害

者
用

デ
ジ

カ
メ

な
ど

の
ピ

ン
ト

合
わ

せ
機

能
を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る
と

向
け

た
方

向
に

対
象

物
が

あ
れ

ば
そ

こ
ま

で
の

距
離

を
イ

ヤ
ホ

ン
で

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
。

使
用

例
　

電
車

の
席

に
座

り
た

い
け

ど
前

に
人

が
座

っ
て

い
る

か
わ

か
ら

な
い

時
な

ど
。

ス
テ

ッ
キ

で
足

を
確

認
す

る
の

も
失

礼
に

な
る

。
　

道
路

の
変

形
交

差
点

な
ど

で
ど

ち
ら

に
道

が
通

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
　

な
ど

6
2

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

碍
者

の
歩

行
支

援
機

器
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
携

帯
ラ

ジ
オ

サ
イ

ズ
で

歩
行

支
援

ナ
ビ

で
、

次
の

よ
う

な
機

能
を

備
え

た
も

の
を

希
望

し
ま

す
。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
の

瀬
能

工
場

に
よ

り
き

め
細

か
い

支
援

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

提
案

し
ま

す
。

１
．

道
路

情
報

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、

歩
道

の
有

無
交

差
点

の
接

近
、

２
．

車
の

接
近

。
た

と
え

ば
、

前
か

ら
車

が
接

近
、

交
差

点
で

右
か

ら
車

が
接

近
な

ど
。

３
．

目
的

地
の

設
定

。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く
れ

る
。

４
．

そ
の

た
。

た
と

え
ば

、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、

知
ら

な
い

う
ち

に
道

路
の

中
央

に
出

て
し

ま
っ

て
い

た
ら

注
意

を
促

し
て

く
れ

る
。

歩
行

先
に

自
転

車
や

障
害

物
が

あ
れ

ば
知

ら
せ

て
く

れ
る

。
５

．
生

活
用

具
と

し
て

助
成

制
度

の
対

象
と

な
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

以
上

で
す

。

6
2

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
婦

人
体

温
計

視
覚

障
害

者
用

全
盲

で
も

使
え

る
、

音
声

読
み

上
げ

機
能

の
つ

い
た

も
の

。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確
認

で
き

る
な

ど
、

現
在

一
般

に
売

ら
れ

て
い

る
も

の
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

6
2

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
調

理
用

秤
視

覚
障

害
者

用
調

理
用

の
秤

で
、

目
が

見
え

な
く

て
も

使
え

る
、

音
声

で
計

っ
た

も
の

の
重

さ
を

読
み

上
げ

る
も

の
。

6
2

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
機

能
付

き
電

卓
視

覚
障

害
者

用
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。

日
本

製
の

音
声

の
電

卓
が

ほ
し

い
で

す
。

6
3

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
肢

体
障

害
者

用
 言

語
障

害
者

用
パ

ソ
コ

ン
の

入
力

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

6
3

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

通
訳

機
器

聴
覚

障
害

者
用

小
型

Ｐ
Ｃ

に
マ

イ
ク

を
つ

け
て

、
音

声
が

文
字

に
な

る
通

訳
機

器
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

6
3

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
音

声
体

重
計

、
音

声
体

温
計

な
ど

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

た
物

を
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

械
が

増
え

、
視

覚
障

碍
者

に
と

っ
て

は
、

あ
り

が
た

い
の

で
す

が
、

１
つ

１
つ

の
機

械
を

開
発

す
る

の
で

は
な

く
、

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

て
い

る
数

字
を

読
み

取
る

機
械

を
開

発
し

て
欲

し
い

で
す

。
手

の
ひ

ら
に

収
ま

る
程

度
に

小
さ

い
物

で
、

読
ま

せ
た

い
数

字
の

所
に

そ
れ

を
も

っ
て

い
く

と
、

音
声

読
み

上
げ

す
る

機
械

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。
読

み
上

げ
た

数
字

を
点

字
表

示
で

き
れ

ば
、

盲
ろ

う
者

の
利

用
も

可
能

に
な

り
ま

す
。

世
の

中
に

は
、

数
字

を
デ

ジ
タ

ル
表

示
す

る
機

械
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
で

す
か

ら
、

こ
の

数
字

を
読

み
上

げ
る

機
械

が
で

き
る

と
、

視
覚

障
碍

者
も

多
く

の
機

械
の

利
用

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
ぜ

ひ
、

開
発

し
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

6
3

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
言

語
障

害
者

用
・

太
陽

光
で

充
電

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

長
時

間
外

出
す

る
機

会
も

多
い

か
ら

で
す

。
・

絵
文

字
や

顔
文

字
、

マ
ー

ク
で

気
持

ち
を

表
現

で
き

る
器

械
。

な
ぜ

な
ら

「
嬉

し
い

」
「

め
ち

ゃ
嬉

し
い

」
と

い
っ

た
感

情
が

絵
文

字
な

ど
に

す
る

と
一

遍
に

伝
わ

る
か

ら
で

す
。

・
メ

イ
ン

画
面

を
カ

ラ
ー

に
し

て
も

っ
と

分
か

り
や

す
く

し
て

欲
し

い
で

す
。

白
黒

で
は

同
じ

様
な

色
だ

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
・

音
量

に
つ

い
て

、
外

で
話

す
と

き
も

あ
る

の
で

も
う

少
し

大
き

い
音

や
、

逆
に

内
緒

話
が

で
き

る
よ

う
な

小
さ

い
音

が
欲

し
い

で
す

。
抑

揚
や

音
の

高
さ

も
、

も
う

少
し

段
階

を
増

や
す

か
聞

き
取

り
や

す
い

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
現

在
の

機
器

で
も

読
み

上
げ

速
度

を
変

え
ら

れ
る

の
で

す
が

、
速

く
す

る
と

抑
揚

が
お

か
し

く
な

る
の

で
そ

れ
も

改
善

し
て

欲
し

い
で

す
。

・
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、

そ
れ

も
設

定
で

O
F
F
に

で
き

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

で
す

。
・

音
声

は
タ

レ
ン

ト
さ

ん
な

ど
の

声
を

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

、
自

分
の

声
を

入
れ

て
構

成
音

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ど

の
器

械
か

ら
も

同
じ

声
で

は
大

勢
で

話
を

す
る

と
き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い
で

す
。

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、

文
字

を
打

つ
手

間
を

減
ら

す
た

め
に

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、

「
あ

」
と

初
め

の
１

字
を

打
て

ば
（

「
あ

り
が

と
う

」
な

ど
）

そ
の

あ
と

の
言

葉
が

出
て

く
る

機
能

。
機

種
に

よ
っ

て
は

既
に

そ
の

機
能

が
つ

い
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
価

格
が

高
く

入
手

で
き

ま
せ

ん
。

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。

私
た

ち
の

生
活

の
中

で
ち

ょ
っ

と
お

し
ゃ

べ
り

と
い

う
の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、

そ
う

し
た

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

点
と

、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（

録
音

）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。

今
あ

る
録

音
機

能
は

、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。

会
議

や
話

し
合

い
の

と
き

、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、

い
っ

た
い

何
が

話
さ

れ
た

の
だ

ろ
う

と
思

う
こ

と
が

多
い

か
ら

で
す

。
・

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
で

は
1

0
万

円
を

超
え

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

よ
り

便
利

な
機

能
が

多
く

つ
い

て
い

ま
す

が
、

も
っ

と
安

い
価

格
で

購
入

で
き

ま
す

。
そ

し
て

携
帯

電
話

で
は

楽
し

く
遊

ん
で

い
る

と
知

ら
な

い
う

ち
に

操
作

に
慣

れ
て

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
に

も
、

楽
し

ん
で

使
い

続
け

ら
れ

る
よ

う
な

遊
び

心
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
3

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
間

お
知

ら
せ

時
計

そ
の

他
(発

達
障

害
者

全
般

（
A

D
H

D
、

L
D

な
ど

）
)

時
間

感
覚

に
乏

し
く

、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。
セ

ッ
ト

し
た

時
間

に
な

る
と

、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、

ど
こ

で
も

使
え

る
の

で
な

お
よ

い
。

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン
で

合
成

音
声

を
作

成
し

て
、

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
携

帯
に

転
送

し
、

ア
ラ

ー
ム

の
サ

ウ
ン

ド
設

定
で

そ
の

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
し

、
指

定
時

刻
に

下
記

音
声

を
携

帯
か

ら
発

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
音

声
の

例
：

（
時

間
指

定
で

）
起

き
る

時
間

で
す

、
出

勤
の

時
間

で
す

、
お

昼
の

時
間

で
す

、
帰

宅
時

間
で

す
、

お
風

呂
の

時
間

で
す

、
食

事
の

時
間

で
す

、
寝

る
時

間
で

す
。

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）

今
日

は
燃

え
る

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど

6
3

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

は
値

段
が

高
い

割
に

は
使

う
機

会
が

少
な

い
で

す
。

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。

6
3

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
で

す
。

現
在

の
 視

力
 右

0
.0

2
 左

0
.0

1
 視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。

視
野

が
か

け
始

め
て

か
ら

物
探

し
ば

か
り

し
て

お
り

ま
す

。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ⅰ

、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、

毎
日

、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。

視
野

が
な

い
為

か
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

の
に

み
え

て
い

な
い

と
い

う
か

、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。

あ
る

い
は

物
の

上
に

物
を

重
ね

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

ら
し

い
で

す
。

私
の

探
し

て
い

る
物

が
返

事
を

し
て

く
れ

た
な

ら
ど

ん
な

に
幸

せ
な

事
で

し
ょ

う
か

と
思

う
毎

日
で

す
。

　
そ

ん
な

時
、

今
度

は
、

携
帯

電
話

が
見

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。

何
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

す
ぐ

そ
ば

の
足

元
に

落
ち

て
お

り
ま

し
た

。
　

こ
れ

で
す

。
電

話
帳

に
氏

名
を

登
録

す
る

よ
う

に
、

い
つ

も
探

し
物

を
す

る
物

を
登

録
し

て
お

く
と

探
し

た
い

と
き

、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「

ハ
ー

イ
こ

こ
で

す
よ

」
と

い
っ

て
、

あ
ら

か
じ

め
貼

っ
て

お
い

た
タ

グ
か

な
ん

か
が

光
り

な
が

ら
返

事
を

す
る

の
で

す
。

　
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
探

し
物

発
見

器
・

「
ハ

ー
イ

、
こ

こ
で

す
よ

」
是

非
お

願
い

し
ま

す
。

電
波

の
届

く
範

囲
は

あ
ま

り
広

く
な

い
ほ

う
が

良
い

と
お

も
い

ま
す

。
せ

い
ぜ

い
十

畳
間

ぐ
ら

い
の

広
さ

に
し

て
く

だ
さ

い
.そ

の
範

囲
で

お
返

事
が

な
い

と
き

は
次

の
場

所
を

探
す

事
に

な
り

ま
す

の
で

。

6
3

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
筆

記
や

遠
方

視
も

し
や

す
い

携
帯

型
読

書
器

を
望

み
ま

す
。

私
が

試
し

た
も

の
は

、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・

支
持

し
に

く
か

っ
た

り
、

画
像

処
理

の
遅

延
が

あ
っ

た
り

、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記
困

難
な

も
の

が
多

か
っ

た
で

す
。

遠
方

視
が

で
き

る
機

種
で

も
デ

ジ
カ

メ
に

遠
く

及
ば

な
い

性
能

で
し

た
。

ル
ー

ペ
、

単
眼

鏡
、

弱
視

眼
鏡

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、

デ
ジ

カ
メ

な
ど

多
く

を
持

ち
歩

か
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
あ

と
バ

ッ
テ

リ
ー

を
気

に
せ

ず
に

使
い

た
い

で
す

。

6
3

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

人
物

識
別

機
視

覚
障

害
者

用
正

面
に

い
る

人
を

識
別

し
て

、
音

声
で

名
前

を
伝

え
て

く
れ

る
装

置
。

6
3

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
用

現
在

で
も

可
搬

可
能

な
据

え
置

き
型

拡
大

読
書

器
は

あ
り

ま
す

が
、

重
た

く
て

始
終

持
ち

歩
く

こ
と

は
困

難
で

す
。

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ
し

い
で

す
。

6
4

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

U
S

B
眼

球
入

力
マ

ウ
ス

肢
体

障
害

者
用

上
肢

体
障

が
い

者
に

対
し

て
の

パ
ソ

コ
ン

操
作

を
上

下
肢

を
使

わ
ず

に
利

用
者

自
身

が
目

で
見

て
い

る
箇

所
に

マ
ウ

ス
カ

ー
ソ

ル
を

追
従

さ
せ

、
健

常
者

が
利

用
し

て
い

る
マ

ウ
ス

操
作

と
同

等
の

操
作

性
と

設
定

の
簡

易
性

が
あ

れ
ば

、
利

用
者

及
び

介
護

者
に

負
担

少
な

い
P

C
用

U
S

B
入

力
装

置
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

6
4

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

視
覚

障
害

者
用

一
般

の
活

字
文

書
を

、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
読

み
た

い
。

日
常

生
活

の
中

で
読

む
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

6
4

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

で
き

る
拡

大
器

視
覚

障
害

者
用

持
ち

運
び

が
可

能
な

拡
大

読
書

器
み

た
い

な
機

器
。

外
出

先
で

使
用

で
き

る
も

の
。

6
4

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
視

覚
障

害
者

用
銀

行
や

お
役

所
な

ど
で

の
重

要
な

お
話

し
は

録
音

し
て

、
あ

と
で

し
っ

か
り

と
聴

き
た

い
で

す
。

い
ま

の
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

昔
の

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
も

販
売

さ
れ

な
く

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

に
優

し
い

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
を

求
め

ま
す

。
音

声
録

音
は

大
変

重
要

で
す

。

6
4

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

書
き

な
が

ら
使

え
る

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
銀

行
等

で
用

紙
な

ど
に

記
入

す
る

際
、

該
当

部
分

を
拡

大
し

な
が

ら
記

入
で

き
る

よ
う

な
商

品
が

欲
し

い
。

軽
量

か
つ

簡
単

な
も

の
。

ル
ー

ペ
の

よ
う

な
も

の
で

も
よ

い
。

そ
う

い
っ

た
も

の
が

銀
行

や
郵

便
局

に
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

と
便

利
で

す
。

6
4

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

単
眼

鏡
の

拡
充

視
覚

障
害

者
用

単
眼

鏡
の

種
類

が
ル

ー
ペ

等
に

比
べ

る
と

少
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
駅

の
路

線
図

や
、

案
内

板
な

ど
を

見
る

と
き

に
は

単
眼

鏡
が

重
宝

す
る

の
で

、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

6
4

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

誤
認

が
な

い
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
用

色
を

判
断

し
て

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
色

識
別

装
置

が
あ

る
が

、
誤

認
し

て
し

ま
う

こ
と

が
多

い
の

で
、

正
確

な
色

を
判

別
し

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

6
4

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

手
紙

の
読

み
取

り
機

視
覚

障
害

者
用

手
紙

や
メ

ー
ル

に
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

が
付

い
て

い
る

と
内

容
が

読
み

取
れ

る
の

で
、

普
及

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
特

に
、

区
役

所
や

郵
便

物
な

ど
、

長
い

文
章

で
も

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

6
4

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

拡
大

読
書

器
の

値
段

視
覚

障
害

者
用

拡
大

読
書

器
の

値
段

が
1

9
万

8
0

0
0

円
だ

が
、

1
0

万
円

く
ら

い
で

買
え

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。

6
4

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

を
使

用
し

て
い

た
が

、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１

」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
使

い
勝

手
が

悪
か

っ
た

。
そ

の
よ

う
な

誤
認

が
な

い
よ

う
改

善
し

て
欲

し
い

。

6
5

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
冊

子
に

な
っ

て
い

る
時

刻
表

を
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

読
書

器
が

欲
し

い
。

84



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
5

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

簡
単

取
り

外
し

電
話

用
拡

声
機

器
（

仮
称

）
聴

覚
障

害
者

用
私

は
脳

出
血

の
後

遺
症

の
障

害
に

よ
る

耳
鳴

り
の

為
に

、
電

話
の

帯
域

が
難

聴
に

な
り

ま
し

た
。

職
場

で
健

常
者

で
は

聞
こ

え
る

電
話

機
で

も
、

私
に

は
一

切
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

古
い

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
を

利
用

し
て

い
る

の
で

、
簡

単
に

市
販

の
骨

伝
導

電
話

機
と

付
け

替
え

が
出

来
ま

せ
ん

。
毎

日
、

不
自

由
な

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

骨
伝

導
を

利
用

し
た

難
聴

者
の

た
め

、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、
簡

単
に

取
り

外
し

が
出

来
る

、
拡

声
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

6
5

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

家
庭

の
電

化
製

品
：

例
え

ば
、

テ
レ

ビ
・

ビ
デ

オ
・

ラ
ジ

オ
・

エ
ア

コ
ン

・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、

ま
た

、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。

パ
ソ

コ
ン

を
介

し
た

音
声

操
作

で
き

る
も

の
（

ボ
イ

ス
・

ス
キ

ャ
ン

）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、

開
発

し
て

頂
き

た
い

。

6
5

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

電
動

車
い

す
の

「
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」

を
、

パ
ソ

コ
ン

の
マ

ウ
ス

に
・

・
・

肢
体

障
害

者
用

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、

「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」

を
つ

け
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
文

章
を

打
つ

の
な

ら
と

も
か

く
、

ネ
ッ

ト
を

閲
覧

す
る

だ
け

で
し

た
ら

「
マ

ウ
ス

」
の

操
作

だ
け

で
十

分
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

普
段

は
、

電
動

車
い

す
の

操
作

を
し

て
、

、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」

の
切

り
替

え
だ

け
で

「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」
→

「
マ

ウ
ス

に
切

り
替

わ
る

」
（

無
線

で
）

と
い

う
も

の
が

あ
れ

ば
、

首
や

背
中

を
少

し
で

も
痛

め
る

こ
と

が
無

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
、

難
し

い
の

で
し

ょ
う

か
？

6
5

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル
（

音
声

認
識

出
力

機
器

）
視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 そ
の

他
(誰

で
も

（
健

常
者

も
）

)

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ

Ｍ
電

波
で

と
ば

し
た

声
を

、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字
（

目
で

見
る

文
字

）
表

示
、

あ
る

い
は

機
械

的
点

字
デ

バ
イ

ス
に

出
力

し
て

点
字

表
示

で
き

る
と

便
利

で
す

。
漢

字
に

は
ル

ビ
が

ふ
ら

れ
る

と
知

的
障

害
者

や
日

本
語

学
習

中
の

外
国

人
に

も
便

利
で

す
。

ま
た

、
こ

の
機

器
で

音
声

認
識

入
力

し
た

「
さ

さ
き

」
や

「
し

ょ
う

ゆ
」

等
の

短
い

単
語

は
、

点
字

や
墨

字
の

ラ
ベ

ル
印

刷
機

に
出

力
し

て
貼

り
付

け
ラ

ベ
ル

を
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
便

利
で

す
。

点
字

を
よ

く
知

ら
な

い
健

常
者

が
点

字
ラ

ベ
ル

を
作

る
時

に
も

便
利

で
す

。

6
5

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
こ

の
手

袋
は

、
て

の
ひ

ら
書

き
文

字
を

て
の

ひ
ら

部
分

に
機

械
的

に
出

力
し

て
、

あ
た

か
も

て
の

ひ
ら

に
筆

談
文

字
が

書
か

れ
て

い
る

か
の

よ
う

に
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

デ
バ

イ
ス

で
す

。
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
の

内
容

を
、

て
の

ひ
ら

に
機

械
的

筆
談

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

こ
の

手
袋

の
両

手
の

指
（

人
差

し
指

・
中

指
・

薬
指

）
が

機
械

的
に

振
動

す
る

と
指

点
字

デ
バ

イ
ス

と
し

て
も

使
う

こ
と

が
で

き
、

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

支
援

で
き

ま
す

。

6
5

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機
（

施
設

用
）

及
び

受
信

機
（

利
用

者
用

）

視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(手

帳
を

持
た

な
い

難
聴

者
・

高
齢

難
聴

者
)

　
障

害
者

手
帳

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

音
声

を
聞

く
こ

と
で

生
活

し
て

い
る

難
聴

者
た

ち
は

会
議

や
講

演
会

な
ど

の
際

、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

が
無

指
向

性
の

た
め

、
発

さ
れ

た
音

声
が

壁
や

天
井

な
ど

に
当

た
っ

て
反

射
し

な
が

ら
耳

に
届

く
の

で
、

音
声

の
明

瞭
度

が
低

下
し

、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

マ
イ

ク
に

入
っ

た
音

声
を

直
接

聞
く

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

明
瞭

度
が

高
く

聞
き

取
り

の
効

率
が

著
し

く
高

ま
り

ま
す

。
送

信
機

（
施

設
用

）
：

音
響

装
置

で
複

数
の

マ
イ

ク
か

ら
の

音
声

を
取

り
入

れ
る

ア
ン

プ
の

出
力

プ
ラ

グ
に

接
続

し
、

特
定

周
波

数
の

無
線

を
発

し
ま

す
。

ア
ン

プ
を

備
え

た
音

響
装

置
を

備
え

る
公

共
施

設
に

購
入

常
備

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

　
受

信
機

（
利

用
者

用
）

：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

場
合

、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z
帯

（
約

4
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 
3

2
0

 M
H

z
帯

（
約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１

台
で

明
瞭

な
音

声
を

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。

6
5

7
H

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
つ

え
祖

母
の

紙
お

む
つ

福
岡

県
に

住
む

専
業

主
婦

(5
9

歳
)で

す
。

知
り

合
い

の
施

設
関

係
者

か
ら

こ
の

サ
イ

ト
の

こ
と

を
聞

き
、

投
稿

し
ま

し
た

。

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な
い

と
い

つ
も

訴
え

ま
す

。
た

だ
、

お
む

つ
を

し
な

い
と

大
変

な
こ

と
に

な
る

た
め

、
家

族
と

し
て

も
悩

ん
で

い
ま

す
。

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）

、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、

ど
の

よ
う

な
話

を
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

よ
ろ

し
け

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

6
5

8
H

2
1

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

自
立

す
る

杖
フ

ェ
レ

ッ
ト

手
を

離
し

て
も

立
つ

杖
は

、
役

に
立

つ
。

Ｗ
Ｂ

Ｓ
ト

レ
た

ま
・

Ｎ
Ｈ

Ｋ
い

っ
と

６
け

ん
・

ぶ
ら

り
途

中
下

車
の

旅
で

紹
介

さ
れ

ま
し

た
。

利
用

者
の

多
く

が
、

室
内

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
特

徴
●

前
方

に
車

輪
が

2
つ

、
後

方
に

ウ
レ

タ
ン

ブ
レ

ー
キ

　
3

点
で

自
立

し
ま

す
。

●
杖

を
持

ち
上

げ
ず

に
車

を
転

が
し

て
進

め
る

。
●

小
さ

な
袋

を
ぶ

ら
提

げ
る

フ
ッ

ク
が

あ
る

。
車

が
付

い
て

い
ま

す
が

、
ズ

ル
ズ

ル
転

が
ら

な
い

。
●

ア
ル

ミ
フ

レ
ー

ム
約

８
５

０
g

●
サ

イ
ズ

　
Ｓ

・
Ｍ

・
Ｌ

 /
７

５
・

８
０

・
８

５
ｃ

ｍ
ペ

ッ
ト

の
フ

ェ
レ

ッ
ト

と
散

歩
を

、
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。
高

齢
者

の
楽

し
い

歩
行

に
、

歩
行

補
助

具

6
5

9
H

2
1

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
【

ご
意

見
8

7
：

意
思

伝
達

装
置

に
つ

い
て

質
問

で
す

。
】

の
関

連
回

答

【
何

か
の

記
事

で
、

脳
波

を
利

用
し

（
確

か
･
･･

）
そ

の
人

が
思

っ
て

い
る

こ
と

を
P

C
の

画
面

上
で

文
章

に
な

っ
て

現
れ

る
装

置
が

研
究

さ
れ

て
い

る
と

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

よ
う

な
装

置
が

、
福

祉
用

具
と

し
て

開
発

さ
れ

る
予

定
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？
】

上
記

に
関

連
し

、
本

年
度

の
厚

労
省

の
補

正
予

算
で

開
発

、
試

作
さ

れ
た

機
器

の
プ

レ
ス

発
表

が
3

/
2

9
に

あ
り

ま
し

た
。

3
/
3

0
の

朝
日

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

た
の

で
ご

覧
に

な
ら

れ
た

方
も

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.a
is

t.
g
o
.jp

/a
is

t_
j/

p
re

s
s
_r

e
le

a
s
e
/
p

r2
0

1
0

/
p

r2
0

1
0

0
3

2
9

/p
r2

0
1

0
0

3
2

9
.h

tm
l

ま
た

、
脳

波
利

用
で

機
器

を
操

作
す

る
研

究
は

、
多

く
の

大
学

・
研

究
機

関
な

ど
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
6

0
H

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
収

集
そ

の
他

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

（
音

声
ガ

イ
ド

付
き

な
ど

）
・

チ
ュ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、

す
で

に
名

刺
サ

イ
ズ

の
商

品
で

下
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
ソ

ニ
ー

　
ワ

ン
セ

グ
対

応
F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

　
X

D
V

-G
2

0
0

W
E

B
検

索
で

調
べ

る
と

現
時

点
（

2
0

1
0

/0
3

/
2

3
）

で
最

安
値

1
6

9
8

0
円

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

携
帯

ラ
ジ

オ
の

よ
う

に
持

ち
運

び
し

た
い

と
な

る
と

、
ワ

ン
セ

グ
が

映
る

場
所

で
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

家
庭

に
お

い
て

通
常

T
V

は
、

ア
ン

テ
ナ

と
接

続
さ

れ
て

い
る

か
、

ケ
ー

ブ
ル

T
V

に
よ

り
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

受
信

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、

ま
た

上
記

で
は

不
足

と
思

わ
れ

る
方

は
、

感
想

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、

1
5

0
0

0
円

位
で

、
パ

ソ
コ

ン
に

接
続

し
ワ

ン
セ

グ
が

入
る

よ
う

に
す

る
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
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